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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　空セリカ









「《其そは摂せつ理りの円えん環かんへと帰き還かんせよ────》」

　女が矢や継つぎ早に呪じゆ文もんを叫さけぶ。場に荒あらぶる魔ま力りよくが渦うず巻まき、胎たい動どうする。

「──以下呪文省略ッ！　ぶっ飛べぇえええ──ッ！」

　黒くろ魔ま改【イクスティンクション・レイ】。

　女が前方へ突つき出した左掌てのひらから、光の衝しよう撃げき波はが圧あつ倒とう的てきな奔ほん流りゆうとなって放たれる。

　あらゆる物質を根源素オリジンレベルまで分解・消去するその極光は、その女の正面に延々と続く通路の果て、消失点を目め掛がけて駆かけ抜ぬけ──

　その道中の敵──密集陣形フアランクスを組んで迫せまっていた、うんざりするほど大量の守護者ガーデイアン──古代の魔導人形達、その悉ことごとくを瞬しゆん時じに蒸発させる。

　だが、勝利の余よ韻いん、勝者の余よ裕ゆうは、その女には欠片かけらもなく──

「……はぁー……はぁー……くそ、が……ッ！」

　女──セリカ＝アルフォネアは、苦しげに通路の壁かべへともたれかかっていた。

　ここは、アルザーノ帝てい国こく魔術学院校舎の下に広がる地ち下か迷めい宮きゆう──地下44階。

　塗ぬり潰つぶしたかのような真まっ暗くら闇やみの中、掲かかげるカンテラの弱々しい光が、ぼんやりと淡あわく浮うかび上がらせるセリカの姿は──ただただ、悲ひ惨さんの一言に尽つきた。

　その全身はすでに大小様々な負傷だらけ、血に汚よごれた衣類はぼろぼろ。弱りきり、疲つかれきり、今や超ちよう然ぜんとした魔ま性しようの美女の面おも影かげは、どこにも見当たらない。

「……あ、ぐぅっ……今度こそ……は……って、……思ったのに……ッ！」

　アルザーノ帝国魔術学院・地下迷宮の探たん索さく調査。

　これこそ、大陸最高の魔術師たるセリカが学院に籍せきを置く最大の目的と理由だ。

　彼女は数年前から、この地下迷宮の攻こう略りやくに何よりも心血を注いでいたのである。

　だが、様々な策をもって、満を持して挑いどんだ今回の探索も──いつものように『失敗』の二文字が無残な現実として、セリカの前に突きつけられつつあった。

　今回も油断はまったくなかった。

　今、セリカが懐ふところに忍しのばせている懐かい中ちゆう時計型の魔導器や、腰こしに佩はいている片手半剣バスタードソード──これらは、紛まごうことなくセリカの魔術師としての本気の証あかし。セリカは常に自身が魔術師として為なし得る全すべてを尽くして、この地下迷宮に挑んでいるのだ。

　だが、それでも──この地下迷宮の踏とう破はには遠く及およばない。

　セリカは人外の力を持つ魔術師だが、この地下迷宮はその人外すら頑かたくなに拒こばむ、極死の魔ま境きようだったのだ。迷宮内のありとあらゆる仕し掛かけが、セリカの挑ちよう戦せんをあざ笑い続ける。

「くそぉ……痛ぅ……」

　忌いま々いましそうに毒突くセリカ。今のセリカは、自身の傷を魔術で癒いやすことすらもできない。消毒の薬草を当てて包帯をきつく巻き、止血するくらいしかできない。

　彼女の身体からだは、とっくに治ち癒ゆ限界に達しているのだ。

　治癒限界とは、ごく短期間内に法医呪文ヒーラー・スペルによる肉体治癒を何度も繰くり返すと、とある施せ術じゆつ回数から治癒の効きが極きよく端たんに悪くなり、さらには肉体の自じ壊かいに至る状態をさす。繰り返される過か剰じよう回復が、生体組織活動に深刻な障害を与あたえるために起きる現象だ。

　戦場で戦う兵士の誰だれもが『癒いやし手の手を摑つかむ死神』と恐おそれる治癒限界……

　ゆえに、最も早はや、誤ご魔ま化かしようのない死の恐きよう怖ふが、俯うつむくセリカの心を蝕むしばんでいる。

　もう無理だ、撤てつ退たいしろ、引き返せ──セリカの冷静な理性がそう告げている。

　だが──

「……ははっ、上等だ……ッ！　元々、私は死に場所を探してたじゃないか……ッ！」

　セリカは凄せい絶ぜつに口元を歪ゆがめ、顔を上げる。

「げほっ……邪じや神しんとやらの眷けん属ぞくも……魔導士としての戦いも……私を終わらせてくれなかった……ッ！　むしろ、いい機会だ……ッ！」

　一体、何がセリカをそこまで駆り立てるのか。冷静な判断を狂くるわせるのか。

　ここまで追い詰つめられて尚なお、セリカはおぼつかない足取りで前に進む。

　これは死に向かう行進……ただの犬死に、それを理解していながら。

　──前に進め──使命を果たせ、と。

　それでも、頭の中のどこかで響ひびく『内なる声』のままに……一歩、また一歩……迷宮に取り憑つかれたかのように、ふらふらと進んでいく。

「……そうだ、私は……ッ！　この先に進まなくちゃ……いけないんだ……ッ！　じゃないと……私は……いつまでも……ッ！　だから──ッ！」




　──わかったよ。なら、せめて頼たのむから……ちゃんと帰って来いよ？




　その時、不意にセリカの脳のう裏りに蘇よみがえった、愛いとしい誰かの言葉。

　それはセリカの『内なる声』を超こえて尚、強く心に響き……

「……ッ!?」

　自じ暴ぼう自じ棄きに陥おちいりかけたセリカを、我に立ち返らせる。

　途と端たん、熱に浮かされていたような思考が、衝しよう動どうが、冷める。

　地下迷宮の深層へとセリカを誘さそう、忌々しい『内なる声』が、一時、消える。

　セリカはしばらくの間、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くし……やがて。

「…………バカか、何を言ってるんだ、私は……本ほん末まつ転てん倒とうじゃないか……」

　唇くちびるを震ふるわせながら、セリカはくるりと踵きびすを返す。

「畜ちく生しよう……」

　誰へともなく、力なく呟つぶやきながら……セリカはとぼとぼと道を引き返していく。

　今回も失敗──そんな屈くつ辱じよくに塗まみれた暗あん鬱うつな気分を胸に抱いだきながら。




　……そして。

　セリカは……ついぞ気付かなかった。

『……セリカ……』

　失意のうちに去って行くセリカの背中を、遠くからじっと見送る者の存在を。

　セリカがこの地下迷宮内にいる間、彼女の後を密ひそかに追い続け、彼女を陰かげからずっと見守っている、異形の存在があったことを。

　セリカは……今回も、気付かなかった。








第一章　講師なボクが遺い跡せき調査へ行くことになったワケ









　俺は……帰ってきた。

　穏おだやかで、平和で、平へい凡ぼんで、ちょっと退たい屈くつな日々に……俺は再び帰ってきた。

　ドラマチックな展開なんてありえないけど、それだけに尊い日常の世界。

　俺には相応ふさわしくないなどと勝手に決めつけて、ふて腐くされて、背を向けて……

　そして、とある教え子に手を引かれ、連れ戻もどされた、とても眩まばゆい日向ひなたの世界──

（俺は……ここに居ても……いいんだ……）

　こんな優やさしい時間を、これからも享きよう受じゆできるのだ、と。

　この温かな世界に、こんな俺が居ることを許してくれた彼女に対し、俺ができることは……報むくいられることはなんなのだろう？　と。

　ガラにもなく、そんなことを、ぼんやり考えていた……そんな矢先。

　──その事件は起こった。




「グレン君。……君、クビね」

「え？」

　不意に突きつけられた、リック学院長のあまりにも無む慈じ悲ひな最さい後ご通つう牒ちよう。

「……え？　えぇええええええええええええええ──ッ!?」

　アルザーノ帝国魔術学院の学院長室に、グレンの素すっ頓とん狂きような叫びが響き渡わたっていた。

「ちょ、ちょ、ちょ、どぉいうことですか!?　学院長ぉッ!?」

　動どう揺ようも露あらわに、グレンは学院長が腰かける机に両手をついて詰め寄った。

「俺、クビになるようなことは────……た、多分、何一つやってないっすよ!?」

「どうして、そこで言葉を詰まらせたのかは……まぁ、後日、論じることにして……」

　好こう々こう爺や然とした面おも持もちで、リック学院長は言った。

「さて、先ほどの物言いには少々語ご弊へいがあったのう。訂てい正せいしよう」

「……語弊？」

「うむ。より正確には『君、このままだとクビになるぞ』の方が正しい」

「そ、それは一体、どういう……？」

　と、その時である。

「……ったく。馬ば鹿かだ、馬鹿だとは思っていたけど、まさかここまで馬鹿だとは思ってなかったぞ、グレン……」

　壁に背を預けたセリカが、グレン達の会話に割って入っていた。その芙ふ蓉ようのかんばせを引きつらせ、ビキビキこめかみに青筋を立てているあたり、相当お冠かんむりのようだった。

　そんなセリカは、先の地下迷宮探索での負傷がまだ癒えきっていなかった。その妖よう艶えんな肢し体たいのあちこちに包帯が巻かれ、膏こう薬やくが貼はられ、三さん角かく巾きんで左ひだり腕うでを吊つっている。

　普ふ段だんの超然とした様相からは想像できない、あまりにも痛々しいその姿。

「グレン……お前、魔術論文の提出はどうした……？　あぁ……？　今期の提出期限はとっくに過ぎているぞ……？」

　だが、痛々しくも弱々しさは微み塵じんも感じさせず、思わず背筋が凍こおりつくようなド迫はく力りよくを言葉の端はし々ばしと笑え顔がおに漲みなぎらせ、セリカが凄すごむ。

「……え？　魔術論文？」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったが如ごとくきょとんとして、目をぱちくりさせるグレン。

「…………なにそれ？　それ、俺も書かなきゃ駄だ目めなの？」

「《当たり前だ・この・馬鹿》ぁああああああ──ッ!?」

　その瞬しゆん間かん、巻き起こる爆ばく炎えん。

　セリカが唱えた爆ばく裂れつ呪じゆ文もんが、グレンを派手に吹ふき飛ばしたのである。
















「お前、学院の魔術講師だろ!?　定期的に自分の魔術研究の成果を論文にまとめて報告しなきゃダメに決まってるだろ!?」

　セリカが真っ黒こげになったグレンの胸むな倉ぐらを摑み上げ、うがーっ！　とまくし立て……

「げほごほ……な……なんだそれ……き、聞いてねぇ……」

「職務規定書くらい目を通しておけ、この馬鹿ちん！」

　さらに、ぐったりとしたグレンの頭を左右に激しくシェイクするのだった。

「しかし、その反応じゃお前、論文に書けるような研究なんて何一つやってないな？」

「……う」

「講師職の雇こ用よう契けい約やくの更こう新しん条件は、定期的に研究成果を魔術論文にして提出すること──これはれっきとした魔術学院のルールだ。ルールの穴を突ついて、お前を講師職にねじ込んだ時と状じよう況きようが違ちがう。いくら私だって、流石さすがに庇かばえないぞ？　どうするんだよ？」

「セリカ、いいことを思いついたぜ。このまま無職の引きこもりに戻るというのは……」

「却きやつ下かだ、ボケ！」

　この期ごに及んでふざけたことをぬかすグレンを、セリカは容よう赦しやなく蹴けり倒たおした。

「痛てて……とまぁ、冗じよう談だんはこのくらいにしておいて……」

　よろよろとグレンが立ち上がり、学院長に真まっ直すぐと向き直った。

「なんとかなりませんか、学院長。こんなこと俺が言う資格なんてないですけど……俺、もう少しだけ講師続けたいんです。せめてあいつらが卒業するまでは……」

「……え？　ぐ、グレン……お前……？」

　真しん摯しな表情でそんなことを言うグレンに、セリカが驚きよう愕がくの表情で目を剝むく。まさかグレンの口からそのような言葉が出るだなんて、微塵も予想していなかったのだ。

「ふむ……」

　その珍めずらしく殊しゆ勝しような態度のグレンに、学院長も神しん妙みような面持ちで押し黙だまり……

「論文の提出、もう少しだけ待ってください！　必ず何か書いて提出しますんで……お願いします！　チャンスをくださいッ！」

　グレンは必死の表情で、頭を下げるのであった──




　──と、その内心では。

（ヤベェエエエエエエエ──ッ!?　クビはやべぇええええええ──ッ!?）

　グレンはかつてないほど狼狽うろたえ、戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

（今、クビはマジで困るぞ!?　つい先日、セリカがいない間に、密かにセリカの名義で分割決済ローンを組んでアレを注文したばっかりだぞ!?　その支し払はらいが──ッ!?）

　アレとは、『複製人形コピー・ドール』と呼ばれる魔ま導どう人形である。

　なんてことはない。自分そっくりに変身させたその『複製人形コピー・ドール』に、講師の仕事を教えて代役とし、たまに仕事をサボれるようにしてやろうという浅ましい魂こん胆たん。

　……成長しているようで、まるで成長していないグレンであった。

　せめてあいつらが卒業するまでは……そんな言葉が無意識に口を突いて出るあたり、多少、心境に変化はあるようだが……まだまだのようである。

（くっそぉ、俺の名じゃ信用ないからセリカの名を出したのと、返品不可能にして値切ったのが完全に裏目だ！　まだクビになるわけにはいかねえ！　せめて支払いが終わるまではッ！　そもそも勝手にあんなもん買ったのがバレたら、セリカに殺されるッ!?）

　てなわけで──




「お願いしますッ！　学院長ッ！」

　──平身低頭の勢いで、グレンはより一層、深く頭を下げるのであった。

「何か論文を書く……とは言っても、グレン君、論文に書くネタはあるのかね？　ちょっと文ぶん献けん調査をした程度の適当なものでは、流石に審しん査さをパスできぬぞ？」

　難しい顔で、学院長が応じる。

「そ、それは……」

「我々魔術師にとって魔術研究が遅おくれるというのはよくあることだ。ゆえに提出期限は決まってはいるが、猶ゆう予よ期間みたいなものがあり、そのあたりは慣例的にかなり緩ゆるやかではある。だが、それも論文に書ける研究があってこそのものだ。君にそれがあるかね？」

　グレンが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情になる。確かに、今まで何一つ研究をやってないくせに、小手先の文章だけで乗り切れるほど、その審査とやらも甘くないだろう。

（これは……流石に詰つんだか？　あいつらになんて申し開きしようかな……？）

　グレンが支払い見込みのなくなる分割決済ローンのことよりも先に、自分の教え子達に対してなんとも形容しがたい罪悪感を覚えていると──

「しかし……まぁ、君は運が良い、グレン君」

　にこり、と学院長が笑って、話を続けた。

「君は『タウムの天文神しん殿でん』をご存知かな？」

「……？　それって、北の街かい道どうからやや外れた場所にある古代遺跡……ですよね？」

　話の見えないグレンが、首を傾かしげながら記き憶おくの片かた隅すみを掘ほり起こした。

「うむ。君もご存知のとおり探たん索さく危険度Ｆ級、有益な魔法遺産アーテイフアクトも出土されず、霊レイ脈ラインも平凡、魔術的な価値も低ければ、歴史資料的価値も低い。あのような僻へき地ちになければ、今いま頃ごろ、観光名所となっているような、そんな遺跡じゃが……」

　少しの間を置き、リックは自身も微かすかに怪け訝げんな顔色を浮うかべ、言った。

「今から数年前、とある魔術師の調査によって、その『タウムの天文神殿』は、古代の時空間転移儀ぎ式しき場である……という説が浮ふ上じようしてのう……」

「……えっ!?　ちょ、それマジっすか!?」

　思わず目を剝いて、グレンがリック学院長に詰め寄る。

「それ、与よ太た話じゃないんすか!?　『タウムの天文神殿』なんて、もう散々調べ尽つくされてますし……そ、それに、時空間転移だなんて──」

　時空間転移魔術……少し魔術をかじっている者ならば、一いつ笑しように付すような話だ。

　時間と空間は一続きで連続して未来に向かって存在するもの。両者は別々のパラメータとして存在しているものではなく、表ひよう裏り一体の存在なのである。

　それゆえに、同一空間内において流れる時間を早くする、遅おそくする、同一時間流内において空間を跳ちよう躍やくする、歪ゆがめる……その程度なら（無論、恐おそろしく高度だが）できても、その両者を切り離はなして、とある時空間地点から別の時空間地点へと移動する……所謂いわゆる、時間旅行と呼ばれるそれは、魔術理論的に不可能なのだ。

　魔術の二大法則の一つ『零れい点てん収束の法則』──あらゆる世界法則は、常に最も自然で安定した形へと収束し、世界は矛む盾じゆんを許さない──この法則に阻はばまれるのである。

「……じゃが、それをただの与太話と一笑に付すには、その説を提唱した魔術師が……あまりにも天才で優ゆうし秀ゆう過ぎたのじゃ」

　学院長が困ったように苦笑し、息を吐はく。

「グレン君の言うとおり『タウムの天文神殿』は、昔から散々調べ尽くされ、結局、魔術的な発見は何も見つからなかった遺い跡せき……ゆえに誰だれも調べたがらない。そもそも、皆みな、自分の魔術研究に忙いそがしく、そんな時間も予算もない。しかし、件くだんの天才魔術師がそのような説を提唱した以上、無視することもできず、再調査の必要だけはある……」

　と、学院長は意味深げにグレンを流し見た。

「『タウムの天文神殿』……今までずっと放置されておったのじゃが……そろそろ誰かが調査に行くべきだとは思わぬかね？」

「学院長……それって……ひょっとして……？」

　目を見開くグレンに、学院長が力強く頷うなずいた。

「グレン君。君が調査隊を率いて、その『タウムの天文神殿』の再調査を行ってはくれぬかね？　万が一、古代の時空間転移魔術が見つかれば、それは魔術史上に名が残る世紀の大発見。また、『やはり何もなかった』という結果も立派な成果、その調査結果を論文にすれば、まぁ……古参の講師・教きよう授じゆ陣じんからはブイブイ文句は出るじゃろうが……今回だけは、それでなんとか乗り切れるじゃろう。……どうじゃ？」

　それは、グレンにとっては、まさに渡わたりに船な申し出だ。

　グレンは身を乗り出し、感極きわまったように学院長の手を取る。

　そして、爽さわやかな顔で力強く言った。

「学院長……ッ！　わかりました！　その一件、俺に任せてくださいッ！」




　──と、熱く語るその内心──

（だぁあああああああッ!?　面めん倒どう臭くせぇええええええ──ッ!?）

　グレンは頭を抱かかえて叫さけび出したい気分であった。

（遺跡調査だとぉッ!?　引きこもりたい俺に、そんなフィールドワーク、拷ごう問もんでしょ──ッ!?　そーゆーの面めん倒どいんで、もっと簡単なやつ、ないんすかねぇ──ッ!?）

　……やはり、まるで成長していないグレンであった。

（大体、なーにが、時空間転移☆魔術ぅ～だよ!?　うさんくさ過ぎて一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう気も起こらんわ！　古代の隠かくし財宝がぁ～とか、そういう話だったらなぁ──ッ!?）

　そんなグレンのしょうもない内心など露つゆ知しらず、学院長が申し訳なさそうに告げる。

「ただし、言いづらいんじゃが……この件、調査予算は下りん。グレン君の自腹になるじゃろう。今期の予算申しん請せいはとっくに終わってるし、特例で予算申請を通したとしても、その処理を待っていると、恐らく調査と論文執しつ筆ぴつは猶予納期に間に合わぬじゃろう」

（な、なんですとぉおおおおおお──ッ!?　自腹!?　ハラ・キーリッ!?）

　心の中のグレンは、眦まなじりが引きちぎれて目玉が飛び出そうなくらい目を剝いていた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　講師を続けられるなら、そんなの安い出費です！」

　動どう揺ようを辛かろうじてねじ伏ふせ、グレンは偽いつわりの情熱に満ちた表情でそう言ってのけた。

（ぐはっ！　痛いてぇッ!?　学院から予算すら下りない遺跡調査なんてマジでキッツい！　ど、どうする……ッ!?　これじゃどの道、まともな調査なんかできねーぞ!?　ただでさえ減給されまくりで、懐ふところが寂さびし過ぎるのに……ッ!?）

　その悲しい余よ裕ゆうのなさが、グレンのさらなる浅ましい悪わる知ぢ恵えを加速させていく……

（そ、そうだ……ッ！　金で遺跡調査員を雇やとわず、代わりに生徒達を使えば、人件費が大おお幅はばに削さく減げんできるじゃなーい……ッ!?　クックック……ッ！）

　ドクズであった。

（確かに、探索危険度Ｄ級以上の遺跡なら、生徒を連れて行くなんてありえねえ……だーが、しかし！　都合のよいことに『タウムの天文神殿』はＦ級！　最下位！　学院が生徒達に課す『遺跡探索調査実習』でも使われない雑魚ざこ遺跡！　全ッ然、問題なし！）

　面つらの皮の上に取り繕つくろった情熱を微み塵じんも揺ゆるがさず、グレンは悪知恵を加速させていく。

（よぉーし、適当に生徒達を丸め込んで、馬車馬のようにコキ使ってやろう……俺のクビを繫つなぐために……給料のためにッ！）




　グレンがそんな最低最悪なことを考えて、内心ほくそ笑えんでいた……その時だ。

「グレン！」

　グレンの前に、真顔のセリカが詰め寄っていた。

（げっ!?　セリカ!?　ま、まさか、俺の企たくらみを察して……ッ!?）

　さぁっと血の気が引く感かん触しよくと震ふるえを、グレンが必死に堪こらえていると……

「……グレン……お前……」

　不意に、セリカはふっと表情を緩めて笑みを浮かべ……じわり、と涙なみだぐみ……

「自腹を切ってまで、魔術講師を続けたいだなんて……よかった……お前、本当に変わったんだな……本当に……よかった……」

　指でそっと目の端はしに浮かぶ涙を拭ぬぐうセリカ。その表情は、普ふ段だんの怜れい悧りで硬こう質しつな相そう貌ぼうからは想像できないほど嬉うれしそうで……何かが救われたかのようだった。

「……え？　あ、おう……うん、……まぁ……、……え？」

　まったく予想外なセリカの反応に、脂あぶら汗あせを額に浮かべて戸と惑まどうしかないグレン。

「ほっほっほ……セリカ君は、色々と君のことを心配していたのだよ」

　学院長も表情を綻ほころばせ、言う。

「詳くわしい事情は知らぬが……グレン君、君はその昔、色々と辛つらいことがあったらしいの……そのせいで、ずっと将来に希望が持てなかったとも。セリカ君はな、そんな君のことをいつも案じていたのじゃよ……君が魔術講師になった後もな」

「が、が、学院長ッ!?」

　途と端たん、セリカが顔を真っ赤にして声を裏返し、慌あわてて怒おこったように抗こう議ぎする。

「そ、それは、グレンの前では言わない約束だろ!?　ず、ズルいぞ、反則だッ！」

「おおっと、そうじゃったなぁ、すまぬ、つい……」

（……………………クッソ心が痛ぇ……）

　グレンは、グサグサ痛む心に頰ほおを引き攣つらせ、脂汗を滝たきのように流していた。

「……えーと、まぁ、そ、そういうことですので……」

　とりあえず、グレンはセリカ達に背を向け、そそくさと逃にげるように歩き出す。

「た、『タウムの天文神殿』の再調査……確かに引き受けました！　ぼ、ボクは早さつ速そく、その準備に取りかかりますんで……これで……」

「グレン」

　グレンが学院長室から出て行く瞬しゆん間かん、セリカに呼ばれ、グレンはふと立ち止まる。

「……頑がん張ばれよ」

「ああ。任せろ」

　そこだけは妙みように力強く応じ、グレンは学院長室から去っていった。




　……不ふ肖しようの弟で子しに、精せい一いつ杯ぱいの激げき励れいを送った後。

　閑かん散さんとした学院の廊ろう下かを歩きながら、セリカは一人、物思っていた。

「そうだよな……人は変わるもんだな……」

　セリカの脳のう裏りに思い浮かぶは、一年余前、心の支えだったものを失い、完全に自じ暴ぼう自じ棄きで無気力になっていたグレンの姿。

　自分の安易な後押しが、自分が教えた魔術が、グレンの一生を台無しにしてしまった……もうグレンは二度と立ち直れないのでは……一生このままなのでは……その不安と後こう悔かいに、セリカは人知れず涙を流したこともある。

　だが、実際はどうだ？

　確かに時間はかかったが、グレンはちゃんと立ち直った。

　今回の一件、どうせ裏にロクでもない魂こん胆たんがあるのだろうが……だとしても、今のグレンは、もう一年前とは違ちがう。少なくとも、あの頃ころの『何もない』グレンとは違う。

　良くも悪くも今を生き、迷いながらも未来に向かっている。

「ふっ……何を今さら……」

　セリカが苦笑する。人が常に変化していくのは、悠ゆう久きゆうの時間を望まずに生きるセリカが痛いほど実感していることではなかったか。

　そう、人は常に変化する。良くも悪くも。

　時に躓つまずき、時に歩みを止め、時に挫ざ折せつしながらも前に進み、成長し、変化していく。

　それは滑こつ稽けいで、愚おろかで、無様で……それでも尊い、人間の本来あるべき姿だ。

　人間のそんな姿が──セリカには眩まぶしく、羨うらやましい。

　最初から、人としての歩みが止まってしまっているセリカには──

　と、その時。

「…………あぁ……またか……」

　とある不安が、焦しよう燥そうが、セリカの中で、もぞりと鎌かま首くびをもたげていた。

　胸が締しめ上げられるかのように苦しくなり、きーんと耳鳴りが響ひびき、心臓が悲鳴を上げる。足あし下もとがぐにゃぐにゃと不確かになっていき、意識が白みがかっていく。

「……くそ……ぉ……」

　セリカは壁かべに片手をついて身を任せ、苛いら立だったように髪かみを搔かき上げ、頭を押さえた。

　時折、セリカを襲おそうこの不安感と焦燥感は、セリカの『病気』だ。肉体的な疾しつ患かんではなく、精神的なものであり、その原因はわかっているのだが──どうしようもない。

　そして、この『病気』は、ここ最近、特に悪化の傾けい向こうがある。

　グレンが魔ま術じゆつ講師として、再び前を向いて歩き始めた……あの時から。

「……………………」

　しばらくの間、荒あれ狂くるう嵐あらしが過ぎ去るのをじっと待つかのように、セリカは身じろぎ一つせず、深呼吸を繰くり返し……やがて、落ち着きを取り戻もどしていき……

　そして、ふと顔を上げて。

「…………『タウムの天文神しん殿でん』……か……」

　何を思ったのか……セリカはそんなことをぼそりと呟つぶやいていた。

　その呟きは誰の耳に届くこともなく、静かに霧む散さんするのであった。




　次の日。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院、二年次生二組の教室にて。

　授業前、いつものように、わいわいと元気に賑にぎわうクラスメート達を他所よそに……

「はぁ[image: ～][image: ～]…………」

　システィーナは力なく机に突つっ伏ぷし、盛せい大だいなため息をついていた。上質の銀を溶とかしたようなその銀ぎん髪ぱつが、机の上をさらさらと流れ、美しい河を作っていた。

「システィ……そんなに気を落とさないで。チャンス、またきっとあるから……」

　そんなシスティーナを、隣となりの席のルミアが慰なぐさめる。

「うん、わかってる……わかってるんだけど……ヘコむなぁ……」

　ルミアの言葉を受け、恨うらめしそうに顔を上げるシスティーナ。明らかにいつものような凜りんとした覇は気きがなく……有あり体ていに言うと、物もの凄すごく落ち込んでいた。

「ルミア。……システィーナ、どうしたの？　なんか元気ない」

　すぐ後ろの席のリィエルが、いつものように眠ねむたげな無表情で、ぼそりと問う。

「うん、ちょっとね……」

　なんと答えたらよいものか迷い、ルミアはリィエルへ曖あい昧まいに微笑ほほえみ返した。

　システィーナはそんな二人をよそに一人ぶつぶつと呟いている。

「せっかく、この遺い跡せき調査に参加するために一いつ生しよう懸けん命めい、論文書いたのに……少しは評価してくれたって……あの人、私のこと嫌きらってない？　大体……」

「ま、まぁまぁ……」

　苛立ち半分、物悲しさ半分に愚ぐ痴ちるシスティーナを、ルミアは苦笑いで宥なだめ続ける。

　とはいえ、システィーナの落ち込みようも無理はなかった。

　今度、学院の魔術教授フォーゼル＝ルフォイが、帝国の東部で新たに発見された古代遺跡を調査するため、学院関係者から調査隊のメンバーを募ぼ集しゆうすることになったのだ。

　今は亡なき祖父レドルフ＝フィーベルの後を追って、将来、魔導考古学を専せん攻こうすることを心に決めているシスティーナは、遺跡探索調査の経験を積もうと、当然のようにこの話に飛びつき、その調査隊のメンバーに立候補したのである。

　だが、結果は落選。女である、若過ぎる、学年次が低い、魔術師としての位階が低い、生意気……様々な難なん癖くせをつけられて、調査員選考から落とされてしまったのである。募集要よう項こうの一つであった提出論文も、ろくに読んでくれない有様だ。

「なによ、魔術師に男も女も関係ないじゃない……ていうか生意気ってなんなのよ？」

　フォーゼルのあのすまし顔を思い出しただけで、ふつふつと怒いかりが湧わいてくる。

「はぁ……なんだかんだで、これで四度目の落選……か。流石さすがにヘコむなぁ……」

　今回の一件に限らず、魔術学院側が遺跡調査員を募集する度たび、システィーナは立候補しているのだが……選考をパスしたことは一度もない。

「でも、システィに足りないものがあるのも事実だよ？　システィは魔術師としては、まだ第二階梯デユオデなんだし……」

　もっともなルミアの指し摘てきに、システィーナが眉まゆ根ねを寄せて口をつぐむ。

「もちろん、システィは学年トップの優等生だし、二年次生としてはシスティの位階は破格だよ？　私なんてまだ第一階梯ウンデだもの。でも、確か遺跡調査員って、慣例的に第三階梯トレデ以上の魔術師から選ぶんだよね？」

「……むぅ……それは……そうだけど……」

「それに……今回、発見された遺跡の予想探たん索さく危険度って……Ｂ＋＋級なんだよね？」

　探索危険度とは、その遺跡に存在する罠わなや仕し掛かけ、配備された守護者ガーデイアンや魔ま獣じゆう、周辺環かん境きようなどから総合的に判断された、探索の危険性に関する等級だ。Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの七等級を細分化した、二十一段階評価で表される。

　Ｂ＋＋級は、よく準備された遺跡探索隊でも、たまに死人が出るほどの危険度だ。

「そんな危険な場所には、まだ行かないで欲しいな……私、心配だよ……」

「……むむむ……」

　位階や危険性の話を持ち出されては反論のしようがない。

　位階は絶対的な規則ではないが、慣例上はルミアの言う通りだし、危険度に関しても、今の自分の力量から冷静に判断すれば、確かに高望みしている感は否いなめない。

　痛いところを突かれ、システィーナは頰を膨ふくらませてむくれる。

　そんな子供っぽい親友の仕草に、思わず破顔しながらルミアは言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。システィは頑張っているんだもの。いつかきっと皆みんなに認められて、遺跡調査に実力で参加できるようになるから」

「……ありがとう、ルミア……」

　ルミアの励はげましに、システィーナがほんの少しだけ微笑んだ、その時だった。

「……ふっ、お早う、諸君！」

　教室前方の扉とびらが開かれ、グレンが颯さつ爽そうと姿を現した。いつものやる気なさげなグレンらしからぬ、切れのある所作で教きよう壇だんに立つ。

　同時に、ちょうど予よ鈴れいも鳴り、さて授業開始だ……和なごやかにざわめいていたクラスの雰ふん囲い気きが、次し第だいに引き締まっていく。

「……と、授業に入る前に……今日は一つ、お前らに言いたいことがある」

　そんな中、威い風ふう堂どう々どうと教壇に立ったグレンが生徒達に向き直って、言った。

　何か普ふ段だんと違うな……そう感じ取った生徒達が何事かとグレンへ視線を集める。

「お前ら、いつもそうやって教室に引きこもって、あくせく教科書と向き合って、そこに書いてある知識だけを追い求めて……本当にそれでいいのか？　本当にそれで満足か？」

　そんなグレンの言葉に、クラス中が顔を見合わせてざわめき始めた。

「お前らは世界の真理を探究する魔術師だろう？　ああ、なるほど、確かに本の中にも世界はある。本を読んで知識を蓄たくわえることはとても大事なことだ。だが、この世界は本の中の世界より果てしなく広いんだ！　まさに無限と言っていい！　この世界の広さすら知らずして、何が魔術師だ!?　何が真理だ!?」

　ばっ！　と腕うでを振ふって、熱弁するグレン。

「お前らはもっと世界を知るべきだ！　視野を広げるべきだ！　お前らはまだ若い！　己おのが領域だけに閉じこもっていてはいけない！　時に己が殻からを破り、外の世界へと飛び出す！　そして、自分の知らない世界に触ふれ、見聞を広め、己おのれを高めるべきだっ！　未知なる神秘というものが、自分のすぐ側そばに存在する……この世界の偉い大だいさと不思議さをもっともっと知るべきだっ！　そうだろう!?　俺は……お前らに、この世界の広さと偉大さを教えたい。世界真理を追究する魔術師として、この世界をもっと知ってほしい。お前たちの輝かがやかしき栄光に満ちた、希望あふれる魔術師としての未来のために！」

　グレンの熱の籠こもった語り口に絆ほだされ、思わず聞き入っている生徒達。

「……というわけで、実は今回、俺は学院側からとある遺跡調査を依い頼らいされ、この世界の魔術発展に滅めつ私し奉ほう公こうするために、それを引き受けることになったのだが……この遺跡調査に、特別にお前らを連れて行きたいと思う！」

　唐とう突とつなグレンの宣言に、クラス中がざわめき始めた。

「共に外の世界へと羽ばたき、我らが先せん達だつが築き上げた遺産を探索調査し、その偉業と偉大さに触れ、魔術師としての視野と見識を深め、より高みに立とうではないか……」

　グレンの言は、一面の真実に基づいたものだ。

　魔術だけではない、この世界のありとあらゆる理ことわりと知に習熟してこその魔術師。

　だからこそ魔術師は時に『賢けん者じや』などと呼ばれたりするのだ。

　それだけに、生徒達は何も反論できず、茫ぼう然ぜんとグレンの言葉を受け入れるしかない。

「今回、俺が学院側から引き受けた遺跡調査先は、あの有名な『タウムの天文神殿』だ」

　と、その時である。

「たっ、『タウムの天文神殿』ですって!?」

　突とつ然ぜん、がたんっ！　とシスティーナが激しく席を立つ。

「ん？　……白しろ猫ねこ？　どした？」

「あっ……い、いえ……なんでもないです……」

　クラス中の奇き異いの視線を集め、システィーナが真っ赤になりながらすごすご座り直す。

「……？　まぁ、とにかくだ。俺はこの遺跡調査の調査隊員をこのクラスから有志で募集する。残念ながら、あまり人数が多くても俺が面めん倒どうを見きれないから、八人だ。こればかりは我が身の至らなさを悔くいるばかりだが……」

　グレンの言葉に、さらにクラス中がざわめきの渦うずに飲み込まれていく。

「よかったね、システィ！　早くもチャンス到とう来らいだよ！」

　ルミアはまるで自分のことのように嬉うれしそうに、隣のシスティーナに笑いかけた。

「危険度も低いし……遺跡探索初心者のシスティにはぴったりじゃない？」

「……う、うん、そうね……よくわかんないけど、これはチャンスだわ……ッ！」

　なぜか激しく動どう揺ようしているようだが、システィーナの瞳ひとみに力強い光が灯ともる。

「……さぁ、我こそはと思うものは名乗りを上げるがいいっ！　こんなチャンスは滅めつ多たにねえぞ!?　早いもん勝ちだ──っ！」

　煽あおるようなグレンの言葉に、システィーナが反射的に手を挙げかけた──その時だ。

「……やれやれ。相変わらずおかしな人ですね、先生」

　皮肉げな薄うす笑わらいを顔に張り付かせた、眼鏡の少年が立ち上がった。

　グレンが担当する二組の生徒の一人、ギイブルだ。

「なぜ、僕らに限定して調査隊員を募集するんですかね？　僕らヒラの学士生ではなく、第三階梯トレデ以上を取得した四年次生か修士生以上から募集すればいいんじゃないんですかね？　遺跡調査隊は第三階梯トレデ以上の魔術師で編成するのが慣例のはずですが？」

　言い回しは嫌いや味みで皮肉めいたものだったが、ギイブルの言はド正論だった。

「そりゃー、お前……一応、一人前の魔術師と見なされる第三階梯トレデを遺跡調査に動員すると、規定で雇こ用よう費が発生するからに決まって──じゃなくてッ！」

　あからさまに、ぎくりとして、グレンがしどろもどろに答える。

「……た、『タウムの天文神しん殿でん』なんて、探索危険度Ｆ級だろ!?　せっかく安全な遺跡なんだから、さっきも言ったように、お前らに見聞を広めてもらいたくてだな!?」

　いかにも、誤ご魔ま化かしたれ！　と言わんばかりの雰囲気と理由だった。

「そ、そう！　これは心優やさしいグレン先生が、教師として、愛するお前達のためを思って開設する『遺跡探索調査実習』……そう、特別講座なのだっ！　感謝せい！」

　苦しい言い訳と共に、白々しい高笑いを上げるグレンを前に。

「やれやれ……どうやら、昨日から流れていたあの噂うわさは本当のようですね」

　ふん、と蔑さげすむように鼻を鳴らし、ギイブルは眼鏡を押し上げた。

「あん？　噂ってなんだ？　ギイブル」

　大おお柄がらな生徒、カッシュがギイブルに問いを投げる。

「魔ま術じゆつ研究の定期報告論文を、まったく執しつ筆ぴつしてなかった我らがグレン大先生様は、苦し紛まぎれの遺跡調査を行うことで免職クビの憂うき目を逃のがれようとしている……そんな噂さ」

　いきなり、核かく心しんをグッサリ突いてしまったギイブルの言葉を聞いて。

「く、くびですか!?」

　さっと顔を青ざめさせたルミアが、がたんと立ち上がる。

「今の話、本当ですか!?　先生、本当に論文を執筆されてなかったんですか!?」

　その表情は今にも泣き出しそうで、見ていると心が痛むほどだ。

「あ、あっははははは──ッ!?　な、な、なんのことだか、ボクにはサパーリ!?」

　──あ、やっぱ書いてなかったのね、このままだとクビになるのね。

　目を泳がせてキョドるグレンの姿に、生徒達の誰だれもが呆あきれながら、そう確信した。

「やれやれ。自分の不始末のシワ寄せを生徒に向ける……講師としていかがなものかと。しかも、たかが人件費削さく減げんのためだけに僕らまで振り回されちゃ、たまりませんよ」

　ギイブルの侮ぶ蔑べつと嘲ちよう弄ろうの視線が、グレンに冷たく刺ささる。

「な、何言っちゃってるの、ギイブル君!?　よりにもよって教師という聖職者たるこのボクが、そんな教師の風上にも置けない下げ賤せんな真似まねすると思う!?　トラスト・ミーッ！」

　すっかり声が裏返った、説得力皆かい無むなグレンの妄もう言げんが虚むなしく響ひびく。

　グレンの唐突な遺い跡せき調査員募集の裏背景が見えてきた生徒達は、皆一様に顔を見合わせながら、どうしたものかと相談天国を形成し始めた。

「と、とにかくだ！　遺跡探索調査なんて、お前ら生徒には結構、レアな体験だろ!?　遺跡探索に限らず、魔術師ってのは案外フィールドワークが多いんだ！　こういう野外に出る経験、積んでみて損はないと思うんだがな!?　な!?　な!?」

　グレンが必死に捲まくし立てていく。

「た、確かに遺跡探索調査は本来、危険がつきものだ。襲おそい掛かかってくる魔獣、荒あらぶる大自然の驚きよう異い、予想だにしない古代の罠に守護者ガーデイアン……遺跡探索で死人が出ることだって珍めずらしいことじゃない。だから、決して参加を無理強じいはしない！」

　死人。その言葉に、ごくりと生徒達が息を吞のむ。

「だが、今回行くのは、あの『タウムの天文神殿』……繰くり返すが探索危険度Ｆ級、超ちよう・初心者向けの遺跡だ！　それを踏ふまえて、調査に行きたいというやつは──っていうか、ああああああああああ──っ！　もう！」

　ばっ！　と、グレンが身を捻ひねりながら天てん井じよう高く跳ちよう躍やくし──

「どうか、この哀あわれでゴミくずな俺に力を貸してください、お願いします──ッ！」

　月面宙返りからの両手両りよう膝ひざ額五点着地。

　見事な固有魔術オリジナル【ムーンサルト・ジャンピング土下座】が起動していた。

　情けないグレンの姿に、クラス中の生徒達があきれ果てていた……その時である。

「どうか、お顔を上げてください、先生」

　何の迷いもなく、ルミアが立ち上がっていた。

「……その遺跡調査、私にお手伝いさせてください」

　胸むな元もとで手を組み、穏おだやかな笑えみを浮うかべ、まっすぐグレンを見つめている。

　その佇たたずまいはまるで聖女。後光が差しているかのような、神こう々ごうしさだ。

「う……」

　ルミアのそんな揺ゆるぎない姿に、システィーナは挙げかけていた手を所在なさげに机の下で彷徨さまよわせ……

「……て、天使……？」

　グレンは土下座の体勢のまま、呆ほうけたようにルミアを見つめていた。

「ふっ……お前ならそう言ってくれると思ってたぜ……ま、わかってたがな！」

　やがて、しゅばっと、得意げなどや顔で立ち上がり、もうこの太ふて々ぶてしい態度である。

「はい。先生が良い論文が書けるように、私、頑がん張ばりますね！　……と言っても、素人しろうとの私がお役に立てることがあるのかどうかわかりませんけど……」

「ろっ、論文？　なっ、なんっのことだか、俺、サパーリわかんねーけど！」

　ひとしきりキョドると、グレンは真しん摯しな笑みをルミアに向ける。

「……役に立たないなんて、んなこたぁねーよ？　お前が得意としている法医呪文ヒーラー・スペル、野外に出るなら必ひつ須す技能さ。つーか、ぶっちゃけ言うと、生徒で調査隊を組むなら、ルミア、お前にはどうしても来て欲しかったくらいだ。あんがとな」

「先生……」

　そんなグレンのいつになく素す直なおな言葉に、ルミアは嬉しそうにはにかんだ。

　そして。

「よくわからないけど……わたしも行く」

　ルミアに続いて、のそりと立ち上がった小こ柄がらな少女は──リィエルであった。

　いつものように眠ねむたげな無表情で、何の感かん慨がいもなく、機械的にそう宣言していた。

「だって、わたしはグレンの剣けんだし。任せて。グレンとルミアはわたしが守る」

「お、お前なぁ……まぁ、いいや。前衛戦力としてのお前は申し分ない……今回、その力はいらんとは思うが……ま、頼たよりにしてるぜ？　リィエル」

「ん」

　立て続けのルミアとリィエルの参加表明に、「ああ、やっぱりね……」「あの二人なら参加するだろうな……」という空気が、クラス中に漂ただよい始めた。

　そんな空気を他所よそに、着席したルミアは隣となりのシスティーナにそっと耳打ちする。

「ほら、システィも早く」

「う、うん……わかってる……けど……むむむ……」

「システィ？」

　だが、システィーナはなぜか、不ふ機き嫌げんそうな、悔くやしそうな、複雑な表情で押おし黙だまってしまっており、一向に参加に名乗りを上げる気配を見せない。

　そんな親友を前に、ルミアは不思議そうに小首を傾かしげた。




　──その時。

　率直に言えば、システィーナ＝フィーベルは子供っぽく拗すねていた。グレンに対して色々言いたいことはあったが、それ以上にグレンに言って欲しいことがあった。

　もっとわかりやすく言うと……ヤキモチを焼いていたのである。

『ルミア、お前にはどうしても来て欲しかったくらいだ』

『ま、頼りにしてるぜ？　リィエル』

　ルミアとリィエルの二人は、あの根こん性じよう三回転半捻ひねくれ講師にそこまで言わせたのだ。素直じゃないグレンの性格を鑑かんがみれば、これは物もの凄すごい信しん頼らい度どだと言える。

　別に、ルミアとリィエルの技能や能力を考えれば、おかしくもなんともない。

　ルミアの法医呪文ヒーラー・スペルはちょっとしたプロの法医師並で、システィーナも敵かなわないほどだし、現役の帝てい国こく軍魔ま導どう士したるリィエルの戦せん闘とう能力は超一級品だ。

　危険があるかもしれない野外の遺跡探索という枠わく組ぐみにおいては、クラスの生徒達の中で、グレンが真っ先に二人を頼るのは至し極ごく当然のことだ。

　当然のことなのだが……システィーナの胸中には何か言いしれぬ感情が渦うず巻まいていた。

　この二人とグレンとの間の信頼感は、なんか……悔しい。羨うらやましい。

（わ、私だって……こないだ、先生と一いつ緒しよに恐おそろしい強敵を撃げき退たいしたのに……）

　もし、自分が遺跡調査への参加を表明すれば、こんな風に言ってもらえるだろうか？

　いいや、否いな、否。絶対、こうなるに決まっている──

『えー？　白猫、お前まで来たいの？　いや、お前だけはうっさいから別にいらねーんだけど……しゃーねーなぁ、連れて行ってやるか……ったく、足、引っ張んなよ？』

　グレンのあの上から目線で腹立たしい声が、脳内再生余よ裕ゆうである。

　こんな風に言われてしまった日には、ルミアとリィエルに対する信頼感を見せつけられてしまった後だけに、なおいっそうのこと悔しい。

（うぐぐ……だけど、この遺跡調査には絶対、参加したいし……）

　システィーナは祖父レドルフ＝フィーベルの志を継つぎ、魔導考古学を志している。

　いつか、このアルザーノ帝国に存在する数多くの古代遺跡を調査して回り、祖父が成なしえなかった夢……古代文明史最大の謎なぞ、『メルガリウスの天空城』の秘密を、祖父に代わって解き明かすのだ。そのための魔術研けん鑽さんをずっと続けてきたのだ。

　それに『タウムの天文神殿』は……諸事情により、どうしても一度、訪おとずれてみたかった因いん縁ねんの遺跡でもある。

　だから、何が何でも、この降って湧わいた遺跡調査に参加したい……それが本音だ。

　本音なのだが……システィーナのなけなしのプライドと微かすかな嫉しつ妬と、グレンに対して素直になれない気質が本音を邪じや魔ました。率直に参加したいと言えなくなってしまった。

（……どうしよう……参加はしたいんだけど……ルミアやリィエルと違ちがって、ぞんざいに扱あつかわれるのは、なんか嫌いやだし……）

　眉まゆ根ねを寄せて、むむむ……と考え込むシスティーナ。

「えーと、他ほかに誰か参加希望者いないかー？」

　教きよう壇だん上では、グレンが生徒達に呼びかけ続けている。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、グレンがちらりとシスティーナを流し見たが……頭を押さえて思し索さくに耽ふけるシスティーナは、結局、その視線には気付かなかった。

（……そうだわ！　考えてみれば、遺い跡せき探たん索さくの参加経験は、実戦経験と同じくらいに評価されることだったわ！　だから、それを目当てに、嫌だけど、仕方なく参加してあげることにすればいいのよ！　恩を着せる形で！）

　ふと名案を思いついたシスティーナが、ぱぁっと表情を明るくした。

（これなら先生に何を言われても一応、私の面目は立つわ！　よし、この手で……）

　システィーナが参加を表明するために、手を挙げかけた……その時だった。

「なら、僕も参加させてもらいましょうかね」

　またしてもシスティーナに先んじて、誰かがそう宣言する。

　なんと意外なことに、その声の主はギイブルだった。

　またまた出鼻をくじかれたシスティーナの首が、かくんと傾かたむく。

「僕は先生の進退になど、まったく興味ありませんが。でも、野外の遺跡調査への参加経験は、実戦経験と同じく経歴にハクがつきますから。将来の進路選せん択たくの際に有利……もっとも、Ｆ級なんて大した肩かた書がきにもなりませんが……ま、参加してあげましょう」

（やられたわ──ッ！）

　がたーん、とシスティーナは思わず頭を抱かかえて机に突つっ伏ぷした。

　ギイブルにその理由を、先に使われてしまった。

「ったく、お前、本当にブレないやつだよな……まぁ、いいや。他には？」

（ど、どうしよう、どうしよう、どうしよう……ッ!?）

　この後に、ギイブルと同じ理由を使って参加を表明しても不自然ではないか？　本当は参加したいくせに、ギイブルに便乗して嫌々参加しているように見せかけている……とか思われてしまうのでは？　何か他に筋の通った理由を考えるべきではないのか？

　ぐるぐると出口のない思考の迷めい路ろに陥おちいったシスティーナを他所に、ギイブルの参加表明に触しよく発はつされた生徒達が次々と手を挙げ始める。

「先生っ！　俺！　俺！　俺を連れて行ってくださいっ！　俺、遺跡探索とか、そういう冒ぼう険けんに憧あこがれていたんです！　な、セシル！　お前も一緒に行こうぜ!?」

「そうだね。古代の遺跡には僕も将来、学者を目指す身として興味があるよ。先生、僕とカッシュも参加してよろしいでしょうか？」

「おいおい、お前ら遊びに行くんじゃないんだぞ？　まぁいい、助かる」

　大おお柄がらなカッシュと、細ほそ面おもての読書少年セシルが参加を表明し、これで五人。

「あっ……あの……先生……わ、私も……」

「うふふ……私も参加させてくださいな、先生？」

　続いて、小動物的な雰ふん囲い気きのポニーテール眼鏡っ娘こリンと、モデル顔負けのプロポーションを誇ほこる美少女テレサ＝レイディも手を挙げる。

「テレサはともかく……リン、お前もか？　……意外だなぁ、お前、生きつ粋すいのインドア派だと思ってたんだが……」

「そっ、その……私……まだ先生には、せ、先生でいて欲しくて……あの……私、きっと役立たずですけど……雑用なら、なんでもしますから……お、お願いします……」

「……そっか。ありがとうな、リン。俺からも頼たのむ」

（……うぐっ、そんな風に素直に言える子が羨ましい……ッ！）

　システィーナが頭を抱えてうめく。

「ところで先生。遺跡調査に必要な物資は、私の実家、レイディ商会から融ゆう通ずうさせていただけませんか？　……ええ、もちろん、採算度外視で何処よりもお安くいたします。同行する私もその方が安心できますし、なにより先生のためですもの……ふふっ……」

　聖母のような笑みを浮かべて申し出るテレサに、グレンがジト目になる。

「なぁ、テレサ……俺の遺跡調査が学院から予算が下りないって、どこで知った？」

「……はて？　なんのことでしょうか？」

「協力者から破格の条件での申し出という非常に断りにくい状じよう況きよう……つーか、お前、そうやって学院とのコネと取引実績を作るのが狙ねらいだな？　商会の今後のために」

「あらあら、どうなのでしょう？」

「流石さすが、有力商家の娘むすめ、末すえ恐おそろしいやつ……まぁいいや、助かるのは事実だしな」

（……うぐっ、そういう理由と目的がある子が羨ましい……ッ！）

　システィーナが頭を抱えてうめく。

　とにかく、リンとテレサの参加で七人。定員まで後、一人。

（もう、形なり振ふり構ってる場合じゃないわ！）

　事ここに至り、システィーナはようやく決意する。

（どんなにアイツに馬ば鹿かにされても構わない！　他の遺跡ならともかく『タウムの天文神しん殿でん』だけは……この遺跡調査だけには、私も行きたいっ！）

　ぐっと手に力をこめ、気合いを入れ、次こそ自分が遺跡調査隊への参加を表明してやる──システィーナが手を挙げようとした──

　やっぱり、その時だった。

「あー、そうそう、残り一人なんだが……これは俺の中でもう決まってるんだ」

「なっ──」

　突とつ然ぜんのグレンの宣言に、システィーナが愕がく然ぜんとして硬こう直ちよくする。

（……えっ？　もう、終わり……なの？）

　頭が真っ白になっていく感覚の中で、システィーナが呆ぼう然ぜんとしてると……

「実はな……その残りの一人、俺から頭を下げてでも同行を頼みたいやつなんだよ」

　グレンがそんなことを言って、システィーナの方を向いた。

（……えっ？）

　グレンに視線を向けられ、システィーナはどきりと鼓こ動どうが跳はね上がった。

「その残り一人ってのは……」

　動どう揺ようするシスティーナの方へ、グレンがゆっくりと歩み寄ってくる。

　グレンは言った。頭を下げてでも同行を頼みたい人、と。

（そ、それって……まさか……）

　自分に向かって来るグレンの姿に、システィーナの胸が否いや応おうなしに高鳴っていく。

（せ、先生……やっぱり、なんだかんだで、私のことを……）

　思わず嬉うれしさで感極きわまり、じーんと胸が一いつ杯ぱいになってしまう。

　……が。

（……あ、あれ？）

　グレンは、すっとシスティーナの席の横を通り過ぎ去って──

「ウェンディ。最後の一人はお前だ。頼む、同行してくれないか？」

　システィーナの五つ後方の席に腰こしかけていたウェンディにそんなことを言った。

　がたーんッ！

　システィーナは脱だつ力りよくのあまり、額を机に打ち付けてしまった。

「どうして高貴なわたくしが、そのような辺へん鄙ぴな場所へ行かなくてはならなくって？」

　対するウェンディは、頰ほお杖づえをついてあさってを向いており、露ろ骨こつに嫌そうだ。

「論文を書くために遺跡内の碑ひ文ぶんを再解読したい。ひょっとしたら、今までとは違う解かい釈しやくがあるかもしれん。暗号解読系の魔ま術じゆつに関しては天才的なお前の力が必要だ」

「…………」

　何か物思うところがあるのか、押し黙だまるウェンディ。

「なっ？　なっ？　頼むよ。絶対、危険な目には遭あわせない。何もねーとは思うが、何かあったら、俺が責任持ってお前を守るからさ？　なっ？　このとおり！」

　そんなウェンディに、グレンは両手を合わせて、ぺこぺこ頭を下げる。

　しばらく、そんなグレンの姿を横目で眺ながめていたウェンディは、やがて嘆たん息そく一つ。

「……はぁ……仕方ありませんわね……」

　渋しぶ々しぶといった感じで、グレンに応じていた。

「時に見聞を広めることも民たみ草くさの上に立つ貴族の務め、時に赤き血の求めに応こたえることも青き血たる者の義務……気は進みませんが、わたくしも同行いたしますわ」

「よっしゃ！　サンキューッ！　ウェンディちゃん、愛してるぜっ！」

「気持ち悪いから止やめてくださいまし！　そもそも紳しん士したる者、そう軽々しく女性を愛しているなどと仰おつしやるものではありませんわ！　紳士とは──」

　浮うかれるグレンに、紳士のなんたるかを高説し始めるウェンディ。

　……その一方で。

「…………………………」

　システィーナの時間は完全に止まってしまっていた。

「システィ、どうして……？　あんなに遺跡調査に行きたがってたのに……」

「システィーナ？　……ん、固まってる。……変なの」

　ルミアの心配そうな声も、リィエルのまるで他人ひと事ごとな声も、最も早はや聞こえない。

　この千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を、つまらない意地と見み栄えで間ま抜ぬけに零こぼし落としてしまった自分の馬鹿さ加減に、システィーナの思考は完かん膚ぷなきまでに白紙となってしまっていた。

　周囲の生徒達も『ルミアとリィエルが参加するのに、どうしてシスティーナは参加しなかったのだろう？』……そんな疑問を顔にありありと浮かべ、戸と惑まどっている。

「あっ！　こら、お待ちなさいな！　まだ、わたくしの話は終わっていませんわ！」

「ま、まぁ、とにかくだっ！」

　さりげなくウェンディから逃にげたグレンが、再び教壇の上に立った。

「これで調査隊の参加メンバーは決定だ！　皆みんな、協力、マジで感謝するぜ！　詳くわしい日程と準備については、後のミーティングで！」

　と、その時である。

「……ん？」

　ふらふら～、と。

　まるで夢遊病者のように、システィーナがグレンのもとへ歩み寄っていく。

「な、なんだよ、白猫……さては論文書くのサボったことに対する説教だな!?」

　自分の前に立ったシスティーナに対し、思わずグレンが身構え、後ずさる。

「ち、違ちがうっ！　あれは違うんだ、白猫っ！　し、強しいて言うなら時代のせい──」

　が。

「……うぅ……あぅ……あぅ……あぅ……」

「……？」

「その、あの、その、あの、その、あの……」

　システィーナは涙なみだ目めで口をぱくぱくさせているだけだ。何かを訴うつたえかけるような懸けん命めいな表情だが……その口から具体的に意味を持った言葉が紡つむがれることはない。

「……う、うぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！　むぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！　ふぅ──ッ！」

「い、いや……マジでなんなんだ……？　怖こわいぞ、お前……」

　怒おこったように、拗すねたように唸うなるシスティーナ。

　まるで敵を威い嚇かくする猫のようなその仕草に、流石のグレンもちょっと引き気味だ。

　システィーナの後方で苦笑いしているルミアが、システィーナの本音を手話（魔術師の必修技能の一つ）で表現し、グレンへ手を合わせて、ぺこぺこ頭を下げた。

「…………あぁ……そういうこと？　いや、俺はてっきり……」

　それで、ようやく察したグレンが頭をかきながら、呆あきれたような安あん堵どしたような顔で、ため息を一つ吐つく。

　そして、皆の前で堂々と宣言する。

「つーわけで、だ。調査隊に参加する生徒達のリーダー役、お前に任せたぞ？　白猫」

「……えっ？」

　その瞬しゆん間かん、きょとんっと目を見開くシスティーナ。

　そんなシスティーナに、グレンが当然とばかりに言葉を畳たたみかける。

「いや、お前は連れていくに決まってるだろ？　つーか、首に縄なわをかけて引きずってでも連れて行くぞ？　実は最初からそのつもりだったんだ……うん」

「どっ……どうして、私を……？」

「え、えーと……だって、俺、やっぱ魔ま導どう考古学そのものに関してはド素人しろうとだし……なんつーか……相談役っつーか、専門家が要いるだろ？　お前、古代マニアだし」

「せ、専門家……私が……？」

「ま、とにかく、お前だけは担当講師権限で強制参加だ。お前の意思など知らん。拒きよ否ひれば単位落としてやるぜ、くっくっく……」

　いかにも悪役風に笑うグレン。

「な──……なんて人なの！」

　だが、まるで幽ゆう霊れいのように生気がなかったシスティーナの瞳ひとみに、力が戻もどっていく。

「単位を盾たてにして生徒に同行を強いるなんて最低！　す、素す直なおに頼めないわけ!?」

「悪ぃなぁ。俺、そんな殊しゆ勝しような性格じゃねーんだ。知ってんだろ？」

「うぅ[image: ～][image: ～]、……し、仕方ないわね！　今回だけですよ!?　今回だけ！　こんな横暴がいつまでも続くなんて思わないでくださいね!?　そもそも、この度たび、こんな事態に陥おちいったのは、先生の普ふ段だんからの怠たい惰だな勤務態度が原因であって──」

　システィーナは怒ったようにまくし立て、いつものように説教へと繫つながっていく。

　だが、その浮き足立った様子は、誰だれがどこからどう見ても、遺い跡せき調査に参加できることが、嬉しくて嬉しくて仕方ない……といった雰ふん囲い気きであった。

（（（（やれやれ、面めん倒どう臭くさい子だなぁ……））））

　その時、グレンを含ふくめ、クラス全員の胸中が見事に一いつ致ちしたのであった。




　それから──一週間。

　通常授業をいつも通り進める傍かたわら、遺跡調査計画の立案、スケジュールの調整、必要物資の手配、参加生徒達を集めてのミーティング、生徒達への野外活動時における生存サバイバル術の指導……出発前にやるべきことは山のようにあった。

　そして、慌あわただしく日は過ぎ──いよいよ、遺跡調査出発前日の夜。

　フェジテ南地区の繁はん華か街がい、入り組んだ路地裏の奥にひっそりと隠かくれるように据すえられた場末のバー。その薄うす暗ぐらい店内の奥のカウンター席にて。

「……まぁ、これでなんとかなるだろ……」

　カウンターの上に、グレンがぐったりと頭を突つっ伏ぷしていた。

　今日まで様々な準備に忙ぼう殺さつされていたグレンが、ようやく息をついていたのである。

「あいつらがまーだ、どこかピクニック気分なのが気になるが……まぁ、しゃーねえ、いざとなりゃ、俺がフォローしてやるか……」

　そもそも、グレンは彼らに対してあまり強く言える立場ではない。

　自分が身体からだを張ってやるくらいは、するべきだろう。

「さて……」

　本日、グレンがこんな場末にわざわざやってきたのは、別に飲みたいからではない。

　とある人物と会うためだ。

　だが、待ち人の姿はまだない。待ち合わせ予定の一時間も前ならば当然だ。

「……ちと、早く来すぎたか……」

　いつもなら、グレンが待ち合わせに遅ち刻こくぎりぎりで駆かけ込むのだが、本日は南地区に野や暮ぼ用があり、たまたま近くまで来ていたのでこうなったのである。

「暇ひまだな……なんか暇を潰つぶせるもんは……」

　手持ち無ぶ沙さ汰たなグレンは、足あし下もとに置いた自分の鞄かばんをごそごそと漁あさり始めた。

　すると、その手が分厚い紙束を探さぐり当てる。

「……ん？　これは……」

　荷物がごちゃごちゃと詰つまった鞄の中から、それを無理矢理引きずり出す。

　それは一束の魔術論文であった。

　表題は『考察：タウムの天文神しん殿でんの時空間転移魔術について』。

「あ、これが学院長の言ってたやつか……この論文のせいで、タウムの天文神殿を再調査せざるを得なくなったっていう……」

　何日か前、学院の付属図書館から講師の閲えつ覧らん権限を行使して、その肝かん心じん要かなめの論文の写本を借りていたのを、自分はすっかり忘れていたらしい。

「そいえば、準備で忙いそがしくて、まだ本ほん腰ごし入れては読んでなかったな……」

　真ま面じ目めで口やかましい白はく髪はつの誰かさんがここにいたら、なってない！　と、たちまち説教が始まっていたことだろう。

「……まぁ、暇潰しにはなるか」

　欠伸あくびを零こぼしながら、グレンは紙の束をめくり始めた。

　その論文の冒ぼう頭とうは、何の変へん哲てつもない凡ぼん庸ような内容であった。過去、様々な調査隊が何度も行ってきた『タウムの天文神殿』の調査結果と、遺跡に纏まつわる諸処の文ぶん献けん調査の結果や各種碑文の翻ほん訳やくなどが、簡潔に纏められているだけだ。

（しっかし、本当に何もねーんだな、この遺跡……）

　グレンはジト目で論文を流し読みしていく。

　遺跡内に数多くある碑文から、古代史に関する貴重な情報こそ色々とあるようだが、魔導考古学の肝きもとなる『古代魔術の研究』に役立つ魔法遺産アーテイフアクトの類たぐいは出土されていないようである。遺跡内のマッピングも完かん璧ぺきだ。隠し部屋の類いも全すべて暴あばかれている。この遺跡に改めて探たん索さく・調査する余地なんてどこにもない。

（ここまで何もないと、なんだかヤバい気がしてくるな……論文執しつ筆ぴつ的な意味で）

　こりゃ書くことに困るだろうな……と、思わず欠伸が漏もれるが。

　著者独自の研究・見解に話が移ったとき、その論調の毛色が劇的に変わった。

　誰もが無意味で無価値な遺跡と断じ続けてきた『タウムの天文神殿』。

　だが、著者は主張する──無価値などとんでもない、『タウムの天文神殿』は、その施し設せつ自体が、古代の時空間転移魔ま術じゆつの儀ぎ式しき場であり、巨きよ大だいな魔導装置だったのだ──と。

（しっかし、一体、なんで、そんな突とつ拍ぴよう子しもない結論が出てきたんだ……？）

　小こ馬ば鹿かにするように口の端はしを吊つり上げながらも、指は独りでに頁ページをめくり続ける。

　時間と空間を操あやつる時空間系の魔術は、黒魔術最高の奥おう義ぎと言っても過言ではない。

　当然、そのあまりの高度さに、時空間魔術でやれることには理論的な限界がある。

　だが、この論文では、この遺跡の力を使えば、かなり時間と空間を自由自在にできる可能性が示し唆さされている。特に、時間旅行……なんとも夢のある話だ。

（ったく、夢見過ぎだ……この筆者が提唱する仕様どおりの時空間転移魔術が実在しちまったら、なんつーか……世界がヤバイだろ）

　つい、苦笑いをこぼしてしまうが。

「……っ！　……ほぅ……？」

　文面に目を通していくうちに、グレンはどんどんと論文へ引き込まれていく。

　各地に残された碑ひ文ぶんや壁へき画がや伝承から、古代では時空間魔術に関する研究と実じつ践せんが盛さかんに行われていたことの裏付け。今までとは異なる切り口からの遺跡調査。長ちよう距きよ離り空間転移に必要な霊レイ脈ラインと、遺跡に通う霊レイ脈ラインの隠された類るい似じ点からの理論考察、思考実験……等々。

　一体、何がこの筆者をここまで駆り立てたのか。

　まるで広大な砂さ漠ばくから砂すな粒つぶを一つ一つ丁てい寧ねいに拾い集めるような作業の果てに構築された理論と仮説に、グレンはいつしか引き込まれ、圧あつ倒とうされていた。

　確かに、あの何の変哲もない『タウムの天文神殿』がいかにも重大な魔導施設のように思えてくる。予あらかじめそのような意図の元に建築された建造物のように思えてくる。

　が……しかし、著者の組み上げた推論上、遺跡内に存在して然しかるべきはずの魔術は……結局、最後まで発見されなかったという。

　一体、なぜ？　どうして？　何が足りないのか？　何を見落としているのか？

　そんな筆者のもどかしさが、文面からにじみ出てくるようだった。

「……っと、思わず読みふけっちまった……」

　ふぅ、と息をついて文章から目を離はなす。

　時計を見れば、ほんの暇潰しだったはずなのに、結構な時間が経たっていた。

「でもまぁ、こんな報告があるんじゃ確かに無視はできないし……同時に、見み栄えっ張りな教授どもは、誰も『タウムの天文神殿』を再調査したがらなくなるだろ……どう頑がん張ばって論文書いても、これの劣れつ化かレプリカになるしな……」

　成果は何一つないが、魔術師ならば一度は目を通すべき傑けつ作さくだ。その柔じゆう軟なんな発想法に思考法、精せい緻ちな理論構築技術に情報整理能力は、誰しもが見習うべきものだろう。

「……一体、誰がこれほどの論文を書いたんだ？」

　ふと興味が湧わいて、グレンは表紙に記き載さいされている筆者名をちらりと見た。

　レドルフ＝フィーベル、とあった。

「ん？　フィーベル？　……あれ？　これ、どっかで聞いたような……」

　グレンの脳のう裏りに、銀ぎん髪ぱつの口うるさい誰かさんの顔が思おもい浮うかびかけると……

「珍めずらしいな。お前の方が早く来るとは」

「うおわぁ──っ!?」

　すぐ後ろから、何の気配も前まえ触ぶれもなく響ひびいた冷れい淡たんな声に、グレンが肩かたを震ふるわせる。

　取り落としそうになる論文の束を咄とつ嗟さに手で押さえ、いつの間にか背後に立っていた青年を、グレンは非難がましく睨にらみ付ける。

「お、お、脅おどかすなっつーのッ!?　アルベルトッ！」

「気を抜ぬき過ぎだ。俺が暗殺者なら、今、お前を三度殺せたぞ」

　愛あい想その欠片かけらもなく、青年──アルベルトは淡たん々たんと言い放っていた。

　今日は、アルベルトとの定期的な情報交こう換かんの日であったのだ。

「しかし……また、何やら厄やつ介かい事を抱かかえ込んでいるようだな、グレン」

「あー、それはだな……」

「ふん。己おのれの不始末の後処理に生徒達を巻き込むとは。最も早はや、呆あきれて物も言えん」

　アルベルトは突き放すように言い、グレンの隣となりに腰こしかける。

　当然、アルベルトはグレンが明日から何をするつもりなのか、とうにお見通しのようであった。その冷れい徹てつな鉄面皮の端はし々ばしに、呆れと怒いかりが滲にじんでいる。

「う、ぐ……い、いやぁ……その、こちらにも色々と事情がございましてねぇ……」

「…………」

　言い訳がましいグレンの言葉に応じず、アルベルトは無言でマスターに指で合図し、カウンター上を滑すべらせるように送られてきたブランデーのグラスを受け取った。

「ったく、相変わらず無愛想なやつめ……」

　グレンもそれに倣ならい、ブランデーを注文する。

　……それから。

　しばらくの間、二人は互たがいの身辺や帝てい国こく政府や軍の動向、学院の様子などの情報を交換し、事務的に確かく認にんし合う作業を続けた。

「……ところで、アルベルト。最近、件くだんの組織の動きはどうなってる？」

　やがて、グレンはその話題をもっとも気になる点へと移した。

「連中……最近、妙みように大人しいとは思うんだが……」

　件の組織──とは、無論、廃はい嫡ちやくされた元・王女であり禁きん忌きの異能者でもあるルミアを、生死問わず執しつ拗ように付け狙ねらう謎なぞの魔術結社──天の智ち慧え研究会のことである。

「先日、王女を狙って仕し掛かけてきた」

「なんだと!?　マジか──ッ!?」

　予想だにしなかった返答に、思わずグレンが声を荒あららげて立ち上がった。

　グレンの剣けん幕まくが、誰だれもいない貸し切りの店内に寒々しく反はん響きようする。

「……落ち着け。お前が取り乱してどうする？」

「ぐ……」

　アルベルトはいつもの冷静さのまま、グラスのブランデーを淡々と傾かたむけている。

「……で、どうなった？」

　一呼吸おいて、グレンがアルベルトに問いかける。

「事前に察知。密ひそかに始末した」

「あっそ。なんつーか、スゲー安定感だな、おい」

　こともなげに、あっさりそう答えたアルベルトに、グレンは呆れ交じりに呟つぶやく。

　ブランデーのグラスを口へと運ぶ。なんだか味がしなかった。

「恐おそらく手て柄がらを焦あせった末まつ端たんの者の暴走だったのだろう。大した位階の者では無かった。練度も低い。捨すて駒ごまにもならん、稚ち拙せつで杜ず撰さんな攻せめだ」

「そりゃ、お前が守る場所に攻め入るなら、どんな戦力でも杜撰な攻めになるだろうよ」

　やれやれ、とグレンは肩を竦すくめる。

　しかし、まったく気付かないうちに、この町のどこかで、そんなことがあったとは。

　グレンとて、元・帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の一員だ。魔術の腕うで前まえそのものは三流だが、生死をかけた戦せん闘とうに関しては、その限りではない。そのグレンに何も気付かせず、密かに事を収めてしまうアルベルトの手しゆ腕わんには、頼たのもしさの反面、戦せん慄りつすら覚えてしまう。

「その仕掛け以来、連中の機会を窺うかがうような気配は完全に失うせた。王女に関しては暫しばらくの間、安全だと判断出来るだろう」

「そ、そうか！」

　それは朗報だと表情を明るくするグレンに、アルベルトが淡々と告げる。

「だが、上からの情報に依よれば、件の組織に今迄までとは異なる動きが在あるらしい。一時的にとはいえ、連中が王女から手を引いたのは、寧むしろ此方こちらが原因だとされている」

「別の動き……？」

「ああ。どうも組織は活動方針を変へん更こうし、新たな目的の下もとに動き始めている。その目的はまだ判明していないが、この件に関しては《隠いん者じや》の翁おきなと《法皇》が当たっている」

「…………」

「加えて、近ちか頃ごろはジャティスの動きも気になる」

　ジャティス＝ロウファン。先月、グレンとシスティーナを巻き込んで、凄せい惨さんな大事件を引き起こした元・帝国宮廷魔導士団の凄すご腕うで……正しよう真しん正しよう銘めいの狂きよう人じんだ。

「生死を偽いつわり、約一年間の雌し伏ふくの時を経へて活動を再開したジャティスだが……先の事件の後、奴やつはフェジテ各地を単独で渡わたり歩き、天の智慧研究会の末端組織や、組織と通じている者を片かた端はしから潰つぶして回っているようだ……時に無関係の市民を巻き込みながらな」

　早さつ速そく、胸むな糞くそが悪くなるような話が出てきてしまった。

　ジャティスは、自身が唯ゆい一いつ無む二にの無む謬びゆうの天てん秤びんであると信じ切っている危険な男だ。それが必要だと判断した場合、ジャティスは何の罪もない他者を犠ぎ牲せいにすることに微み塵じんも躊ちゆう躇ちよがない。良心の呵か責しやくすらない……それが自分にとっての『正義』だからである。

「そして先日未明、宮廷魔導士団の追つい跡せき討とう伐ばつ隊が西部でジャティスを捕ほ捉そく、交戦。が、悉ことごとく返り討うちに遭あい、全ぜん滅めつ……完全にジャティスの掌てのひらの上で踊おどらされた形だ」

「くそっ……あいつは帝国も組織も敵に回して、一体、何がやりたいんだッ!?」

　グレンの拳こぶしがカウンター上を叩たたく音が、虚むなしく店内に響いた。

「不明だ。だが、何かを探しているように見える。敢あえて姿を晒さらして活動する事で、自分の存在を周囲に誇こ示じし、わざと狙わせているとも取れる」

「あの野や郎ろう……」

　グレンに対する執しゆう着ちやくといい、意味不明の示じ威い行動といい、ジャティスという男が心底わからない。狂人の思考など、わからなくて当然なのかもしれないが。

「隣りん国ごくのレザリアとの統治正統性を巡めぐる国際緊きん張ちようも近年、再び高まっている。ごく最近、突とつ如じよ、活性化した極右の過激派──聖キャロル修道会の動向に、保安局も神経を尖とがらせる日々だ。兎とに角かく、今の軍には懸け念ねんすべき案件が非常に多い」

　そして、アルベルトは淡々と切り出した。

「帝国軍は現状を鑑かんがみ、王女の護衛を《戦車》へ一任し、俺を一時的に中央の軍務へ回す事を決定した。当面の案件が片付いたら、すぐに戻もどって来る心算つもりだが……すまないな」

「お前、フェジテを離れるのか……ったく、相っ変わらず人手不足なのな……」

　グレンが軍に在ざい籍せきしていた頃から、そうだった。

　帝国宮廷魔導士団最強クラスの魔導士であり、あらゆる任務をオールラウンドにこなせるアルベルトは、軍の各方面から引っ張りだこだった。常人ならば、とうに過労死してもおかしくない数の任務を、アルベルトは淡々と完かん璧ぺきに遂すい行こうするのである。

「仕方の無い事だ。味方も敵も戦力は無限ではない。『餌えさ』に食いつく魚ぎよ影えいが無ければ、釣つり人に竿さおを握にぎらせる意味は無い……胸糞の悪い話だがな」

　餌。アルベルトは皮肉を込こめて自じ嘲ちよう的に言っているが、それが軍と政府の認識だ。

　ルミアは、敵対組織の尻尾しつぽを摑つかむための『餌』なのだ。

　それゆえに、今や、彼女の意思で勝手に学院を退学することも不可能となっている。

　結界が存在する魔ま術じゆつ学院に在籍し、捕捉に容易たやすい場所にいてくれた方が、政府や軍にとって、『餌』や『監かん視し対象』、万が一の時のための『処分対象』として、色々と都合がいいからだ。異能者という素す性じようも魔術師の中には隠かくしやすい。

　なんとも反吐へどが出る話だし、密かに娘むすめを想おもう女王アリシアの心労は計り知れないが……

（それよりも、天の智慧研究会……なぜ、突とつ然ぜんの方針転てん換かんを……？）

　今まで、天の智慧研究会は形なり振ふり構わず、ルミアの身み柄がらを確保しようと躍やつ起きだった。

　それこそ、生死を問わないほどに。

　それは恐らく、天の智慧研究会には何か目的があり、異能者であるルミアが、何らかの形でどうしても必要だから……そう考えるのが自然だ。

　なのに、ここに来て組織のこの動きは……どうも引っかかる。

（ルミアの存在はもう、早急に押さえなければならないものではなくなった？）

　グレンはどうにも胸むな騒さわぎを隠せない。

（……この間の遠えん征せい学修……『Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』の一件……何か取り返しのつかないことを、見落としてはいないか……？）

　気になることは、山のようにある。

　だが、考えても、考えても……答えはまったく出そうになかった。








第二章　嵐あらしの闖ちん入にゆう者しや









　今にも落ちてきそうな星空の下で。

　前方へ無限に続く《星の回かい廊ろう》を駆かけ抜けながら──私は、一人物思う。

　それは、私がこの世界を最初に認識した最古の記き憶おくについて、だ。

　…………。

　……ある時、ふと、私が目覚めると。

　眼前に広がる黄昏たそがれに燃え上がる紅あかい空、肌はだを焼くような乾かわいた空気。

　私は……何処どこかの焼けた荒こう野やの真ん中に倒たおれていた。

　どうも、私は何らかの事故に巻き込まれたらしい。

　その時の私の身体からだは酷ひどく傷ついていた。全身血まみれの重傷だ。

　着用してる衣服も、元がどんな意匠デザインだったのか、判別できないほどズタボロだ。

　そして、何よりも私を不安に叩き落としたのは──

　私は──何も思い出せなかったのだ。

　自分が何者なのか……今まで何をしていたのか……どうして、こんな場所で倒れているのか……自分が『現在いま』に至る全すべての過程が何一つわからなかった。

　記き憶おく喪そう失しつ──私は何らかの事故により、それまでの記憶をごっそり失ったのである。

　記憶がない。それ即すなわち、私にはこの世界に何の寄よる辺べもないということだ。

　何か、ないのか？　私が私自身であるために。

　記憶とは、世界と自分とを繫つなぐ因果の鎖くさりだ。

　このままでは、私という存在が世界から乖かい離りし、虚きよ無むに溶とけて消えてしまう──

　そんな、ありもしない妄もう想そうの不安に揺ゆれる私に。

　私のもっとも深い部分にいる、もう一人の私自身──魂たましいが発する『内なる声』が、そっとそれを教えてくれたのだ。

「……私は……空セリカ……？」

　私に残された唯一の記憶。私自身を定義し、体現する名前。

　それがただ一つの、私の寄る辺。

　私が中空から理由もなく湧わいて生まれた存在ではなく、世界と因果の鎖によって結ばれていたことを示す、唯一の証あかし。

　──そう、貴女あなたは──私は、セリカ。

　──貴女は──私は、私の役目を果たさなければならない。

　己おのが名を得て、『内なる声』に突つき動かされ、私の止まっていた時が動き出す。

　そして。

　これが、私、セリカ＝アルフォネアにとっての終わらない悪夢の始まりとなる──

　……今から、四百年ほど前の話だ。




　いよいよ、遺い跡せき調査へと出発する日がやってくる。

　仄ほのかな宵よい闇やみと朝あさ霧ぎりのヴェールが包む早朝、グレン達は屋根上に二階席もある大型の貸し馬車に搭とう乗じようし、フェジテを発たった。

「風が気持ちいいわね……」

「うん」

　吹ふきさらしの二階席の一角に陣じん取どったシスティーナが、緩ゆるやかにそよぐ風に流れる髪かみをなで押さえながら、しみじみと呟き、その隣となりのルミアがにこにこと応じていた。

　フェジテ城じよう壁へき北門から外に出たシスティーナ達を迎むかえたのは、まず辺り一面に広がる広大な農地、そして自然の息吹いぶきを感じさせる冷たく澄すんだ空気であった。

　馬車が北上するは、フェジテと帝てい都とオルランドを結ぶアールグ街かい道どう。

　その街道は、緩やかな起き伏ふくとカーブを繰くり返しながら、はるか北北西先、地平線の彼方かなたへと吸い込まれるように消えていく。街道の西には小高い丘おかが姿を連ね、東には鬱うつ蒼そうと茂しげる森、さらにその先に延々と連なる荘そう厳ごんな雪ゆき化げ粧しよう連れん峰ぽうが見える。

　日が上がると、空は抜ぬけるように蒼あおく染まり、雲が穏おだやかに流れていった。

　若草の青い匂においが鼻をくすぐり、空を舞まう鳶とびが笛のように通る声で鳴く。

　ちょうど差し掛かかったすぐそばの牧草地では、羊達がもしゃもしゃ草を食はんでいる。

　その長閑のどかで牧歌的な風景は、見ているだけで心が洗われるようであった。

「やっぱり、たまには外出もいいものですわね……」

「うん……そう、だね……空気が美味おいしいね……」

　同じく二階席に搭乗したウェンディとリンも、いつになくご機き嫌げんそうだ。

「……羊。もこもこ。たくさんいる」

　リィエルは眼下の羊達がとても気になるらしい。ルミアの隣にちょこんと腰こしかけ、眠ねむたげに細められた目で、じ～っと穴が開くように羊を見つめていた。

「ねぇ、システィ。順調にいけば、日が沈しずむ頃には遺跡に到とう着ちやくするんだよね？」

　ルミアが今回のスケジュールを思い浮うかべながら、システィーナに問う。

「そうよ。『タウムの天文神しん殿でん』って、結構、近場の遺跡なのよね……まぁ、着くまでのんびりしましょう？」

　システィーナはそう笑って応じ……やがて、何かを思い出したかのように、その笑え顔がおを次し第だいに渋じゆう面めんへと変えていく。

「それにしても……せっかくいい風景だっていうのに、先生達は……」

　階下の馬車内に引きこもる風ふ情ぜいのない連中に、深いため息を吐つくのであった。




　──一方、その馬車内は今、仁義なき死し闘とうの真まっ只ただ中なかであった。

「どうだ、ハートのフラッシュだッ！」

「あらあら、うふふ……残念です、先生。私の手はフルハウス。私の勝ちですね？」

「ぎゃあああああああああああああああ──っ!?　うっそ、マジで!?」

「ぐっはっ!?　このタイミングで!?　テレサ、強っ!?」

　グレンや男子生徒一同は、紅こう一点テレサを交えてテーブルを囲み、ポーカーと呼ばれるトランプゲームの真っ最中であった。

「それでは、この玩具おもちやのメダルは頂ちよう戴だいしますね？」

　テレサはテーブルの上に積まれた大量のメダルを、じゃらじゃらと手元に引き寄せる。

「うふふ……現金が動く本物の賭けギヤンブルではなくて良かったですね？　皆みなさん」

　くすくすと童女のように笑うテレサの姿に……その場の誰だれもがぞっとした。

「くっそ！　そんな馬ば鹿かな……ッ！　かつて帝国公営カジノにこの人ありと謳うたわれた伝説の賭博師ギヤンブラーたるこの俺が……ッ!?」

　テレサに為なす術すべなくあしらわれているグレンが悔くやしげに頭を抱かかえる。

　ゲーム開始前、『ポーカーは運じゃありませんよ？　確率と統計が物を言う知的な数学ゲームですから（キリッ）』と眼鏡を押し上げて豪ごう語ごしていたギイブルも……

「噓うそだ……確率的に……統計的に……この展開はありえない……ッ！」

　顔を屈くつ辱じよくに歪ゆがめ、脂あぶら汗あせを垂らしていた。

「……天運って、本当にあるんだなぁ……あ、テレサ、メダルもう十枚貸して」

「さ、流石さすがは富ふ豪ごうの娘だね……あ、僕も十枚」

　完全にテレサの養分と化しているカッシュとセシルは、すでに諦あきらめの境地であった。

（ええい、くそ！　なぜ、勝てん!?　俺はイカサマまでしてんだぞ!?）

　グレンが心の中で叫さけぶとおり、グレンはシャッフルで配るカードを操作したり、カードを隠し持って瞬しゆん時じにすり替かえたり、捨て山からこっそりカードを拾ったり……生徒相手に大変えげつない、大人げないイカサマを行っていた……のだが。

（俺のテクは完璧なはずなのに……ッ!?　なんでこうなる!?）

　たとえば、グレンが親番の時に、テレサへ役なしブタカードをイカサマで配っても、テレサがそのカードを何枚か適当に入れ替えると、決まってデカい手を引き込むのである。

　何か大いなる意志に後押しされているかのごとく、テレサは引きが強いのだ。

（ええい！　今まではあまり大きな手役を自分に配ると怪あやしまれるから自重してたけど……もう関係ねえ！　俺の最大奥おう義ぎでテレサを葬ほうむってやる！）

　次のゲームにて。

　ちょうど親番となったグレンは、自身がなし得るあらゆる指先技わざを駆く使ししてトランプデッキをシャッフルし、カードを操作して生徒達に配った。

（じゃじゃーん！　ふっははははははは──っ！　どぉうだぁ[image: ～][image: ～]ッ!?）

　グレンが自分に配った手札を広げ、いやらしくほくそ笑む。

　その手役はなんと、ジョーカーを含ふくんだ７のファイブカード。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団時代、《隠いん者じや》のバーナードに教えてもらった（汚きたない）必殺技だ。

（ロイヤルストレートフラッシュを四人へ自在に配れるジジイには遠く及およばねーが……今度こそ俺の勝ちじゃい！　死ねい、テレサ！）

　無論、グレンは意い気き揚よう々よう、手元に残ったメダルを全賭かけするが──

「あら……？　何か流れがよくありませんね……」

　テレサは自分に配られた手札を見るなり、いきなり全部、捨て山に捨てていた。

「先生、五枚くださいな」

（んげっ!?）

　今、テレサが全部捨てた手は、グレンが罠わなとして仕込んだフォアカードだ。ファイブカードには及ばないが、相当に強い手である。

（そ、それを見ただけで、迷いなく捨てる……だと……ッ!?）

　何か恐おそろしいことが起こる予感に震ふるえながら、グレンがテレサに新しいカードを恐る恐る五枚配り……

「あらあら？　ロイヤルストレートフラッシュができてますね」

「ふっざけんなぁあああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　テレサがにこやかに広げたスペードの10、Ｊ、Ｑ、Ｋ、Ａ……ポーカー最強の手役を前に、グレンは目を剝むいてカードを頭上へ放ほうり投げ、絶ぜつ叫きようするのであった。




「まったく……何やってるんだか……」

　馬車内から響ひびいてくる悲鳴に、システィーナは深いため息を吐く。

「テレサに賭け事を挑いどむなんて無む謀ぼうですわ……あの娘こは下手な小細工がまったく通用しない、本物の天運・剛ごう運うんの持ち主なのですから」
















　ご愁しゆう傷しよう様さまと言わんばかりに、ウェンディもため息で応じた。

「あの……え、ええと……すみません、うるさい客で……」

　システィーナは、前方の御ぎよ者しや台だいを覗のぞき込み、そこに腰かける御者へ申し訳なさそうに声をかける。

　馬の手た綱づなを取るその御者は、今回の旅のために貸し馬車と一いつ緒しよに雇やとった者であった。

「…………」

　全身を丈たけ長ながのフード付き外がい套とうで覆おおった御者は、顔だけ軽く振ふり向き、無言で小さく会え釈しやくを返してくる。フードによって目元が深く隠かくれているため、その表情は見えないが……マナーの悪い客に対し、特に気分を害した風はない。

　システィーナがほっと息をついた、その時。

「でも……この国は本当に古代遺跡が多いですわね……何なのですの？　これ」

　身を乗り出して外を見下ろすウェンディが、ぼそりと呟つぶやいていた。

　街道の脇わきに、横よこ倒だおしになった古びた石せき碑ひがあった。これも古代遺跡の一種だ。

　その石碑だけではない。環かん状じよう列石、城じよう壁へき跡あと、古こ墳ふん……フェジテを発って以来、広い平原を見み渡わたすと、大小何かしらの遺跡が何処どこかしら、ぽつぽつと目に入るのである。

　この辺りは、こういう細かい遺跡が特に多い地域として知られてはいるが……概おおむね、帝国内のどこでも、この手の光景は散見されるものだ。

「そういえば……このアルザーノ帝国のある場所って、その昔……超ちよう魔ま法ほう文明っていわれた、古代文明があったんだよね……？」

「そうらしいですわね」

　リンの言葉に、ウェンディが首しゆ肯こうすると……

「そうね！　じゃあ、これから皆みんなで古代文明の話でもしない!?」

　やたら目をキラキラさせたシスティーナが、ずいっと割り込んできた。

「この国が在ある場所、要するに北セルフォード大陸北西端たんを中心に、かつて超魔法文明が存在したのはウェンディの言う通り確かな事実なのよ！　帝国各地に点在する遺い跡せき群、遺跡内に残された碑ひ文ぶんや壁画、国外でも僻へき地ち部族や南原の遊牧民族達の間に、口伝や歌として語り継つがれてきた伝承や神話、そして遺跡から発はつ掘くつされる謎なぞの魔法遺物アーテイフアクト！　様々な状じよう況きよう証しよう拠こが、その超魔法文明の存在を証明しているわ！　ことの始まりはまず──（略）」

　誰の了りよう承しようを得ることもなく、さっそく熱弁を振るい始めるシスティーナ。

「き、来ましたわ……古代文明警備官の方が……」

「ごめんね、ウェンディ。この手の話となると、システィ、人が変わるから……」

　ジト目で頰ほおを引き攣つらせるウェンディに、ルミアが苦笑いで手を合わせる。

「（略）──聖歴前古代史は、創生紀、神代、パンデモニアム紀、旧古代前・中・後期、新古代前期・後期……と何紀にも分類されているんだけど、このいわゆる今、アルザーノ帝国がある場所にかつて存在したという超魔法文明は、旧古代前期から中期にかけて……聖歴前８０００年から聖歴前４０００年前後に存在したとされているわ。今が聖歴１８５３年だから……そうね、今から約５８００年以上前の話になるの！　凄すごいわよね……５８００年！　なんとも気の遠くなるような時代だわ！」

「はぁ……ところで、一つ質問があるのですけど？」

　到いたし方なし、といった雰ふん囲い気きでウェンディが問いを投げる。

　どうやらシスティーナの趣しゆ味みに付き合ってあげることに決めたらしい。

「前から疑問に思っていたのですが、超魔法文明とは一体なんですの？　なぜ、超魔術文明と銘めい打うたないんですの？　確か、魔法と魔術の辞書的な定義は……」

　魔法と魔術。

　似たような語感を持つ言葉だが、その本質的な意味はまるで違ちがう。

　同じ超自然現象を引き起こす力でも、理論的に説明のつかない『不思議な力』が魔法、理論的に説明のつく『再現性のある技術』が魔術である。

　これを、おとぎ話風に言えば……空っぽのポケットを叩たたいてビスケットを取り出す不思議な力が『魔法』、ビスケットの素材を用意し、それを元素配列変へん換かんし、ビスケットを理論的に錬れん成せいする技術が『魔術』ということになる。

　魔法とは異なり、基本的に魔術は学べば誰でも等しく扱あつかえる技術なのだ。

「そうよ、ウェンディ。答えはその辞書的な意味のとおりよ」

　システィーナが胸を張って得意げに答える。

「古代人が使用していた魔術は、私達近代人にとっては魔法なの。つまり……私達には理解できない『不思議な力』。彼らは、私達の魔術では理論的な説明ができない謎の魔術を使って文明を築き上げて……だから、超『魔法』文明、なのよ」

「そういえば、聞いたことあるよ……」

　何か思い当たる節があったのか、リンが口を挟はさむ。

「古代遺跡から出土される古代の遺品……魔法遺物アーテイフアクト。様々な研究によって、それがどのような魔術的機能を持ち、どういう手順を踏ふめば、その魔法遺物アーテイフアクトが持つ魔術的機能を発揮するか……そこまではわかるらしいんだけど……肝かん心じんな、その理論と仕組み……魔法遺物アーテイフアクトがどういう術式の下もとで、どういう原理で動いているのか……近代の魔術ではまったく解明できない……んだよね？」

「そう！　だから魔ま導どう考古学では、近代人……要するに私達が学んでいるルーン魔術のことを『近代魔術モダン』、古代人が使っていた謎の魔術を『古代魔術エインシヤント』って呼んでいるわ」

　そして、システィーナはふと、フェジテの方角にある空を振り返る。

　そこには、いつものように幻まぼろしの天空城が、雲間に隠れるように小さく浮うかんでいた。

「あの『メルガリウスの天空城』も……そんな、『古代魔術エインシヤント』が生み出した遺跡だって、言われているの」

　システィーナにつられて、一同が遠い空を仰あおぐ。

「私は古代文明の謎を解き明かしたい。古代人はなんで、あんな城を空に浮かべ、次元の狭はざ間まに隠したのか……あの城には一体、何が隠されているのか……『古代魔術エインシヤント』とは一体、なんなのか……そんな高度な文明がどうして滅ほろんでしまったのか……知りたい」

　そして……いつか、あのお空の城に辿たどり着くの。

　お祖父じい様が夢に見た光景を……この目に焼き付けるの。

　心の中でそう強く思うシスティーナを、ウェンディは苦笑いで激げき励れいする。

「まぁ、精々頑がん張ばってくださいまし」

「ありがと、ウェンディ。それはそうと、話は戻もどるんだけど──」

　そのまま、嬉き々きとして話を続けるシスティーナ。

　半ば呆あきれ半分、苦く笑しようしながらシスティーナに付き合ってあげるウェンディ達。

　しばらく、システィーナの熱弁が続き……

「（略）──こうして、周辺諸国を魔法の力によって統一した賢けん王おうクルォー一世は魔法王国メリガリウスを建国し、以後、四千年に渡わたる秩ちつ序じよの礎いしずえを築いたといわれ──」

「……ちょ、ちょっとお待ちくださいませ！」

　その時、ふと風景の変化に気づいたウェンディが、システィーナの話を遮さえぎる。

「わ、わたくし達……今、どこに向かっているんですの？」

「……え？」

　指し摘てきされて我に返り、システィーナはようやく気付いた。

　周囲を見渡すと……馬車は左方に鬱うつ蒼そうと深く茂しげる森沿いに進んでいる。

　振り返れば、遥はるか後方の地平線、なだらかな丘おかと丘の狭間に、小さく見え隠れする街かい道どう。

　話に夢中になっていたせいで気づかなかったが……いつの間にか馬車は街道を大きく外れ、あらぬ方向へと進んでいたのだ。

「ちょ、ちょっと御者さんっ!?　こんなルート、私達、予定してませんよ!?」

　システィーナが慌あわてて前方の御者台へ駆かけ寄り、覗き込む。

　そこでは、例の御者が相変わらず黙もく々もくと馬を操縦している。

「道が間違ってます！　こんなに街道を離はなれて、森に近づいたら──」

　そう、危険なのだ。

　蒸気機関による鉄道列車が、まだ帝てい国こく北部イテリア地方のほんの一部の地域でのみ運行されているに過ぎず、その他の地域での鉄道整備と実用化はまだ当分先の話……それゆえに都市間移動手段といえば、まだまだ駅馬車が主役なこの時代。

　国策で整備されている主要街道周辺は、軍が定期的に街道整備と魔ま獣じゆう掃そう討とうを行い、魔獣除よけの魔術を施ほどこしているため、比ひ較かく的てき安全といえる。街道周辺やその付近の丘や平原などは野外にあっても、最も早はや、完全に人の領域と言っても過言ではないほどだ。

　だが、逆に言えば──街道から大きく離れれば、安全ではないということになる。

　特に、鬱蒼と茂る深い森や洞どう窟くつ、辺境の山さん岳がく地帯……人の安易な立ち入りを許さぬこれらの領域は、未いまだ危険な魔獣が我が物顔で跋ばつ扈こする魔の領域だ。

　確かに、この辺りに危険な魔獣の出現報告はないが──それでも、街道を大きく離れた森には近づかないに越こしたことはないのである。

「すぐに引き返してください！　早く！」

　皆の安全を慮おもんぱかるあまり、つい声を荒あららげてしまうシスティーナ。

　だが。

「…………」

　御者はシスティーナの言葉を無視し、黙々と馬を操あやつり続けている。

「ちょっ……ど、どうして……ッ!?　早く止まって……ッ！」

　こうまで言っているのに、まったく無視する御者……明らかに異常だった。

「な、何なんですか!?　貴方あなたは一体、何者──」

　と、システィーナの感情が昂たかぶりかけた……その時だ。

　馬車の左方に鬱蒼と茂る森──その薄うす暗ぐらい森奥から。

　ざざざざざ──と複数の何かが駆け寄って、近づいてくる気配。

「え!?　何!?　まさか──」

　システィーナが狼狽うろたえたような声を上げた、その瞬しゆん間かん。

　馬車の前方と後方、森の茂みの中から、無数の黒こく影えいが飛び出してきた。

　その影かげ達は馬車の周囲を疾しつ風ぷうのように駆け抜ぬけ、馬車をあっという間に取り囲み……

　ヒヒィイイイイイイイインッ！

　影に驚おどろいた馬が、前足を高らかに跳はね上げて足を止め、天高く嘶いなないた。

　その影の正体は──

「シャ、シャドウ・ウルフ!?」

　馬車は、十数匹ひきのシャドウ・ウルフにすっかり囲まれてしまっていた。

　シャドウ・ウルフとは、鋭するどい爪つめと牙きば、らんらんと光る眼、読んで字のごとく影のように真黒な毛並みを持つ、狼おおかみ型の魔獣だ。

　森に生息する魔獣としては、決して珍めずらしくない存在であるが──極きわめて危険な存在だ。

　その鋭い爪そう牙がの威い力りよくは言わずもがな、もっとも厄やつ介かいなのは、人に真似まねできぬその圧あつ倒とう的てきな敏びん捷しよう性だ。攻性呪文アサルト・スペルにしろ、銃じゆうにしろ、並みの腕うででは連中を捉とらえきれない。

「こんな場所に、こんな危険な魔獣が住み着いていたなんて聞いてない……御ぎよ者しやさん、貴方、一体、どういうつもりなんですか……ッ!?」

「…………」

　だが、対する御者は、こんな状じよう況きようでも無言。馬が暴走しないようにきつく手た綱づなを引くだけで……微び動どうだにしなかった。

「くっ……ッ！」

　歯は嚙がみするシスティーナ。今はこんな御者の真意を質ただしている場合じゃない。

　この窮きゆう地ちを切り抜けなくては。

（シャドウ・ウルフは魔獣……『魔』の名を冠かんするだけあって、ただの獣けものにはない特とく殊しゆな能力を持っているわ……）

　その能力とは──『恐きよう怖ふ察さつ知ち』。

　シャドウ・ウルフ達は、標的が自分達に対して抱いだく恐怖の感情を敏びん感かんに察知する能力を持っている。その恐怖で、標的が自分達の襲おそってよい獲え物ものかどうかを判断するのだ。

「皆みんな、怖こわがっちゃだめよ！　怖がったら──」

　システィーナが警告の声を上げるが、もう遅おそい。

「あ、ぁ……う……ひぃ……魔獣……あんなにたくさん……ッ！」

「うう……どっ、どうして、わたくしがこんな目に……ッ!?」

　リンやウェンディなどは、すっかり青ざめてしまって、震ふるえている。

（……無理もないわ……魔ま術じゆつ師しとはいえ、私達は温室育ちの子供……野生の獰どう猛もうな魔獣にこんなに囲まれて、そう平静さなんて保てるわけがないわ……私だって怖いもの……）

　緊きん張ちように暴れる心臓を深呼吸で乗りこなしつつ、システィーナが歯嚙みする。

　非常に厄介なことになってしまった。

　シャドウ・ウルフは一度、獲物と狙ねらい定めた存在に対しては非常に勇ゆう猛もう果か敢かんで、退くことを知らない。こうなったら攻性呪文アサルト・スペルを前にしても恐おそれない。

　実際、自分達の恐怖を察知したのか、目の前のシャドウ・ウルフ達は低く身構え、攻こう撃げき態勢だ。今や彼らにとって自分たちは格好の獲物であるらしい。遠巻きに、襲い掛かかる好機を今か今かと待ち構えている。

　こんな状況では、いくらこっちが呪じゆ文もんを撃うって追い払はらおうとしても、その卓たく越えつした敏捷性で呪文をかわし、こちらの喉のど元もとを執しつ拗ように狙ってくるだろう。

「……システィ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「わ、私は大丈夫よ。それより、リィエルは……？」

「ううん、駄だ目め。さっきから揺ゆすって呼びかけてるけど、目を覚ましてくれないよ……」

　こんな時に一番頼たよれる小こ柄がらな少女は、ルミアの膝ひざを枕まくらに丸まって、すっかり眠ねむりこけている。

「なんか、昨晩、私達と一いつ緒しよに遊びに行くのが楽しみで眠れなかったって言ってたし」

「はぁ……リィエルが眠くなるような難しい話をしてたのが、裏目に出たわね……」

　思わずため息をついてしまうシスティーナ。

　軍人やルミアの護衛としては失格なのだが……年相応の少女としては普ふ通つうだし、リィエルにはそうあることを望んでいたので、良いとも悪いとも言えない。

「馬車の中や上にいる限り、連中は私達には手を出せないけど……馬をやられたら身動き取れなくなっちゃう……なんとか馬を守りきらないと……」

　難しい顔で、シャドウ・ウルフ達にシスティーナが狙いを定める。

「とにかく、御者さん。貴方には問い質したいことがたくさんありますけど……そこは危険です。早くこちらに上がってきてください。私が援えん護ごしますので……」

　と、その時だ。

「待てぃッ！　てめぇらッ！」

　ばんっ！　馬車の窓が、大音おん響きようを立てて開いた。

　ようやく外の様子に気付いた、我らがグレン先生のご登場である。

「この不届き者め！　俺の生徒達に手を出そうたぁ、良い度胸じゃねえかッ！」

　威い風ふう堂どう々どうと腕を組んだグレンが、不敵にそう言い放ち──

「この俺が成敗してくれる──とうっ！」

　窓のさんに足をかけ、跳ちよう躍やく、そのまま馬車の外へ飛び出し──

「──ふっ！」

　前方宙返りにひねりを三回加え、華か麗れいに着地を決めて──

　ぐきり。

　グレンの右足首から、変な音がした。

「……………………」

　グレンはそれから数秒間、華麗に着地を決めたポーズのまま、硬こう直ちよくして。

「ぎゃああああああああ──っ!?　足、くじいたぁああああああああああ──っ!?」

　そのまま、足首を両手で押さえて悲鳴を上げ、ゴロゴロと転げ回っていた。

「ひぃいいいぎゃああああ!?　痛すぎるぅううううう──ッ!?」

「ちょ……ッ!?　な、何やってるんですか!?　ていうか、なんで舗ほ装そうされてない場所に、そんな変な飛び降り方するのよ!?　馬ば鹿かなの!?」

　頭が痛くなってくるシスティーナ。

　本っ当に肝かん心じんな時に頼りにならない講師である。

「システィ！　大変！　先生が──」

「そ、そうだわ、まずいわ！」

　ルミアの悲鳴に、システィーナが気付く。

　そう、自分達は安全だ──馬車の中や上にいる限りは。

　だが、グレンは馬車の外に出てしまった。しかも、間抜けな負傷をして。

　そんな隙すきを、シャドウ・ウルフ達が見み逃のがすわけがない。

「グゥルァアアアアアア──ッ！」

　それを好機と見た、三匹びきのシャドウ・ウルフが、馬や御者より先に、無防備に地面に転がるグレンを獲物と見定めて、一いつ斉せいに駆け出した。

「くっ……ッ！　《雷らい精せいよ》──ッ！」

　システィーナが慌てて呪文を唱え、駆け寄ってくるシャドウ・ウルフを狙う。

　だが、シャドウ・ウルフ達は、システィーナの放つ雷らい閃せいなどひらりとかわして、空を飛ぶように跳躍し──グレンを目がけて一気に肉にく薄はくする。

　その鋭い爪牙が、蹲うずくまるグレンへと殺さつ到とうし──

「せ、先生──ッ!?」

　次の瞬間に広がるだろう最悪の光景に、システィーナが悲鳴を上げた……

　まさに、その時。

「《罪深き我・逢おう魔まの黄昏たそがれに独り・汝なれを偲しのぶ》──」

　不意に、システィーナの耳へ、そんな聞き覚えのない呪文が届いた。

　その刹せつ那な、ひゅご、と御者台から旋せん風ぷうが吹ふき荒あれて──

「ギャウゥウウウンッ！」

「ギャンッ!?」「ギャワン──ッ!?」

　グレンに襲い掛かっていた三匹の魔獣が鮮せん血けつをまき散らし、空に吹き飛んでいた。

「……えっ？」

　驚きよう愕がくに目を見開くシスティーナ。

「……ん？」

　見れば、けろっとした顔で背中に隠かくしていた拳けん銃じゆうを抜きかけていたグレンの前に……

「…………」

　いつの間にか御者が、グレンを背にかばうように立っていた。

　その御者の手には一ひと振ふりの抜き身の剣けんが握にぎられている。

　どうも、目ま深ぶかに被かぶったフード付き外がい套とうの下に、その御者は剣を隠していたらしい。

　剣種は片手半剣バスタードソード──前時代の騎き士し達が馬上で好んで使用していた、一撃の重さで相手を圧するタイプの剣だ。細剣レイピアによる、速さと手数で華麗に攻せめ立てる近代剣術が主流となった今となっては、とても珍しい剣といえる。

（……あ、あの御者さん……剣士？　いえ、それよりも……）

　システィーナの目を引いたのは、その剣の美しさであった。

　剣には疎うといシスティーナですら一目で分かる。その剣は──業わざ物ものだ。

　その剣材は、帝てい国こくで鍛たん造ぞうされる刀とう剣けんにおいて最高級品として使用されるウーツ鋼──ではない。なんと、そのさらに遥はるか格上、魔法金属──真銀ミスリルだ。

　鉄など比べものにならないほど驚きよう異い的な剛ごう性せいと靱じん性せいを兼かね備えた真銀ミスリルを、魔術的な手段で何度も折り返し、叩たたき、鍛きたえ抜くことで鍛造されただろう苦心の一刀。

　すらりと伸のびるその白銀の刀身はやや肉厚だが、刃はは剃刀かみそりのように鋭く研とぎ澄すまされ、淡あわい蒼あおの輝かがやきが燐りん光こうのように伝っている。鏡のように磨みがき込まれた表面には一点の曇くもりもなく、武器としての魔ま性しようの凄すご味みを、その美しさの端はし々ばしに滲にじませている。

　実用性と芸術性、二つの相反する属性を、遥かなる高次元で融ゆう合ごうさせた奇き跡せきの体現。

　煌きらびやかな意い匠しようの十字架型の柄クロス・ヒルトをしつらえたその宝ほう剣けんは、まさに名うての錬れん金きん刀とう匠しよう、一世一代渾こん身しんの作に違ちがいなかった。

　そんな、あまりにも場違いな剣を……その御者は、右手一本でゆるりと構えていた。

　すると。

「……なんだ……お前、居たのかよ……」

　その剣を見たグレンが、頭を搔かきながら面めん倒どう臭くさそうに立ち上がり……

「ちぇっ……なら俺の出る幕はなかったな……後は任せたぞ？」

　抜ぬきかけた拳銃を収めつつ、ぷいっと御者に背を向け、そんな事を言う。

　すると、御者が首を回して、わずかにグレンを振ふり返る。

　フードで目元が深く隠れていたが、御者は口元だけ笑えみの形にして笑い……

　その刹那、御者の姿が、不意に霞かすみとかき消えた。

　蹴けり上げられた草葉が宙をふわりと舞まい──

「ギャウウウン──っ!?」「ギャンッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、馬車を取り囲んでいた魔ま獣じゆうの二匹ひきが断だん末まつ魔まを上げて、地を転がっていく。

　その付近には、剣を振り抜いた御者の姿があり──

　しかし、それもすでに残像。

「キャイイイイイン─ーッ!?」

　また次の瞬間、まったく別の場所から断末魔が上がり、魔獣が地に伏ふせる。

　それはあまりの速さに、空気を裂さく音すらしない無音の神速剣であった──

「な、何が……何が起きているの!?」

　馬車を取り囲んでいたシャドウ・ウルフ達が、まるで時計回りに円を描えがくように、次々と斬きり裂かれ、次々と吹き飛び、転がり、倒たおれ伏していく。

　それはあまりにも一方的な虐ぎやく殺さつであった。

　視界の端から端へ、霞かすみ消えるように高速移動し、剣を振る御ぎよ者しや。

　システィーナの目には、一瞬一瞬見え隠れする御者の残像と、その刹那に魔獣を飾かざる剣けん閃せんの煌きらめきが、微かすかに見える程度。

　当の魔獣達は、自分達の身に何が起こっているのかすら理解できていまい。

　次々と一刀の下もとに倒されていく魔獣達。

　それはまるで、吹き抜ける一いち陣じんの風となった死神が稲いな妻ずまを振るっているかのような光景で、その死神は──御者の姿をしていた。

「グルァアアアアアアアアアアアアア──ッ！」

　頭数が三分の一以下になった時点で、ようやく御者を難敵と認にん識しきしたらしい。

　獣けものらしからぬ卓越した連れん携けいで御者を取り囲み、四方から一斉に御者へと飛びかかる。

　必殺の爪そう牙がが、御者の喉元へ真まっ直すぐ迫せまり──

　だが、対する御者はふわりと身を翻ひるがえして、剣を引き──

　──鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。

「「「「ギャワァアアアアアアアアアン──ッ!?」」」」

　爆はぜる発条ばねが如ごとく、一呼吸で放たれた四閃の銀光。

　数片に分断された空間に巻き込まれ、四匹の魔獣が、やはり一斉に天高く舞った。

「す、すごいッ!?　なんていう剣けん技ぎなの──ッ!?」

　御者の剣技は、恐おそろしく力強く、速く、清すが々すがしいまでに真っ直ぐで、苛か烈れつだ。

　最短距きよ離りを最速最大の力で翔かけるその剣は、典型的な前時代の騎士剣術なのだろう。

　どこまでも直線的なその剣筋や足運びは、近代剣術の観点から言えば、単調、無骨、変化に乏とぼしいと揶や揄ゆされるに違いない。

　だが、御者の剣技は、その単純シンプルな鋭するどさと重さを極限まで研ぎ澄ませた剛ごう速そく剣けんだ。

　何万回、何十万回と愚ぐ直ちよくなまでに剣の型をなぞることで洗練させ、ただの基本技の一手すら、近代剣術における必殺奥おう義ぎレベルにまで昇しよう華かさせた、至高の剣技。

　その真っ直ぐな剣の前には、あらゆる剣術の技わざや工く夫ふうが小細工と堕だすのだろう。

「あんな、すごい剣技、見たことない……」

　システィーナがその御者の剣けん舞ぶに思わず見み惚とれていると……

「ばーか。あれは剣技じゃねーよ。魔術だ」

　グレンが頭の後ろで手を組み、馬車の車体に背を預け、そんなことを呟つぶやいていた。

「え？　……魔術……？」

「白しろ魔ま改【ロード・エクスペリエンス】……物品に蓄ちく積せきされた思念・記き憶おく情報を読み取り、自身へ一時的に憑ひよう依いさせる術……」

　御者が次々と魔獣を屠ほふるのを尻しり目めに、グレンが淡たん々たんと言う。

「あの剣は、かつて帝国史上最強の剣士と謳うたわれた女の、生前の愛剣なのさ。あいつはあの剣に宿る記憶を読み取り、あの剣本来の使い手の技を一時的に借りてんだよ」

「なん……ですって……？」

「今のあいつに剣で勝てるやつなんかいねえよ。あの剣本来の使い手……ま、要はご本人様以外にな」

　システィーナは、最も早はや、開いた口が塞ふさがらなかった。

　確かに、他者の経験記憶を自身に憑依させる術が、白魔術には存在する。

　だが、それらは基本的に『白しろ魔ま儀』──儀ぎ式しき魔ま術じゆつなのだ。複雑な手順と膨ぼう大だいな手て間ま暇ひまをかけて行う、恐ろしく高度な大魔術なのである。

　しかし、グレンは──白魔改【ロード・エクスペリエンス】といった。

　今思えば、最初に聞こえた謎なぞの三節呪じゆ文もん……あれが、あの御者の白魔改【ロード・エクスペリエンス】の呪文なのだろう。

　信じがたいことだが、本来、膨大な時間と長大な呪文で執とり行う儀式魔術を……あの御者は最初に口走った、あの三節呪文に落とし込んでいるのだ。

　それゆえの『白魔改』。そんなバカげた術、理論的には可能でも、技術的には誰だれも真似まねできない……事実上の固有魔術オリジナルではないか。

「そんな……あの御者さん……一体、何者なの……ッ!?」

「ん？　まだ気づかないのか？　あんなバカげたことできるやつなんて決まって……」

　と、その時だ。

　最後のシャドウ・ウルフと御者が、地を交こう錯さくする雷かみなりのごとく、鋭くすれ違った。

　刹那に振るわれた剣閃が、情け容よう赦しやなく魔獣の急所を捉とらえる。

　だが、本来一個の生物として、人より優すぐれた存在たる魔獣の意地か、あるいは偶ぐう然ぜんか。

　その魔獣の爪牙が、すれ違う御者の外套を……びり、と裂いていた。

　鮮血をまき散らし、どさり、と地面に前のめって倒れ伏す最後のシャドウ・ウルフ。

　その一方で。

　吹き抜ける風に嬲なぶられ、破れた外套が御者の体を滑すべり落ちていき……

　途と端たん、フードの奥から眩まばゆい金きん髪ぱつがまろび現れる。黄昏に燃え上がる麦ばく穂すいのように燦さん然ぜんと輝くその髪かみが、風に乗ってさらりと棚たな引びき、見る者の網もう膜まくを鮮せん烈れつに灼やいた。

「あっ──」

　思わずシスティーナが息を吞のみ、驚愕に目を剝むく。

　野や暮ぼったい外套の下から現れた、黒いゴシックドレス。

　その艶えん美びで優美な曲線を描く御者の背格好には、見覚えがありすぎた。

「やーれやれ、もうバレちゃったか……失敗、失敗。予定ではもうちょっと満を持しての登場にするつもりだったんだが……」

　おどけたように肩かたを竦すくめ、一ひと滴しずくの血もついてない剣を鞘さやに納めつつ、そう嘯うそぶくその御者の正体は──
















「あ……、あ、アルフォネア教授っ!?　どうしてこんな所に!?」

「や。皆みんな、元気かなー？」

　一同を振り返り、御者──セリカ＝アルフォネアはにやりと不敵に笑うのであった。




　どういうわけか、雇やとった御者といつの間にか入れ替かわっていたセリカ。

「悪いな。別にお前達を怖こわがらせるつもりはなかったんだ。ただ、『タウムの天文神しん殿でん』へ向かうならこっちの方が近道だったんでね……魔獣がこの近辺に渡わたって来てたのも予想外だったし……すまん、すまん、余計なお節せつ介かいだったな」

　まったく悪びれもせず、そう言ってのけ……

「さて、唐とう突とつだが……私もついていってやるよ、グレン。私の力を貸してやる」

　セリカは、なぜかグレン達にそのまま同行を申し出ていた。

「もちろん、私は何も口出ししないぞ？　今回の探たん索さく隊の隊長はお前だ。私は隊長の指示に従う一人の隊員って扱あつかいでいい」

　悪戯いたずらっぽく笑うその姿からは、その真意はまるで見えない。

「ま、腐くさっても枯かれても、それなりに名高き第七階梯セプテンデだ。……上手うまく使えよ？」

　だが、追い返すわけにもいかず、むしろ今回の旅程における生徒達の安全面を考こう慮りよするならば、世界最強の魔ま術じゆつ師したるセリカの同行は願ってもない話だ。

　セリカの参加はそのまま、なし崩くずし的に決定してしまうのだが……




「ったく、あいつ……何が目的だ……？　何を企たくらんでいる……？」

　セリカに代わり、馬車の手た綱づなを引き受けたグレンが御者台の上でぶつぶつ言っていた。

「こりゃ絶っ対ぇ、ロクでもない狙ねらいがあるに違いない……」

「そ、そんなに疑わなくても……」

　手綱操作の補ほ佐さとして、グレンの隣となりに腰こしかけたルミアが苦笑いする。

「きっと、先生を助けてあげようっていう、アルフォネア教授の親心ですよ」

「いーや、ありえないね！」

　グレンがジト目で、隣のルミアを見る。

「あいつはな、俺以上に物ぐさっていうか、ワガママでフリーダムなやつなんだぞ？　自分の興味ないことや、気が向かないことは、たとえ世界が滅ほろんでも絶対やらないんだ」

「そ、そうなんですか……？」

「ああ」

　戦せん々せん恐きよう々きよう、とばかりにグレンが背中を震ふるわせる。

「そんなあいつが、昔の友人の形見の剣まで持ち出して同行だと……？　あ、ありえねえ……ッ！　絶対、何かロクでもないこと企んでやがる……ッ！」

「あ、あはは……」

　曖あい昧まいに笑うルミアを尻目に、グレンはちらりと背後を見る。

（そもそも……問題はそれだけじゃねえ……）

　背後に据すえられた硝子ガラスの小窓から、馬車内の様子を窺うかがう。

　そう、セリカ参加に対する不安材料は……それだけではないのだ。




　グレンが小窓から密ひそかに覗のぞき込む馬車内では……

（拝はい啓けい、お父様、お母様、お元気ですか？　……今、馬車内の雰ふん囲い気きは最悪です）

　システィーナがため息を吐ついていた。

　正午にさしかかることで日差しが強くなり、吹ふきさらしの二階席にいると余計な体力を消しよう耗もうしてしまう……ということで、生徒一同は馬車内に集まっていた。

　当然、セリカも馬車内の隅すみの席に腰かけたのだが……

（ど、どうしてアルフォネア教授ほどの御お方かたが……？）

（あの生きた伝説が……俺達と一いつ緒しよに……？　ま、マジか……？）

（な、なんか緊きん張ちようするよぅ……）

　生徒達はセリカの席からなるべく離はなれた位置の席で固まって、縮こまっている。

　無理もない。確かに生徒達は、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院に、セリカ＝アルフォネアという大陸最さい高こう峰ほうの魔術師が籍せきを置いているのは知っていたし、学院内でその姿を見かけたこともある。グレンとセリカが実は師し弟てい関係であるという話も知っている。

　……が、セリカには良くも悪くも様々な噂うわさや逸いつ話わ、伝説があるのだ。

　近代魔術史の教科書に、度たび々たび名前が出てくるのは、まだ序の口。

　曰いわく、二百年前の魔ま導どう大戦で邪じや神しんの眷けん属ぞくを殺した英えい雄ゆう、曰く、とある町一つ虐殺した殺さつ戮りく者、曰く、帝国軍で戦略兵器扱いされていた《灰かい燼じんの魔ま女じよ》、曰く、実は古代の魔王の生まれ変わり──等々、枚挙に暇いとまがない。

　おまけに、学院で授業やクラスを受け持たないセリカは、生徒達とまともに言葉を交かわす機会がほとんどない。その魔ま性しようの領域に達した美び貌ぼうも、精せい緻ちすぎるがゆえに冷たさと硬こう質しつさを醸かもしだし、一種、近寄りがたい雰囲気を演出している。

　そんな、あまりにも雲の上の人物が、これから数日間、自分達と行動を共にするのだ。

　生徒達が緊張に身構えるのは当然であった。

　カッシュやギイブルらは女の子達の手前、男の意地で平然を装よそおい、ウェンディら女子生徒達はとにかくセリカから距離を置いている。リンなどは怯おびえまくってテレサの背中に隠かくれてしまっている始末である。

　何も背景がなかったリィエルと違ちがい、セリカに纏まつわる人ひと離ばなれした膨大な背景が、セリカと生徒達との間に、大きな距離と溝みぞを生み出している。

　ルミアやシスティーナ、リィエルなど、グレン繫つながりで、セリカと面識がある生徒を除き、生徒達はセリカという規格外の存在に完全に萎い縮しゆくしてしまっていた。

（……おい、セリカ。お前、滅め茶ちや苦く茶ちや怖こわがられてるぞ。なんとかしろよ……）

　小窓越ごしに中の様子を眺ながめながら、ため息を吐くグレン。

「～♪」

　当のセリカは、我関せずとばかりに、余よ裕ゆうの表情で本など開いたりしている。

　自身に集まる畏い怖ふや緊張の視線など、まったく意に介かいしていないようであった。

「えーと、アルフォネア教授……？」

　そんな空気をなんとかしようと、システィーナがセリカに話しかける。

「その……教授は一体、どうして今回の遺い跡せき調査に……？」

「……ん？　……理由か？　理由……そうだな……」

　セリカは本に落としていた視線を外し、ちらりと前方へ向ける。

　前方の小窓から馬車内の様子を覗き込んでいるグレンと、目が合う。

　やべ!?　と慌あわてて引っ込んで隠れるグレンの顔。

　セリカは、そんなグレンの様子を見て、ふっと穏おだやかに口元を緩ゆるめ……

「……別に？　……なんとなく、だ」

　再び本に視線を落としながら、そんなことを言った。

「な、なんとなく……ですか？」

「そ。なんとなく、だ」

　どうも理由について話す気はないらしい。どこか拒きよ絶ぜつの意志を感じた。

「え、ええーと……」

　これでは会話が続かないので、困ってしまうシスティーナである。

「そ、そうだ、教授！　ちょっと聞きたいことがあるんですけど!?」

「……ん？」

「さっきの魔ま獣じゆう退治の時なんですが、なんでわざわざ剣を使ったんですか？　教授なら普ふ通つうに攻性呪文アサルト・スペルを使えば、もっと簡単に……」

「……？　いや、だって……あの位置で私が攻性呪文アサルト・スペルブッパしたら、お前達まで吹っ飛んじゃうじゃん？　地形も霊レイ脈ラインも変わっちゃうだろうし……」

　何を誇ほこることもなく、さも当然、とばかりに言ってのけるセリカ。

　どんだけなのよ……頰ほおを引きつらせながら、システィーナはさらに続ける。

「そ、それにしても、たった一人であれだけの数の敵を撃げき退たいしちゃうなんて……凄すごいなーっ！　憧あこがれちゃうなーっ!?」

「ははは、フィーベル。お前、私のこんな噂を知らないか？」

「え？」

「曰く……セリカ＝アルフォネアは、たった一人で数万の敵国軍を皆みな殺ごろしにした……ってな？　それと比べたら、あんな雑魚ざこ共……くっくっく……」

「え、……ええー……？　そ、それは本当の話で……？」

「……さぁ？　どうだったかなー……？　どっちだと思う？」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない曖昧な返答で、悪戯っぽく笑うセリカ。

（う……逆効果だわ……）

　システィーナは掌てのひらで顔を覆おおって、ため息をついた。

　セリカのこの人を食ったような態度は別に珍めずらしいものではなく、実にいつも通りだ。

　だが、今は拙まずい。今のやりとりを聞いた生徒達は、ますます萎縮してしまっている。

　セリカに限っては、どんな馬ば鹿かげた話でも『噓うそ』と断じきれないのだ。『本当』でもおかしくない……それだけの力が、セリカにはある。

　セリカもそれを理解して、生徒達を脅おどかして楽しんでいるような節がある。

「ふふっ……」

　小こ悪あく魔ま的な笑えみを浮うかべ、セリカはちらちらと生徒達を流し見ていた。

（も、もう……この人ったら……っ！）

　あの弟で子しにして、この師し匠しようあり。良くも悪くもセリカはグレンの師匠らしい。

　さて、どうしたらいいものか……システィーナが辟へき易えきしていると……

「……ん……？　……セリカ……？」

　ぼそりと、リィエルの呟つぶやきが馬車内に漏もれる。

　見れば、馬車の座席の片かた隅すみで丸くなっていたリィエルが身を起こし、眠ねむたげにお目々をこすっている。今、ようやく目覚め、セリカの存在に気付いたらしい。

「……いたの？　セリカもくるの？」

　リィエルは、ひょいっひょいっと器用に座席を乗り越こえて移動し……

　セリカの隣の席に、ちょこんと飛び乗り、セリカに顔を寄せた。

　意外かもしれないが、なぜかリィエルはセリカに懐なついている。

　リィエルが帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団に入団したときは、すでにセリカは退団していたので、二人は直接的な面識があったわけではない。が、グレンを通してセリカと知り合ったリィエルは、以来、どういうことかセリカによく懐くようになった。

　リィエル曰く『なんか、他人のような気がしない……よくわからないけど』とのこと。

「まあね。私も一緒に行くことにしたんだ。よろしくな？」

　セリカは微笑ほほえみながら、リィエルの頭をくしゃくしゃと撫なでた。

　どうやらセリカも、リィエルに懐かれるのは満まん更ざらでもないようである。

「……そう。……何を読んでいるの？」

　早くもリィエルの興味は、セリカが開いている本へと移っていた。

「これか？　これはな……『メルガリウスの魔法使い』っていう童話さ」

　本を開いてリィエルに見せるセリカ。

　リトグラフという技法によって四色印刷された挿さし絵えはとうに色あせ、活字で印刷された文章は所々霞かすんでいる。童話と銘めい打うつには文章量が非常に多く、重厚な本だ。挿絵が多い小説と呼んでも差し支つかえないくらいである。

「ん？　〝左手に魔法を打ち消す赤い魔刀……右手に魂たましいを喰くらう黒い魔刀……夜天の乙女おとめが課した十三の試練を乗り越えて……十三の命を得た、魔ま煌こう刃じん将アール＝カーン〟？」

　リィエルが目を細めながら、眼前に開かれた本の内容を、たどたどしく読み上げる。

「〝ついに……魔王にすら……その刃やいばを向けて〟……？　なに、これ？」

「……『メルガリウスの魔法使い』の序章の山場だわ」

　不意にシスティーナが口を挟はさむ。

「いわゆる主人公の『正義の魔法使い』が登場するのは第二章から。それまでは魔王とその配下の魔将星達がいかにして魔王の下もとに集つどい、天空城を作ったか……という話ね。中でも魔将星が一柱、魔煌刃将アール＝カーンは序じよ盤ばんの狂きよう言げん回まわし的な役割を担になっているわ」

「ほう……詳くわしいみたいだな？」

　セリカが感心したように、システィーナを流し見る。

「え？　あ、はい……私達メルガリアンにとっては、この本も重要な研究資料ですから」

　童話『メルガリウスの魔法使い』。

　空に浮かぶ城を舞ぶ台たいに、正義の魔法使いが、人々を苦しめる悪い魔王をやっつけて、囚とらわれていた姫ひめを助け、皆みんなを笑顔にする……大体、そのような話である。

　これだけ聞くと完全に子供向けの話だが、作中には様々なミステリーや謎なぞ解とき要素、主人公の葛かつ藤とうを描えがいた重厚なドラマがある。時に敵である魔王やその配下達にもスポットが当たり、群像劇のような体にもなっており、案外大人も楽しめる作りだ。

「これはただの童話じゃありません。帝国各地に残った伝説や民間伝承を集め、著者のロラン＝エルトリアが独自の解かい釈しやくの下、編へん纂さんした古代神話大成でもありますから」

　すると、セリカがくすりと笑い、本を掲かかげ見せる。

「これは子供の頃ころのグレンが好きだった本でな……今回の旅の道中の暇ひまつぶしに、何か本をって思って書しよ架かをあさってたら、これが目に留まってな……懐かしくて、つい」

「……えっ？」

　セリカの言葉に、システィーナが目を瞬またたかせる。

「……い、意外だわ。先生がそんなものを好んでいたなんて……魔術なんて人殺しの道具だ～なんて豪ごう語ごする先生なら、真っ先に下らないって言いそうなものですけど……」

「今はヒネちゃってな。確かに魔術には人殺しの道具という一面もあるが、決してそれだけじゃない……あいつも、腹の底ではわかっちゃいるんだろうが……」

　やれやれ、とセリカが苦く笑しようし、肩かたを竦すくめて見せた。

「でも、昔のあいつは典型的な魔術大好きっ子でな……この本を読んで、〝僕も将来、正義の魔法使いになるんだ！〟……なーんて言ってた可愛かわいい時もあったんだぞ？」

「先生……」

　システィーナはふと、思い出す。

　以前、グレンがうわごとで『正義の魔法使いになりたかった』とこぼした時のことを。

「そういえば……アルフォネア教授は、グレン先生の魔術の師匠で、母親代わりなんですよね？　先生は子供の頃、どういう子だったんですか？」

　そして、システィーナは、なんとなく、そんなことを尋たずねていた。

「べ、別に他意はないんですけど……ほら、どういう幼少期を過ごしたら、あんな風にヒネちゃうのか、少し気になってですね……っ！」

　自分の知らないグレンをたくさん知っているだろうセリカが、なぜか羨うらやましかった。

　それを嫉しつ妬とであると自覚するには、システィーナはまだあまりにも幼かった。

「ふむ……そうだな……」

　セリカがちらりと周囲を一いち瞥べつする。

　生徒達は未いまだセリカを警けい戒かいしているようだが……グレンの昔話、それ自体には生徒達も興味あるらしい。ちらちらとセリカ達の様子を横目で窺うかがっている。

　セリカは、そんな生徒達を慈いつくしむように一瞥して、ぱたんと本を閉じ。

　昔を懐かしむような遠い目で、窓の外の風景を眺ながめながら、ぽつぽつと語り始める。

「純じゆん粋すいで、まっすぐな奴やつだったよ。こんな私の側そばに置いておくには勿もつ体たいないくらいに」

　そんなくだりから、セリカの昔語りが始まった。

　結局、セリカの語る逸いつ話わは、とりとめもないことばかりだ。

　十数年前、当時、帝国宮廷魔導士団の魔導士だったセリカが、ひょんな気まぐれで、身寄りのないグレンを拾い、家族として一いつ緒しよに暮らすことになったこと。

　グレンを世話するために、セリカは魔導士を辞やめたものの、まともな生活の仕方がわからず、逆に子供のグレンに世話されていた時期があること。

　セリカがグレンのために、慣れない料理を試し行こう錯さく誤ごして作ったら、グレンに泣きそうな顔で美味おいしくない……と言われ、本気で料理を練習しなおしたこと。

　男の子は文武両道じゃなきゃダメだと、グレンに拳けん闘とうと魔術を教えたこと。

　だが、グレンは拳闘にはそこそこの才能があったのに、才能ゼロな魔術にばかり傾けい倒とうしていき、内心呆あきれていたこと。

　グレンと行った数々の魔術の実験。いつも目をきらきらさせていたグレン。

　ゆっくりと続く、穏やかで優やさしい日々。

　お互たがい素す直なおになれず、ささいなすれ違ちがいから喧けん嘩かしてしまったこともある。

「だが、そういうなんでもない日々が……私達二人にとっては宝物だったんだ……」

　そんな、ある時。

　突とつ然ぜん、グレンがセリカに手作りのプレゼントを渡わたしてきたことがあった。曰いわく、セリカの誕生日プレゼントらしい。

　セリカは自分の誕生日など知らないし、興味もなかったのだが……グレンが勝手にセリカの誕生日を決めてしまったのである。子供らしい無む邪じや気きな話だ。

「……で、これが、その時のプレゼント」

　セリカは懐ふところから、不格好な紅あかい石のペンダントを取り出し、見せる。

「私が教えた錬れん金きん術じゆつで、あいつが自分で錬成した赤魔ま晶しよう石せき。それを適当にカットして紐ひもを通しただけのペンダント。錬成精度が悪く、魔術的にはなーんの価値もない、ゴミさ」

　そのゴミをなぜか肌はだ身み離はなさず、こんな場所でも後生大事に持っていたセリカ。

「ったく、こんなもの貰もらっても困るんだけどな……身につけるわけにもいかんし……あいつの女の扱あつかいのセンスのなさは昔から……でも、なんだ……あの時は……そうだな、この私としたことが、不覚にも……」

　懐かしむように目を閉じ、セリカはぎゅっと大切そうに石を握にぎりしめた。

　セリカのグレンを語る口調は、いかにもなんでもないことのように装よそおったものだ。

　が……その実、どれだけセリカが母親代わりとして、師匠として、グレンを大切に想おもっていたか……何よりも雄ゆう弁べんにわかる。

　そして──

「……まぁ、こんなものかな」

　セリカの不意に話が途と切ぎれる。

　きらきらと輝かがやく宝物のような、楽しいだけの少年時代が終わったのだ。

　その先からは、グレンは卒業という名目の退学をし、帝国宮廷魔導士団に入団し……

「ここからは、あいつの名めい誉よのために詳しい話は避さけるが……ちょっと、不幸なことが重なっちまってな……あいつは、全すべてにやる気がなくなってしまって……というか、生きる気力そのものをなくしてしまったような感じがずっと続いて……」

　セリカはしばらくの間、複雑な表情で言葉を濁にごしていたが……

「だからな……お前達には、本当に感謝してるんだ」

　不意に、自分に視線を集める生徒達を見回して、笑った。

　黄金色に輝く麦畑を照らす、暖かい陽光のような笑みだ。冷たさなんて欠片かけらもない。

　数々の悪あく辣らつなる噂うわさや、信じがたい武勇を持つ女と……同一人物とはとても思えない。

　そんなセリカの不意討うちに、息を吞のみ、目をぱちくりさせて戸と惑まどう生徒達。

「グレンのやつが、またああして元気にバカできるのも……きっと、お前達のおかげなんだろうな。私一人がべったりと、あいつを囲って、甘やかして、守っていても……あいつはきっと立ち直れなかった……だから……ありがとうな」

　そう言って。

　この話はもう終わりだと言わんばかりに、セリカが再び本を開き、視線を落とす。

　そのジェスチャーの通り、セリカはこれ以上、何も語らなかった。

　半開きの窓から、緩ゆるやかに風が吹ふき……セリカの豪ごう奢しやな髪かみが緩やかに棚たな引びく。

　そんなセリカの姿に、ウェンディやリンら生徒達も、あるいはすでにセリカと面識がそれなりにあったシスティーナすらも、この時、悟さとったのだ。

　まるで、悪あく魔まか魔人であるかのように、人々に語られ、噂され、畏おそれられるセリカ。

　なんていうことはない。

　そんな彼女も自分達と同じ……ただの人間であったのだ、と。




「あるぇー？　な、なんだかよくわからんが……雰ふん囲い気き、えらく良くなったな……？」

　小窓を通して、ちらちら馬車内の様子を窺っていたグレンが拍ひよう子し抜ぬけしたように呟つぶやく。

　見れば、先ほどまで馬車内を支配していた緊きん張ちよう感かんが、明らかに薄うすれている。

　肩を縮めて萎い縮しゆくしていたリンやセシルの硬かたさも、かなり解ほぐれている。

　カッシュやウェンディなどは、ぎこちなくはあるが、積極的にセリカへ話しかけようとすらしようとしている。

　話しかけられれば、セリカも本を閉じ、穏おだやかな表情できちんと応じている。

　先ほど、セリカが何事かを長々語って以来、こうなったようだが……残念ながら、馬の蹄ひづめや車輪の音がうるさい外の御ぎよ者しや台だい上では、その話の内容は聞き取れなかった。

「ま、まぁ……別に、どーでもいいんだけどよ……」

　ぷいっと、気難しい表情で前を向き、手た綱づなを引くグレン。

「きっと……皆、アルフォネア教授の話を聞いていくうちに、教授がそう怖こわい人じゃないって、わかったんですね」

「……ったく、どいつもこいつもビビり過ぎだっつーの！」

　ルミアの言葉に、グレンが、ふん、と鼻を鳴らす。

「確かに、あいつは傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、破は天てん荒こうで、我が儘ままで、破天荒で、悪ふざけが大好きで、破天荒で、すぐ人を煙けむに巻くようなことばっか言うし、破天荒だし、おまけに噓うそか本当かわからん悪辣な噂が大量にあって、本人それを逆手にとって、人を怖がらせて楽しむような、しょーもない破天荒なヤツだけど……それだけのヤツじゃねーんだ」

　一息に捲まくし立てるグレンは、いつになく饒じよう舌ぜつだった。

「その……なんだ？　……たまに、優しいとこもあるし……なんだかんだで、赤の他人だった俺を、ガキの頃から女手一つで面めん倒どう見てくれたし……魔術師としての力や誇ほこり高さは……その……まぁ、俺もちょっと認めてるっつーか……一目置いてるっつーか……」

　だが、話すうちにどうにも歯切れが悪くなり、頭を搔かき始め……

「とにかく、そうでもなかったら、俺はもうとっくにあいつの家を出てってるっての」

　グレンは肩を竦め、ぶっきらぼうにそう言い放つのであった。

「ふふっ……」

　すると、ルミアがそんなグレンを見て、くすくすと笑う。

「……な、何がおかしいんだよ？」

「いえ、その……やっぱり、先生はとても大切に思われているんですね？　アルフォネア教授のことを」

「ながっ……ッ!?」

　ルミアの無む垢くな指し摘てきに、絶句するグレン。

「自分の大切な人が、皆から拒きよ絶ぜつされるって……辛つらいことじゃないですか」

「…………な、な……な……」

「先生はきっと教授のことが心配だったんですよね？　だから……」

　すると。

「おま、何、馬ば鹿かなこと言っちゃってるの!?　知らん知らん！　そんなこと！　そもそも、あいつがンな細かいコト、いちいち気にするようなタマか!?　大体な──」

　子供っぽくわめき立て、ムキになって必死に否定するグレン。

　ルミアは、そんなグレンをどこまでも微笑ほほえましく見つめていた。




　やがて、一行を乗せた馬車は、緩やかに起き伏ふくする草原を西へと進む。

　そのまま、のんびりと馬車に揺ゆられていき……

　傾かたむいた日が遠い山の稜りよう線せんにさしかかる頃ころ──その遺い跡せきは、ついに一行の前に姿を現した。

　仰あおげば、透すき通る柘榴石ガーネツトのように暮れなずむ大空。

　見み渡わたせば、遥はるか遠くに美しく紅べにの差す連れん峰ぽう、その麓ふもとに広がる美しき湖の乱反射かがやき。

　見下ろせば、黄昏たそがれ色に燃え上がる広大な草原。

　そんな絶景を仰ぎよう望ぼうできる切り立った崖がけの縁ふち……この一帯でもっとも空に近き高台に。

　その神しん殿でんは……静かに鎮ちん座ざしていた。

「あれが……『タウムの天文神殿』か……」

　石で造られた、巨きよ大だいな半球状の本ほん殿でん。周囲に並び立つ無数の柱。渦うずを巻くような不思議な幾き何か学がく紋もん様ようが、石で構成されたその壁へき面めんにびっしりと刻まれている。

　独特な建築様式で造られたその神殿は、背後に背負う圧あつ倒とう的てきな勝景に負けることなく、その確かな存在感を誇こ示じしながら、そこに在あった。

「……『タウムの天文神殿』……私……とうとう来たんだ……」

　神殿をじっと見つめながら、システィーナが感かん慨がい深ぶかそうに呟いた。

　システィーナに限らず、その偉い容ようを目まの当たりにした生徒達は皆みな、例外なくその不思議な雰囲気と存在感に圧倒されている。

「……おいおい、お前ら。ぼぉ～っとしてる場合じゃないぜ？」

　そんな空気を破るように、グレンが手を打ち鳴らし、さっそく指示を飛ばす。

「本格的な調査は明日あしたから、今日はここで野営だ。野や郎ろう共は天幕テントを張れ。リンとテレサは夕飯の準備を。セリカ、念のため野営場周辺に守護結界の敷ふ設せつを頼たのむ。白しろ猫ねこ、ウェンディはその補ほ佐さだ。ルミアは馬の世話を。リィエル、お前は周囲を哨しよう戒かいし、危険な魔ま獣じゆうがいないかどうか探さぐれ、いたら遠えん慮りよなくやっつけていいからな？　そして、俺は──」

　てきぱきと卓たく越えつしたリーダーシップを発揮し、指示を終えたグレンは、唐とう突とつに、ごろりとその場に横になる。

「……疲つかれたから、寝ねるわ……夕飯できたら起こしてね～、ふぁ……お休みぃ……」

「《アンタも・何か・働きなさいよ》──っ！」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああ──っ!?」

　システィーナが即そつ興きよう改変で唱えた黒くろ魔ま【ゲイル・ブロウ】が、グレンを吹き飛ばす。

「《皆みんなにばっか・働かせて・貴方あなたっていう人は》──ッ!?」

「ギブ！　ギブ！　ごめんなさいっ！　すみませんっ！　ちょっと調子に乗りました、ひぃいいいいいいいい──っ!?　電でん撃げきは止やめてぇええええええ──っ!?」

　その場は、たちまち大おお騒さわぎとなる。

　そんなグレン達を、セリカは愛いとおしそうに一いち瞥べつし、ふっと笑みを零こぼして。

「…………」

　改めて、タウムの天文神殿に向き直る。

「……『タウムの天文神殿』……ここならば、あるいは……」

　いつになく、思い詰つめたような表情で。

　セリカが、誰だれへともなく、そんな呟きを零していた。




　──同時刻、某ぼう所しよにて。

『……来たのね、セリカ……』

　塗ぬり潰つぶしたかのような深しん淵えんの暗くら闇やみの中で。

　その異形の者は、やはり誰へともなく、そんな呟きを零していた。








第三章　星空に想おもう









　今にも落ちてきそうな星空の下で。

　前方へ無限に続く《星の回かい廊ろう》を駆かけ抜ぬけながら──私は、一人物思う。

　それは、私がこの世界を初めて認にん識しきしてからの日々について、だ。

　…………。

　……目覚めて以来、私には『声』が聞こえた。

　──私は、私の使命を果たさなければならない──

　そう、なんとなくわかる。

　目覚める以前の記き憶おくを全すべて失おうとも、魂たましいがそれを覚えている。

　かつて記憶を失う前の私には……為なさねばならないことが確かにあったのだ。

　それは本当に大切なことで……私の命よりも重要なことだったはずなのだ。

　私が、私の全存在をかけて成し遂とげねばならない重大な使命だったはずなのだ。

　だが、滑こつ稽けいなことに、私はその使命とやらを──いつまで経たっても、まったく思い出すことができなかったのである。

　そして。

　それゆえに苦く悩のうする私へ、さらなる残ざん酷こくな事実が、やがて突つきつけられる。

　──永遠者イモータリスト。

　ある時、魔ま術じゆつ的な検査で偶ぐう然ぜん判明した、私の特異体質。

　私の身体からだは歳としを取らない。一つの生命体として生命活動を行いつつも、時間が止まっている──私はそんな矛む盾じゆんした状態であったのである。

　その原因は謎なぞ。原理も不明。無論、私自身なんの心当たりもない。

　まるで『使命を思い出し、その使命を果たすまで、お前が死ぬことは許されない』……何者かに、暗にそう突きつけられているかのようであった。

　さて。

　世界真理を追い求め続ける魔術師達の、その最終到とう達たつ点の一つでもある永遠者イモータリスト。

　魔術師ではなくとも、誰もが一度は憧あこがれる夢の奇き跡せきだが──

　どうも、えてして憧どう憬けいと現実は異なるものらしい。

　自分と明らかに異なる存在に対する嫌けん悪おと畏い怖ふからか、あるいは明らかに自分以上の存在に対する羨せん望ぼうと嫉しつ妬とからか……私がその永遠者イモータリストであることが判明した途と端たん、誰もが私を気味悪がり、敬遠し、遠ざかっていった。

　かつて私に永遠の愛を囁ささやき、一度は将来を誓ちかい合ったはずの人すらも……「お前は人間じゃない、化け物だ」と罵ば倒とうし、去って行った。

　そして、いつまで経っても年若い姿のままの私に集まる、大衆の嫌悪の視線と迫はく害がい。

　次し第だいに苛いら立だち、摩ま耗もうし、ささくれ立っていく私の心。

　それでも、こんな私の側そばにいてくれた者は……とても数は少ないが、いた。

　でも、彼らは人間。私は人間じゃない。

　彼らは、生きとし生ける者の定めに逆らえず……

　やがて、時の流れるままに老い……衰おとろえ……そして……

　…………。

　……私が目覚めてから、数十年。手た向むけの花を抱かかえ、そんな彼らの墓標の前に立った私の姿は……この世界で、最初に目覚めたあの時の頃のまま。

　──やはり、まったく歳を取っていなかった。

「……畜ちく生しよう」

　ぴきり。

　私の中で……何かが壊こわれた、瞬しゆん間かんだった。




　遺跡に到とう着ちやくした、次の日。

　万が一の時のため、セシルやリンなど何人かの生徒を待機・連れん絡らく班として守護結界内の野営場に残し、グレンは早さつ速そく、遺跡内へと足を踏ふみ入れる。

　グレンを先頭に、アーチ型の神殿入り口から遺跡内へ入ると、すぐに日の光は届かなくなり、視界は闇やみが支配的な暗黒の世界へと変へん貌ぼうした。

　実はこの遺跡、巨大な一枚岩を掘くつ削さくして形作る、という謎の建築様式で造られたものであり、外から日の光を取り入れる機構が何一つない。

　ゆえに、先頭のグレンが指先に灯ともした黒魔【トーチ・ライト】……魔術の光を頼たよりに、一歩一歩少しずつ、遺跡内の通路を進んでいく。

　そして、そんなグレン達を手て荒あらく歓かん迎げいする者達がいた──




「こ、こんなの聞いてませんわッ！　ここは安全な遺跡なのでは──」

「いいから撃うて！　ほら、来たぞ!?」

「ああもう！　今回、こんなのばっかりですわっ！」

　通路の奥からグレン達を目め掛がけ、何者かが宙を滑すべるようにやってくる。

　人ひと影かげが実体化したようなもの……羽を生やした小さな妖よう精せいのようなもの……人ひと魂だまのようなもの……様々な姿を形取った異形達が、グレン達を襲おそってくる。

「ちぃ……っ！　ええと、なんだっけ!?　わ、《我は射手・原初の力よ・──》……」

「ま、ま、まだ、《魔ま弾だん──》……」

　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに慌あわて、呪じゆ文もん詠えい唱しようがおぼつかないカッシュやウェンディ達を尻しり目めに……

「《魔弾よアインツ》！　《続く第二射ツヴアイ》！　《更なる第三射ドライ》──ッ！」

　システィーナが、黒魔【マジック・バレット】を矢や継つぎ早に連唱ラピツド・フアイアする。

　その左手の指先から、集束魔力の光こう弾だんが次々と放たれ、迫せまってくる異形達を射い貫ぬく。

　射貫かれた異形達は、ぱぁんと爆はぜ、マナの霧きりを散らして虚こ空くうに消えていった。

「ええいままよ──《魔弾よアインツ》！」

「わ、《我は射手・原初の力よ・我が指先に集つどえ》！」

　それに勇気づけられるように、その他の生徒達も【マジック・バレット】を放ち、異形達を迎むかえ撃ち……

　そして、システィーナ達が撃ちもらした異形達は──

「ふ──ッ！」

　待ち構えていたリィエルが、魔力が付呪エンチヤントされた大たい剣けんを振ふるい、打ち落としていく。

　やがて……この場は切り抜けたらしい。

　異形達は一いつ匹ぴき残らず霧む散さんし、辺りに静せい寂じやくが戻もどってくる。

「う……か、勝った……のか……？」

　緊きん張ちように強こわ張ばっていた生徒達を労ねぎらうかのように……

「あっはっは、上出来、上出来！　やるじゃん、お前達」

　一行の最さい後こう尾びで、壁かべに背を預けて様子を窺うかがっていたセリカが楽しそうに手を叩たたいた。

「ったく……極力、生徒達にやらせてみようだなんて、お前、無茶言うよなぁ……」

　生徒達の戦いを固かた唾ずを吞のんで見守っていたグレンが、ほ～っと安あん堵どの息を吐はく。

「お前は過保護過ぎだ、グレン」

　そんなグレンとは裏腹に、セリカは余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。

「私の自じ慢まんの弟で子しであるお前の、自慢の教え子達が、この程度の相手に負けるわけないだろ？　そもそも、半人前でも魔ま術じゆつ師しならこのくらいはできんとな」

「だ、だがよ……」

「なーに、私がいるんだ。怪け我が一つでもしそうになったら、すぐフォローしてやるさ。学院じゃ戦せん闘とう訓練はできても実戦経験は積めないだろ？　雑魚ざこ相手にいい機会さ」

「まぁ……確かにそりゃそうだが……それにしても……」

　ちらり、とグレンが、異形達がやってきた方向を一瞥する。

「ったく……まさか、遺い跡せき内に狂きよう霊れいが湧わいていやがったとはな……」

　狂霊──霊レイ脈ラインの影えい響きようで存在が変質し、狂化した妖精や精せい霊れい──荒あらぶる自然の体現だ。

　妖精や精霊が狂化すると、目につくものを片かた端はしから襲う危険な存在になるのだ。

「別に不思議じゃないさ。もともと、こういう所には湧きやすいんだ。主だった古代遺跡は霊レイ脈ラインの経絡上に建造されていることが多いから……ま、しばらくは遺跡内に湧いた狂霊の掃そう討とう作業が続くだろうな」

「ったく、何が探たん索さく危険度Ｆ級だよ！　どんだけ長期間、放置されてたんだっつーの！」

「まあな。今回の探索で等級が一つ上がるだろうな、流石さすがに」

　そして、セリカはにやにやと悪戯いたずらっぽくグレンを流し見る。

「……お前、私がいてよかったな？　いなかったらとんぼ返りだったぞ？」

「くっ……うるせーなぁ……」

　精霊や妖精のような、概がい念ねん的存在がマナによって受肉・実体化している存在には、物理的な攻性呪文アサルト・スペル……炎えん熱ねつ・冷気・電撃などは今一効果が薄うすい。連中の撃退には、もっと直接的な魔力による干かん渉しようが必要だ。

　それゆえの、黒くろ魔ま【マジック・バレット】などを代表する、無属性系の攻性呪文アサルト・スペル。自身の魔力を集束放射することで攻こう撃げきする、東方では『気』とも呼ばれる系統の術だ。

　実は、グレンはこういった無属性系呪文が特に苦手なのである。性別の特性として、男性は魔力操作の感覚に優すぐれ、女性は魔力容量キヤパシテイに優れるものなのだが……グレンは男性のわりに魔力操作の感覚に生まれつき乏とぼしかった。

　そして、無属性系呪文はこの魔力操作を特に要求する呪文であり、つまり、狂霊が湧いているこのような場所では、グレンはさほど有効な戦力にならないということだ。

　黒魔【ウェポン・エンチャント】を拳こぶしに付呪エンチヤントし、拳けん闘とうを振るえば、グレンも狂霊を倒たおすことはできるが……その効率を考えれば、【マジック・バレット】を一節で起動し、遠間から連射できるシスティーナの方が、よっぽど戦力になる。

　こうして、安心して生徒達に戦闘を任せられるのは、何よりいざという時に控ひかえているセリカの存在が大きかった。

「へーいへい、どーせ俺は不出来ですよ。生徒達をよろしくお願いします、お師し匠しよう様」

「ふっ……」

　ふて腐くされたようにそっぽを向いてむくれるグレンに、セリカが笑う。

　そして、そんな師し弟ていのやりとりを尻目に。

「てか……腕うで、上げたなぁ、システィーナ……」

「え？　そうかしら？」

　カッシュがシスティーナへ、感かん嘆たんしたように言う。

「ああ。なんつーか……さっきからお前、敵が突然襲いかかってきても、まったく物もの怖おじせず、冷静だし……怖こわくないのかよ？」

「えと……うん、まぁ……怖いことは怖いけど……あは、あはは……」

　ジャティスなんかと比べるとね……と、心の中で小さく続ける。

「そういえば……貴女あなた、先日、シャドウ・ウルフの群れに遭そう遇ぐうした時も……何かとても平然としてましたわね……？」

「え？　そうだったかしら？　私もすごく怖かったわよ！　本当に！」

　ウェンディの指し摘てきにも、しどろもどろに答える。

「それに、システィ、呪文の連唱ラピツド・フアイアなんて凄すごいね！　いつの間に覚えたの？」

「え、ええと……い、いつだったかしら……？　あは、あはは……」

　ルミアの無む邪じや気きな問いに、なぜか妙みような罪悪感を覚えながら、脂あぶら汗あせを垂らす。

「くぅ……ッ！　こ、これで勝ったと思わないことですわ……ッ！」

「ふん……」

　そんなシスティーナを、ウェンディもギイブルも悔くやしげに睨にらんでいる。

　ついこないだまで、それほど力の差は無かったはずなのに、自分達がいつの間にかシスティーナに大きな差をつけられてしまっていることが悔しいのだろう。

「なら、俺達も頑がん張ばらねえとな……っと!?」

　話し込んでいるうちに、再び狂霊達の気配が、通路の奥から一行に迫ってくる。

「まーた、団体様でお出ましだぜ!?　お、今度は数が多いな!?　やべえか!?」

「どちらが多く落とせるか勝負ですわ、システィーナ！　今度こそ負けませんわ！」

　生徒達が血気に逸はやって意気込むが……

「まぁ、待て」

　その時、ふらりと、セリカが生徒達の前に出ていた。

「お前達はちょいと休きゆう憩けいだ。さっきから結構、連戦だ。あんまり無理するとマナ欠けつ乏ぼう症しようになるぞ？　……ここは私に任せとけ」

「で、でも、教授……その……敵はかなりの大群ですよ……？」

　システィーナが、少し不安げに前方を見やる。

　なるほど、確かに数が多い。

　先ほどの騒さわぎを聞きつけたのか、辺りの狂霊達が大挙して迫ってきたようだ。

「流石にお一人では手数が……皆みんなで戦った方が……」

「なーに。ちょいと手本を見せてやるさ。こういう場合はな……」

　そう言って、セリカがぱちんと指を打ち鳴らすと。

　ぼっ！

　次の瞬間、数十発もの【マジック・バレット】が、セリカの周囲に出現していた。

「「「「ええ──っ!?」」」」

「行け」

　ぴっと通路先に指を向けると、無数の魔弾が光の尾おを引いて一いつ斉せいに放たれ──

　前方に真まっ直すぐ延びる通路上を、流星群のように埋うめ尽つくし──

　迫りくる狂霊の群れを、殲せん滅めつ。

「「「「………………………………」」」」

　まさに、ほんの一いつ瞬しゆんの出来事に、生徒達は呆あつ気けに取られるしかない。

「……と、まぁ……こうやるんだ。わかったか？」

「さ、参考にならねー……」

「つくづく、規格外だわ……この人……」

　カッシュやシスティーナが目を点にして呟つぶやく。

　元々、セリカが雲の上の人物だとは理解していたが、こうして魔ま術じゆつを振るう姿を改めて目まの当たりにし、改めて一同はそれを再認にん識しきするのであった。




　時折、湧いて出てくる狂霊達と戦いながら、グレン達は遺跡内を進んでいく。

「先生、その先の丁てい字じ路ろを左です。その先に、まず当初の調査対象としていた第一祭さい儀ぎ場があるはずです」

「おう、了りよう解かいだ」

　これまでの先人達の調査で、すでに完成している遺跡内の地図を確認しながら、ルミアがナビゲーションを務める。

　地図で見る『タウムの天文神しん殿でん』内はとにかく広かった。

　古代の宗教施し設せつであるらしい神殿内には、祭儀場、礼拝場、天文台、霊れい廟びよう、そして、大天象儀プラネタリウム場──それらがあの半球状の神殿内に三次元的に配置され、麻あさのように複雑に入り組んだ通路や階段によって、まるで迷めい路ろのように繫つながれている。

　しかも、それらは全すべて、一つの巨きよ大だいな岩を掘くつ削さくして作り上げられているのだ。

　おまけに、今、歩いているなんでもない通路一つ見ても雑な造りは微み塵じんもない。明かりを持って寄ってみればわかるが、天てん井じようや床ゆかや壁は滑なめらかに磨みがき込まれている。

　そんな天井や床や壁に、びっしり彫ほり込まれた壁へき画がや碑ひ文ぶん……一体、古代人達は、どれほどの時間をかけてこの神殿を作ったのか……考えただけで気が遠くなりそうだ。

「でも、先生……何か変じゃありませんか？」

　先頭を歩くグレンの斜ななめ後ろに寄より添そうルミアが、小首を傾かしげる。

「この神殿って、確かに外から見ても大きかったんですけど……それにしても、この中、広すぎませんか？　本当に、この間取りが神殿内に納まってるんでしょうか……？」

　ルミアが手にしている地図を覗のぞき込みながらそんな事を言う。

　実際、遺跡の中を自分達の足で歩くことによって、より実感したのだろう。

「ふふん、ルミア。実はね、ここ──」

　早さつ速そく、ルミアの疑問を聞きつけたシスティーナが得意げに一席ぶとうとすると──

「空間が歪ゆがんでるんだよ、ここは」

　それよりも先に、グレンの隣となりを歩くセリカが答えていた。

「壁かべや床、天井に刻まれたこの紋もん様ようを見ろ。帝てい国こく内の古代遺跡では、わりとポピュラーに見かける紋様なんだが……」

　手で、紋様をなぞっていくセリカ。

「これらはどうも、古代人の空間操作魔術らしいんだ」

「……え？　らしい？　なんだか、はっきりしないんですね……？」

「らしいっていうのは、我々の近代魔術モダンでは古代人の古代魔術エインシヤントの術式を詳くわしく解かい析せきできないからだ。この紋様がなんらかの魔術である、ということくらいしかわからん」

「えと……アルフォネア教授でも解析できないんですか？」

「ああ、古代魔術エインシヤントばっかりは、流石の私もお手上げだね」

　やれやれ、とセリカが肩かたを竦すくめる。

　すっかりお株かぶを奪うばわれてしまったシスティーナが、むむむとセリカを睨む。

「とにかく、この紋様のせいで遺跡内の空間が歪み、目測以上に広い空間ができあがっている……魔術的な理り屈くつはわからんが、事実としてそう……つまり、そういうことだ」

「わたしにはよくわからないけど……」

　ぼそり、とリィエルが話に割って入る。

「壁に穴を開ければいい。近道を作れば問題ない」

　そんな物ぶつ騒そうなことをぼそりと呟いて、リィエルが大たい剣けんを肩に担かつぐが……

「ははは、そりゃ名案……と、言いたいところだが無理だな」

「ん？　なぜ？」

　意外そうに小首を傾げるリィエルに、セリカが優やさしく説明する。

「古代人の作った遺い跡せきや物品には、霊素皮膜処理エテリオ・コーテイングがなされている場合があって、この『タウムの天文神殿』もそうだ。そういった遺跡や物品は存在が完全に固定され、物理的、魔術的な変化や破は壊かいを完全にシャットアウトする。リィエルの馬ば鹿か力ぢからでも、私の【イクスティンクション・レイ】でも、この遺跡を破壊するのは無理なのさ。お前に予あらかじめ、外で剣を錬れん成せいさせたのはそれが理由だ」

「そう……わたしにはよくわからないけど……残念」

　霊素皮膜処理エテリオ・コーテイング。近代の魔ま術じゆつ師しには、どんな理論でどうやったのか、まったく理解不能な得体の知れない古代人の魔法技術──古代魔術の一つだ。

「ま、数千年を経へた現在まで、ほぼ完かん璧ぺきな形で遺跡が残っているのは、そういうわけだ」

　すると、セリカは不意に忌いま々いましそうに髪かみを搔かき上げ、呟く。

「ったく……こんなモノさえなければ、あんな地下迷宮なんざ……」

　そのセリカの小さな呟きが耳に入った者は、いなかった。

「す、凄い技術ですね……古代人って何者なんでしょうか……？　本当に、私達と同じ人間なのかな……？」

「うんうん！　古代人の正体については諸説あるわね！　例えば──」

「おいおい、お前ら気を抜ぬくんじゃねーぞ？　一応、遺跡調査なんだからな？」

　再びルミアの疑問を聞きつけ、早速、目をキラキラさせながら一席ぶちかけたシスティーナを、グレンが遮さえぎる。

　そんな、温ぬるいやりとりをしつつ。

　グレン達はいくつかの通路を行き、曲がり角を曲がり……

　時折、遭遇する狂きよう霊れいを撃げき退たいしつつ……

　やがて、一行はその場所へと辿たどり着いた。

「……さて、あそこが第一祭儀場か」

　通路の奥にアーチ型の出入り口があり、広間があるようであった。

　グレンは背中のベルトに差したパーカッション式回転拳銃リボルバーを確認しつつ、生徒達を振ふり返る。装そう塡てん済みの弾だん丸がんには魔力を付呪エンチヤントしてある。これならば狂霊にも有効だ。

「ま、何もねーとは思うが……一応、俺が先に入って安全を確認してくる。お前らは、ちょっとここで待ってろ」

「ふふ、生徒達のために身体からだを張る……なかなか格好いいじゃないか、グレン」

　にやにやと、からかうように言うセリカ。

「このくらいはやらんと、マジで俺が一番の役立たずだからな……」

「一人で大だい丈じよう夫ぶか？　怖こわかったら、私もついていってやろうか？」

「うっさいわい！　ガキ扱あつかいすなっ！」

「あ、あの……先生、お気をつけて……」

　少し心配そうなルミアを安心させるように、力強く頷うなずき、グレンは歩を進める。

　アーチ型の出入り口をくぐったグレンの前に姿を現したのは……ドーム状の高い天井を持つ大部屋だった。床も壁も天井も、相変わらず滑らかに磨き込まれ、ここが岩を掘削して作られた空間だということを、つい忘れてしまいそうになる。

　壁と床、天井には占せん星せい術じゆつでいうホロスコープにも似た奇き妙みような紋様が彫り込まれており、恐おそらく黄道や白道、太陽や月、惑わく星せい、星々などを意味する意い匠しようや石像が散見される。まるで、この空間そのものが象しよう徴ちよう的に宇宙空間を顕あらわしているかのようだ。

　部屋の中央には直方体に切り出した石を複雑に積んで組まれた、不思議な祭さい壇だん。

　そして、その頂点に御ご神しん体たいと思おぼしき神像が設置されている。

　双ふた子ごの天使が向かい合って絡からみ合うような、その御神体の名は──

「……天空の双生児タウム、か」

　星せい辰しん信しん仰こう、星辰崇すう拝はいというものがある。古代宗教の一種だ。

　グレンが事前に調べたところによると、古代文明……古代人は何かと空を大いなるものと神格化して畏い怖ふを抱いだき、信仰と崇拝の対象としていたらしい。

　そのあたりの古代文化の風ふう俗ぞく的背景は、なるほど、古代人にとって神聖なるこの祭儀場が、素人しろうと目にも三次元的な星図を模しているだろうことからも明らかだ。

　そして『天空の双生児タウム』とは、古代の星辰信仰の最高神格……空の象徴なのだ。

「しっかし……なんで、空にそんな畏おそれを抱くかねぇ……？　古代人の考えていることはイマイチようわからんな……」

　軽口を叩たたきながらも、グレンが祭儀場の不思議な神秘性に圧あつ倒とうされていると……

　ふと、グレンが──異常に気付く。

　ぞくり、と背中を駆かけ上る氷の刃やいばの感かん触しよく。

　全ての音が遠くなり、心臓を絞しぼるような緊きん張ちように狭せまくなる視界。

「な──ッ!?」

　グレンがこの祭儀場に足を踏ふみ入れた時には……確かに、いなかったのだ。

　いなかったはずなのに──気配すらなかったのに──

　双子の天使像の足あし下もとに、いつの間にか──その少女は、いた。祭壇のへりに、まるで誰だれかと待ち合わせでもしていたかのように、少女が足を揃そろえて腰こしかけている。

　燃え尽つきた灰のように真っ白な髪、暗く淀よどんだ赤あか珊さん瑚ご色の瞳ひとみ。身に纏まとう極ごく薄うすの衣ころも。

　その背中に生えているのは、歪んで捻ねじくれた翼つばさのような形をした……何か。目玉と深海の奇き怪かいな生物達をいくつも掛かけ合わせたかのようなその混こん沌とんの造形の翼は、ただひたすらに不ふ吉きつで、不快で、冒ぼう瀆とく的で、見るのも悍おぞましい。

　なまじ、少女の顔立ちが人間的かつ恐ろしく美び麗れいなだけに、その吐はき気を催もよおす異形の翼とのギャップが、凄すさまじい生理的嫌けん悪お感かんと拒きよ絶ぜつ感を生み出す。

　視界に入れるだけで、心が蝕むしばまれ、正気が削けずれる……そんな異形の少女が。

　グレンが指先に灯ともした魔術の光で、闇やみの中からぼんやりと浮うかび上がっている──

『……久しぶりね、グレン』

　その異形の少女は、ぎょろりと病的な目を動かしてグレンの姿を認めるなり、言った。

　確かに、そう言った。

　あたかも凶きよう鳥ちようの囀さえずり、精神に直接響ひびき、食い散らかしてくるかのような声こわ色いろで……

　否いな、果たして、それは本当に空気の振しん動どうによって伝わる『音』だったかどうか。

　まるで耳の中に、ずるりと蠕虫ワームのようなものが滑すべり込むようなその感触は──

『……いえ、この場合は初めまして……と言うべきかしら……？』

　闇にすっと朱しゆを引くように、微び笑しようを形作るその唇くちびる。

　只ただ者ものじゃない。明らかに普ふ通つうじゃない。人の原初的な恐きよう怖ふを催すその異様。

　やばい。やばい、やばい、やばい、やばいやばいヤバイヤバイヤバイ──ッ！

　その異形の少女を前に、グレンの心臓が一気に限界まで警けい鐘しようの悲鳴を上げて──

「ちぃ──ッ!?」

　背筋を焦こがす焦しよう燥そうに追い立てられ、グレンは爆はぜるようにその場から跳とび下がる。

　着地と同時に、抜き手も霞かすむ手て捌さばきで銃じゆうを抜き、その銃口を少女に向かって構え──

「…………ッ!?」

　──いない。

　いた、のに。

　確かに、そこに、今の今まで、佇たたずんでいたのに。

　その少女は、いつの間にか──姿を消していた。

　まるで暁ぎよう闇あんの中、最悪の悪夢から汗あせびっしょりで目覚めたような、最低の気分。

「はぁー……はぁー……馬ば鹿かな……」

　しばらくの間、グレンは、荒あらい息を吐きながら呆ぼう然ぜんとしていたが……

「おーい、グレン。どうしたー？　何かあったのかー？」

　やがて、吞のん気きな様子のセリカがやってくる。

「せ、セリカ……」

「……ん？　どうした？　少し顔が青いぞ？」

「い、いや……それが……」

　生徒達を不安にさせたらまずいと思い、グレンがひそひそ声で事情を話す。

　すると。

「……謎なぞの少女ぉ[image: ～][image: ～]？」

　セリカが眉まゆ根ねを寄せ、呆あきれたような顔をグレンへ向ける。

「お前、疲つかれてんのか？　それとも欲よつ求きゆう不ふ満まんか？　息が荒いのは、そーゆーことか？」

「ばっ……ッ!?　ち、違ちがっ……ッ!?」

「やれやれ……その若い衝しよう動どうのままに女子生徒達を襲おそっても困るし……仕方ないなぁ、今夜、私が相手してやろうか？　……ん？」

「冗じよう談だんでも、おっぞましいコトぬかすなぁああああ──っ!?」

　わざとらしくしなを作ってみせるセリカに、グレンが目を剝むいて吠ほえかかる。

　セリカがそんな風にグレンをからかうのはいつもの事だが、今はそれどころじゃない。

「ああもうっ！　そうじゃなくて……お、俺は、確かにこの目で少女を──」

「あのなぁ……黙だまってはいたが、実は私、万が一にもお前の可愛かわいい教え子達を危険な目に遭あわせないように、索さく敵てき結界を常に展開してるんだぞ？　……今も、な」

「……え？　マジ？　つーことは……？」

「ああ。この部屋には確かに誰もいなかった。狂霊や幽ゆう霊れいどころか、鼠ねずみや虫の一いつ匹ぴきだっていなかった。誰かいたなんてありえないね」

　そう得意げに胸を張って語るセリカが、噓うそを吐ついているようにはとても思えない。

　そして、グレンはセリカの魔ま術じゆつがいかに優すぐれているかということを知っている。

　と、なると……

（……幻まぼろし？　……幻げん覚かく……幻げん聴ちようだった……のか……？　本当に……？）

　そう言われてしまうと、確かにさっきの光景が、夢や幻であるかのように不確かなものに感じられてしまう。記き憶おくも、感情も、どんどんあやふやになっていく。

（……幻覚……幻覚か……？　そう……なのかもしれない……そうだ……あんなおぞましい存在が、この世にいていいはずがない……それに……）

「先生、何かあったんですか!?」

「敵？」

　グレンの下に、システィーナ、ルミア、リィエル……いつもの三人が駆け寄ってくる。

　グレンはふと、やってきたルミアの顔をまじまじと見た。

「……先生？　どうしました？　私の顔に何かついてます？」

　見つめられて、戸と惑まどったように小首を傾かしげるルミア。

「……うんにゃ……何でもない……気にすんな」

　やっぱり幻覚だな……グレンはルミアの顔を見て、そう確信した。

　なぜなら……

「……さて、お前ら！」

　強引に頭を切り換かえ、グレンはぱんぱんと手を打ち鳴らし、部屋の入り口でおっかなびっくり待機している生徒達を呼び寄せる。

「さっそく、この部屋の調査を開始するぞ！　リィエルは入り口を見張ってろ。ルミアと白しろ猫ねこは床ゆかの紋もん様ようの写しを、ウェンディは碑ひ文ぶんの解読を頼たのむ。残りの連中は隠かくし通路や不自然な魔力反応などの探査調査だ。面めん倒どう臭くせぇから手て際ぎわよく行こうぜ？」

　セリカが探知できなかった以上、幻覚や白昼夢の類たぐいであることは間違いないのだ。

（……やっぱ、連日の忙いそがしさで疲れてたのかね……俺……）

　初日からこんな調子では、先が思いやられてしまう。

「やれやれだぜ……」

　人知れず、グレンは深いため息を吐くのであった。




　今にも落ちてきそうな星空の下で。

　前方へ無限に続く《星の回かい廊ろう》を駆け抜ぬけながら──私は、一人物思う。

　それは、孤こ独どくな私が延々と過ごした、堕だ落らくと自じ暴ぼう自じ棄きの日々について、だ。

　…………。

　……私には誰も必要ない、私は一人で充じゆう分ぶん。

　だって、私は誰よりも強いのだから。

　人外と断定され、誰からも拒絶され、数少ない理解者達にも先立たれてしまった私が、最後に陥おちいった思想は……そんなつまらないものであった。

　以降、私は長年に渡わたって闘とう争そうの世界に身を置き、捨すて鉢ばちな道を突つっ走ることになる。

　自殺する勇気もなく、一人で永遠を生きる強さもなければ、気き概がいもない。身を焼くような孤独感の中、精せい一いつ杯ぱい強がって、私は強いと、一人でも充分だと強がり続け……

　命を賭として戦い、それに勝利することで、それを主張し続け……

　そして、そんな自分を終わらせてくれる何かを求めて、さらに戦い続けた。

　あの頃ころの私はもう、色々と精神的に限界だった。

　永遠者イモータリスト。永遠に歳としを取らない……終わりの見えてこない人生。

　常に私の心を苛さいなみ続ける『内なる声』と、謎の使命感。

　そして、私の空くう虚きよな心に吹ふき荒すさぶ、耐たえがたい孤独。

　それらが、私をひたすらに戦場へと駆り立てる。

　血を流して戦っている時だけは、ほんの一時、全すべてを忘れていられるから──

　でも。

　今、思い返せば……あの延々と続く地じ獄ごくのような日々の中でも、こんな私に手を差しのべてくれた者は……歩み寄ろうとしてくれた者は……確かにいたのだ。

　たとえば、帝てい国こく史上最強の剣けん士しと謳うたわれたアイツもそう……

　だが、それら差しのばされ続けた手を全て突っぱねて、私は滑こつ稽けいに走り続けた。

　悲劇の受難者である自分に酔よい続けた。

　自分を真に孤独たらしめていたのは、他ほかでもない自分自身。

　そんな単純なことに気付かず、気付こうともせず。

　私は戦って、戦って、戦い続けて──

　そのための魔術を研けん鑽さんし、より強大な力を得て──

　さらに、さらに、戦って、戦って、戦って、戦い続けて──

　そして──……

　そんな、ある時。

　私は──グレンと出会った。




　……遺い跡せき調査開始から三日が経過する。

　調査自体は、何事もなく順調に進んでいった。

　朝方、日が昇のぼれば遺跡へ潜もぐって探たん索さくと調査を進めていく。時折、一行の前に現れる狂きよう霊れい達を始末しながら、所定の各調査ポイントを念入りに調査しつつ、最深部を目指す。

　そして、日が沈しずむ頃、遺跡前に敷ふ設せつした野営場へと帰き還かんすると……

「つまり──宇宙からやってきた侵略者エイリアンの仕し業わざだったんだよ!?」

「な、なんだってぇーッ!?」

「カッシュさん……そ、それは一体、どういうことですの……ッ!?」

「今日、第七霊れい廟びようの壁へき画が見て思ったね！　あの不思議な怪かい物ぶつの意い匠しよう……古代人はきっと宇宙からの侵略者に支配されていたんだ！　古代人の超ちよう絶ぜつ的な魔ま導どう技術の正体とは──」

　満天の星空の下。その一角だけ唯ゆい一いつ闇やみの帷とばりから護まもってくれる、赤々と燃える焚たき火を囲みながら、和なごやかな団らんが開かれる。

　夜の寒空の下、より強く頰ほおに感じる痺しびれるような熱、焚き火の揺ゆらめく炎ほのおが生み出す戯ぎ画がじみた陰いん影えいの中で、生徒達が熱心に語り合っている。

　どうも、調査中、何かと古代文明を熱く語るシスティーナに、皆みんな、絆ほだされたらしい。

　こうして、夜に集まる度たび、生徒達は皆一様に、古代文明に関する独自の説や議論を展開し、気分はちょっとした魔導考古学者気分のようであった。

「あ……皆……夕ゆう御ご飯はんできたよ……？」

「おお──っ！　リンちゃん、待ってましたぁ──っ！　俺、もうお腹なかぺっこぺこ！」

　そして、いつものように、この一行の中で一番料理が上手なリンが、今晩の食事の配はい膳ぜんをし始め、焚き火を囲む生徒達もにわかに色めきだっていった。

　一方、そんな夕食に沸わき立つ生徒達を他所よそに。

　グレンとルミアが焚き火の明かりを頼たよりに、調査結果のまとめを行っていた。

「先生。ウェンディに、遺跡内の壁画や碑文を解読してもらっているんですよね？　その……時空間転移魔術に関するヒントみたいなものは、見つからないんですか？」

「今の所はな……」

　ルミアの問いに、グレンは調査結果の束をめくる手を止め、ため息交じりに応じる。

「とにかく、この神しん殿でんが何らかの魔術的機能を持つ儀ぎ式しき場なら、それを制せい御ぎよするための中ちゆう枢すう……未発見の『玄げん室しつ』が、神殿内のどこかに必ずあるはずなんだが……前任者もそれを疑ってるしな……」

　と、言いつつ、グレンが肩かたを竦すくめ、皮肉げに笑う。

「……ま、どーせ、何も見つからねーとは思うが。時空間転移魔術……まぁ、夢のある話だけど、流石さすがになぁ……？」

「こら！　何を気の抜けたこと言ってるんですか!?　先生！」

　と、その時、そんなグレンの下もとへ、システィーナがやってくる。

　食事の配膳にやってきたらしい。手にしたトレイにシチューの注がれた皿を四つ載のせている。夜の寒気の中、皿からは温かな湯気が仄ほの白じろく立ち昇っていた。

　システィーナは、少しむすっとした表情で、ルミアとその傍かたわらのリィエルに、シチューの皿を渡していった。

「おおっ！　シチューか!?」

　保存用の乾かん燥そう野菜や干し肉を丁てい寧ねいに煮に込こんだシチューだ。そこら辺で採取した、食べられる野草や茸きのこも使われており、香かおりが高く、いかにも美味おいしそうだった。

「ありがてえ！　この辺りの夜は冷えるからな。温かいシチューはご馳ち走そうだぜ！」

　だが、グレンがシチューの皿に手を伸のばすと、システィーナがさっとそれを遠ざける。

「もっと、やる気を出してください、やる気を！　真ま面じ目めにやらないと、万が一、本当に何かがあったとしても、見つかるものも見つからないでしょう!?」

「わ、わかりました！　わかりましたから、ご飯プリーズ！」

「それにいいですか!?　もし、何もなくても先生は何をどう調べたか……その結果をきちんと報告しないといけないんですよ!?　手を抜いていいわけないじゃないですか！　大体、先生は常つね日ひ頃ごろから、仕事に対する熱意というか真しん剣けんさがですね──」

「うぉおおおおお──っ!?　今はそんなことよりメシをぉおおおおお──っ!?」

　いつものように、ギャアギャア騒さわぎ始める二人。

「ずずず……ずずず……ずずず……ずずず……ん、おいしかった……」

「え……？　あ、あの……リィエル？　そ、それは、システィと先生の分だよ!?　食べちゃ駄だ目め──ああ……もう、空になっちゃってる……」

　いつの間にか、ちゃっかりグレン達のシチューの皿もさらっていたリィエルは、よほどお腹が減っていたのか、あっという間に平らげてしまっていた。

　そんな姦かしましき一同の様子を……

「ふっ……」

　セリカは一行から少し離はなれた場所の石の上に、優ゆう雅がに腰こしかけ、本──『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』を開きながら微笑ほほえましく眺ながめていた。まるで、尊い宝物を見守るような……愛いとしい我が子を見守る母親のような……そんな、慈じ愛あいに満ちた目だ。

　やがて、焚き火の周辺から声が次々と上がる。

「なぁ、教授！　俺とギイブルの話、聞いて下さいよ!?　どう思います!?　絶対、俺の説の方が信しん憑ぴよう性せいありますよね!?」

「何言ってるんだよ!?　どこをどう考えても、僕の説の方が筋が通ってるだろ!?」

「ぎゃああああああああああ──っ!?　俺のメシがぁあああああ──っ!?」

「噓うそ!?　わ、私の御ご飯はんもぉおおおおおおおお──っ!?」

「二人とも、全然食べないから、いらないのかと思った」

「ふふ、アルフォネア教授もこちらにいらしたらどうですか？」

「ええ、是ぜ非ひ、お話を聞きたいですわ！」

　そんな姦しい一同の様子に。

「……ったく、うるさい連中だなぁ……やれやれ、仕方ない」

　セリカは苦笑いしながら本を閉じて立ち上がり、焚き火を囲む一同の方へ歩いて行く。

　……その足取りは、どこか軽かった。




　そんな単調ながら、和やかな遺跡調査の日々が何事もなく緩ゆるやかに続いていき……

　……そして、遺跡調査開始から五日目の真夜中。

　しん、と骨にまで染しみるような夜の寒気の中、グレンはセリカに教えられたその地点へと辿たどり着いていた。
















　遺跡前の野営場から、北に少し歩いた岩山の陰かげに隠かくれるように、それは──あった。

「ほう……？　なかなかいい雰ふん囲い気きじゃねーか……」

　グレンの目の前に広々と現れたのは、岩に囲まれた天然の温泉であった。

　微かすかに鼻を突く硫い黄おうの匂におい。含ふくまれる鉱物ミネラルで僅わずかな濁にごりを見せる湯の色。

　なみなみと湛たたえられたその湯面からは大量の湯ゆ煙けむりが上がり、周辺を白く霧きりがける。

　この位置からでも仄ほのかに感じる熱気が、夜の寒気に冷えた頰を優やさしく痺れさせた。

　この天然温泉は、つい先日、セリカが発見したものだ。

　セリカ曰いわく、この辺りは霊脈レイライン的には旧火山帯であり、探せばどっかにあるだろうなと思って探したら、案の定あった……とのこと。

　入浴に使うには湯温が少々高過ぎたようだが、そこは流石セリカ。【氷のルーン】を温泉を囲む岩に刻み、程ほどよい湯温に調整してくれたらしい。

　この功績により、セリカは、今まで濡ぬれタオルで身体からだを拭ふいて済ますしかなかった女子生徒達の信しん仰こうと崇すう拝はいの対象と化した。

「ったく、あいつもこういうとこは気が利きくよな……ただ、単に自分が入りたかっただけかもしれんが……」

　何日も続く野営生活に、流石の朴ぼく念ねん仁じんグレンも年とし頃ごろの少女達には申し訳ないと思っていたので、セリカのこの気き遣づかいは非常に助かる。

　連日、夜は調査結果と資料のまとめに忙いそがしく、グレンは今までこの温泉を使う機会がなかったのだが……作業も一段落つき、流石に自分の汗あせ臭くささが気になってきたので、今こ宵よいはこうして温泉に浸つかりに来たのであった。

「しっかし……せっかく周りが美少女だらけだってのに、野や郎ろう一人で入るってのも、なんだか味気ねえなぁ～、なーんか華はながありゃあな～、なぁんてな、くっくっく……」

　そんな冗じよう談だんめいた軽口を叩たたきながら、グレンは岩陰で服を脱ぬいでいく。

　……ちなみに、先日。

『俺は覗のぞくッ！　楽園エデンを目指すッ！　たとえ、この命が燃もえ尽つきようとも──ッ！』

　と、熱く語るカッシュと、生まれたままの姿となった見み目め麗うるわしい少女達の間で、この温泉を戦場に壮そう絶ぜつなる魔導大戦が繰くり広げられ……激戦の末、カッシュが無念の敗北を喫きつしたのだが……それはまた別の話である。

「さて、と……」

　脱いだ服を岩陰に隠したグレンは、いよいよ温泉の中に身を沈めていく。

「ぐぅ……あぁ……効くなぁ……」

　たちまち、心地ここち良い熱がグレンの身体を包み込んでいく。

　寒気で感覚が鈍にぶった指先やつま先が、鈍い痛みを伴ともなう痺れと共に蘇よみがえっていく。

　巡めぐりのよくなった血行が、凝こり固まった肩や腰を解きほぐすような感覚。

　連日の遺跡調査で溜たまった疲ひ労ろうが、全身から溶とけ流れていくかのようであった。

「ふぃ[image: ～][image: ～]、極楽、極楽……♪」

　見上げれば、無骨な岩山が縁ふち取どる夜空は、満天の星を湛えている。

　流れる雲の中に恥はじ入るように隠れる月もまた、風ふ情ぜいがあって良い。

　これであとブランデーでもあれば、実に最高のシチュエーションだ。

「～♪　[image: ～][image: ～]♪」

　しばらくの間。グレンは星空を眺め、鼻歌など歌いながら、入浴を楽しんでいた。

　……やがて。

「しっかし……なんつーか、あいつらもよく頑がん張ばってくれたよな……」

　ふと、空を見上げながら、グレンは誰だれへともなく、そんなことを呟つぶやいていた。

　今さらだが……我ながら随ずい分ぶんとくっだらない理由で生徒達を巻き込み、こんな辺へん鄙ぴな場所へと連れてきてしまったものだ。

　たとえ、すでに調査され尽くされているＦ級の遺い跡せきとはいえ、遺跡調査そのものはグレンが想像した以上に大変な作業であった。軽い気持ちで生徒達を巻き込んでしまったことを、申し訳なく思う。

　だが、ついて来てくれた生徒達は皆、文句の一つも言わず頑張ってくれた。こんなに順調に、予定より早く調査が進んでいるのは、間ま違ちがいなく生徒達のおかげだ。

（……俺も、ちったぁ考えねえとな……流石に……）

　湯の熱に当てられ、ほんの少しだけ胡う乱ろんになる意識の中、グレンがそんなことをぼんやり考えていると……

「……ん？」

　温泉周辺に立ち並ぶ岩陰に、ふと、人の気配を感じた。

「……だ、誰だ!?」

　思わず、グレンが誰すい何かの叫さけびを上げる。

「おや？　その声は……？」

　すると、その人の気配が何の躊躇ためらいもなく、グレンが浸かる温泉の方へとやってくる。

　立ち上る湯煙をかき分けて姿を現したその人物は……

「──げっ!?」

「なんだ、グレン……お前も来てたのか」

　セリカであった。

　温泉の縁に立ったセリカは──一糸纏まとわぬ姿だった。

　腕にかけられたタオルのカーテンや立ち上る大量の湯煙が、彼女の透すき通るように艶つややかな白肌はだを、申し訳程度には隠しているが……

　いかにも女性らしく緩かん急きゆうメリハリのついた美しい肢し体たい、古典彫ちよう刻こくのように完かん璧ぺきな均整が取れた艶なまめかしいボディラインは……到とう底てい誤ご魔ま化かしきれるものではない。

　突とつ如じよ、現れた美神の姿に、グレンの喉のどが思わず、ごくりと鳴る。

　グレン本人の意志そっちのけで、否いや応おうなく心臓が高鳴っていく。

「……湯加減はどうだ？　グレン。なかなかいいもんだろ？」

「ば、ば、馬ば鹿か野や郎ろうッ!?　誰か入ってないかどうか確かく認にんしてから脱げよ!?」

　グレンはセリカから逃にげるように、ざぶざぶと温泉の真ん中へ移動し、背を向けた。

「ほら、さっさと向こう行けよ！　な、なんだったら俺がもう上がろうか!?　あ、これは流石にノーカンだかんな!?　攻性呪文アサルト・スペルブッパはやめろよ!?」

　突とつ然ぜんのことに、グレンはいつになくテンパっているが……

「……ん？　何、慌あわててんだ……別にそのままでいいだろ？　私は気にしないぞ？」

　何を思ったのか……セリカはくすりと笑って身を屈かがめ、流りゆう麗れいなる脚きやく線せん美びを誇ほこるおみ足を湯に入れ……そのまま温泉の中へとその身体を沈しずめていく……

「な──？」

　気配でそれを察したグレンが呆あつ気けに取られて硬こう直ちよくする。

　そして。

「ふふっ……」

　あろうことか、セリカは小こ悪あく魔まのような笑みを浮うかべると、そのままグレンの方へ、すい～っと寄っていき……

「よっと……」

「おま……ッ!?」

　背を向けるグレンの背中に、自分の背中を預けていた。

　触ふれ合う肌と肌。極上の絹のような感かん触しよくがグレンの背中に伝わってくる。

「あー……楽ちん、楽ちん……」

　セリカは体重を完全にグレンへと預け、リラックスしていた。

　一方、グレンはそれどころではない。

「お、お前、一体、何やって──」

「だから、別にいいだろ？　私とお前の仲なんだし……」

　慌てるグレンに対し、セリカはどこまでも、いつもの飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。

「大体、昔はよくこうやって一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったじゃないか……もう裸はだかなんて、お互たがいに見慣れてるだろ？」

「い、いつの話だよ!?　そりゃ俺が本っ当にガキの頃ころの話で──」

「……いいじゃんか、たまにはさ……」

「……？」

　いつものように、人を食ったようなセリカの言葉……その端はしに、今日はいつもとは違う物を微かに感じたグレンが押し黙だまる。

「……あの頃みたいに……こうして一緒に湯ゆ浴あみするのも……悪くない……」

　夢見心地のような囁ささやきが、グレンの耳をくすぐるように届く。

「…………」

　確かに、セリカが気にしてないというなら、こちらが気にするのもバカバカしい。

　グレンに落ち着きが戻もどってくる。

　たまには、こうして昔を懐なつかしむのも悪くない……そんな気分になった。

「……ったく……お前ってやつは……」

「ふふっ……」

　ふて腐くされたように毒突づくグレン、穏おだやかに笑うセリカ。

　二人はそのまま、背中合わせで湯を楽しみ始める。

　湯の熱以上に、互いに背中越ごしに感じる互いの熱。息いき遣づかい。心音。

　語る言葉はいらない。穏やかに、優しい時間が、緩やかに流れていく……

　……そのまま、どれくらい時間が経たっただろうか。

　ふと。

「それにしても……大きくなったなぁ……グレン……」

　セリカがそんなことを呟いていた。

「はぁ？」

「こうしていると……お前の背中がとても広く感じる……昔は、あんなに小っちゃかったのに……」

「お前に拾われてから、どんだけ時間が経ったと思ってるんだ……」

　グレンの顔が、ほんの少し紅あかいのは、決して湯の熱のせいだけではない。

「もう、十年とちょっとくらいか……？　そりゃ、俺だってすくすく無む駄だに育つわ」

「そっか……もう、そんなにか……時間が経つのは、早い……」

　なんとも気まずくなってくる、グレン。

（ったく……思えば、妙みような関係なんだよなぁ……俺達……）

　十年ほど前、とある事件で天てん涯がい孤こ独どくとなったグレンを、セリカが気まぐれで拾った。

　それが二人の出会いだ。

　以来、二人はこうしてずっと一緒にいる。

　グレンにとって、セリカは母親のようで、姉のようで、友人のようで……

　未いまだ、なんとも形容しがたい存在だ。

　強しいて、一言でセリカとの関係を形容するならば……それは、きっと……

　…………。

「と、ところで、お前……傷は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　なんだか妙に気き恥はずかしくなり、グレンは強引に話題を変えた。

「んー？」

「その……お前、こないだ、また、あの地ち下か迷めい宮きゆうで無茶やったろ？　さっき、ちらっと見えたんだよ。腕うでとか、足とか、あの時の傷きず跡あとがまだ少し残って……」

「……えっち」

「ブッ!?」

　話題を変えたつもりが、完全にやぶ蛇へびだったようだ。

「うわー、たったあの一いつ瞬しゆんで、私の全身をしっかりちゃっかり舐なめるようにチェックしてたとはなー、うわー、私、お前との一つ屋根の下での暮らしに危険を感じたわー、もし襲おそわれちゃったらどうしよー？　そん時は責任取れよなー？」

「か、からかうのもいい加減にしろよ、テメェ!?」

　しばらく、くっくっと喉を鳴らし、押し殺すように笑うセリカ。

「……ま、大丈夫だ。治ち癒ゆ限界も脱だつしたし……後は法医呪文ヒーラー・スペルで治ち療りようを続ければ、そのうち傷跡一つ残らず綺き麗れいに治るよ。心配すんな」

「べ、別に心配してるわけじゃ……ったく……あんなロクでもない遺跡に拘こだわるから、ンな面めん倒どうなことになるんだ……」

　やれやれ、と息を吐はく。

「なぁ……そういえば、お前……結構、前からあの地下迷宮に拘っていたよな？」

　地下迷宮。アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の地下に存在する、謎なぞの古代遺跡だ。

　探たん索さく危険度Ｓ＋＋。帝国に数多く存在する遺跡の中で最高ランクの危険度である。

　実は、地下１階から地下９階までは然さ程ほど、危険ではない。学院でも魔ま導どう探索術の授業に使われるくらいだ。

　だが、地下10階から爆ばく発はつ的てきに危険度が跳はね上がる。

　現在、地下迷宮の地下10階から先の探索を許可されているのは、帝国広しといえどもセリカただ一人……それほど危険な領域なのだ。

「もっと仕事選べよ。お前の能力と才能なら、適当に研究室を開設して、適当に生徒集めて、何かどーでもいいことを適当に研究してりゃ、それで充分だろう？」

「……そうだな。そのとおりだ」

「なのに、お前はあのクソな迷宮にずっと挑いどみ続けている。死にかけながら帰って来たことも一度や二度じゃない……ついこないだの探索だって……かなり危なかった」

「…………」

　いつになく真しん剣けんなグレンの言葉に、セリカが押し黙る。

「セリカ……俺、思うんだが……あの迷宮はヤバい」

　グレンがセリカに訴うつたえかけるように言う。

「お前の力不足とかそういうのじゃない。あそこは根本的に人が足を踏ふみ入れちゃいけない領域なんだろうよ……だから……」

　グレンもセリカもこんな性格だから、普ふ段だん、腹を割って話す機会は、なかなかない。

　これが良い機会だ……グレンはそう思った。

「もう、やめようぜ？　あの地下迷宮に拘るの」

　だから、グレンはずっと言いたかったこと、言うべきだと思ったことを、言った。

「そ、そりゃ、第七階梯セプテンデのプライドとか、退ひくに退けなくなったとか、色々あるんだろうけどよ……命あっての物種じゃねえか……」

　だが。

「もし、万が一……お前に何かあったら……俺は……」

「……………………」

　セリカは無言。

　私は退かない……そんな、無言の意思表示だった。

「……なぁ……せめて……理由を聞いていいか……？」

　少し失望を覚えながら、グレンが問いを変える。

　だが、それすらも……

「……………………」

「……だんまりか」

「……すまん」

　心底申しわけなさそうに、セリカが消え入るように呟つぶやいた。

　気付けば、いつもの自信に満ちあふれた女の姿は、そこにはいなかった。

「本当に……すまん……グレン……」

　ただ、悔かい恨こんに満ちた、弱々しい女の姿がそこにあった。

「なぁ、グレン……私はな……お前を拾うまで……本当にロクでもない女だったんだ」

「……セリカ？」

「私が四百年前より以前の記き憶おくを失っているのは……知ってるな？」

「ああ……お前が、自分でも原因のわからない永遠者イモータリストだということもな……」

「お前と出会う前の私はな……終わりの見えない永遠の生と、記憶のない不安、孤こ独どくに耐たえられなくて……いつも何かにムカついていて……何かを破は壊かいせずにいられない……そんな最低の女だった……こんな私に手をさしのべてくれたやつも、今思えば確かにいた……でも、私はそれを全部突っぱねて、自分の不幸に酔よってた……はは、救えないよな」

「…………」

「でも……私は、お前を拾うことで救われた。お前は天涯孤独だった自分を、私が救ってくれたと思っているが……逆なんだよ。私こそが、お前に救われたんだ……」

　なぜ、今、そんな話がここで出てくるのか。

　グレンにはさっぱりわからないが……今は耳を傾かたむけるしかない。

「でもな……私はこんなにたくさんのものをお前からもらったっていうのに……もう、充じゆう分ぶんすぎるほど、もらったっていうのに……」

　次し第だいに、セリカの震ふるえが背中越しに伝わってくる。

「あまつさえ、お前が評価されるのが嬉うれしくて、何も考えずに魔導士になる後押しをして……お前を地じ獄ごくに叩たたき落としてしまったっていうのに……ッ！　私はお前に恨うらまれても仕方ないはずなのに……ッ！　だけど……それでも……私は……私は……お前に────」

　……それっきり。

　肩かたを搔かき抱いだいて震えるセリカの口が、その先を紡つむぐことはなかった。

　しばらく。

　二人の間を、重苦しい沈ちん黙もくが支配し……

　やがて。

「……お前が一体、何を思い悩なやんでいるのか……俺に何を求めているのか……さっぱりわからんが……」

　慎しん重ちようにグレンは言葉を選び、そして、努めて明るく言った。

「ははは、お前が俺に負い目を感じる必要なんかねーよ！　確かに俺も色々あったけど……そんなもん、気にすんな！　俺とお前の仲じゃねえか！」

　本心から。

　精せい一いつ杯ぱいの真心を込こめて。

「……だって、俺達は……家族だろ？」

　そう。

　グレンにとって、セリカは母親のようで、姉のようで、友人のようで……未だ、なんとも形容しがたい存在だが……強いて、一言でセリカとの関係を形容するならば……

　それは、きっと……

　……だが。

「……家族。……家族か……」

　逆にセリカは、まったく感情を感じさせない無機質な声で、ぽつりと問い返した。

「グレン、お前は本当に……私を家族と……そう思ってくれているのか？」

「……え？」

　不意討うちのようなセリカの返しに、グレンは呆あつ気けに取られるしかない。

　ますます、二人の間を気まずい沈黙が流れていく。

　やがて。

「……すまん。少しのぼせてたらしい……今のは忘れてくれ」

　セリカがグレンの背中から離はなれ、立ち上がる。

「セリカ……？」
















「明日はいよいよ、神しん殿でんの最深部……大天象儀プラネタリウム場だな？」

　もう、セリカの調子はいつも通りだった。

「今回のお前の遺い跡せき調査も、きっと明日で終わる……頑がん張ばろうな？」

「あ、……ああ……」

　そう言い残して……セリカは湯から上がり、その場から去って行った。

　残されたグレンは、先ほどセリカの言った言葉の意味を薄うすぼんやりとした頭で考える。

　だが、さっぱりセリカの心がわからない。

「セリカのやつ……一体、どうしたっていうんだ……？　学院の地下迷宮と……今回の遺跡探索……そして、俺……あいつにとって、一体、何があるっていうんだ……？」

　わからない。考えれば、考えるほどわからない。

　その三者を結びつけるものなんか、本当にあるのだろうか？

　グレンの思考はどん詰づまりの深みへと嵌はまっていく。

「ああ、もうっ！　あいつは一体、何を考えて──」

　がしゃがしゃっ！　と、グレンがもどかしさに頭を搔きむしった……

　その時だった。

　向こうの岩いわ陰かげの方から、複数の人の気配が近付いてきたのは。

「……………………は？」

　突とつ然ぜんのことに、グレンが硬こう直ちよくしていると。

「システィ、早く早く～」

「もう……急せかさないでよ～」

　ちらりと岩陰の隙すき間まから見えた、ルミアの上半身……大部分はタオルで隠かくされてはいたが……間ま違ちがいなく、明らかに……裸はだかだった。

「明日あしたで遺跡調査も終わり……となると、この温泉に入れるのも今日で最後だもんね！　楽しまないと！」

　ルミアやシスティーナだけではない。

「この温泉は、本当に良い湯加減ですからね……何度でも入りたくなりますわ。美容にも良さそうですし」

「ええ、この温泉を見つけてくれた、教授には本当に感謝ですね……」

　ウェンディとテレサの声も、岩陰の向こうに聞こえる。

　ということは、当然の帰結として……リィエルとリンもいるのだろう。

　真夜中の入浴にやってきた女子生徒達の気配が、どんどんと近付いてくる……

（だぁあああああ──ッ!?　あいつらもうとっくに風ふ呂ろ入って、天幕テントで寝ねてたんじゃないの!?　二度風呂!?　そんなんアリ!?）

　グレンが慌あわてて湯の中に潜もぐって隠れるのと──

「うん、やっぱり、露ろ天てん風呂って、雰ふん囲い気きいいわよね！」

　岩陰から出てきた少女達が、温泉周りにその裸ら身しんを現すのは、ほぼ同時だった。

（や、やべぇ!?　つい、反射的に隠れちまった!?）

　咄とつ嗟さに指してしまった自分の悪手に、頭を抱かかえたくなるグレン。

（何やってんだ、俺!?　さっさと声を上げて、自分の存在を知らせればよかったじゃねーか!?　これじゃ、覗のぞくために隠れてたみたいじゃん!?）

　そうこうしているうちに、若さの特権である艶つやと張りのある肌はだを惜おしげもなく晒さらした少女達が、次々と温泉に集まり、その瑞みず々みずしい肢し体たいを温泉へ浸ひたしていく……

「う～ん……やっぱり、ここの湯は最高ね……」

「うん……暖まるね……」

「ん……気持ちいい……」

　システィーナが湯の中で伸のびをし、ルミアが肩まで浸つかり、リィエルも目を細めて足をばたつかせ、リィエルなりにお湯を楽しんでいる。

「リン、貴女あなた、やっぱり眼鏡を取ると、とっても別べつ嬪ぴんさんですわ」

「え……？　そ、そう……かなぁ……？　わ、私なんて……」

「ふふ、リンはもっとご自分に自信を持たれてもよいと思いますよ？」

　ウェンディも、リンも、テレサも、それぞれ入浴を楽しんでいる。

　周囲を、すっかり六人の美少女達に取り囲まれてしまったグレン。

　一見、うらやまけしからん楽園エデンにしか見えないが、その実、グレンの居場所は地獄ゲヘナの渦か中ちゆう以外の何物でもなかった。

（ぐぉおおおおおおおおおおお──ッ!?　こいつら、いつまで入っている気だ!?　こいつらが風呂から上がるまで、俺の息が保もつか!?）

　保つわけない。普ふ通つうに死ねる。

（くっそ！　水中詠えい唱しようで【ウォーター・ブリージング】を……駄だ目めだ！　今、水中詠唱なんぞしたら、バレる！　アレ、泡あわがかなり立つからな……ッ！）

　そんなグレンの悶もん絶ぜつなど露つゆ知しらず、少女達は何気ない会話に興じている。

「ところで……本当に大だい丈じよう夫ぶですの？　また、カッシュさんが覗きに来るんじゃ……」

「あ、大丈夫よ、ウェンディ。カッシュなら縛しばって吊つるしておいたから」

「それは安心ですわ。ついでに火ひ炙あぶりにしていただければ、よろしかったのに♪」

「あはは」

（お、恐おそろしい!?　鬼おにか、こいつら!?）

「ぐぅ……ルミア……貴女、相変わらず育ってるわね……」

「そ、そうかな？　お胸なら、アルフォネア教授やテレサの方が……」

「確かに、アルフォネア教授のプロポーションは完かん璧ぺきですね……造形もまるで、古典彫ちよう刻こくみたいに芸術的ですし……ふふっ、憧あこがれますわ……」

「テレサ……貴女、なんて贅ぜい沢たくな……ッ！　私から見ればどっちも同じよ！」

「おーっほっほっほっ！　それにしても相変わらず貧相ですわね、システィーナ！　こればっかりは、わたくしの完全勝利──」

「うぐぐぐぐ……ッ!?」

「あ、あら……？　そういえば、リン……貴女、小こ柄がらなわりに意外と……？　ひょっとして……わ、わたくしよりも……？　まさか着やせするタイプ……ッ!?」

「ふふ、リンさんはルミアさんと同じくらい……でしょうか？」

「わ、わぁ……そ、そんなに見ないでぇ……っ！」

「ルミア。なんで、みんな、そんなに胸が丸いの？　わたしは平たいのに」

「え、えーと、それは……」

「システィーナも結構、平たいけど」

「む、むきぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいい──ッ!?」

　ごぼごぼごぼ……

（ふむふむ……なるほど……）

　湯の中のグレンは、たった今得られた情報を、頭の中で整理していく。

（つまり……我が遺跡調査隊メンバーの戦せん闘とう力は……こうなるわけだ！）
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（ふっ、当たりだろ……じゃねえッ!?　現実逃とう避ひしてる場合じゃねえええええッ!?　そろそろ本格的に息がヤバイって!?　熱い！　頭もぼうっとしてきた!?　死ぬ!?）

　そして……

　きゃっきゃうふふと裸の美少女達が戯たわむれる、夢のような光景の中で……

　グレンは耐たえに耐え……ひたすら耐え続けるが……

　やがて、グレンの息は……とうとう……限界を迎むかえ……

　ついに……

「だぁああああああああああああああああああああああああああああ──っ!?」

　ざっばぁあああああああああああああああんっ！

　突とつ如じよ、盛せい大だいな湯柱を上げて、グレンが少女達のど真ん中に出現した。

「ぜはぁー……ぜはぁー……ふぅぃ[image: ～][image: ～]……空気が美味うまいぜぇ……」

　そのあまりの青せい天てんの霹へき靂れきに、目を点にして完全硬直する裸身の少女達。

　グレンは、そんな少女達を、ちらりと一いち瞥べつし……

　先ほど、目に焼き付けたセリカの戦闘力とも照らし合わせる。

　その結果──

「……正解ビンゴ」

　何かを成し遂とげたかのような漢おとこの顔は……実に眩まばゆく、清すが々すがしかったという。

「……な　に　が？」

　ビキビキ、と。

　止まった時が動き始めたシスティーナが、青筋をこめかみに立てていき……

　グレンに向けられた左手に、凄すさまじい魔ま力りよくが収束していき……




　……岩山のどこかで、哀あわれな男の哀れな悲鳴が響ひびき渡わたるのであった。

















第四章　彼女の執しゆう着ちやく、異変









　今にも落ちてきそうな星空の下で。

　前方へ無限に続く《星の回かい廊ろう》を駆かけ抜ぬけながら──私は、一人物思う。

　それは、孤こ独どくだった私が、気まぐれで拾ったグレンと過ごした日々について、だ。

　…………。

　……飽あくことなく繰くり返される戦いに疲つかれ果て、摩ま耗もうしていった、ある時。

　私は、とある事件で天てん涯がい孤こ独どくの身となった幼いグレンを、気まぐれで拾った。

　大した理由はない。

　繰り返すが、本当に、ただの気まぐれだったのだ。

　グレンと出会う切っ掛けとなったその事件を通し、私は強いと思い込んでいた自分の弱さを認め、意地を張るのをやめた。

　そして、今、この時を大切に、誰だれかと共に歩むことを……私は選せん択たくしたのだ。

　そんな私にもたらされたのは……今までの苦く悩のうと寂せき寥りようがまるで噓うそのような……暖かくて、穏おだやかで、優やさしい日々だった──

「ねぇ、ねぇ、セリカ！　今日はどんな実験をするの？」

「そうだな……よし、錬れん金きん術じゆつやってみようか？　一いつ緒しよに赤魔ま晶しよう石せき作ろうな？」

「うわーっ！　面おも白しろそう！」

　グレンと過ごす日々は、私の死にかけていた心を急速に蘇よみがえらせていった。

　こんなに幸福な時間は、この世界で目覚めて以来、初めてのことだった。

　人は一人では生きていけない……当たり前で、誰だって知っていること。

　そんな単純なことを……私は四百年近くかけて、ようやく学んだのである。

　だが……この頃ころからだ。

　私が、とある『病気』を患わずらうようになったのは──




「ほう……？　このだだっ広い部屋が、『タウムの天文神しん殿でん』が誇ほこる大天象儀プラネタリウム場か……」

　遺い跡せき調査開始から六日目。恐らく最終日となるだろうその日、一同はついに最深部──大天象儀プラネタリウム場──へと辿たどり着いていた。

　綺き麗れいに磨みがき抜かれた半球状の大部屋の中心に、謎なぞの巨きよ大だいな魔ま導どう装置が鎮ちん座ざし、その傍かたわらには黒い石版のようなモノリスが立っている。

　その魔導装置は一見、巨大な天てん秤びんのようだった。寸ずん胴どうの本体部分には、剝むき出しの歯車や謎の機械機構がごちゃごちゃ絡からみあっている。その頂点に設置された斜ななめに傾かたむくアームの両りよう端たんには、切頂二十面体状にカットされた巨大な結晶体が取り付けてある。

　この魔導装置の正体は天象儀プラネタリウム装置。これも古代魔術エインシヤントが生み出した一種の魔法遺産アーテイフアクトであり、光の魔術によってこの半球状の大部屋内に星空を投射する……という機能を持つ。

　それ以外のことについては、ひたすら謎だ。

　なにせ、この手の魔法遺産アーテイフアクトに定番の霊素皮膜処理エテリオ・コーテイングが、この天象儀プラネタリウム装置にもしっかり施ほどこしてあり、分解して調査することはおろか、運び出すことすらできないのだ。

　はたして、この装置に何の意味があったのか？　何のために作られたのか？

　未いまだ不明な、謎の魔導装置であった。

「私は見たことないが……ここの天象儀プラネタリウムは凄すごいらしいぞ？　グレン」

「あ、ああ……そうなのか……？」

　セリカはいつも通りであった。昨夜、温泉で見せた憂うれいはまるで噓のよう。グレンは努めて触ふれないよう、忘れようとした（というより、昨夜の出来事はむしろ忘れたい）。

　と、そんな時だ。

「あの……先生？　せっかく、『タウムの天文神殿』にやって来たんだし、この天象儀プラネタリウム装置で星空を見てみませんか？」

　大天象儀プラネタリウム場に足を踏ふみ入れるなり、システィーナがそんなことを言い始めた。

「はぁ？　星空ぁ？　面めん倒どう臭くせぇなぁ……」

　一いつ瞬しゆん、昨晩の出来事を思い出して思わず身構えるグレンだが、システィーナはそんなことは意にも介かいさず、真しん摯しに頼たのみ込んでくる。

「お願いします、先生。私、どうしてもここの天象儀プラネタリウムを見てみたかったんです」

「うーん……どうしたもんかなぁ……？」

「まぁ、いいじゃないか。数少ないここの名物みたいなものなんだし」

　すると、そんなシスティーナに助たすけ舟ぶねを出したのはセリカであった。

「しかしなぁ……俺、そんな役立たずな天象儀プラネタリウム装置を弄いじって遊ぶより、今までの調査結果から論文の構想を練っておきたいんだが……」

「そんなもん、後で私が手伝ってやるよ。ほら」

「まぁ、お前がそこまで言うなら……」

　グレンは渋しぶ々しぶ、論文で書かれていた操作手順と書式に従い、魔導装置の機能を制せい御ぎよするモノリスの表面に指を走らせ、令呪コマンドを書き込んでいく。

「えーと……確か、こうだったかな……？　くそ、古代語の文法、うぜぇ……」

　古代人が誇る魔法──古代魔術エインシヤント。

　近代人には、その根本的な原理を分ぶん析せき・理解することはできない。どのような魔術的調査を行っても、近代魔術モダンではその古代魔術エインシヤントの魔術式が読み取れないからだ。

　だが、原理はわからずとも、その機能と操作法だけは、近代魔術モダンでも判明している。

「……これで、よし……と」

　固かた唾ずを吞のんで一同が見守る中、グレンはモノリスの表面に浮うかび上がる、とある光の文字の一文を叩たたいた。

　すると、天象儀プラネタリウム装置が低い駆く動どう音を立てて起動し始め──

　ふっ……と、室内が塗ぬり潰つぶされたかのような深しん淵えんの闇やみに包まれ──

　次の瞬間、世界が──変わった。

「…………ッ!?」

　星雲が、流星が、惑わく星せいが、圧あつ倒とう的てきな臨場感と迫はく力りよくをもって一同の頭上に顕けん現げんする。

　震ふるえる魂たましいを捉とらえる満天の星。美しき幻げん想そう宇宙空間。

　闇に大おお粒つぶの銀砂を大量にまぶしたかのようなその光景に、誰もが言葉を失う。

　今、自分達が部屋の中にいるなど、到とう底てい信じられない。

　光の魔術による星空の投射？　……否いな。

　その瞬間、一同は確かに、広大なる小宇宙の中に存在していたのだ──

「こ……古代人ってのは、超ちよう高度な魔法文明を築いておきながら、時々、こういうどーでも良いことを、すっげぇ大がかりにやるよなぁ……？　なんでだ……？」

　星空を呆ほうけたように見上げるグレンの減らず口も、その程度だ。

「さぁな？　文化や意識の違ちがいなのか……何らかの宗教儀ぎ式しき的演出か、もしくは単なる娯ご楽らくか……その辺りが通説になってはいるらしいがな……」

　そう応じ、口を開いて忘我するグレンに代わり、セリカがモノリスを操作する。

　装置の動作が停止され、たちまち、元の姿を取り戻もどす大天象儀プラネタリウム場。

「さーて、調査を開始しよう、皆みなの衆。何、天象儀プラネタリウムなら後でいくらでも見れるさ」

　どこか物惜おしげなグレンや生徒達を促うながしつつ、セリカの音頭で調査が開始された。

　そして、またいつも通り、床ゆかの紋もん様ようや碑ひ文ぶんを写し取ったり、読み取ったり、魔術で隠かくし部屋や魔力痕こん跡せきを探したり……そんな単調な作業が始まる。

　だが、この単調な作業も今日で終わり……そう思えばこそ、広い部屋のあちこちに散っていった生徒達の動きも、幾いくばくかメリハリのあるものとなっていた。

（……ま、どうせ、この部屋でも何も見つからないんだろうけどな……）

　グレンが苦笑いしながら、床の紋様を手でまさぐっていた……その時だ。

「アルフォネア教授！」

　システィーナが、セリカの下もとへ駆け寄っていた。

「ん？　どうした？　システィーナ。私に何か用か？」

「その……お願いがあります」

　どこか、思い詰つめたような表情で、システィーナが懇こん願がんする。

「どうか……あの天象儀プラネタリウム装置を……教授がもう一度、調べてみてください！」




　──。

　──システィーナは思い出す。

　祖父、レドルフ＝フィーベルの、在ありし日の言葉を──

「わしの可愛かわいいシスティーナ……よく聞きなさい……『タウムの天文神殿』には……あの天象儀プラネタリウム装置には、何かがある……メルガリウスの天空城に至るための何かが……」

「そ、それは……一体、どういう根こん拠きよなの？　お祖父じい様！」

「わからぬ……」

　病びよう床しように伏ふせる祖父は、力なく首を振ふるだけだが……

「じゃが、長年、魔導考古学に傾けい倒とうし……メルガリウスの天空城を追い続けたわしの勘かんがそう告げておるのじゃ……」

　その自信に満ちた揺ゆるぎない瞳ひとみは、それを魂で確信しているようであった。

「……口くち惜おしいのう……こんな、病やみ老いさらばえた身体からだでさえなければ……今すぐにでも、『タウムの天文神殿』に赴おもむいて……あの天象儀プラネタリウム装置の秘密を暴あばいてやるのにのう」

「お祖父様……」

　──。




　──システィーナは思い出す。

『考察：タウムの天文神殿の時空間転移魔術について』。

　それは、生前の祖父が執しつ筆ぴつした最後の論文──遺作だ。

　その論文の学術的な価値は誰もが認めるところだが……一手が足りない。

　そう、システィーナも、祖父も、この論文を読む誰もが感じていたであろうこと。

　あと一手、決定的な一手が足りないのだ。

　それゆえに──

「お願いします、アルフォネア教授！　どうか──」

　システィーナは思いつめたような顔で、セリカに頭を下げていた。

「お……おいおい、白しろ猫ねこ……これは本当に、ただの天象儀プラネタリウム装置だぞ？」

　システィーナの切せつ羽ぱ詰つまったただならぬ様子に、グレンもたじたじだ。

「別に俺達に限らず、何人もの高名な魔ま術じゆつ師しがここにやってきては、コイツをさんっざん調べ倒たおして、結局、天象儀プラネタリウム装置以外の何物でもないことが……」

「いや……わかった。やってみよう」

　面めん倒どう臭くさそうなグレンを押さえ、なぜか乗り気のセリカが天象儀プラネタリウム装置の前に立つ。

「お、いいのか？　まぁ、お前がそう言うなら頼むわ。ひょっとしたら、お前なら何か見つかるかもしれないしな！」

　グレンのちょっと期待がこもった言葉に、セリカが頷うなずき、黒魔【ファンクション・アナライズ】──魔術機能の分析・解析の術を唱え、モノリスに手をついた。

　固唾を吞んで、セリカの魔術調査を見守るシスティーナ。

（もし……これで、何かが見つかれば……それに先さき駆がけたお祖父様の研究は全部、再評価される……大いなる先見の目を有した、偉い大だいなる魔術師として……ッ！）

　システィーナの祖父、レドルフ＝フィーベルは確かに偉大で天才的な魔術師だった。システィーナが一生かけても、逆立ちしても届かない高みの領域にいる存在だ。

　だが、その卓たく越えつした能力とは裏腹に、晩年のレドルフの魔術学会内における評価はそれほど高くはない。やはり決定的なものを最後まで発見できなかったことが大きいのだ。

　システィーナには……それが我が慢まんならなかった。

　あの偉大なる祖父が過小評価されていることが、我慢ならなかったのである。

（アルフォネア教授なら……大陸最高の第七階梯セプテンデなら……ひょっとしたら……）

　天象儀プラネタリウム装置以外の機能が見つかるのでは？

　例えば……祖父が存在を予見していた、時空間転移に関する魔術。

　そして、祖父が確信していたメルガリウスの天空城に関かかわる何かが見つかるのでは？

　そんな淡あわい期待を抱いだき、システィーナは祈いのるような思いで、解析の術を行使するセリカの背中を見つめるが……

　…………。

　……やがて、小一時間ほどの時が過ぎ……グレンが欠伸あくびをかみ殺していると……

「……駄だ目めだな」

　不意にセリカが息を吐はいて術を解き、申し訳なさそうにシスティーナに振り返る。

「私もできる限り念入りに、この装置を隅すみ々ずみまで調べてみたが……天象儀プラネタリウム装置としての機能以外は、見つからないよ」

「そ、そう……ですか……」

「……ああ。残念ながらな……」

　システィーナが肩かたを落とし、なぜかセリカも少し表情を曇くもらせ、息を吐く。

「やっぱ、お前でもダメかー。お前なら～って、ちょっと思ってたんだがな。あ、一応、今の魔術解析データを貰もらえるか？」

「ああ、この宝石に記録してあるぞ。後で引き出して見るといい」

「さんきゅ、助かるわ」

　投げ渡わたされた魔ま晶しよう石せきを受け取るグレンを尻しり目めに、システィーナの心は重く沈しずんでいた。

（……そんな……アルフォネア教授でも駄目だったなんて……ということは……）

　この世界で、この天象儀プラネタリウム装置から、何らかの秘密を見いだせる者はいない。

　否……最初からこの装置には何もありはしなかった。

　祖父が間違っていた、ということだ。

　いや、絶対に何かあるはず、祖父の言うことに間違いはない、私が将来、成長してこの謎なぞを解いてみせる……強気にそう言いたいが……

　あの第七階梯セプテンデのセリカ＝アルフォネアですら、駄目だったのだ。

　その事実は、システィーナを軽く絶望させるには充じゆう分ぶん過ぎた。

「それに……」

　この時、システィーナは悔くやしかった。

　自分がセリカに何もかも負けているという事実が。

　祖父の正しさを証明するために、セリカの力を借りなければならないのもそうだし……

　何より、先ほどまでのグレンの言動を振り返ってみれば……

　グレンはセリカの言に従い、天象儀プラネタリウム装置を起動させた。セリカが天象儀プラネタリウム装置を調査すると言った途と端たん、期待し始めた。そして、セリカが出した結論をすぐに全肯こう定ていした。

　すなわち……グレンはこの遺い跡せき調査において、自分より圧倒的にセリカの方を信しん頼らいしている、ということだ。

　これは、決してこの一幕に限った話ではない。

「……ん？　ちょっと、セリカ。この床の紋様、見てくれ。どう思う？」

「ふーむ？　……何年か前に、カンターレで探たん索さくした『ヌジャド遺跡』で見かけたやつと似てるな……ということは、あの解かい釈しやくが適応できるはず……」

　グレンは、遺跡調査が始まって以来、なんだかんだでセリカにべったりなのである。

　遺跡についての考察も、古代文明に関する造ぞう詣けいについても、古代の魔ま導どう技術に関する知識の相談も、今後の探索方針についても、何かとグレンはセリカばかりを頼たよる。

　セリカもそれがさも当然とばかりに、応対する。

　システィーナはそれが不満だった……拗すねていたのである。

（私が……魔導考古学の専門家として招かれたはずなのに……）

「仕方ないよ、システィ」

　そんなシスティーナの心中を察したのか、ルミアが慰なぐさめるように言う。

「さすがにシスティと教授じゃ年季が違ちがいすぎるよ……教授は話によると、危険度Ａ級、Ｓ級クラスの遺跡を、たった一人で探索踏とう破はし続けてきたみたいだし……なんでかはわからないけど、教授は魔導考古学にも凄すごく詳くわしい……まるで専門家みたいに」

　そうなのだ。セリカは、それをあえて自らひけらかすことはなかったが……実際、話をしてみれば、すぐわかる。

　セリカの古代文明に関する造詣は、システィーナのそれを軽く遥はるかに凌りよう駕がする。魔導考古学に関する論文は一作も書いてないのに、だ。

　セリカと魔導考古学の議論をすれば、システィーナはセリカが持ち出す自分の知らない知識と、その考察の深さに、たじたじだ。この分野には自信があったがゆえに、その時のシスティーナのショックは計り知れなかった。

「それに、教授は先生の師し匠しようで、お母さん同然の人だもの。教授がいるなら、先生がシスティより教授を頼るのは仕方ないよ……」

「でも……うぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　システィーナは、床に屈かがみ込んで紋様を調べているグレンの傍かたわらに、優ゆう雅がな所作で寄り添そうセリカの姿を見る。

　本来、あの場所に立っているのは私だったはずなのに……

　理り屈くつではわかっているが、どうにも悔しい。なんで悔しいと思うのか、よくわからないけど、とにかく、悔しい。羨うらやましい。

「なんか……ヘコむなぁ……」

　システィーナが、そんなことを呟つぶやいた、その時だった。

「……ッ!?」

　その脳のう裏りを閃せん光こうのように走る天てん啓けいがあった。

　確かに、自分はあらゆる面において、セリカに劣おとっている。

　だけど……ひょっとしたら、セリカに一矢報むくいられるかもしれない奇き策さくがある。

「……システィ？」

　小首を傾かしげるルミアを前に、システィーナは突とつ然ぜん、周囲の様子を注意深く探さぐり始めた。

　皆みんな、それぞれの調査に専念し、誰だれも自分達へ注意を払はらっていないことを確かく認にんし……

　そして、システィーナはひそひそ声でルミアに耳打ちした。

（ねぇ、ルミア。ちょっとお願いがあるんだけど……）




「しっかし、本っ当に、なんもねえんだな、ここは……」

　グレンがこれまでの調査結果を簡潔にまとめた手帳をぱらぱらしながら毒突づく。

「ま、それでも……やり尽つくした感はある」

　セリカがグレンの手元の手帳を覗のぞき込みながら言った。

「これだけ調べれば、学院の連中も『この遺跡には本当に何もない』って、納なつ得とくしてくれるだろ……お前、生徒達に感謝しろよ？」

「へーいへい、わかってますよ」

　グレンがセリカに煙けむたそうに応じると。

「…………ま、何もないよな……そうだよな……わかってたさ、そんなこと……」

　セリカが何やら神しん妙みように、そんなことを呟いていた。

　その横顔は、どこか思い詰つめたような……色いろ濃こい憂うれいを湛たたえていた。

「……セリカ？　お前、さっきから一体、どうした……？」

　妙みように気になったグレンが、セリカを問い詰めようとした……その時だった。

「な──」

　それは本当に、唐とう突とつだった。

　きん、きん、きん──

　辺りに突とつ如じよ、魔力反はん響きよう音おんが響ひびき……一いつ瞬しゆん、床ゆかの紋もん様ようをなぞるように蒼あおい光が走った。

「何──ッ!?」

　慌あわててグレンが振ふり返る。

　すると、天象儀プラネタリウム装置が駆く動どうしているではないか──

（な……なんだ、あの動きは……ッ!?）

　論文でも、先ほどの操作でも見られなかった不思議な挙動で──

　何事かと呆あつ気けに取られるグレンや生徒達を尻目に、天象儀プラネタリウム装置のアームが先ほどと同じように室内に星空を投射し──星空が徐じよ々じよに加速しながら回転していき──やがて、全すべての星々が狂くるったように頭上を暴走回転し、銀線となって無数の同心円を描えがき──

　やがて、天象儀プラネタリウム装置がゆっくりと動作を止め──星空が消えていき──

「な──ッ!?」

　大天象儀プラネタリウム場の北側の空間に、蒼い光で三次元的に投射された『扉とびら』が出現していた。

　それは明らかに、離はなれた空間同士を繫つなぐワープゲートの類たぐいだ。

　その虚こ空くうに出現した『扉』の奥は深しん淵えんの闇やみを湛え、その『扉』の向こう側が、一体、どこに続いているのかはまったくの不明だ。

「う……噓うそ……本当に……？」

　天象儀プラネタリウム装置の制せい御ぎよモノリスの傍らには、システィーナとルミアが呆ほうけている。

　その状じよう況きようから察するに……彼女達が天象儀プラネタリウム装置に対して行った何らかの操作が、この謎の『扉』を出現させたのは……明らかだった。

　しばらくの間、グレンも、部屋のあちこちに散らばった生徒達も、呆気に取られてその謎の『扉』を眺ながめ……

「うぉおおおおおおおおお──っ!?　すっげぇええええええ──っ！」

　カッシュの歓かん声せいを皮切りに、生徒達が一いつ斉せいにシスティーナへと駆かけ寄っていく。

「どうやったんだ!?　なぁ、おい!?　マジでどうやったんだ!?」

「ねぇ、これって凄い発見じゃない!?　こんな機能があったなんて前代未聞だよ！」

「きぃいいいい──っ！　またシスティーナに手て柄がらを持って行かれるなんて──っ!?」

「なるほどね……特とく殊しゆな操作手順を踏ふめば、隠かくし機能が起動するって所か。……で？　システィーナ、君は一体、どういった操作をしたんだ？」

　カッシュやセシル、ウェンディにギイブルが大おお騒さわぎしているが……

（……あ、ありえねえ……）

　グレンは戦せん慄りつと共に硬こう直ちよくしていた。

　生徒達は、元々、装置に隠されていた機能を、システィーナが変な風に弄いじって偶ぐう然ぜん発見したと勘かん違ちがいしているようだが……違う。これはそんな話じゃない。

　あの第七階梯セプテンデのセリカが魔ま術じゆつで調査して『天象儀プラネタリウム以外の機能はない』と結論を出したのだ。たかが第二階梯デユオデのシスティーナが、セリカを出し抜ぬけるはずがない。

　あのような、謎の『扉』を開く機能など存在するわけがないのだ。

　グレンはセリカから受け取った宝石を額に当て、呪じゆ文もんを唱える。

　宝石の中に記録された、天象儀プラネタリウム装置の解かい析せきデータが脳内を流星群のように走る。

　グレンはそれを、ざっと斜ななめ読みで読み取っていき──

（──やっぱり……ありえねえ！　あの装置に、あんな秘密が隠れている機能的余地なんて、どこにもねえ！　疑似容量パラ・キヤパシテイオーバーだ！　有り得る可能性としたら……）

　宝石を額から離し、グレンはセリカを振り返る。

「な、なぁ……セリカ……あれ、どう思う……？　やっぱ……」

　すると。

「……セリカ……？」

　一体、何があったというのか。

　セリカは頭を押さえながら、荒あらい息を吐はき、片かた膝ひざをついていた。

「ば……ばか、な……どう、して……？」

　その顔色は真っ青で、冷ひや汗あせがびっしり浮うかび、いかにも気分が悪そうだ。

　出現した光の扉を、目が血走らんばかりの勢いで睨にらみつけるセリカ。

「……ほ……星の……回、廊……？　そうだ……《星の回廊》だ……ッ!?」

　セリカの様子は尋じん常じようじゃなかった。何か意味不明な事をぶつぶつ呟いている。

「お、おい……？　どうした？　ホシノ……？　何？」

「……そんな、はずは……今さら……？　でも、私は……確かに……ッ！」

　そんな意味不明なことを、まるで譫うわ言ごとのように呟き、セリカが立ち上がる。

「……そう、そうだ……私は……」

　ふらふら、と。

　まるで炎ほのおの光に引き寄せられる羽虫のように、セリカが『扉』へと歩み寄り……

　そして。

　突然、何かに背を蹴けられたかのように、セリカが猛もう然ぜんと駆けだした。

　虚空に開かれた、その謎なぞの『扉』を目指して──

「アルフォネア教授!?」

「セリカ!?」

　呆気に取られる一同の前で、セリカはいきなり、その『扉』の中へ跳とび込み、その向こう側へ──姿を消した。

「馬ば鹿かな──ッ!?　セリカ!?　お前、何やってんだ──ッ!?」

　完全に予想外だ。まさか遺い跡せき探たん索さくにおいては百ひやく戦せん錬れん磨まのセリカが、そんなド素人しろうと以下のことをやらかすなんて──こうして目まの当たりにしてもにわかに信じられなかった。

「おい、セリカッ！　そっから先は、どこに通じているのか、まだ何もわからないんだぞッ!?　いくらなんでも無む謀ぼうすぎるッ！　行くな、戻もどって来──」

　グレンが慌てて、後を追おうとするが──

　それは、時間切れだったのか。あるいは誰かが潜くぐれば閉じる仕組みだったのか。

　再び、場に奇き妙みような魔力反響音が辺りに響き渡わたり──

「な──」

　グレンの目の前で──セリカを吞のみ込んだまま──

　その『扉』は消えてしまった。

「……くそっ！　セリカッ!?　セリカァアアアアアアアアア──ッ!?」

　グレンが『扉』があった場所の床に飛びつき、拳こぶしで叩たたき、叫さけぶ。

　絶句。

　誰も、何も言葉を発することは……できなくなってしまった。




　……謎の『扉』の向こうへ、セリカは消えた。

　この緊きん急きゆう事態に、グレンは一いつ旦たん、生徒達をまとめ、野営場にまで戻る。

　不安に揺ゆれる生徒達を各自の天幕に押し込み、グレンは事情を聞くため、ルミアとシスティーナを自分の天幕内に招き入れた。

　当然、リィエルも親鳥の後を追う雛ひな鳥どりのようについてきたが、リィエルも聞いておくべき話になるだろうことは予想がついたので、問題はない。

「……先生？」

「多分、必要になると思ってな……」

　グレンは天幕内の四方に魔ま晶しよう石せきを配置し、音声遮しや断だんの結界を張った。

　これで、万が一にも天幕内の会話は、外には漏もれない。

「さて、お前らがあの天象儀プラネタリウム装置に何をしたのか……話してもらおうか？」

「は、はい……」

　そして。

　システィーナとルミアの話をまとめると……

「……やっぱりな」

　グレンはため息を吐ついて、そう呟つぶやいていた。

　セリカの調査結果に納得いかなかったシスティーナは、ルミアの能力アシストをこっそり受け、黒くろ魔ま【ファンクション・アナライズ】で天象儀プラネタリウム装置を魔術分析したらしい。

　ルミアの能力は『感かん応のう増ぞう幅ふく能力』──触ふれている任意の相手の魔力を一時的に超ちよう増幅させ、結果として魔術を強化する異能だ。ルミアの能力で自身の魔術を強化し、何か少しでもセリカが見落としたことが発見できれば……その程度の軽い気持ちだったらしい。

　だが、それはとんでもない誤算だった。

　ルミアの能力を受けたシスティーナは、あの装置の裏に走る得体の知れない術式が、今までまったく見えなかったものが、急に全て見えるようになったのだという。

　動どう揺ようしたシスティーナは、つい操作モノリスに触れてしまった。

　すると──今までなかった機能が、偶然、発現し──あの『扉』が出現した。

　ことの次し第だいは、つまりそういうことらしかった。

「先生、やっぱり、とは……？」

「ルミア。お前の『感応増幅能力』……何か、違うと前々から思っていたんだ」

　内容が内容だけに、グレンは思わず声のトーンを抑おさえて吐と露ろする。

　思えば、先の遠えん征せい学修旅行先の事件。

　ルミアは、とある外げ道どう魔ま術じゆつ師しに囚とらわれ……『Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』の儀ぎ式しきに、術式の一つとして組み込まれ、能力を強引に使わされたことがある。

　だが、先述したが『感応増幅能力』とは、本来、触れた相手の魔力を一時的に増幅させ、結果的に相手が行使する魔術を強化するだけ──それだけの能力なのである。

　だから、どれだけルミアの能力を酷こく使しさせようが、元々から理論的に達成が不可能であった『Project : Revive Life』を、成功に導けるわけがなかったのだ。

　だが、あの時、『Project : Revive Life』は──成功した。成功してしまった。

　今回の件も──恐おそらく、それと同じだ。

　恐らくシスティーナが見たという術式は、近代魔術モダンでは解析が不可能だった古代魔術エインシヤントの術式なのだろう。だが、ルミアの能力がそれを可能にしたのだ。

　ルミアの能力には、不可能を可能にしてしまう『何か』があるのだ。

　そして、それこそが──恐らく、天の智ち慧え研究会の狙ねらい──

　だが、そんなことは今はどうでもよかった。後で考えるべきことだ。

　当面の問題は──現れた『扉とびら』の先へ、なぜか我を忘れて、取り憑つかれたかのように跳び込み……そのまま消えてしまったセリカだ。

「ごめんなさい……ッ！　ごめんなさい、先生……ッ！　わ、私が勝手にあんなことしなければ……こんなことには……」

「ううん、システィは悪くない……軽い気持ちで力を使った私が……」

「ばーか。お前らのせいなもんか」

　涙なみだを浮かべて憔しよう悴すいする二人を前に、グレンがため息を吐く。

「確かにルミアの力を使うなら、一言相談して欲しかったがな……お前ら、ここが人ひと里ざと離はなれた場所で、周りに仲間しかいないからって、少々うかつだぜ？」

「ごめんなさい……私……焦あせってて……」

「まぁ……元々、俺達は遺い跡せきに残された、ああいう謎を探していたんだ。別にお前らがアレを発見したこと自体は悪いことじゃない。悪いのは──」

　がんっ！　苛いら立だち混じりに、テント内にあったテーブルを拳で叩くグレン。

　その剣けん幕まくに、ルミアとシスティーナがびくりと肩かたを震ふるわせる。

「……あの、耄もう碌ろくババアだッ！　あいつ、一体、何考えてやがんだ!?　一人で勝手に突つっ走りやがって……ッ！」

「……グレン。……セリカ、どうするの？」

　まるでいつも通り無表情のリィエルが、ぽつりと呟いた。

「無論、連れ戻しに行く」

　即そく、グレンは断言した。

「ヤな予感がしやがるんだ……セリカのやつ、何か様子がおかしかった……なんでかはわかんねえが、普ふ通つうじゃなかった……放ほうっておけるわけねえじゃねえか……ッ！」

　常に淑しゆく女じよ然とし、人を食ったような態度と余よ裕ゆうを崩くずさない……それがセリカのはずだ。

　あんなに動揺して切せつ羽ぱ詰つまったセリカなど、グレンは見たことなかった。

　それだけじゃない。

　よくよく考えれば、こんな辺へん鄙ぴな場所へ急に同行を申し出たり、昨夜、グレンにあんな憂うれいの表情を見せたり……セリカは最初から、どこかおかしかったのだ。

「白猫、ルミア、よく聞け。お前達にあの『扉』の開閉を頼たのむ。そして、リィエル、俺がいない間、残った生徒達はお前が守るんだ……わかったな？」

　グレンが荷物から銃じゆう弾だんや火薬やらを取り出しながら、三人に告げる。

「俺は、今からあの『扉』の向こう側へ行く。明日あしたの朝に一回、昼過ぎに一回、最後、夜にもう一回、二人であの『扉』を開いてくれ。それで俺とセリカが戻らなかったら……そのまま、俺達を置いてフェジテに帰れ」

　ルミアとシスティーナの息を吞むような雰ふん囲い気きを背中に感じながら。

　グレンは拳けん銃じゆうの状態を点検し、後ろのベルトに押し込んだ、

「幸い、他ほかの連中は、お前達が偶ぐう然ぜん『扉』の開閉法を見つけたと勘かん違ちがいしている。ルミアの能力がバレないよう、口裏合わせて上手うまくやれよ……？」

　グレンが天幕の外へ出ようとしていた……その時だ。

「先生。私も行きます」

　ルミアがそんな事を言い始めた。

「先生の授業で習いました。古代人の遺跡には、別フロアに移動するためのテレポーターやワープゲートが設置されていることが多々ありますが……それが一方通行であることは、ほぼありえないと……当然ですよね？　この手の遺跡は古代人が利用していたのですから。一方通行で戻れない『扉』なんて、古代の人が困っちゃいます」

　ルミアの目には、覚かく悟ごを決めた者特有の強い意志の光が宿っている。

「つまり『扉』の向こう側にも、あの『扉』を開くための装置が必ずあります。私の『力』があれば……その装置を使って向こう側から『扉』を開き、ここに戻って来れます。その方が確実に先生も教授も帰ってこれます……そうですよね？」

「そ、それは……確かにその通りだが……」

「危険なのは分かっています！　でも……私、覚悟は出来ています！　だから、どうか、私にもアルフォネア教授を助ける手伝いをさせてください！　お願いします！」

「だが、しかし──」

　グレンがそれを拒きよ絶ぜつしようと、口を開きかけると。

「……せ、先生……わ、私も行くわ……」

　今まで迷っていたかのように俯うつむき、押し黙だまっていたシスティーナも顔を上げ、緊きん張ちように肩を震わせながらも、力強く言った。

「そもそも私のせい、だし……先生はすぐ無茶するから背中を守る人がいるし……それに、お祖父じい様には敵かなわないけど……私だって、これまで魔導考古学を必死に勉強してきた……扉の向こうで私の知識が何か役に立つかもしれないし……だから……ッ！」

　すると。

「わたしも行く。セリカを助けたい」

　当然、と言わんばかりに、リィエルもそんなことを言い出した。

「お、お前ら……」

　ルミア達をちらりと一いち瞥べつし、グレンは苦く悩のうする。

　リィエルはともかく、ルミアやシスティーナにはやはり危険だ。

　どんな低級の遺跡でも、未み探たん索さく領域では何が起きるかわからないのだ。

　恐らく大だい丈じよう夫ぶだろう……その甘い見通しで、探索中、偶然に発見した未探索領域に杜ず撰さんな計画で踏ふみ込み……ついぞ帰ってこなかった遺跡探索隊の逸いつ話わなど山とある。

　案外、あっさりとセリカを発見し、帰れるかもしれない。

　だが、その逆パターン──扉の先がとんでもない魔ま境きようで帰ってこられない──も充じゆう分ぶんにありうるのだ。過去の例を挙げれば、枚挙に暇いとまがない。

　そんな危険性のある場所に……ルミア達を連れて行ってもいいのか？

「…………くそ」

　……判断が出来ない。どうすればいいのか……わからない。

　しばらくグレンは熟考し……リスクとリターンを天てん秤びんにかけ……

「やっぱり、駄だ目めだ。お前らは残れ。『扉』の開閉だけ頼む」

　そう結論した。

「先生!?」

「そもそも、俺がいない間、残された生徒達を誰だれが仕切る？　誰が守る？　お前らを連れていくわけにはいかねーよ。だから……」

　話は終わりだと言わんばかりに言い捨て、ルミア達に背を向ける。

　そして、グレンが外の空気を吸おうと天幕の外に出ると──

「な──ッ!?」

　天幕に押し込めておいたはずのカッシュやウェンディ──生徒達一同が、物言いたげな表情でそこに集まっていた。

（今までの話、聞かれたか!?　……い、いや、大丈夫だ……天幕内には音声遮しや断だんの結界を張っていたんだ……問題はねえ……）

　思わぬ事態に、グレンが動揺を押し殺していると。

「……なぁ、先生……アルフォネア教授のこと……どうすんだよ？」

　しばらくの重苦しい沈ちん黙もくの後、カッシュがそんなことを聞いてくる。

「……せ、セリカか？　大丈夫だ、俺が今から連れ戻もどしにいくから安心しろ」

「一人でか？」

「ふっ……当然。こんな楽勝ミッション、俺一人で充分だっつーの」

　すると、システィーナとルミアが天幕から、慌あわてたように出てくる。

「せ、先生!?　まだそんなこと言って──」

「そうですよ、私達は……ッ！」

「ええい、お子様のお前達は黙らっしゃい！」

　システィーナ達の言葉を、グレンが一いつ喝かつして封ふうじるが……

「ふうん……？」

　カッシュはグレンの背後のルミア、システィーナ、リィエルを見やる。

　彼女達の何か物言いたげな表情と、グレンを交こう互ごに見比べて……

「なるほどね……なぁ、先生よ……」

　すると、カッシュが軽く助走して──グレンに向かって跳ちよう躍やくして──

「バッキャロォオオオオオオオオオオオオオオ──ッ!?」

「ぎゃあああああああああああああああああ──ッ!?」

　グレンへと猛もう烈れつな跳とび蹴げりをカマす。

　吹ふき飛ばされたグレンはゴロンゴロンと転がり、背後の天幕をなぎ倒たおしていた。

「ったく……アンタのことだ。どーせ、ルミア達や俺達のことを案じて、一人で……なんて言ってるんだろうけどよ……今、そんな意地張ってる場合じゃねえだろ!?」

　ずびしっ！　とカッシュが無様に倒れ伏ふすグレンに指を向ける。

「俺が言うのもアレだが、アンタは強ぇけど魔ま術じゆつ師しとしちゃ三流なんだ！　アンタには助けが要いるはずだ！　そうだろ!?」

「そ、それは……」

　カッシュの指し摘てきはド正論過ぎて、反論できない。

　グレン一人では、たかが狂きよう霊れい一いつ匹ぴきを相手取ることにすら苦労するのだ。

　何があるかわからない未探索領域に一人で挑いどむのは無む謀ぼうの極きわみ、ヘタすれば犬死にだ。

「確かに俺達じゃ、先生の足手まといさ……けどよ、ルミアのプロ顔負けの法医呪文ヒーラー・スペル、システィーナの魔術と知識、リィエルの剣けんは……必ず先生の力になるはずだぜ？」

「……カッシュ、お前……」

「先生！　ルミア達が覚悟を決めて同行を申し出てんなら連れてってやってくれよ！　それで、より確実に教授を助けてやってくれ！　俺達なら大丈夫だ！」

「こう見えて貴方あなたには鍛きたえられてますからね。実戦にも大分慣れましたし、安全な野営場内に留とどまる限り、万が一、危険な魔ま獣じゆうがやってきても、どうとでもできますよ」

「教授は、先生の大事な御お方かたなのでしょう？　形なり振ふり構うなんてらしくありませんわ」

　カッシュ、ギイブル、ウェンディが次々に言う。

「先生……お一人でなんて……そんな、無謀な真似まねは……おやめください……」

「いくら先生でも、それじゃ教授を助けられませんよ……」

「ふふ、先生なら教授も含ふくめて皆みな、無事に連れ帰ってくれると信じてますから」

　見れば、リンもセシルもテレサも……同じような思いらしい。

「お、お前ら……？　いや……どうして、そこまでセリカのことを……？」

　呆ほうけたようなグレンの、間ま抜ぬけな問いかけに。

「だって、仲間じゃん！」

「……あ」

　カッシュの単純明快な叫さけびに、ようやくグレンは気付いた。

　かつて、この生徒達がこんなグレンを受け入れてくれたように。

　彼らは──セリカも受け入れてくれたのだ。

「お前ら……」

　しばらく、グレンは胸が熱くなる思いで、自分を見つめてくる生徒達を眺ながめ……

「……わかった。ルミア達を借りていくぜ。だが、約束する。こいつらは必ず無事に連れて帰る……無論、セリカも一いつ緒しよに、だ」

　そして──覚悟を決め、グレンが背後を振ふり返って、言った。

「頼む……力を貸してくれ、ルミア、システィーナ、リィエル。セリカは、俺がガキの頃ころから一緒にいてくれた、俺の唯ゆい一いつの家族なんだ……だから……」

　そんな、グレンの懇こん願がんにも似た言葉に。

　三人の少女達は力強く頷うなずきを返すのであった。








第五章　物語の魔ま人じん









　今にも落ちてきそうな星空の下で。

　ついに彼方かなたに果てが見え始めた《星の回かい廊ろう》を駆かけ抜ぬけながら──私は、一人物思う。

　それは、現在いまの私について、だ。

　…………。

　……グレンと過ごす幸福な日々が、私を生まれ変わらせた。

　おかげで人でなしだった私も、多少の人間らしさを取り戻せたと思う。

　紆う余よ曲きよく折せつはあったが……私はグレンと過ごす今の時間が、とても好きだ。

　だが。

　私の奥底から聞こえてくる『内なる声』……謎なぞの使命は、私を苛さいなみ続けていた。

　──そんな家族ごっこを、やっている場合か？

　──貴女あなたには、私には為なさねばならないことがあっただろう？

　──使命を果たせ──一刻も早く使命を果たせ──使命を果たせ──

　相変わらず、まったく思い出せない使命の正体。

　だが、それ以上に、幸せな時間が続けば続くほど──

　一ひと滴しずく、また一滴と……じわじわと私を蝕むしばんでいく毒のようなものがあった。

　私は──いつの間にか『病気』を患わずらっていたのだ。

　それは、私が孤こ独どくだった頃には、想像もつかなかったものだ。

　偽いつわりの強さを気取っていたかつての私なら、一いつ笑しようのもとに割り切っただろう。

　そもそも、こんな『病気』を患うことすらなかったに違ちがいない。

　今となっては──その『病気』は、感覚が蘇よみがえった分だけ、とても苦しくて──

　──だから。

「私は……この先に行かなければならないんだ……ッ！」

　私は駆けながら、俯き加減の顔を上げ、前を見る。

　遥はるか前方に、最初にこの空間に至った時と同じような光の扉とびらが、小さく見えた。

「……グレン……」

　行くな、と。戻ってこい、と。先刻の愛まな弟で子しの叫びが不意に耳に蘇る。

「…………すまない」

　光の扉が……この《星の回廊》の出口が……どんどん大きくなっていき……

　そして。

「それでも、私は──」

　最も早はや、迷いなく、その光の扉をくぐり抜け──その懐なつかしき向こう側へ──




　セリカが回廊を抜けた、そのほぼ同時刻。

　タウムの天文神しん殿でん最深部、大天象儀プラネタリウム場にて。

　グレンはルミアのアシストを受け、黒魔【ファンクション・アナライズ】を起動する。

（ちっ……なんだこりゃ……？　何が、ただの天象儀プラネタリウム装置……だよ!?）

　今までは欠片かけらも見当たらなかった膨ぼう大だいな術式が、天象儀プラネタリウム装置の裏側に通っているのを目まの当たりにし、グレンが驚きよう愕がくと共に脂あぶら汗あせを垂らす。

　グレン達が使う魔術言語ルーンとは、似て非なる魔術言語ルーンで構築されたその術式は──

（近代魔術モダンの魔術言語ルーンを『下位ロールーン』とするなら……こいつは『上位ハイルーン』ってところか……？）

　そんな雑感を抱いだくが、的を射ているような気がした。文法や語ご彙い的に、どうにも『下位ロールーン』に足りないものを、『上位ハイルーン』は持っているような気がするからだ。

　それはともかく、これは歴史的瞬しゆん間かんだ。術式がない不思議な『魔法』──古代魔術エインシヤント最大の謎が、今、ルミアの能力によって、ただの『魔術』に堕おとされたのだ。

　論文にして発表すれば、魔術学会を震しん撼かんさせる歴史的な大発見になるだろう。

（ま、そんなことする気は、さらっさら、ねーがな……）

　それをするには、ルミアの存在と能力を表おもて沙ざ汰たにしなければならない。そんなの不可能である。やろうとすれば、帝てい国こく政府から口くち封ふうじの暗殺者が送られてくるレベルの話だ。

　さて。グレンがざっと術式を流し見たところ、この天象儀プラネタリウム装置には得体の知れない機能が山と眠ねむっているようだが……今、それをいちいち解かい析せきしている暇ひまはないし、解析しようとしても数年単位の時間が必要だろう。付き合ってられない。

　グレンはシスティーナとルミアの証言をもとに、機械的にモノリスを操作し、先ほどと同じように光の扉を開いた。

　扉の先で何が起きるのか、何が待ち構えているのかはわからない。ゆえに、グレン達は様々な道具や生存用品を詰つめた背はい囊のうを背負い、恐おそる恐る光の扉をくぐる。

　すると、その先にあったのは──深しん淵えんの闇やみに煌きらめく無限の星々。

　神秘的かつ幻げん想そう的な、果てしなき大宇宙空間であった。

　扉と同じく光で構成された回廊が、消失点に向かって、延々と真まっ直すぐ続いている。

　万が一、回廊から足を踏ふみ外せば、渺びよう茫ぼうたる星の海へどこまでも落ちていきそうだ。

（なるほどな……あの時、確かセリカは《星の回廊》とか呟つぶやいていたが……こりゃまた、随ずい分ぶんと相応ふさわしいネーミングじゃねーか……）

　グレン達も、先刻セリカが通り抜けたであろう《星の回廊》を進んでいき──

　その無限とも思われる行程を、踏とう破はしきり──

　そして──




　グレン達が《星の回廊》を踏破し、光の扉をくぐり抜けた先にて。

「な……」

　眼前に広がる光景に、グレンはただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　一行の背後で消失する扉の傍かたわらに、小型モノリスがある。大天象儀プラネタリウム場のものと酷こく似じしたそのモノリスを、グレンは退路確保のため、何よりも先に調べなければならない。

　だが、そんな重大なことをグレンに忘れさせるくらい──その場所は異常だった。

　そこには、そこかしこに干からびた死体──無数のミイラが転がっていたのだ。

　しかも、皆一様に恐きよう怖ふと無念の形相に、その顔を歪ゆがませて──

「ひ──ッ!?」

　ミイラの存在に気付いたシスティーナが小さく悲鳴を上げ、グレンの腕うでに取り縋すがる。

　だが、グレンにも怯おびえるシスティーナを気き遣づかうだけの精神的余よ裕ゆうがない。

「……な……なんなんだ……ここは……？」

　激しく動どう悸きする心臓を押さえつつ、グレンは周囲の様子を改めて確かく認にんする。

　そこは天井、床ゆか、壁かべ、全すべてが石造りの丁てい字じ路ろの真ん中であった。石のブロックを積んで建築されているため、タウムの天文神殿内ではないことは間違いない。

　そして、グレンは足あし下もとのミイラを恐る恐る検分する。

　その朽くちかけた独特な衣い装しようと、手にした杖つえから察するに……

「……こいつら……魔術師か……？　しかも、全員……？　だが、この傷は……？」

　謎のミイラ達は例外なく、焼け焦こげていたり、身体からだの一部を欠損していたりと外的損傷が激しかった。恐らくは、それらの外傷が生前の彼らの命を刈かり取ったのだ。

　つまり、これは明らかに……

（……殺された？　……誰だれに？　かつて、ここで一体、何があった？　このミイラ化具合から察するに……殺されてから相当、時間が経たっているみたいだが……？）

　と、その時だ。

「……くっ」

　不意に感じた目眩めまいと吐はき気に、グレンが片かた膝ひざをついて頭を押さえる。

　気分が悪い。空気が悪い。漂ただよう濃のう厚こうな『死』の匂におい。こうして、ここにいるだけで背筋から熱が奪うばわれていくような……正気が、命が削けずられていくような気配……

　この階層には、何か良くないモノが充じゆう満まんしている──

「くそ……」

　駄だ目めだ。正直、恐ろしい。震ふるえが止まらない。

　ここは──地じ獄ごく。怨えん嗟さと死の穢けがれに満ちた、呪のろわれた空間だ。

　きっと、生きている人間が足を踏み入れていい場所ではなかったのだ。

　ここはマジでヤバい……来るんじゃなかった。

　己おのが理性とは関係なく、否いや応おうなしに、グレンの中で激しい後こう悔かいが渦うず巻まいていくが──

「せ、先生……」

（そうだ……こいつらの前で、教師の俺が動どう揺ようを見せるわけにはいかねえ……ッ！）

　不安げにこちらを見つめている生徒達（約一名はいつも通りだが）を前に、グレンは小さく震える拳こぶしを強引に握にぎり固め、下腹に気合いを入れた。

「さぁて、行くぞ、お前ら！　さっさとセリカを探して、こんな辛しん気きし臭くせぇとこ、オサラバしようぜ？」

　グレンが空元気で、明るく言った……その時だ。

　ずる、……り……、と。後方から何かが這はうような音が響ひびいた。

「──ッ!?」

　音に反応し、一同が咄とつ嗟さに振ふり返る。

　グレンが指先に灯ともした魔ま術じゆつの光を、その音がした方向へと向ける。

　すると、後方にある曲がり角から、長い金きん髪ぱつの女が這い出してくるのが見えた。

「セリカか!?　おい、どうした!?　しっかり──」

　グレンがその女に向かって駆けだして──その足は数歩で止まった。

　違う。セリカじゃない。

　ずるり。

　その女には……左腕がなかった。

　ずるり、ずるり……

　もっと言えば、その女には下半身もなく、干からびた臓ぞう腑ふを引きずっていた。

　ずるり、ずるり、ずる……り……

　女はそのまま、石像のように固まったグレン達に這いずりながら近付いてきて……幽ゆう鬼きのように振り乱した髪かみの隙すき間まから、グレン達を恨うらめしそうに見上げ……

　その眼がん窩かに眼球はなく、無限の闇色が湛たたえられていて……

「きゃあああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　システィーナの悲鳴が上がったのを皮切りに。

　ガサササササササササ──ッ！

　女が右腕一本を物もの凄すごい勢いで動かし、蜚蠊ごきぶりの如ごとき挙動と素す早ばやさで這い寄ってくる。

　金かな縛しばりに遭あったように硬こう直ちよくするグレンへ、右腕一本で跳ちよう躍やくし──

『憎にくイ──憎イ──憎ィイイイイイイ──ッ！　ァアアアアアアアアア──ッ！』

　古木の洞うろを抜ぬけるような金切り声を上げ、グレンに摑つかみかかってきた。

「ぐ──ッ!?」

　女の髪がまるで生き物のように伸のび、瞬時にグレンの口を塞ふさぎ、首を絞しめ上げる。

　瘦やせこけ、干からびたその顔をグレンに向け──

『アノ女サエ居ナケレバ──ッ！　アノ裏切リ者サエ居ナケレバ──ッ！』

　女は眼窩から血の涙なみだを流しながら、意味不明なことを口走ってグレンへ取り縋る。

（や、ヤベェ……これじゃ呪じゆ文もんが……ッ!?　それにこの力……ッ!?）

　首に絡からみついてくる女の髪の力は凄すさまじかった。今にも首の骨が折れそうだ。

「グレンから──離はなれて！」

　リィエルが即そく座ざに大たい剣けんを振りかざし、その女を切り伏ふせようとするが──

　突とつ如じよ、傍そばの壁から無数の手が生え、リィエルの全身に絡みついて──

　そのまま、無数の手は凄まじい勢いでリィエルを引っ張り、壁に叩たたき付けた。

「あ──ぐぅ……ッ!?」

　手の凄まじい膂りよ力りよくが、リィエルを壁に押さえつける。

　そのあまりもの負荷に、リィエルの身体がみしみしと悲鳴を上げた。

「い、……痛い……ッ！　離し、て……」

「先生ッ!?　リィエルッ!?　くっ……《光在あれ・穢れを祓はらい──》」

　慌あわててシスティーナが、祓ふつ魔まの浄じよう化か呪文を唱えようとする。

　だが、突如、システィーナの足下のミイラ達が動き出し、素早く彼女の足に取り縋り、彼女の背中に組み付いて──

「──ッ!?　キャアアアアアアアアアアア──ッ!?」

　死者に絡まれるその生理的嫌けん悪お感かんが、彼女の集中と呪文詠えい唱しようを中断キヤンセルさせてしまう。

「嫌いやッ！　嫌ぁあああ──ッ！　離してッ！　離してぇええええ──ッ！」

　パニックに陥おちいってしまうシスティーナ。

　こうなると繊せん細さいな精神集中と魔力操作を要する魔術の行使は不可能だ。

　こうしている間にも、周囲のミイラ達が次々と動きだし、身を起こし始めている──

（くっそ、やべぇ──ッ!?　このままじゃ──だが、どうする──ッ!?）

　グレンの心を絶望感が支配しかけた──その時だった。

「《光在れ・穢れを祓い給え・清め給え》」

　凜りんと、高らかに謳うたわれた、祓魔の浄化呪文──白しろ魔ま【ピュアリファイ・ライト】。

（──ルミア!?）

　見れば、ルミアが祈いのるように手を組み、呪文を完成させていた。

　そんなルミアも、どこからともなく現れた死し霊りよう達に全身を取り縋られている。

（あ、あんな状じよう況きようで、呪文を唱えきったのか!?　なんていう胆たん力りよく──）

　グレンが驚きよう愕がくに目を剝むいた、その瞬間。

　ルミアの掲かかげた左手から神こう々ごうしい光が発生し、周囲を明るく照らし──

　ギャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?

　今度はミイラや亡ぼう霊れい達が目を背そむけ、苦しみ始める。

　縋り付く亡霊達を振り払はらい、ルミアは懐ふところから香こう油ゆの小こ瓶びんを取り出し──

「《送り火よ・彼等を黄泉よみに導け・その旅路を照らし賜たまえ》」

　少しずつ垂らすように振りまかれる香油に、不意に炎ほのおが引火し、明るい橙だいだい色いろの聖なる炎が、轟ごうと渦巻いて燃え上がった。

　それは、死者・悪あく霊りようのみを祓い清める浄化の火。

　辺りを荒あれ狂くるう炎えん嵐らんは、グレン達に火傷やけど一つ負わせることなく……

　キシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?

　……ァアアアアアアアアア……

　死者達だけを焼き尽つくし、浄化消しよう滅めつさせていく。

　そして……訪おとずれる静せい寂じやく。

　その場のミイラや亡霊達は残らず消滅し、辺りの呪われた瘴しよう気きが清められていた。

「皆みんな……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……あ、ありがとう……ルミア……」

「ん。助かった」

　システィーナとリィエルが、ルミアにお礼を言う。

「お……驚おどろいたな……白魔【セイント・ファイア】……お前、そんな高位司祭が使うような高等浄化呪文を使えたのか……？」

　グレンは目を丸くして、ルミアを見つめていた。

「はい……昔、王室教育の一いつ環かんとして、お母さんから習ったんです……」

　そして、ルミアは大切そうに握りしめた香油の小瓶をグレンへ見せる。

「もっとも、私の腕ではこの香油を触しよく媒ばいにしないと、とても唱えられませんけど……」

　アレンシアの香油。死者に手た向むける白い葬そう送そう花から精製される貴重な香油だ。

「ルミア、その香油って……こないだ、女王陛下──貴女あなたの本当のお母様から、お守り代わりに貰もらった大切なものじゃない……それを……」

「いいの。皆を助けるためだもの。お母さんもきっと納なつ得とくしてくれるよ」

　気遣うようなシスティーナへ、くすりとルミアが笑いかける。

　そして、グレンへ向き直り、力強く言った。

「さぁ、先生。早くアルフォネア教授を探しましょう？」

「……頼たのもしいな」

　グレンはルミアの頭に手を載のせ、くしゃくしゃ撫なでた。

「すまん。正直、ここの異様な雰ふん囲い気きに吞のまれてたわ。だが、もうあんな無様はやらねえ……安心してくれ」

「はい。……信じてます」

　そんな風に、穏おだやかに微笑ほほえみ合う二人を前に。

「私……なんか、立つ瀬せがない……どんどん差をつけられてるような……」

「？」

　システィーナがジト目で脂あぶら汗あせを垂らし、リィエルが不思議そうに小首を傾かしげた。




　その場に据すえられていた小型のモノリスを調査し、グレンはルミアの力さえあれば光の扉とびらを、いつでも開いて帰れることを確かく認にんする。

　そして、グレン達は慎しん重ちように通路の奥へと歩を進めていった。

　幸い、行く先は迷わなかった。埃ほこりの積もった通路には、セリカのものと思おぼしき、新しい足あし跡あとが残されていたからだ。通路を進み、部屋らしき空間を通り抜け、迷めい路ろのように複雑に入り組んだ通路をいくつも抜けていき、やがて現れた階段を降りる……

（……しかし、セリカのやつ……どこに行こうってんだ？）

　セリカの足跡を追いながら、グレンの頭に疑問が浮うかぶ。

　どうも、セリカの歩の進め方に迷いがないのだ。

　まるで、ここをよく知っているかのような……そんな進み方だ。

　疑問はそれだけではない。

　今、グレン達がいるこの構造物は、どうやら無数の円形階層が上下に積み重なった……まるでコインを積み上げて作ったような『塔とう』のような建造物らしいのだが……

　グレン達が、ちょうど階層の外周部分にさしかかり、テラスから外の様子を拝むと。

　びゅごお、びゅごお、とテラスを吹ふき抜ける冷たい風。

　いつの間にか、日は落ちたらしい──眼前に広がる果てしなき夜空。

　見上げれば、髑どく髏ろのように大きく真っ白な月。

「……どこだよ、ここ……？」

　遥はるか下方の地上は遠すぎて、深しん淵えんに沈しずんで見えない。

　どうも、自分達はとんでもない場所に飛ばされてしまったらしい。

「そもそも、この『塔』は一体、どういう施し設せつなんでしょうか……？」

　ルミアの素そ朴ぼくな疑問に、グレンは答えられない。

　確かにこの『塔』は、訪れる者を拒こばむかのように、まるで迷宮のように複雑に入り組んだ構造になっているが……同時に住居のような部屋や区画も多々ある。少なくとも、かつてここに人が暮らしていたであろうことは……様々な痕こん跡せきから間ま違ちがいないだろう。

　迷路であり、町でもある──相変わらず古代人の考えていることはよくわからない。

　そして──

「……うげ……」

　相も変わらず、部屋や通路のそこかしこに、ミイラ化した魔ま術じゆつ師しの死体が折り重なっている。どれも外的原因で激しく損そん壊かいしているのは同じだ。

　そして、それらミイラがたまに動き出して、それに連動して亡霊も湧わきだし、グレン達を襲おそうものだからたまったものではない。

　だが──

「いいいいいいいやぁああああああああああああ──ッ！」

　リィエルの剣が──

「《拒み阻はばめよ・嵐あらしの壁かべよ・その下か肢しに安らぎを》──ルミア、今よ！」

　システィーナの魔術が──

「うん！　《送り火よ・彼等を黄泉に導け・その旅路を照らし賜え》！」

　ルミアの浄化呪文が──ミイラ達を片かた端はしから蹴け散ちらしていく。

　リィエルの剣がミイラ達を文字通り吹き飛ばしている間に、システィーナが風の呪文でミイラ達の動きを封ふうじ、ルミアがその風に香油を垂らし、浄化の焰ほのおをのせる。

　暴風に煽あおられた聖せい炎えんが燃え上がり、通路を埋うめ尽つくすミイラ達を優やさしく包み込み、浄化して、浄化して、浄化し尽くす。

　数に任せたミイラや亡霊の行進も、これにはひとたまりもない。

　死してなお現世に縋すがる彼等は、彼女達の手によって片端から埋まい葬そうされていった。

「なんつーか……お前ら、すげぇな……」

　ルミアの胆力は本当に驚きよう嘆たんの一言に尽きた。まだ技術は拙つたないが、たとえ死が目前に迫せまる状況でも、冷静に呪文を括くくれる強きよう靱じんな精神力──軍でもこの境地の者は滅めつ多たにいない。

　反面、システィーナはまだ精神面では甘いが、状況に応じた柔じゆう軟なんな呪文行使は、一行の危機を何度も救った。技術面はやはり無二のセンスを感じる。

　そして、グレンが一番、驚いたのはリィエルだ。

　魔導士時代のリィエルは自分勝手に猪ちよ突とつ猛もう進しん、全力全開で戦うだけだった。

　だが、今のリィエルはグレンと足並みを合わせ、ルミアやシスティーナを守り、その呪文行使の時間を稼かせぎ……周囲との連れん携けいを意識しているような節がある。以前のリィエルからは考えられない進歩だ。

　この『塔』にやって来て以来、セリカを追って大分、奥まで進んでいる。

　グレン一人では、とてもここまで進めなかったのは……紛まぎれもない事実だ。

（こりゃ、案外、俺がお役ご免めんになる日は近いのかもな……）

　微かすかに苦笑いしながら、グレンは生徒達を引きつれ、先へと進む……




　どれくらい歩いただろうか。

　時間の感覚があやふやになるくらいに歩いた頃ころ。

　不意に、前方へ真まっ直すぐ延びる通路の奥から、低い地鳴りのような轟音が響ひびいた。

「！」

　その奥にはアーチ型の出入り口が、無限の闇やみ色を湛たたえている。

「先生!?　今のは……ッ!?」

「……ああ、多分、セリカの魔術だ……戦っているのか？」

「急ぎましょう、先生！」

　セリカの足跡を見る限り、あの通路の奥にセリカがいるのは間違いない。

　一いつ斉せいに駆かけ出すグレン達。

　そして、奥のアーチ型をくぐり抜ぬけ──

「な──ッ!?」

　グレンの眼下に広がったのは、まるで闘とう技ぎ場のような大広場であった。

　円形フィールドのあちこちで、炎が激しく燃え上がっている。

　グレン達から向かってフィールドの遥はるか向こう側には、黒光りする石で封じられた巨きよ大だいな門が、高くそびえ立っている。

　そして、その門の前で──

「はぁああああああああああああああああああ──ッ！」

　セリカが、無数の亡ぼう霊れい・亡もう者じや達を相手に戦っていた。

　その場所には、どれほどの怨おん念ねんと妄もう執しゆうが眠ねむっていたのか。

　この闘技場に淀よどみ漂ただよう穢けがれは、今までグレン達が歩いてきた場所の比ではない。

　ミイラと化した亡者共が、悪霊と化した亡霊共が、後から後から無限と湧いては、セリカに襲いかかっている。そこはまるで死し霊りようのるつぼだった。

　だが──その押し寄せる津つ波なみのような死霊達を、セリカはまったく寄せ付けない。

　右手で剣けんを、左手で魔術を振ふるうセリカ。

「ふ──ッ！」

　ほんの刹せつ那なに放たれた数十閃せんの剣撃が、セリカに摑つかみ掛かかってくるミイラの群れをバラバラに吹き散らし──

「──《《《失うせろ》》》ッ！」

　ただ一言の呪じゆ文もんで起動された、黒くろ魔ま【プラズマ・カノン】、【インフェルノ・フレア】、【フリージング・ヘル】──上位のＢ級軍用攻性呪文アサルト・スペルが、その猛もう威いを振るう。

　極ごく太ぶとの収束稲いな妻ずま砲ほう撃げきが、滾たぎる灼しやく熱ねつ業火の津波が、絶対零れい度どの凍とう気き結界が、セリカに襲いかかる死霊の群れを、物理的に力ちから尽ずくで破は壊かいして、破壊して、破壊し尽くす。

　三重唱トリプル・スペル。

　セリカ＝アルフォネアを、セリカ＝アルフォネアたらしめる絶技の一つ。

　あらゆるものを破壊し尽くし、あらゆる者がひれ伏ふすその渦か中ちゆうにただ一人、孤こ高こうに佇たたずむその絶対的な姿は──まるで、魔ま王おうのようであった。

「す、凄すごい……」

「こ、……これが、アルフォネア教授の……戦い……？」

「…………ッ！」

　そのセリカの人外の戦いぶりに、ルミアも、システィーナも、リィエルすらも、息を吞んで、呆ぼう然ぜんとする。

（スゲェ……やっぱ、セリカはスゲェ……俺なんかじゃ一生……いや、人生を五、六回やり直しても、あの域にゃ届かねぇよ……だが……）

　グレンは唾つばを吞みながらも、不意に覚えたその違い和わ感かんに眉まゆを顰ひそめる。

（……あいつ、何をそんなに焦あせってやがるんだ……？）

　確かに、セリカは超ちよう威い力りよくの破壊呪文を大得意としている。

　だが、破壊は破壊でも、セリカの魔術行使には、ある種の美しさ──華はながあったのだ。

　まるで見事な職人芸の花火を観かん賞しようしているような……極きわまった破壊に一本、見る者の心を奪うばうような芸術性が通っていたのだ。

　だが、今のセリカの魔術に華はない。

　ただ、力任せに、闘神のように暴れるその姿は、ひたすら恐おそろしいだけ。

　今のセリカはまさに、忌いむべき噂うわさや逸いつ話わ通りの彼女──《灰かい燼じんの魔ま女じよ》であった。




　セリカが眼前に迫り来る亡ぼう霊れい達を、半眼で睥へい睨げいする。

『憎にくィイイイ──ッ！　貴様ガ、憎イゾオオオオ──ッ！』

『貴様ノセイデ──ッ！　貴様ノセイデェエエエエエエ──ッ！』

『貴様ガ全すべテヲ奪ッタッ！　全テヲ壊シタッ！　我等ノ輝かがやカシイ栄光モ、繁はん栄えいモ、安あん寧ねいモ、全テ、全テ、全テ、全テッ！　貴様ガァアアアアアアア──ッ！』

『許スマジ、裏切リ者メ──ッ！　呪のろイアレッ！　汝なんじニ呪イアレェエエエエ──ッ！』

　そんなセリカに浴びせかけられるのは、常人ならば当てられただけで正気を完全破壊されるほどの、凄すさまじい憎ぞう悪おと怨えん嗟さであった。

　だが、今にも視覚化し、セリカを握にぎり潰つぶさんばかりの大量の呪じゆ詛そを前に──

「《五月蠅うるさい》ッ！　《黙だまれ》ッ！　《知るか》ァアアアアアアア──ッ!?」

『『『『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！』』』』

　それすらはね除のけ、寄せ付けない、セリカの破壊呪文が荒あれ狂くるう。

　炸さく裂れつした爆ばく炎えんが天井まで焦こがす火柱を上げ、亡者達を怨嗟ごと悉ことごとく焼き捨てる。

「何度も言ってるだろッ！　私はお前達など知らんッ！　いい加減、道を空けろッ！」

　だが、決して届かずとも、その憎悪だけは尽きぬらしい。

　亡者や亡霊達は、後から後から無む窮きゆうに湧いて、セリカの行き先を塞ふさぐ。

　まるで、貴様にはこの先、一歩たりとも進ませぬ……と言わんばかりに。

「ったく、いつまでも未練ったらしく現世にしがみつきやがって……いいだろう、地じ獄ごくに落ちろ、雑魚ざこ共」

　もうお前らに付き合うのはうんざりだ、と。

　セリカは蔑さげすむような眼で、ぱちんと指を一つ打ち鳴らした。

　すると。

　いつの間に、それを構築したのか。

　フィールドのあちらこちらに作られた無数の霊点レイ・スポツトを繫つなぐように、黒く輝く魔力線が縦じゆう横おう無む尽じんに奔はしり──その場に六ろく芒ぼう星せい法ほう陣じんを瞬しゆん時じに形成する。

　すると、フィールド全体が深しん淵えん色に染まり──霊れい的てきな奈な落らくが形成されていく──

「フン……虚きよ無むへの片道切きつ符ぷだ。受け取れ、有う象ぞう無む象ぞう」

　その術の名は、召しよう喚かん儀ぎ【ゲヘナ・ゲート】。

　現世に縁えんなき霊的存在を、問答無用で虚無の奈落へと引きずり堕おとす外げ法ほう。

　元々は、白しろ魔ま【セイント・ファイア】などの浄じよう化か呪じゆ文もんと同じく、不死者への対たい抗こう手段として考案された術だが……そのコンセプトのあまりの外道さに禁呪指定された術だ。

　摂せつ理りの輪へと回帰させ、現世を彷徨さまよう魂たましいを救済する浄化呪文とは、ワケが違ちがう。

　この術が死者達に与あたえるのは──永えい劫ごうの『無』だ。

『嫌いやダッ！　嫌ダァアアアアアアアアアアアアアアア──ッ!?』

『助ケテッ！　堕チタクナイッ！　ソコニハ、堕チタクナィイイイイイイ──ッ!?』

『『『『ァアアアアアアァァアアアアアアアアアアアアアアアアアア────ッ！』』』』

　もう、そこは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずだった。

　汲くめども尽きぬ怨嗟と憎悪は、今や恐きよう怖ふと絶望へ瞬時に塗り潰された。

　出現した虚無の奈落に、亡者達が為なす術すべもなく一方的に、吸引され、落ちていく。

　場に残った恨うらみも、現世の執しゆう着ちやくも、染しみついた怨嗟も……最も早はや、関係ない。

　それら一いつ切さい合がつ切さい、何もかもを、その奈落結界は吞のみ込み、吸い込んでいく。

　まさに死者に鞭むち打うつ、無む慈じ悲ひの制裁……

　やがて。

　噓うそのように訪おとずれた静せい寂じやくの中で。

「ふん……私の邪じや魔まをするからだ……」

　セリカは一人、苛いら立だったように舌打ちをしていた。

　最早、その場には塗り潰すような憎悪も、狂おしいまでの怨嗟も執念も……なにもない。

　ただ、色なき虚無が、その場を支配していた。




　死霊達を根こそぎ滅めつ殺さつし、その場に呆然と立ち尽くすセリカの下もとへ。

「セリカ！」

　グレン達が駆け寄っていく。

「…………グレン、か……？」

　のろのろと緩かん慢まんな動作で、セリカが振り返る。

　その暗あん鬱うつな顔には、どうもいつもの覇は気きが感じられない。

「……どうしてここに……？」

「そりゃこっちの台詞せりふだ！　お前、なんでこんな所に一人でのこのこ来てんだよ!?」

　ぐい、とセリカの胸むな倉ぐらを摑み上げ、怒いかりと共にグレンが捲まくし立てる。

「俺は別にお前のことなんか心配してねーが、皆みんな、お前のこと、心配してたんだぞ!?　別に俺は心配してねーけど！」

「せ、先生……二回も言わなくなって……」

　いきり立つグレンを、苦笑いで宥なだめるルミア。

「とにかく、とっとと帰るぞ？　……ったく、余計な手間かけさせやがって……」

　すこぶる不ふ機き嫌げんそうだが、どこか安あん堵どしている表情のグレンに。

「なぁ、グレン！　聞いてくれ！　やっと……やっと、見つけたんだ！」

　突とつ然ぜん、セリカが明るい顔で、嬉うれしそうに言った。

　……いかにも、取り繕つくろったかのような、無機質な表情だった。

「はぁ……？　見つけたって……何をだよ？」

　一刻も早く、この『塔とう』から離はなれたいグレンは、いかにも面めん倒どう臭くさそうに応じるが……

「私の、失われた過去のてがかりだ！」

「……何？」

　予想外のセリカの言葉に、グレンは硬こう直ちよくせざるを得ない。

「思い出したんだよ……あの『タウムの天文神しん殿でん』最深部……大天象儀プラネタリウム場で、あの光の扉とびらが出現した時……ほんの少しだけ思い出した……」

　セリカは、グレンに詰つめ寄り、頰ほおを上気させて言った。

「私は……その昔、あの扉を……あの《星の回かい廊ろう》を行き来したことがあるんだ！　間違いない！　なんとなく覚えてるんだ！」

「な……」

「今の今まで、何一つ思い出せなかったのに、こんなこと……この四百年の間で初めてのことだ！」

　そして、いかにもご機嫌といった様子で両手を広げ、くるりと回ってみせる。

「それにな、グレン！　ここがどこだかわかるか!?」

「どこって……どっかの『塔』みたいだったが……？」

「ふふん、ここはな……実は、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の地ち下か迷めい宮きゆうなんだよ！」

「…………は？」

　地下迷宮……地下？

　セリカの矢や継つぎ早の捲し立てに、グレンの脳内演算処理が追いつかない。

「しかも、ここは地下89階……黒魔【コーディネイト・ディテクション】で位置と座標を確かく認にんしたから間違いない！」

　そんなグレンを置き去りに、セリカは興奮気味に捲し立てる。

「わかるか!?　今まで私が決して超こえられなかった、地下10階から地下49階──《愚ぐ者しやへの試練》と名付けられている階層を──余よ裕ゆうで超えているんだ！」

　セリカの高こう揚ようも無理はなかった。

　これまで、地下迷宮に挑いどみ続けていたセリカ。

　だが、絶望的に長い道程、無限に湧わいて出る強力無比な守護者、迷宮内に張り巡めぐらされた致ち命めい的てきな罠わなの数々が、セリカの行く手を阻はばみ続けてきた。

　しかも、その迷宮内の構造も罠の位置も、なぜか定期的に変化し、その度たび、これまで作成した迷宮内の地図とテレポーターが全て無む駄だになるという始末。進入者を阻むことだけを目的とした意図が、否いや応おうなしに伝わってくる階層……それが《愚者への試練》。

　そんな厄やつ介かい極きわまりない特性に阻まれ、これまでセリカは何度探たん索さくに挑んでも、地下49階をどうしても超えることができなかったのである。

　下手をすると、地下15階あたりで引き返さなければならない時もあったほどだ。

「地下49階……あの忌いま々いましい《愚者への試練》さえ突とつ破ぱすればこっちのもんだ！　喜べ、グレン！　私は……ついに、この地下迷宮の謎なぞを解けるぞ！」

　グレンにセリカの言葉は届かない。今のグレンには考えるべきことが多すぎた。

　ここが地下迷宮？　地下？

　先ほど、外周部のテラスからは、確かに空が見えたんだぞ？　なのに、地下？

　そもそも、タウムの天文神殿と学院の地下迷宮が、どうして繫がっているんだ？

　あの天象儀プラネタリウム装置の正体とは、一体──？

　セリカが、かつて通ったことがあるという《星の回廊》とは──？

　セリカがここまで、地下迷宮に執着する理由とは──？

　いや。

　そもそも──セリカって、なんなんだ？

（……だが、今はそんなこと、どーでもいい）

　グレンにはそんなことより、最優先でやらねばならないことがある。

　それは──

「……やっぱり……私の過去は……失われた使命は……そして不老の謎は……この地下迷宮にあったんだ……『声』のとおりだ……」

　そんな意味不明なことを譫うわ言ごとのように呟つぶやきながら……

「そうだ……なんとなく……覚えてる……あれだ……あの『門』だ……」

　吸い寄せられるように、闘とう技ぎ場奥にある巨きよ大だいな門へと歩み寄るセリカの手を……

「あの扉の先に、きっと……私の全てがある……やっと……やっと……」

「駄だ目めだ」

　手を伸のばして摑つかみ、引き留めることだった。

「……グレン……？」

　グレンに手を摑つかまれたセリカが、グレンへ不思議そうな表情を向ける。

「……帰るぞ、セリカ」

「な、なんでだよ……？　やっと……私が何者なのか、わかるかもしれないんだぞ？」

　狼狽うろたえるセリカに。

「なんで、あの『門』の向こう側に、お前の過去があるって思うのか、俺にはさっぱりわからんが……」

　一いつ瞬しゆん、言おうか言うまいか、グレンは迷いを見せ……

「はっきり言ってやる。セリカ……お前の失われた過去って……多分、本当にロクでもないもんだと思う」

　グレンは真まっ直すぐとセリカを見つめ、真しん摯しな顔でそう告げた。

「ここに来たとき、ここの連中は、誰だれかを酷ひどく恨んでいた。誰を恨んでいるんだと思ってたんだが……さっきのお前の戦いを見て確信した。連中はお前を恨んでいたんだ」

「…………ッ!?」

「お前も連中の声は聞いたろう？　一体、何をうっちゃらかしたら、こんなに恨まれるんだよ……？　俺には想像もつかないぞ……」

「ぐ、グレン……」

「だが、んなこたぁどうでもいい。ここのクソ亡ぼう霊れいどもが、いっくらお前を憎にくもうが、恨もうが、俺の知ったこっちゃない。お前は俺の……師し匠しようだ。それ以外の何者でもねえ」

「で、でも……でも、グレン！　わ、私は……ッ！　私……は……」

　そのまま、俯うつむいて黙だまり込んでしまうセリカ。

「なぁ、セリカ。帰ろうぜ？　もう、いいじゃねえか。お前の過去なんて。もう、忘れちまえよ。たとえ、お前が何者でも、俺は……」

　そんなグレンの言葉を上から塞ふさぐように。

「嫌いや……だ……」

　セリカが身をわななかせ、子供のように拒きよ絶ぜつした。

「嫌だ……ッ！　だって……だって、それじゃあ、私はいつまでも……一人……」

　何かを言いかけて……それをかみ殺して……

　突とつ如じよ、セリカはグレンの手を振ふりほどき、門へと向かって駆かけだしていた。

「あっ！　おいッ!?　セリカッ!?」

　グレンの叫さけびを背中で受けながら、セリカは真っ直ぐと門を目指す──




（あの門だ……ッ！　あの門の先に、きっと、私が求める全すべてが……ッ！）

　駆けながら、セリカは物思う。

「《其そは摂せつ理りの円えん環かんへと帰き還かんせよ・──」

　この四百年の日々を。

　長く、辛つらく、苦しかった日々を。

　何度、死んでやろうと思ったかわからない苦く悩のうの足そく跡せきを。

「《五素は五素に・──」

　この四百年、セリカを突つき動かし続けてきた『内なる声』。

　ある時……今まで、使命を果たせ、役目を果たせ、為なすべきことを為せとしか言わなかった『内なる声』が……突然、変化したのだ。

　……忘れもしない。それは、今から十年ほど前。気まぐれで拾ったグレンを養うため、アルザーノ帝国魔術学院で教授を務め始めた頃ころ。

　とある仕事で、この学院の地下迷宮に足を踏ふみ入れた、その瞬間。

　──この地下迷宮の最深部を目指しなさい──と。

　──この地下迷宮の最深部に、貴女あなたの使命がある──と。

　以来、セリカは、病的なまでに魔術学院の地下迷宮探索に熱を入れることになる。

　この四百年間、セリカを苛さいなんだ謎の使命感の正体を求めて──

　それが、セリカ＝アルフォネアが地下迷宮に執しゆう着ちやくした、その原初の理由。

「──・象しようと理ことわりを紡つむぐ縁えにしは乖かい離りせよ》──ッ！」

　だけど。

　本音を言えば。

　……今のセリカは、己おのれの正体や過去、使命など、もうどうでもよくなっていたのだ。

　記き憶おくがなくても。過去がなくても。使命が思い出せなくても。

　今のセリカは一人じゃない。グレンがいる。

　誰かと共に、歩いてゆける。

　別に自分の存在理由や拠より所を、過去や使命に求める必要はない。

　それがわからないことを、不安に思う必要も苛いら立だつ必要もない。

　だから。

　彼女が求めたのは──もっと、呆あきれるほど単純なこと。

「これで──ッ！」

　そして、セリカの黒くろ魔ま改【イクスティンクション・レイ】が起動する。

　セリカが突き出した左手から、全てを崩ほう壊かい消去する巨大な光の衝しよう撃げき波はが放たれ──

　荒あれ狂くるう光の奔ほん流りゆうは、セリカの前方に立ちはだかる門を直撃し──

　世界が、白熱して──

　視界が白く、白く、染め上がり──

　…………。

　やがて、全ての光が消え──




　──静せい寂じやく。

「……な、なんで……だ、よ……？」

　セリカは、愕がく然ぜんとそれを見つめていた。

　そんな滑こつ稽けいなセリカを拒こばむように……あざ笑うように……その門は傷一つ負うことなく、セリカの前に厳然と立ちはだかっていた。

「なんでだよッ!?　なんで壊こわれてないんだッ!?　くそッ！　これじゃあ、この門の向こうに行けないじゃないかッ！」

　セリカが門に近づき、その門を拳こぶしで悔くやしげに叩たたいた。

「……無駄だ。らしくねぇ、お前ともあろうやつが霊素皮膜処理エテリオ・コーテイングを忘れたか？　……古代人の建造物は、物理的にも魔術的にも破は壊かいは不可能だ」

　追いついたグレンが、拳を門へ打ちつけ続けるセリカの手を、背後から摑み取る。

　そして、グレンは眼前に聳そびえる門を見上げた。

　真っ黒な石で造られた、壁かべのように立ちはだかる門だ。

　その表面には古代文字や、謎の紋もん章しよう、意い匠しよう、図形がびっしりと彫ほり込まれており……一体、何をどうすればこの門が開くのか、グレンには想像もつかない。

　だが──それでいいとも思った。

「離はなせ！　離せよ、グレンッ！　私は──」

　血の滲にじむ拳を振り回し、子供のように駄だ々だをこねて暴れるセリカを、グレンは門に押しつけ、押さえつける。魔術さえなければ──セリカはただの女性だ。男であるグレンの腕わん力りよくに勝てるわけもなく、セリカは容易に身動きを封ふうじられる。

「……諦あきらめろ。……諦めるんだ」

　お互たがいの吐と息いきが感じられるほどの距きよ離りで、グレンは諭さとすように告げる。

「……一体、何がそんなに不満なんだよ……ッ!?　セリカ……ッ！」

「……ッ！」

　責めるようなグレンの問い詰つめに、普ふ段だんの超ちよう然ぜんとした様子からは想像もつかないほど弱々しい表情で、セリカが俯いた……その時だった。

『その尊き門に触ふれるな、下げ郎ろう共』

　地じ獄ごくの底から響ひびくような声が、朗々と辺りに響き渡わたり……

『愚者や門番がこの門、潜くぐる事、能あたわず。地の民と天人のみが能う──汝なんじ等らに資格無し』

「な……？」

　一同が、思わず目を剝むいた。

　突如、暗くら闇やみからしみ出るように、そいつは闘技場の中央に現れたのだ。

　緋ひ色いろのローブで全身を包んでいる謎なぞの存在だ。そのローブは丈たけ長ながで、フードの奥は無限の深しん淵えんを湛たたえ、その表情は窺うかがえない。眼光一つ差さない。

　その全身から立ち上る、闇やみ色の霊気オーラ。

　まるで、闇そのものがローブを纏まとい、人を形作った──そう思わせる魔人だった。

（や……やべぇ……ッ!?）

　その魔人を目まの当たりにした瞬間、グレンは己おのが心臓が悲鳴を上げるのを感じた。

「ひ……ッ!?」

「先生……ッ！　あの人……ッ！」

　システィーナとルミアも、魔人の異質性を感じ取ったらしい。

　リィエルすら警けい戒かい心を剝き出しに深く低く身構え……その剣けん先さきを震ふるわせていた。
















（く、くそ……くそ、くそ、くそ……ッ！　あいつは──拙まずい！）

　見るだけで、肌はだに感じられる。

　自分とその魔人は、根本的な存在としての規格が違ちがいすぎる。

　例えるならば、魔術をまったく知らない一いつ般ぱん市民が、強大な力を持つ魔ま術じゆつ師しに悪意を向けられているような……そんな状じよう況きようにも似た絶望感を、あの魔人に感じる。

　グレンの元・魔導士として常に格上相手に戦い続け、生き残った直感が告げる。

　あの魔人を前に、自分達の振るう魔術など……それはセリカすら含ふくめて……きっと児じ戯ぎなのだろうと。

　恐おそらく、自分達とあの魔人では──前提としているルールが違うのだ。

「……はっ！　誰だ、お前……？」

　だが、皮肉なことにセリカは違った。

　自分達の前に現れた魔人がいかに難物か、よくわからないようだ。

　執着している門を前に……セリカは明らかに普段の冷静さを失っていた。

「まぁいい。話がわかりそうなやつで、ちょうどいい。おい、お前。この門の開け方を知ってるか？　知ってるなら教えろ。じゃないと消し飛ばすぞ」

『……貴女は……』

　セリカを認にん識しきしたらしい魔人が、不意にその威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを緩ゆるめる。

『……ついに戻もどられたか、空セリカよ。我が主あるじに相応ふさわしき者よ』

「……は？」

　突とつ然ぜん、名前を呼ばれ、呆あつ気けに取られるセリカ。

『だが……かつての貴女からは想像も付かないほどのその凋ちよう落らくぶり……今の貴女に、その門を潜る資格無し……故ゆえに、お引き取り願おう……』

「何を……何を言ってる……ッ!?　お前は私のことを知っているのか!?」

『去れ。今の汝に、用無し』

　そして、そんなセリカを完全無視し、魔人は戸と惑まどうグレン達に向き直る。

　いつの間に、手にしていたのか──魔人はその両手に二振ふりの刀を構えていた。

　左手に紅くれないの魔刀。右手に漆しつ黒こくの魔刀。

　その二振りとも、見るからに禍まが々まがしい呪じゆ詛そと魔力が漲みなぎっている。

『愚ぐ者しやの民たみよ。この聖域に足を踏み入れて、生きて帰れると思わぬ事だ……汝等は只ただ、我が双そう刀とうの錆さびと為なれ。亡もう者じやと化し、この《嘆なげきの塔とう》を永久に彷徨さまようがいい──』

　明確なる敵意と殺気が、グレン達へと叩き付けられてくる。

　洪こう水ずいのように迫せまるその圧あつ倒とう的てきな存在感は、瞬またたく間にグレン達を吞のみ込み──

「ひ……ッ!?」

　怯おびえきったシスティーナが、グレンにしがみついてくる。

「……う、ぅ……あ……ッ!?」

　気き丈じようなルミアも顔を真っ青に青ざめさせ、肩かたを震わせて呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「はぁ──……ッ！　はぁ──……ッ！　はぁ──……」

　あの常に能面のリィエルすら顔色を失い、過呼吸気味だ。

（は、ははっ……冗じよう談だんじゃねえ、つきあってられるか!?）

　撤てつ退たいだ。グレンは即そく断だんした。

（──セリカッ！　俺とお前で──）

　なんとか生徒達が逃にげる隙すきを作り出そうと、グレンがセリカへ目配せするが──

「聞けよ……人の話をなッ！」

　それに気付かず、セリカが据すわった目で魔人へと突とつ進しんしていた。

「もういい！　話す気がないなら、強引に聞き出すまでだっ！」

「ばっ──ッ!?　よせッ!?　セリカ──ッ！」

　グレンの制止も聞かず、セリカが声こわ高だかに呪じゆ文もんを叫さけぶ。

「《くたばれ》ッ！」

　起動される黒魔【プロミネンス・ピラー】。

　真しん紅くに輝かがやく超ちよう高熱の紅こう炎えんが、天を灼やく火柱となって瞬しゆん時じに魔人を吞みこみ──

『……まるで、児戯』

　魔人がゆるりと振るった左手の魔刀が、セリカの魔術を斬きり裂さき──かき消した。

『そのような愚者の牙に頼たのむとは──なんという惰だ弱じやく。汝が誇ほこる王者の剣はどうした？　かつての汝はすでに死んだか？』

（何──ッ!?　今、あいつ、何をやった!?）

　その様子に、グレンが目を剝いた。

　現象だけ見れば、セリカの攻性呪文アサルト・スペルを打ち消バニシユした……それだけだ。

　だが、常に格上を相手に生き残ったグレンの魔導士としての勘かんが、あの現象をそれだけで片付けるなと叫んでいる。

　そんなグレンを他所よそに、セリカは神速の挙動で魔人へと迫る──

「──はっ！　対抗呪文カウンターの腕うでは中々だなッ!?」

「違うぞ、セリカッ！　わからないのか!?」

　そう。黒魔【プロミネンス・ピラー】はＢ級軍用魔術。

　近代の軍用魔術においては、Ｂ級は打ち消しバニシユが出来ない──防ぐしかない──

　とある一定の威力規格レベルを超こえた攻性呪文アサルト・スペルは、打ち消しバニシユ不可能なのだ。

　ならば──

「あれは対抗呪文カウンター・スペルとかそんなんじゃない！　もっと異質で別の──」

　だが、頭に血が昇のぼり、冷静な判断ができないセリカには届かず──

「はぁああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　セリカは真銀ミスリルの剣を振りかざし、魔人の懐ふところへと、一気に跳とび込んでいた。

　すでにセリカは【ロード・エクスペリエンス】によって、かつて《剣の姫ひめ》と謳うたわれた英えい雄ゆうの剣技を自身に降ろし、無む双そうの剣士と化している。

　今の彼女に近接戦せん闘とうで敵かなう者など、この世にいるわけが──ない。

「そのクソ生意気な首を刎はね飛ばす！　知りたいことはその首に直接聞いてやるッ！」

　セリカが疾しつ風ぷうの如ごとく、魔人へと肉にく薄はくし──

『借り物の技わざと剣で粋いきがるか──恥はじを知れ』

　魔人も左手の魔刀を振り抜ぬきつつ、セリカへと鋭するどく踏ふみ込み──

　キィイイイイイイイインッ！

　甲かん高だかい音と共に、セリカの剣と魔人の刀が喰くらい合い、両者がすれ違う──

「な──」

　途と端たん、セリカが狼狽うろたえた。

「な、なんだ……これ……どうなって……？」

　狼狽えながらも、セリカが振り返り、魔人に剣を構える。

　その構えには、先ほどまでの最強剣士の風格がまったく感じられなかった。

「な……なんで、私の術が解呪デイスペルされて……？　い、今、何を……？」

『……我が左の赤き魔刀・魔術師殺しウイ・ザイヤ……そのような小こ賢ざかしき児戯は我に通じぬ……』

　魔人はセリカを振り返ると、朗々と告げる。

『我は、その剣の真なる主に敬意を表する。今の一合いで理解した。その剣の主……今は亡なき、見知らぬ愚者の子よ……人の身で、よくぞその領域まで練り上げた……』

　ここに居ない誰だれかへ祈いのりを捧ささげるように、魔人が刀で円を描えがく。

『天位の御ご座ざにある我といえど、その剣に宿る技には畏い敬けいを抱いだかずには居られぬ……』

　そして……魔人が、狼狽えるセリカへゆっくりと、双刀を構え──

『……其それが故に、その冒ぼう瀆とくが許せぬ、空セリカよ……ッ！　汝は何処どこまで堕おちた？　我は汝に対する失望と憤ふん怒ぬを押さえきれぬ……ッ！』

「くそ……ッ！　《雷らい光こう神の戦せん鎚ついよ》──ッ！」

　咄とつ嗟さに跳び下がるセリカが魔人へ左手を向け、黒魔【プラズマ・カノン】を唱え──

『やはり、児戯』

　魔人が左手の魔刀を振るうと、魔人に迫る集束雷らい撃げきが虚むなしく霧む散さんし──

　その刹せつ那な、ぷん、と残像する魔人の姿。

　瞬時にセリカの背後へ回り込んだ魔人が、右手の魔刀を稲いな妻ずまの如く打ち下ろす。

「ちぃ──ッ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ。辛かろうじて反応したセリカが、跳び転がって、その斬ざん撃げきを避よけるが──

　魔人の刀は、セリカの背中に微かすかな掠かすり傷を刻んでいた。

「……あ……ッ!?」

　次の瞬間、セリカの全身を魂たましいが抜け落ちるような感覚が襲おそった。

　転がる勢いのまま、体勢を立て直そうとするも──身体からだに力が入らない。

　セリカはそのまま四し肢しを投げ出すように、無様に倒たおれ伏ふしてしまった。

「な……？　なんだ……？　ち、力が……？」

『……我が右の黒き魔刀・魂喰らいソ・ルート……我が刃やいばに触ふれた貴様はもう終わりだ……』

　無防備に倒れるセリカへ歩み寄り、魔人は右手の魔刀をその首筋に当てた。

　力を失ってしまったセリカとは裏腹に、魔人が纏まとう闇色の霊気オーラは先ほどと比べて明らかに勢いを増しており、見るからに力が漲っていた。

「……ぅ……ぁ……」

　自分の首筋に感じる冷たい感覚に、セリカがおののく。

　指一本動かすことすら一苦労する今のセリカには、最も早はや為なす術すべがない。

『見込み違ちがいだったか……今の汝なんじに我が主たる資格無し……神しん妙みように逝いね』

「…………ッ!?」

　セリカは自分の首のすぐ側そばにある刀の刃を呆然と見る。

　この魔人がそっと刀を引くだけで、セリカの首はころりと綺き麗れいに落ちるのだろう。

　……終わる。

　長すぎる生に疲つかれ、あれだけ待ち望んだ終しゆう焉えんが眼前に迫っている。

　だが。

　死を前にして、セリカの脳のう裏りに浮うかぶのは──グレンと過ごした、このほんの十数年間の、他愛もない出来事ばかりだ。

「…………あ」

　こんなこと、今までの四百年の中で一度たりとも思ったことはなかった。その逆のことは散々思ったのに、事ここに至り、どうしてそんなことを思ってしまうのか。

　すなわち──

「……死にたく……ない……」

　はっきりと自覚した瞬間、セリカの目から涙なみだが、ぼろぼろと零こぼれ落ちる。

「……い、嫌いやだ……まだ……私は…………」

　こんな所で、こんなことで、死んでしまうなら。

　私は、一体、何のために──

『いと卑いやし』

　そんな無様なセリカの呟つぶやきを一いつ蹴しゆうし、魔ま人じんが刃を引き始め──

（……助け、て……グレン……ッ！）

　思わず、そんな事を思ったセリカが固く目を瞑つぶり──

　その冷たい刃が彼女の首筋に触れかけた──

　まさに、その瞬間。

「っざっけんな、クソがぁああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　咆ほう哮こうする六連の銃じゆう声せいと共に、空間を過ぎる六閃せんの火線。

　グレンの拳銃早撃ちクイツクドロウからの連続掃射フアニングだ。

『ぬ──ッ!?』

　不意討うちが効を奏し、最初の一発の弾だん丸がんが魔人の心臓部を射い貫ぬき──

　その刹那、神速旋せん回かいする双そう刀とう、躍おどる五条の剣けん線せん。

　それはまさに超反応、電光石火の絶技。魔人は飛来する残り五発の弾丸を、瞬時に全すべて弾はじき返し──天てん井じよう高く跳ちよう躍やくして、グレンから大きく跳び下がった。

「大だい丈じよう夫ぶか、セリカッ！」

　その隙に、グレンが倒れ伏せるセリカを背後に庇かばうように、魔人と相対する。

　セリカからは返事がない。どうやら気絶してしまったようだ。

『なんだ、その妙みような武器は……？』

　そして、魔人がグレンを警けい戒かいし、注意深く刀を構える。

『爆ばく裂れつの魔術で鉛なまり玉だまを飛ばす魔導器か？　猪ちよ口こ才ざいな……二度はないと思え……』

　魔人は健在だった。なんのダメージもなかったような雰ふん囲い気きだ。

「畜ちく生しよう、なんで倒れねえんだよ!?　心臓をブチ抜いてやったってのにッ！」

　身を焦こがす焦しよう燥そうに急せかされるように、グレンは弾たま切れの拳けん銃じゆうのバレルウェッジを引き抜き、グリップとバレルを分ぶん離り、空のシリンダーを落とし、予備シリンダーを──

　だが、グレンの弾だん倉そう交こう換かんを大人しく待ってくれる筈はずもなく。

『よかろう！　愚ぐ者しやの牙きばで何処まで抗あらがえるか、存分に試ためすがいい！』

　真空すら引き裂く速度、ただの一足で魔人はグレンとの間合いを消し飛ばす──

（やべぇ……ッ!?）

　拳銃の再装塡リロードは余よ裕ゆうで間に合わない。

　すでに魔人は、グレンを二振ふりの魔刀の間合いへ捉とらえている。

　無残にも、グレンが幾いくつかの肉につ塊かいに解体されようとしていた──

　その瞬間。

「システィ！」

「《集つどえ暴風・戦鎚となりて・撃うち据すえよ》──ッ！」

　システィーナが矢や継つぎ早に呪じゆ文もんを叫さけんでいた。

　その隣となりにはルミアが寄り添そい、システィーナの左手に手を添えている。

　システィーナの黒魔【ブラスト・ブロウ】が、グレンへ肉薄する魔人を迎むかえ撃った。

　ルミアの『感かん応のう増ぞう幅ふく能力』を載のせた風の戦鎚の威力は、もう壮そう絶ぜつだった。

　破は滅めつ的な衝しよう撃げき波はを周囲にまき散らしながら、風の戦鎚が猛もう然ぜんと魔人に迫せまる──

　が──

『……児じ戯ぎ』

　それすらも、魔人が振るう左手の刀に触れた瞬間、霧散してしまう──魔人のローブをバサバサとはためかせたのは、ただの強めのそよ風だ。

「噓うそ!?　ルミアの力を載せても駄だ目めなの!?」

　システィーナが絶望的な悲鳴を上げるが──

「問題ない──いいいいいやぁああああああああああああああ──ッ！」

　その隙すきに、烈れつ風ぷうのごとく魔人へ襲いかかったリィエル渾こん身しんの斬撃が、魔人に肉薄する。

　だが、魔人の反応は、天あま翔かける雷光よりも速い。

　魔人はその斬撃を左の魔刀で受け、返す右の魔刀でリィエルを斬きり伏せようとして──

『ぬ──ッ!?』

　リィエルの剣が、急にボロボロと崩くずれて宙を舞まい、一いつ瞬しゆん、魔人の視界を遮さえぎった。

　リィエルの大剣は、錬れん金きん術じゆつによって遺い跡せきの外の岩くれから錬れん成せいしたものだ。

　魔人の持つ左手の刀が、触れた魔ま術じゆつを無効化する──

　なんとなくそれを察したリィエルは、直感的にそれを利用したのだ。

　宙を舞まう岩くれで魔人の視界が塞ふさがったのは──ほんの一瞬、されど一瞬。

　リィエルの本命の一手は──

「やぁあああああああああああああああああ──ッ！」

　駆かけ抜けざま、倒れ伏すセリカの傍かたわらから拾い上げた、真銀ミスリルの剣だ。

　それを逆手に持ち、その小さな身体の発条ばねを全ぜん霊れいで振り絞しぼり──斬り上げる。

　自身も竜たつ巻まきの如く回転する勢いで、魔人を右腰こしから左ひだり肩かたにかけて──バッサリと。

『ぬぐ──ッ!?』

　リィエル会心の一撃が深く魔人の身体に入り──魔人の身体が大きく吹ふき飛ぶ。

　半瞬遅おくれて巻き起こった剣圧が、ビュゴオと周囲を駆け抜ける。

　……普ふ通つうなら終わりだ。

　あんな猛もう烈れつな斬撃をモロに食らって、生きていられるわけがない。即そく死しだ。

　だが──案の定──

『──見事なり』

　ふわり、と。

　グレン達から遠く離はなれた場所に、余裕の動作で降り立つその魔人。

『真ま逆さか、愚者の民たみ草くさらに、二つ持って行かれるとは……未いまだ我も未熟、か……』

　魔人は再び双刀を油断無く構えながら、一歩一歩、グレン達の下もとへ……

　その挙きよ措そには、やはり何の影えい響きようもない。負傷ダメージがまったく見えない。

「お前、ちょっと働き過ぎじゃね……？　もう休んどけよ……」

　ようやく再装塡リロードを終えた拳銃を構えながら、グレンが虚きよ勢せいの軽口を叩たたく。

　冷ひや汗あせを全身滝たきのように流しながら、グレンは脳内で魔人の情報をまとめ上げる。

　魔人の左手の魔刀は、触れただけであらゆる魔術を問答無用で無効化するらしい。それだけに、魔術的な手段では、まったく対策ができない。

　魔人の右手の魔刀は、微かに傷つけられただけでも戦せん闘とう不能に追い込まれるようだ。恐おそらく、魂に干かん渉しようする魔刀なのだろう。単純シンプルなだけに強力無比、厄やつ介かい極きわまりない。

　そして、いくら致ち命めい傷しようを負っても死なない不死性と、魔人本人の圧あつ倒とう的てきな武が、その二振りの刀の特性を最大限に引き出している。

（要するに……こいつは究極の魔術師殺しってことだ……ッ！）

　強過ぎる。攻こう守しゆにまったく隙がない。

　特にグレンとは相あい性しよう最悪で、まるで勝てる気がしない。

『……行くぞ、愚者の子らよ。我が攻勢捌さばいて見せよ……《■■■──》……』

　さらに……それは、如何いかなる術式なのか。

　魔人が聞き慣れない響ひびきの言葉を呟き始めると、頭上に、まるで太陽の如ごとく燃え輝かがやく球体が形成されていき、その場をまるで昼間のように明るく、眩まばゆく照らす──

　馬ば鹿かげた熱量があの球体に封ふうじられているのがわかる。それはまるで灼しやく熱ねつの太陽。セリカのお得意の火力呪文、黒魔【インフェルノ・フレア】程度の比ではない──

「う、噓だろ……お前、どっからそんな魔力をひねり出した……ッ!?」

　啞あ然ぜんとするグレン。確かに魔人は強敵だが、それでもその術は度が過ぎていた。

（あいつ自身も、得体の知れない魔術を使える──反則かよ!?　このヤロウッ！）

　その刹せつ那な、グレンは愚者のアルカナを取り出しかけ──迷った。

　魔人のあの術は、まだ魔力を操作している段階……恐らく起動前だ。

　ならば、まだ間に合う。グレンの固有魔術オリジナル【愚者の世界】で封ふう殺さつできるはず。

（だが──今、アレを封殺してどうする？　その後は!?）

　残る戦力は、グレンの拳けん闘とうと銃、リィエルの剣けん技ぎ、それだけだ。

　グレン達は全員、魔術を失い、その瞬間、ルミアの能力も意味を失う。

　この一瞬はしのげるが、こちらの戦力もガタ落ち──どの道、詰つむ。

　それが、グレンの【愚者の世界】の行使をほんの一瞬、躊躇ためらわせ──

『《──■■■■》……逝ね』

　そのほんの一瞬で、魔人の謎なぞの魔術が完成してしまった。

「しまっ──」

　カッ！　魔人の頭上で一ひと際きわ強く輝き始める太陽。

　灼熱の極光が、グレン達の視界を灼やき、全てを吞のみ込み、焼き尽つくそうと──

　…………。

「……え？」

　焼き尽くそうとした、その時。

　……いつの間にか、世界が音と色を失い、モノクロ調に染まっていた。

　魔人も、その頭上の太陽さえも……停止している。

　全すべてが灰色となった無音の世界で、音と色を失わずにいるのは、グレン達だけだ。

「な、なんだこれ……？」

「先生……？　こ、これは……？　一体、何が起きて……？」

　あまりにも不可解な現象に、グレン達が戸と惑まどっていると。

『……貴方あなた達。こっちよ。早く来なさい』

　不意に背後から響いてきた声に、グレン達が一いつ斉せいに振り返る。

　そして、一同は息を吞んだ。

「な──」

『この状態はそう長く保もたないわ。急いでこの場を離れるわよ』

　そこにいたのは──少女だった。

　燃え尽きた灰のように真っ白な髪かみ、暗く淀よどんだ赤あか珊さん瑚ご色の瞳ひとみ。身に纏まとう極ごく薄うすの衣ころも。

　そして、その背中に生えている──この世に属するモノとは思えない、異形の翼つばさ。

『何をぼうっとしているの、早く。あいつはこの聖域に足を踏ふみ入れた愚者の民を許さない。地じ獄ごくの果てまで追ってくるわ。だから──』

「お、お前は──ッ!?」

　グレンはその少女に見覚えがあった。

「第一祭さい儀ぎ場の、天空の双生児タウム像の所にいた──幻げん覚かくじゃなかったのか!?」

『……ふん。人間って本当に蒙もう昧まいね。辻つじ褄つまの合わないことは、すぐ自分で自分を騙だまして流す、現実を現実のまま捉えようとしない……愚おろかなことだわ』

　蔑さげすむような昏くらい目でグレンを睥へい睨げいし、鼻を鳴らす少女。

「ね……ねぇ……貴女あなた……なんなの……？」

　システィーナが震ふるえながら、少女に問う。

「どういう……ことなの……？　貴女、どうして……そんな姿を……ッ!?」

　その問いは、システィーナに限った話ではない。

　その場の誰だれもが等しく抱いだいた問いだった。

「貴女……どうして……？　どうして、ルミアと同じ顔なのよ……ッ!?」

　震えるシスティーナが指し摘てきするとおり。

　その異形の少女の顔は──ルミアとうり二つであった。








第六章　名無しのナムルス









「……私？　そうね、今はナムルスとでも名乗るわ」

　ルミアそっくりの異形の少女の手引きによって、闘とう技ぎ場を脱だつしたグレン達。

　焦しよう燥そうに追い立てられるままに足を動かし、魔人からかなりの距きよ離りを稼かせぎ、一安あん堵どして。

　すると、当然、誰もが抱いていた疑問に、その少女はそんな風に答えていた。

「……名無しナムルス、ね」

　そのあからさまな偽ぎ名めいに、グレンは呆あきれたように嘆たん息そくする。

　あの全てが停止した灰色の世界はいつの間にか元に戻もどり、辺りは魔術の光だけが頼たよりとなる相変わらずの暗黒の世界だ。

　グレンは気絶したセリカを背負い、一行を先導するナムルスに続く。

　ルミアがグレンに寄り添い、システィーナがグレンの後をおっかなびっくり追う。

　一行の殿しんがりを務めるリィエルは、油断なく背後に注意を払はらっていた……眠ねむそうに。

　貴方達を助ける、ついてきなさい──そう語った異形の少女、ナムルス。

　信用できるかできないかで言えば、信用できるとは思う。

　グレン達を害するつもりならば、わざわざあの状じよう況きようでグレン達を助けには入らない。それを得体のしれない力を使ってまで助けに入るあたり、この少女が言葉通り、グレン達を助けようとしていることは……間ま違ちがいないはずだ。

　だが──

「なぁ……お前、何者なんだ？　その変な翼はなんだ？　なんで俺達を助ける？　さっきのヤバげな魔人と、俺達を救った灰色の世界はなんだ？　お前、なんで俺達のこと知ってるんだ？　なぁ？　お前、なんでルミアとそっくりなんだよ？　何か関係あんのか？」

『……………………』

　ナムルスと名乗る少女は、グレンの問いに対し、頑かたくなに完全沈ちん黙もくを決め込んでいた。

　ただ、その鬱うつ屈くつとした目で、ちらりとグレンを一いち瞥べつするだけ。

　まさに、沼ぬまに杭くいを打っているような気分。

　何を尋たずねても、少女に関する情報は、まったく得られそうになかった。

「ちっ……可愛かわいげのないやつだな……」

　背中の異形の翼を除けば、その見た目は本当にルミアそっくりだ。

　だが、その目つきと態度はまるで違う。世を儚はかなみ、失望し、擦すれてしまったルミアというべきか……ナムルスは、どうにも鼻につく陰いん鬱うつで退たい廃はい的な空気を放っている。

「ったく、そっくりでも誰かさんとは大違いだぜ……そんなんじゃモテねえぞ？」

　すると、意外にもそれを不服と感じたらしいナムルスが反論した。

『随ずい分ぶんな言葉ね。別に、私は意地悪で貴方達に何も語らないわけじゃないわ』

「……どーいうことだよ？」

『分からない？　言わないんじゃなくて、言えないの。貴方達が今、抱いているであろう疑問にいちいち答えていたら、後々大変な事になるから』

「はぁ……？」

『時に知ることが最悪の事態を、知らないことが最良の結果を招くこともある。そもそも、私は本来、こうして貴方達の前に姿を現すつもりもなかった。私が貴方達へできるのは最低限の手助けだけ……理解した？』

　姿を現すつもりはなかった……と語るわりには。

　数日前、一人で行動するグレンの前に、姿を見せていたような気もするのだが。

「……ったく、まったくわけわからんぞ、この偽にせルミアめ」

『そう。じゃあ、一つだけ教えてあげるわ。……この私について』

　すると、ナムルスが訥とつ々とつと語り始めた。

『今の私は、世界各地の遺い跡せきに通う霊レイ脈ラインに縋すがり付く残留思念みたいなもの。肉体は失って久しいわね。だから、この姿は実体のように見えて実体じゃないの。そうね……先ほど、貴方は私を幻覚だと評したけど……思えば、それ、強あながち間違いでもないわ』

　顔をしかめて、嘆息するしかないグレン。

　そうじゃない。知りたいことは、聞きたいことは、そうじゃないのだ。

『遺跡の霊レイ脈ラインに縋り付く思念体であるがゆえに、私はこの国の遺跡にならどこでも姿を現せるわ。これが私の正体。……どう？　参考になった？』

「へーいへい、スッゲェ参考になったわー、もういいわ、ド畜ちく生しよう」

　まさに時間の無む駄だ。グレンは忌いま々いましそうに舌打ちするのであった。

「駄だ目めですよ、先生。ナムルスさんにそんな態度取っちゃ……」

「おいおい、ルミア。こんなクソ怪あやしいやつの肩かたなんか持たないでくれよ……」

　グレンは、相変わらずのルミアのお人好しぶりに、ため息を吐はくしかない。

「大体、見ろよ、こいつのこのグロ羽。なんだこりゃ？　見てて吐き気けしねえか？」

　グレンが気味悪そうにナムルスの背中の異形の翼つばさを一いち瞥べつするが──

「え、ええと？　……ぐろい……ですか？　確かにちょっと変わってはいますが……」

「先生、気が立ち過ぎ。グロいは言い過ぎ。むしろ、蝶ちよう々ちようみたいで綺き麗れいじゃない」

　ルミアが小首を傾かしげ、システィーナがジト目でグレンの物言いを非難した。

「はぁ!?　綺麗!?　この捻じれた深海魚みたいな翼が!?　お前ら、頭大だい丈じよう夫ぶか!?」

「……先生こそ、何言ってるのよ……目、大丈夫？」

　なにやら、言い争いを始めるグレンとシスティーナを尻しり目めに……

「ごめんなさい、ナムルスさん。今、先生は私達を助けるために必死で、余よ裕ゆうがないんです。普ふ段だんの先生はもっと優やさしい人なんですよ？」

『知ってる』

　申し訳なさそうに言うルミアに、なぜか、ナムルスはそんな答えを返した。

「それよりも、お礼がまだでしたね……どうもありがとうございます、ナムルスさん。私達のことを助けてくれて」

　すると……ナムルスがふと、足を止め、ルミアへと振ふり向いた。

　一行もまた、それに釣つられて足を止めた。

「ナムルスさんがどうして私と同じ姿をしているのかわからないけど……同じ姿をしているからかもしれないけど……私、なんだか貴女が他人のような気がしないんです」

『…………』

「ひょっとしたら、私達、前世で姉し妹まいか何かだったのかもしれませんね？」

　それは、別に媚こび売りでもお世辞でもなんでもなかった。

　ルミアが心から感じたことを、そのまま伝えただけだった。

　……だが、ナムルスはそんなルミアに、すっと身を寄せて……

『私はね……貴女のことが大だい嫌きらいよ、ルミア』

　敵意と憎ぞう悪おに満ちた表情で、ルミアを睨にらみつけていた。

『姉妹だなんて反吐へどが出る。貴女だけ、さっき死ねば良かったのに……』

　突とつ然ぜん、向けられた悪意に、流石さすがのルミアも言葉を失って、硬こう直ちよくし……

　場に緊きん張ちようが走った。システィーナが息を吞み、グレンが背中に隠かくした銃のグリップを握にぎる。リィエルは真銀ミスリルの剣けんを構え、今にも斬きりかからんばかりの体勢だ。

『……大だい丈じよう夫ぶよ。彼女に危害を加えるつもりはないわ。……ていうか、この身体からだじゃ何もできないし……ただの愚ぐ痴ちよ』

　身構えるグレン達を投げやりに一瞥し、ナムルスは再び冷たい視線でルミアを射い貫ぬく。

『今の貴女にこんなこと言うのは筋すじ違ちがいだって、私もわかってるわ。……でも、言わずにはいられない……貴女さえいなければ……ッ！』

　一方的にそう言い捨てて。

　ナムルスはルミアから視線を外し、再び、一行を先導するように進み始める。
















「貴女は……とても優しい人なんですね」

　だが、どこか寂さみしげなナムルスの背中に……ルミアは、そんな言葉をかけていた。

『……なんで、そうなるのよ……？』

「だって、貴女はそれほど私を憎にくんでいながら……私のことも助けてくれました」

『……そんなの……ついで、よ』

「私は……貴女が、どうして私を憎んでいるのかわかりません。だから、安易に謝ることはできません……噓うそになるから」

　そして、ルミアはナムルスの背中を真まっ直すぐ見つめて、はっきりと告げる。

「だから、せめてお礼を言わせてください……」

『…………』

「私を、私達を助けてくれて、ありがとう」

　……すると。

　不意に、ナムルスの姿が闇やみに溶とけるように消えていった。

「お、おい!?」

『……しばらく消えるわ。頭冷やしてくる』

　慌あわてるグレンに、ナムルスが冷ややかに告げた。

『大丈夫よ。私は、貴方あなた達が古代遺跡と呼ぶ物の、大体、何処どこにでもいるわ。このまま、私が教えた通りに進みなさい。じゃあね……』

　そんな声を周囲に反はん響きようさせるように残し……ナムルスは完全に消えていった。

「ったく……なんなんだ、あいつは……」

　呆れたようにため息をつき、頭をかくグレン。

　今回の一件は本当に、意味不明でわからないことばかりである。

　さすがにグレンがうんざりしていた……その時であった。

「……う……ん……？」

　グレンの背中で身じろぎする気配。

　グレンが背負っていたセリカが……うっすらと意識を取り戻していた。

「……グ、レン……？　……こ、ここは……？」

「セリカ……眼が覚めたか……」

　グレンがほっとしたように息を吐はく。

　セリカの意識覚かく醒せいに、システィーナ、ルミア、リィエルも安堵したようだ。

「おい、気分はどうだ……？」

「……最悪だ」

　グレンの問いに、セリカはぐったりとグレンに頭を預けながら、力なく呟つぶやいた。

　セリカの背中の傷は、とっくにルミアの法医呪文ヒーラー・スペルによって完全に治ち療りようされている。

　だが、セリカの状態は芳かんばしくないようである。

「あの変な魔ま人じんの持つ魔刀……斬った相手の魂たましいを喰くらって吸収し、自身の力へと転化するらしい……私は霊れい魂こん……エーテル体を著いちじるしく喰われてしまった……みたいだ……」

　なるほど、あの魔人が規格外の魔術を単独で行使したカラクリはそれか。

　一つ、疑問点が腑ふに落ちた。

　相手にダメージを与あたえるほど自分は強くなるなんてずるい。

「……霊魂の損傷は自然再生を待つしかない……だが……これほどの損傷……は、はは……私は……もう、二度と魔術が振るえなく……なるかも……な……」

「……バカ言ってんじゃねえよ」

　だが、グレンは笑えなかった。

　霊魂の損傷。それは魔ま術じゆつ師しにとっては致ち命めい傷しようだ。霊的な感覚を使用する魔術において、霊魂──エーテル体の状態は絶大な影えい響きようを及およぼす。

　魔術がまったく使えなくなる……とまではいかなくとも、今後のセリカに魔術師としての何らかの障害が残ってしまうだろうことは想像に難かたくない。

　しばらくの間、重苦しい沈黙が一行を包む。機械的に歩を進め、通路を進んでいく。

　かつん、かつんという足音だけが、空くう虚きよに反響していき……

　やがて……不意に。

「なぁ……グレン。そう言えば、あいつは……？　あの魔人は……どうした？」

　ぽつりと……セリカが口を開いていた。

「今、やつをなんとか撒まいたところだ。ナムルスっていう変なやつが、俺達を助けてくれたんだ」

「……ナムルス？」

　聞かない名前に、セリカが眉まゆを顰ひそめる。

「誰だれだ？　……ていうか、こんなところに、私達以外に誰かいたのか？」

「えーと、なんだ……説明に困るな。なんか人外っぽい変やつで……突然、俺達の前に現れて……おい、ナムルス！　聞いてるか？　出てこいよ！」

　グレンがどこへともなくそう声をかけるが……

「……？　出てこねえな……何やってんだ、あいつ……」

　しばらく待っていても。

　なぜか、ナムルスは一向に姿を現そうとしなかった。

「まぁ……いいや。誰でも。こんなとこに誰かいたなんて信じられないが……お前が信じて、頼たよってるなら……それで……いい……それよりも……げほっ……ごほっ……」

　その時、セリカが苦しそうにえずいた。エーテル体の損傷によって、肉体と霊体の重なりにズレが生じ、身体が霊的な変調をきたしているのだ。

「お、おい!?　大丈夫か、セリカ!?」

「私のことなんかどうでもいい……それよりも……」

　セリカはほんの少し、何かを覚かく悟ごするように沈ちん黙もくし……

　そして、はっきりと言った。

「私は足手まといだ……置いてってくれ」

　そんなことを言い出すセリカに、グレンが思わず絶句する。

「……私はもう……見ての通りだ……当分、一人じゃまともに動けない……」

　いつもなら自信と凜りんとした覇は気きに溢あふれる口調も、今はただただ弱々しかった。

　そこにはもう、最強の魔術師の姿はない。

　今、グレンの背中にいるのは……傷つき、打ちひしがれた、ただのか弱い女だった。

「……できるかよ、バカ」

　苛いら立だったように、セリカの言葉を突つっぱねるグレン。

「私達のこの様子から察するに……あの魔人、追ってきてるんだろ……？」

「ナムルスのやつが言うには、あいつは心の狭せまい陰いん険けんなストーカー野や郎ろうなんで、あの闘とう技ぎ場に無断立ち入りしちゃった俺達を、地じ獄ごくの果てまで追ってくるんだと。だが……」

　何かと口をつぐむナムルスからの、数少ない情報によれば。

　今のあの魔人は、地ち下か迷めい宮きゆうの地下50階から地下89階の深層域《門番の詰つめ所しよ》に縛しばられている存在であるらしい。あの魔人はその領域から出ることができないのだと。

「……つーわけで、要はとっととこのクソ迷宮からおさらばすりゃいいわけだ。ナムルスさんは、あの闘技場からもっとも近い、脱出ポイントを知ってるんだと」

「……だったら……なおさらだ……」

　セリカが力なく、グレンの肩かたを摑つかむ。

「こんな私がいたんじゃ……逃にげる速度も……戦いも……不利になる……」

「ああ、そうだな。まったくその通りだ、ちっくしょうめ」

「……だろ？　だから……」

「だが、断る」

　グレンはセリカを背負い、歩き続ける。その足取りにまったく迷いはない。

「……頼たのむから……こんな時くらい、私の言うこと聞けよ……ッ！　このままじゃ……」

「うっさいッ！　黙だまれ、やかましいッ！」

　だが、グレンはセリカを叱しつ咤たして、強引に背負い直し、淡たん々たんと歩き続ける。

「俺はお前を断じて連れて行くッ！　連れてこのクソな迷宮から脱だつ出しゆつする！　この方針に変へん更こうはねえ！　この探たん索さく隊の隊長命令だ、文句あっかこの野郎ッ！」

　怒ど鳴なりつけられたセリカが一いつ瞬しゆん、身を竦すくめ、やがて呆あつ気けに取られていく。

「なんで……だよ……？　なんで、そこまで、私を……？」

　弱々しく呟くセリカに……

「家族だからだッ！」

　即そく、グレンが断然と叫さけんでいた。

「お前と俺の立場がもし逆だったとしても、お前なら、俺を引きずってでも連れて行くはずだッ！　どんなに生せい還かん率りつが低くなろうとも！」

　そして、グレンは声のトーンを落とし、憮ぶ然ぜんと呟く。

「……家族ってそういうもんだろ？」

「グレン……」

　セリカはしばらく、呆ほうけたような顔でグレンの背中に身を預け続け……

「私達は……家族か……？」

「それ以外のなんだと思った？」

「本当に……？　本当の、本当に……？」

「しっつこいな……そうだっつってんだろ……」

「……そう、か……私達は……家族か……ははっ……ぐすっ……ひっく……」

　すると、セリカは何かに安あん堵どしたように息を深くつき……

　そして、グレンの背中で静かに嗚お咽えつし始めた。

「なんで、泣くんだよ……？」

「実はな……私……ずっと……怖こわかったんだよ……家族って思っているのは……私だけなんじゃないかって……」

「このアホ……ッ！　なんで……そうなるんだよ……ッ!?」

「だって……私はどう考えても人間じゃないじゃないか……」

「はぁ!?」

　そして……セリカはついに、涙なみだ声ごえで己おのが胸中を、とつとつと吐と露ろしていく。

　セリカは語る。自分のこれまでの約四百年に渡わたる長き生を。

　不安と、苛立ちと、孤こ独どくと、戦いに彩いろどられた果てしなき茨いばらの道を。

　それを歩む自分を苛さいなみ続けた、突き動かし続けた『内なる声』──謎なぞの使命の存在を。

　そして、その『内なる声』が、ある時、突とつ然ぜん、言ったのだ。

　セリカがグレンを養うために魔術学院の教授となり、学院の魔術教授として探索依い頼らいを受け、地下迷宮内に初めて足を踏ふみ入れた時──この地下迷宮の最深部に、セリカの使命があるのだと『内なる声』が──言ったのだ。

「だから、お前、こんなクソ迷宮に拘こだわってたのか？　その『内なる声』とやらに、突き動かされて……？」

「……最初はな」

「最初は？」

　セリカの妙みような言い回しに、グレンが首を傾かしげる。

「最初は確かに『内なる声』に突き動かされるまま無茶をやった……でもな……今の私は未いまだ思い出せない使命なんて……もう、ほとんど、どうでもよくなってたんだ……」

「だったら！　なんで、あんな無茶をし続けたんだ……ッ!?」

　グレンのその問いに。

「だから……怖かったんだよ……」

　セリカは今にも消え入りそうな声で、そう呟いていた。

「お前と一いつ緒しよに暮らすうちに……私は……段々と怖くなっていったんだ……原因不明の不老……『永遠者イモータリスト』……私の生きている時間と……お前の生きている時間は違ちがう……私とお前は違う……小さかったお前が次し第だいに成長していくたびに……いつも強く、そう突きつけられる……〝ああ、お前と私は、違う存在なんだ〟って……」

　そう。それこそが──

「だから……お前は、心の底では私のことを……家族として……認めてくれてないんじゃないかって……自分とは違う別の生き物のように、私のことを思ってるんじゃ……ないかって……こんな私を哀あわれんで、そばにいてくれるだけじゃ……ないかって……」

　長年の孤独で脆もろくなったセリカが患わずらってしまった──『病気』だった──

「グレン……私は……」

　セリカの細ほそ腕うでが、グレンの首により強く絡からめられる。グレンの後頭部に押しつけられるセリカの頭。じんわりと熱いものが、グレンの後頭部に伝わってくる。

「……もう、『内なる声』なんて……思い出せもしない使命なんて……どうでもよかった……ただ……お前と……一緒に居られれば……それでよかった……私は……」

「…………」

「……私は……お前と同じ時間を生きる、同じ『人間』に……なりたかったんだ……」

　そんなセリカの弱々しく、悲しげな呟つぶやきに。

　全すべてを悟さとったグレンが、思わず目を閉じ、歯がみする。

「……だから、か」

　自身の不老の謎の答えを求め、『永遠者イモータリスト』から『人間』へとなるため、地下迷宮へ。

　その『永遠者イモータリスト』体質は、きっと失われた使命に関係していたはずだから。

　グレンに自分を人間だと、真の家族だと認めてもらいたいがゆえに。

　タウムの天文神しん殿でん調査へ、急についてくる気になったのも、それが理由。

　タウムの天文神殿には、時空間転移魔ま術じゆつ……時間に関する古代の秘術が眠ねむっているとの噂うわさがあった。地下迷宮探索に煮に詰つまってしまったセリカが、自分の不老の謎を解く一助になれば……と、そう思ってのことだったのだろう。

　まったくもって──

「馬ば鹿か野や郎ろう……馬鹿野郎だよ……」

　グレンは怒いかりが滲にじんだ震ふるえる声で、そう言った。

「……グレン？」

「……そんなことを思い悩なやむお前も……そんなお前の葛かつ藤とうに気付いてやれなかった俺も……本っ当に大馬鹿野郎だ……ッ！　くそ……ッ！　ちっくしょう……ッ！」

　そう言えば、以前もそうだ。

　グレンが魔術嫌ぎらいになってしまったことで、勝手に自分まで嫌われているんじゃないかと邪じや推すいし、セリカはグレンを無理矢理に魔術講師にした……魔術が好きだった頃ころをグレンに思い出して欲しくて。

　セリカ＝アルフォネア。グレンが憧あこがれた最高の魔術師──魔法使い。

　グレンがお伽とぎ話ばなしの『正義の魔法使い』に憧れたのも……元々はセリカみたいな魔法使いになりたかったから。

　グレンにとってセリカは──生しよう涯がいをかけてその背を追い続ける偉い大だいなる存在であり──神聖不ふ可か侵しんな、物語の中に生きる憧れの英雄ヒーローなのだ。

　だから、つい、失念してしまうのだ。セリカも、史上最強の魔術師である以前に──至高の魔法使いである以前に──一人の女性であることを。

　四百年という気の遠くなるような長き時間の果てに、摩ま耗もうし、脆くなってしまった──ごく普ふ通つうの、当たり前の人間であることを。

　彼女の不安を、絶対的に取り除いてやれる手段は、グレンにはない。

　彼女の求めを、絶対的に証明する手段は、グレンにはない。

　だから──

「俺とお前は、家族だ」

　だから、何度でも言葉にするのだ。

「俺とお前は家族だ、セリカ。そもそも家族以外の何だって言うんだ？　マジで」

　何度でも。

「お前……俺と一緒に暮らす十年以上の月日の中で一体何を見てたんだ？　アホか？　マジで。不安に思うなら素す直なおに言え、そういうことは。そういうクソくだらねえ悩みを打ち明けて、ぶつかりあってこその家族だろ？　ンなこともわかんねーのか？」

　何度でも。何度でも。

「お前って本当にガキだよな……いくつだよ？　ったく、この耄もう碌ろくババアめ……あー、こりゃ、家族の俺が当分介かい護ごしてやらにゃ駄だ目めだわ、マジで……」

　彼女がそれを不安に思う度たびに、何度でも──

「……お前は今のままでいい、セリカ。何も気負う必要なんてねーよ。お前が『永遠者イモータリスト』だろうが、人間じゃなかろうが、神だろうが、悪あく魔まだろうが、魔王だろうが……お前は、俺のたった一人の……大切な家族だ……」

　グレンは淡々と、それでも想おもいを込こめて、言葉を連ねていく。

　セリカがわかってくれるまで、安心してくれるまで、何度でも。

「お前は……今のままでいいんだよ……」

「そう……か……」

　グレンの言葉をじっと聞いていたセリカは、まるで夢見心地ごこちのように息を吐はいて。

　そして……

「……私……なんで、こんな簡単なことが……わから……、な…………、…………」

「……セリカ？」

　そのまま、セリカは再び深い眠りについていた。

「ったく……余計な手間かけさせやがるぜ……」

　ふて腐くされたように言い捨て、大切そうに背中のセリカを背負いなおす。

　そんなグレンと、その背中で子供のような寝ね息いきを立てるセリカを、ルミア達が微笑ほほえましく眺ながめている。

「……ちっ。なーに、見てんだよ……」

　生徒達の視線に気付いたグレンが気き恥はずかしそうに、顔を背そむける。

　……そして。

『……ありがとう、グレン』

「うおっ!?」

　いつの間にか、グレンの隣となりに姿を現していたナムルスが、不意にそんなことを言った。

「馬鹿、脅おどかすな！　……って、ありがとう？　は？　どういう意味だ？　そりゃ」

『……別に』

　ふい、と。

　そのまま、ナムルスはそっぽを向いた。




　一行は、地下迷めい宮きゆうを延々と進んでいく。

　背後から迫せまってくるであろう脅きよう威いに怯おびえながら、黙もく々もくと……

　だが、このまま何事もなく終わってくれ……そんな思いをあざ笑うように……ついに。

「……来たな」

『そうね』

　ふと、回かい廊ろうを行くグレン達が歩を止め、背後を振ふり返る。強大で禍まが々まがしい力を持つ何者かが、すぐそこまで近付いている気配が……ひしひしと肌はだに感じられたのだ。

『……まだ、距きよ離りはあるわ。けど、追いつかれるのは時間の問題ね』

「急げば、逃にげ切れないか？」

『無理ね。まだ、目的地まではかなりあるわ。……貴方あなた達がここにやってきた時に使用した扉とびらの場所よりは大分近いけど……それでも……』

　ならば、取るべき方策は一つ……迎むかえ撃うつしかない。

「俺が、ここに残る。お前達はセリカを連れて、なんとかこの地下迷宮から脱だつ出しゆつしろ」

　悲ひ壮そうな覚かく悟ごを決めてそう言い、グレンは眠るセリカを壁かべにもたれかけさせた。

「だ、駄目です！　先生も一緒に……ッ！」

『そうよ。何を言ってるの』

　そんなグレンの言葉に一番反応したのはルミアと、意外にもナムルスであった。

『グレン……貴方はここで死ぬわけにはいかないわ』

「だが、どうすんだよ!?　追いつかれるのは確実なんだろ!?」

『…………それは』

「一緒に固まってたら、一気に全ぜん滅めつだ。何しろ、やつへの対たい抗こう手段がまったくないんだからな。だから、俺がここに残って一秒でも時間を稼かせぐ。お前らは──」

『それだけは駄目ッ！　特に貴方とセリカは生き伸のびてッ！　お願いだからッ！』

「あんな、無敵で不死身のやつ相手に、そんなこと言ってる場合か!?」

　激しく言い争うグレンとナムルス。貴重な時間がどんどん出血していく。

『貴方がオトリになったところで、結局、あの子達も追いつかれて殺されるわ！』

「じゃあ、どうしろってんだ!?　このまま座して──」

　まさに、一いつ触しよく即そく発はつ……そんな時だった。

「……先生」

　今の今まで、ずっと何かを考え込むかのように押し黙だまっていたシスティーナが、不意に意を決したように、口を開いた。

「どうせ逃げられないなら……戦いましょう、皆みんなで。……あの魔ま人じんと」

　一いつ瞬しゆん、グレンはシスティーナが恐きよう怖ふのあまり、気が狂くるったかと思った。

「あの魔人を私達で打だ倒とうしましょう。全員が生き残るには……それしかありません」

　きっと、それは彼女の精せい一いつ杯ぱいの勇気を振り絞しぼっての言葉なのだろう。

　システィーナの肩かたは、唇くちびるは、小刻みに震えていた。

「馬鹿か、お前は……ッ!?　勝てるわけねーだろ!?」

　だが、あの魔人の強大さを知っているがゆえに、すっかり余よ裕ゆうのないグレンが、そんなシスティーナに喰くってかかる。

「ああ、勝算があるなら、全員で戦うことも吝やぶさかじゃねえさ！　だが、あいつ、心臓に弾たまぶちこんでも、叩っ斬きっても死なねえじゃねえか!?　そんなん相手できるか！」

『グレンの言う通りよ』

　そこになぜか、ナムルスも追従してくる。

『あの魔人を殺しきれる者はこの世にいないわ。……残念ながらね。なぜかはわからないけど……あいつは不死身なの。何度殺しても、決して死なない』

　それは、妙みように確信と実感が伴ともなった言い口だった。

　だが、そんな二人に臆おくせず、システィーナは極きわめて冷静に告げた。

「お言葉ですが……あの魔人の不死性……恐おそらく、崩くずせます」

「……は？」

『えっ？』

　グレンどころか、ナムルスまで目を丸くしていた。

「私の推測が正しければ、ですが……あの魔人には恐らく弱点があります」

　そう言って。

　システィーナは、自身が背負う背はい囊のうを下ろし、その中身をごそごそ物色し始める。

「……ひょっとしたら、何かの役に立つかも……そう思って持ってきたんだけど……まさか、こういう形で役に立つなんて……」

　システィーナが背囊の中から取り出したのは……

「……は？　『メルガリウスの魔法使い』……？　セリカが持ってきていた本か？」

「はい」

　訝いぶかしむようなグレンの視線が刺ささる中、システィーナが本をぱらぱらとめくり始める。

　そして──




　グレンが決戦に選んだ場所は──迷宮内に造られた空中庭園らしき場所であった。

　広い空間に、比ひ較かく的てき手て狭ぜまな広場が高さを変えて複数存在し、それらを無数に入り組む階段が繫つないでいる。今は水が涸かれているが、噴ふん水すい池やそれらを繫ぐ水路が所々あり、かつては流れる水が滝たきや噴水を形成し、とても美しい場所であったろうと想像がついた。

（まぁ……見上げる天てん井じようが、ドーム状の石いし壁かべで覆おおわれてて空が見えないってのが台無しだが……てか、空中庭園っつーより、地下庭園だな、こりゃあ……）

「……ん？　どうしたの？　グレン」

　ふと頭上を見上げたグレンの傍かたわらには、手にセリカの真銀ミスリルの剣けんを提さげたリィエル。

　二人から少し離はなれた後方の、グレン達がいる広場より二、三メトラほど高い位置にある広場のテラスに、やや緊きん張ちようした雰ふん囲い気きのシスティーナとルミアが待機している。

「うんにゃ？　頼たよりにしてるぜ？　お前ら」

「ん。任せて。わたしはグレンの剣」

　リィエルがぼそりとそう言い、システィーナとルミアが頷うなずいた。

　やがて。

　そんなグレン達の元に、圧あつ倒とう的てきな気配が近づいてくる。

　ゆっくりと、ゆっくりと……

　その肌を痺しびれさせるように薄うすら寒くする、ドス黒い気配は徐じよ々じよに強まっていき……

　……そして。

『退かず、我に立ち向かうか。愚ぐ者しやの民たみながら潔いさぎよし……』

　魔人がグレン達の前に姿を現した。相変わらず目眩めまいがするほど禍々しい圧力プレツシヤー。こうして対たい峙じしているだけで、膝ひざが震ふるえ、背筋と額を大量の冷ひや汗あせが伝い落ちていく。

『敵かなわぬと知り、殺せずと知り、我に牙きば剝むくその蛮ばん勇ゆうは愚おろか。だが、天晴あつぱれ。せめてもの褒ほう美びに、苦の無き死を与あたえようぞ……』

　かつん、かつん、かつん……

　広場を繫ぐ階段を登り、魔人がグレン達の陣じん取どった場所へ、ゆっくりと近付いてくる。

　圧力プレツシヤーがさらに絶望的に強まり、恐怖に締しめ上げられた心臓が悲鳴を上げていく。

　が──

「そうかねえ？　まったく届かねーわけじゃないと思うがなぁ？」

　グレンは精一杯、余裕の演技をし、眼下の魔人を小こ馬ば鹿かにするように言い放つ。

「なにせ──てめぇの命の残数ストツクは、後、四つ……だろ？」

『…………』

　そのグレンの謎なぞの言葉に、階段を登る魔人の動きが──止まった。

「さぁ……バカ騒さわぎも、そろそろ終しまいにしようぜ？」

　不敵に構えながら、グレンは先ほどのシスティーナの話に思いを馳はせる──




　──。

「……と、あの魔人の不死性とその弱点を説明する前に……」

　ふと、本をめくる手を止め、不意にシスティーナが話を変える。

「ねぇ、先生。ロラン＝エルトリアって知ってる？」

　話の腰こしを折られて、グレンが眉まゆを顰ひそめる。

「……はぁ？　……いや、知ってるが、今はそんなことを話してる場合じゃ──」

「それが重要なんです！　聞いて下さい！」

　システィーナは強く断言し、言葉を続けた。

「ロラン＝エルトリア。近世では有名な魔導考古学者です。魔導考古学の父とも。彼はメルガリウスの天空城を中心に古代史研究を重ね、その代表著作はその名もズバリ『メルガリウスの天空城』……そして、『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』……」

「ああ、そうだ。前者はお前のようなメルガリアンにとっては、バイブル的な一冊。後者はこの国のガキなら一度は読むような童話だ。やつは魔導考古学者でありながら、同時に童話作家でもあった……」

　システィーナの意図が読めず、仕方なく話に付き合うグレン。

「ロランの童話作家としての著作は、世界各地に伝わる古代の神話や伝説、民間伝承を、彼独自の分ぶん析せき・解かい釈しやくを下もとに編へん纂さんしたもの……特に彼の最高傑けつ作さく『メルガリウスの魔法使い』はその集大成……古代神話大成とも呼んでもいいわ。童話でありながら、聖歴前古代史を紐ひも解とく参考文ぶん献けんにもなりうる名書よ」

「……それがどうした？」

「最終的にロラン＝エルトリアは、『メルガリウスの魔法使い』を執しつ筆ぴつして、世に出版したその直後……隣のレザリア王国へ古代伝承の調査旅行中、彼かの国を支配する聖エリサレス教会に『異い端たん者』として捕つかまって……火か刑けい台に送られました」

「！」

「罪状は『邪じや悪あくな思想の書しよ籍せきを世に出し、無む辜こなる民を惑まどわした罪』。教会はレザリア王国内に出回っていた『メルガリウスの魔法使い』を全すべて強引に回収し……焚ふん書しよした」

「そ、そんな、酷ひどい……その本なら、私も子供の頃ころに読んだことあるけど……あれは本当にただの童話だよね……？　別に旧教会が怒おこるようなことは何も……」

　不思議に思ったルミアが、悲痛な表情で相あい槌づちを入れてくる。

「ええ、いくらなんでも異常よ。当然、何か裏がある……と思うわよね？」

　システィーナの問いに、押し黙るグレン。

「繰くり返すけど、『メルガリウスの魔法使い』はね……世界各地に残された古代文明の伝承を参考に書かれているの。すると……当然、こう考えられない？　ロラン＝エルトリアは……古代文明にまつわる見てはいけない何かを見てしまい、それを『メルガリウスの魔法使い』という本にしてしまったせいで、殺された……と」

「……ッ！」

「火刑台に上ったロランが最後に残したとされる言葉……『教典は万物の叡えい智ちを司つかさどり、創造し、掌しよう握あくする……故ゆえに、それは人類を破は滅めつへと向かわせることとなるだろう』……なんだか、とても意味深だと思わない？　まるで……『メルガリウスの魔法使い』には、『教典』と呼ばれる禁断の原本みたいなものがあった……そう思えませんか？」

　グレンはしばらく、その言葉を反はん芻すうするかのように、沈ちん黙もくしていたが……

「くだらない陰いん謀ぼう論だ。それがどうした？　一体、あの魔人対策になんの関係が？」

　やがて、呆あきれたように一いつ笑しように付していた。

「先生。ここで本題に入ります。さっきの魔人ですが……」

　システィーナはグレンの目を真まっ直すぐ見つめながら、言った。

「左手に魔法を打ち消す赤い魔刀……右手に魂たましいを喰らう黒い魔刀……何度殺しても死なない不死身の魔人……これ、どこかで聞いたことありません？　子供の頃、『メルガリウスの魔法使い』が大好きだったっていう先生なら、きっとご存知だと思うんですけど」

　システィーナが本を開いて、グレンへと向ける。

　双そう刀とうの剣士が万の軍勢に立ち向かっている構図のその挿さし絵えには、見覚えがあった。

　その挿絵に、そして、システィーナの指し摘てきに……グレンの懐なつかしい記き憶おくが、不意に脳のう裏りにフラッシュバックする。

「……魔ま煌こう刃じん将アール＝カーンか！」

　絵本『メルガリウスの魔法使い』では、主人公の敵かたき役やくとして『魔王』、そしてそれを守護する『魔将星』達が登場する。魔将星とは、魔王直属の、強大な力を持つ配下達のことだ。元・人間が、何らかの形で人間を辞やめたような連中ばかりだ。

　中でも、魔煌刃将アール＝カーンは独特な立ち位置に存在するキャラクターで、魔王に傅かしずきながらより魔王に相応ふさわしい人物……己おのれが真に忠誠を捧ささげるべき相手を求め、無数の強者と戦い続け、時に魔王にすら牙きばを剝むくという変わり者だ。

　そして、その最大の特とく徴ちようは、先述の双魔刀と、かつて邪じや神しんがアール＝カーンに課した十三の試練を乗り越こえることで手に入れた、十三の命。

　彼は十三回殺さないと倒たおれないのだ。つまり──

「──って、バカか!?　それはただのお伽とぎ噺ばなしだろ!?　白しろ猫ねこ、お前はあの魔人が魔煌刃将アール＝カーンだー、とでも言いたいのか？　お前、それは流石さすがに……」

「私だって、バカなこと言ってるってのはわかってるわ！　でも、それにしては、類るい似じ点が多過ぎない!?　これ、本当に偶ぐう然ぜんなの!?　偶然にしては出来過ぎてない!?」

　確かに、言われてみればそうだ。

　本当にこれを、ただの偶然と片付けてよいのだろうか？

　大方の物事において、一つ二つの一いつ致ちは偶然だが、三つ以上の一致はほぼ必然だ。それを、なんの検証もなしに偶然と決めつけるのは、それこそ愚者のすることだ。

　それにシスティーナの言う通り『メルガリウスの魔法使い』は、ただの童話ではないのだ。それは古代の神話大成──偉い大だいなる伝説の語り部ロラン＝エルトリアの魂なのだ。

「先生……この可能性に賭かけてみませんか？　相手があのアール＝カーンなら……」

　そう。ご多分に漏もれず、物語の英えい雄ゆうや反英雄に、弱点は付きものだ。

　あの魔人が、本当に本物の魔煌刃将アール＝カーン──古代の反英雄ならば──

　──打だ倒とうする手段は、攻こう略りやく法は、ある。

（……どうする？）

　これは賭けだ。

　そんな細い希望の糸に縋すがって、魔人を打倒し、全員で生せい還かんする可能性に賭けるか。

　そんな希望は捨て、誰だれかが確実に犠ぎ牲せいとなる、絶望的な逃とう走そうにひた走るか。

　グレンは、生徒達を見る。

　システィーナも、ルミアも、リィエルも。

　何かを訴うつたえかけるような真しん摯しな表情で、グレンをまっすぐ見つめてくる。

　──貴方あなたの判断に従う、と。

　──それがもたらす結果に、後こう悔かいはしない、と。

　その目が、何よりもそう雄ゆう弁べんに語っている。

　彼女達は……もう、とっくに覚かく悟ごを決めていた。

　システィーナ、ルミア、そして……リィエル。

　彼女達三人が、力を貸してくれるなら……一いつ緒しよに戦ってくれるなら……あるいは。

「……俺は、あいつらに約束をしたんだ……皆みんな、無事に連れて帰るって……そうだ……だから、俺は……ッ！」

　そんな、彼女達を前に、グレンはついに決断する──




　──。

（……俺としたことが……こんな綱つな渡わたりな道に賭けるとは、な……）

　魔人と対峙しながら、グレンが胸中で小さく舌打ちする。

　あの魔人の正体が、本当に魔煌刃将アール＝カーンである保証など、どこにもない。

　全てはただの偶然……その前提が違ちがえば、グレン達が魔人に勝てる可能性など、万に一つもない。

　だが──それをただの偶然と切り捨てるには、あまりにも状じよう況きようが出来過ぎている。

　全員が生き残るなら……この可能性に縋るしかない。

（そうだ……物語中では……魔煌刃将アール＝カーンは、魔王を己おのが主あるじと認めるために戦いを挑いどみ、四度殺され……魔王を倒すために天空城に挑んだ正義の魔法使いを阻はばむために戦い、三度殺された……つまり……すでに合計七回の死……）

　グレンは、余よ裕ゆうの表情を取り繕つくろいながら、魔人を一いち瞥べつする。

（そして……俺がやつの心臓にブチこんでやった一発の弾だん丸がん、リィエルがカマした一いち撃げき……これで二回……やつの命の残数ストツクが、元は十三……だとするなら！）

　グレンは魔人に向かい、油断無く拳けん闘とうの構えを取って、不敵に言い放つ。

「そう、テメェの命の残りは四つだ」

『…………』

「確かに、古代の英雄サマの相手なんか務まらねえよ、俺一人にはな……だがな、生あい憎にく、俺は一人じゃねえ。俺にはこいつらがいる」

　グレンは胸を張って、立てた親指で頼たのもしい生徒達を指す。

「こいつらがいれば……四人で戦えば、テメェに勝てる。テメェの命の残数ストツクがたった四つだっていうなら……なんとかしてやるぜ？　クソ野や郎ろう」

　さぁ、答え合わせの時間である。

　正直、相手があの魔煌刃将アール＝カーンだという確信は、まったくない。

　残りの命が四つだというのも、グレンの願望が多分に入っている。

　だが、その確証を得るために、グレンは渾こん身しんの芝しば居いを打った。

　内心、ガクブル震ふるえて今にも逃にげだしたい気分を無理矢理押し込め、見み栄えとハッタリで、いかにも相手を四回殺せば勝てる……と確信している風を、グレンは装よそおった。

　グレンは拳闘の構えを取って軽くステップを踏ふみ、向かう魔人の右手側へ、ゆっくりと円を描えがくように移動しながら、物思う──

（いかにも、こっちがテメェの命が四つであることを確信し、攻こう撃げきの隙すきを窺うかがっている……ように見えてくれているか……？　頼む……そう受け取ってくれ……ッ！）

　この魔人を四度殺すならば、それはグレン達の全てを尽つくす総力戦となる。それで魔人が倒れなかったら、それは目も当てられない、最悪の展開となる。

　確信が欲ほしい。この魔人を四度殺せば、倒せるというその確信を──

（……頼む……効いてくれ、ハッタリ……ッ！　その不死身の回数制限を裏付ける、なんらかの反応を俺に見せろ……ッ！　頼む……ッ！）

『……………………』

　押し黙だまる魔人が、グレンを値ね踏ぶみするように睥へい睨げいする。

　しばらくの間、場をまるで鉛なまりのように重苦しい沈黙が、流れ……

　胃がひっくり返ってねじ切れそうなほどの緊きん張ちようが、グレンを襲おそい……

（う、やばい……冷ひや汗あせが……ッ！　くそ、芝居がバレる……これ以上は……ッ！）

　グレンの額に浮うかぶ汗が、今、まさに頰ほおを伝い流れようとした……

　……その時。

『良いだろう。我が真なる主すら知らぬ秘中を、汝なんじ等がいかに知ったかは与あずかり知らぬが……精々足あ搔がけ、愚ぐ者しやの民たみ草くさ共よ。その群の力を以もつて、見事、我を四度殺してみせよ」

　魔人が、双魔刀を構え──決定的な言葉を吐はいた。

「…………ッ!?」

　腹芸を制したのは──グレンだ。物語で語られるとおり、『真っ向勝負を好む』魔人であることも、グレンに幸いした。

「はっ……元よりそのつもりだぜ……格上気取って吠ほえ面づらかくなよ……？」

　余裕と自信を取り繕った表情の裏で、グレンは歓かん喜きに咽むせぶ。

（──しゃああああッ！　確定ッ！　こいつはアール＝カーンだッ！　これなら、なんとか戦いになるッ！）

　それにしても、ロラン＝エルトリア……一体、何者なのか。

　彼は一体、古代文明を探求する果てに……一体、何を見たというのか。

　そして、魔将星──かれらは物語上の存在ではなかったのか──？

　……だが、今はそれを考えている場合ではない。

「さぁ、行くぞッ！　リィエルッ！　システィーナッ！　ルミアッ！」

「ん。任せて！」

　グレンとリィエルが、爆はぜるように左右に散開し──

「援えん護ごするわよ！」

「うん！」

　後方のシスティーナとルミアが魔人に向けて、左手を構え──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

「いいいいいいやぁああああああああああああああああああ──ッ！」

　そして、グレンとリィエルが裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に、魔人へと突とつ撃げきしていく。

『……来い』

　迫せまり来るグレンとリィエルを前に、魔人が深く低く、身構え──

　そして、壮そう絶ぜつなる戦いが始まった──




「ふっ──」

　グレンが仕し掛かける──魔人の右手側から、翔かけるように。

「やぁああああ──ッ！」

　リィエルが襲いかかる──魔人の左手側から、飛ぶように。

　左右から二人同時に、魔人へと仕掛ける。

　その挙動は──疾しつ風ぷう迅じん雷らい。まるで、地を走る稲いな妻ずまが交こう錯さくするかのよう。
















「しぃ──ッ！」

　ルミアの『感かん応のう増ぞう幅ふく力』を載せて、予あらかじめ魔力を付呪エンチヤントしたグレンの拳こぶしが──

「いいいいいやぁああああああ──ッ！」

　リィエルがセリカから借り受けた真銀ミスリルの剣けんが──

　裂帛の気迫と共に、うなりを上げ、真空を裂さき、魔人へと迫る。

　無論、二人ともルミアの能力が乗った白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】で身体能力を極限まで引き上げているため、その動きはすでに人外だ。

『フン──』

　だが、優ゆう雅がに疾はやく、鋭するどく躍おどる魔人の双そう刀とう。

　視界を無数に分断する、紅あかと黒の曲なる剣線の乱らん舞ぶ。

　魔人は右の魔刀でグレンの拳を、左の魔刀でリィエルの剣を、人外の攻撃を、何の危なげもなく、受け、捌さばき、叩たたき落とし、受け流していく。

　拳と魔刀が、剣と魔刀が幾いく度どとなく甲かん高だかい衝しよう撃げき音と魔力の火花を散らして、ぶつかり合い、喰くらい合っていく。

「ぉおおおおおおおおおおおお──ッ！」

「はぁ──ッ！」

　ひるまず、さらに打ち込んでいくグレン、さらに斬きり込むリィエル。

　時に同時に、時に時間差で、何度も、何度も、何度でも。

　だが──まさしく人外の魔人は、それらを淡たん々たんと冷静に捌き続ける。

　グレンの撃うち込んだ右ストレートを体さばきでかわし──

　その刹せつ那な、リィエルが流星の如ごとく落とした大上段からの一撃を受け止め──

　間かん髪はつ入れず、旋せん風ぷうのように振ふるわれたグレンの左フックを受け流し──

　同時に、リィエルが切り返した銀色の暴力を弾はじき返す。

　それはまるで、踊おどるように、舞まうように。

　手数で攻せめ立てる近代剣術や、力と速度で相手を圧殺する騎き士し剣術と違い、全すべての動作が円を描くような魔人の剣けん舞ぶは、敵ながら見とれるほどに美しい。

　激しい打ち合いに巻き起こる剣圧と拳圧が逃げ場を求め、周囲を嵐あらしの如く吹ふき荒すさぶ──

「ふっ──」

「やっ──ッ！」

　グレンとリィエルはタイミングを合わせ、魔人が右手の刀でグレンを、左手の刀でリィエルを相手取らざるを得ない絶ぜつ妙みような位置を確保しつつ、仕掛けていく。

　これが、グレンとリィエルが、超ちよう絶ぜつ的な技ぎ巧こうを誇ほこる魔人と戦うための、最低条件だ。

　魔人の右の魔刀・魂喰らいソ・ルートの相手をグレンが担当し、左の魔刀・魔術師殺しウイ・ザイヤの相手をリィエルが担当する──まず、それをやらねば、魔人とは戦いにならない。

　ルミアの能力を載のせて拳を魔力で強化してるとはいえ、グレンが左の魔刀に触ふれれば、その魔力を即そく座ざに打ち消されてしまう。

　リィエルが一ひと振ふりの真銀ミスリルの剣を振るっても、魔人が振るう右の魔刀を相手するには手数が少なく、少しでも刃やいばに触れられてしまえばそこで終わりだ。

　傷さえ負わなければ問題ない右の魔刀を相手にできるのは、魔力で強化した拳を二つ持つことで、魂喰らいソ・ルートに対する手数が多いグレンだけ。

　触れただけで魔力が消される左の魔刀を相手にできるのは、セリカから借り受けた真銀ミスリルの剣によって、魔術師殺しウイ・ザイヤの影えい響きようを受けないリィエルだけ。

　ゆえに、グレンは必ず右から仕掛け、リィエルは左から仕掛ける。

　それに加え、共に魔導士時代を戦い抜ぬくことで培つちかった連れん携けいが、ようやく、魔人と辛かろうじてまともに打ち合うことを可能にしているのだ──

　だが、この戦法は、打ち合う最中、魔人に右手と左手の刀を持ち替かえられたら終わりになるのだが……

（いや、それはねえ！　白猫の情報によれば──ッ！）




　──。

「無理だろ、その戦法……いや、俺とリィエルなら多分、そういう立ち回りはできるが……戦いの最中、やつに左右の刀を持ち替えられたら終わりじゃねーか……」

　戦いの前の、作戦会議にて。

「ううん、恐おそらく大だい丈じよう夫ぶよ。『カーン・サイクル』っていう一連の叙じよ事じ詩しがあるの。古代伝承の中でもアール＝カーンにまつわる逸いつ話わをまとめたもので、ロランも『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』執しつ筆ぴつの際、それを参考にしているんだけど……」

　システィーナは言った。

「アール＝カーンが『夜天の乙女おとめ』から授さずかった二本の魔刀は、右手に魂喰らいソ・ルートを、左手に魔術師殺しウイ・ザイヤを……つまり、決まった手に持たないと、その能力を発揮できない……伝承ではそうなってるわ」

「つまり……？」

「戦いの最中に、左右の刀を不意に持ち替えられることは、ないわ。先生とリィエルがそれぞれ決まった魔刀を相手取るのは、極きわめて有効なはず！」




　──。

『……ッ！』

「ははっ！　忌いま々いましそうだな!?　やりにくそうだな!?　おいっ!?」

　グレンが拳を魔人へと繰くり出しながら、叫さけぶ。

　何度仕掛けても、グレンを迎むかえ撃うってくるのは右の魔刀。

　リィエルを迎え撃ってくるのは左の魔刀だ。

　魔人がそうせざるを得ない位置取りを、リィエルと連携して行っているからだ。

　これを打破するのは、左右の刀の不意の持ち替えだが──

「持ち替えてみろよ!?　刀を！　ああ!?　ほら、どうした!?」

『…………』

　淡々とグレン達の攻撃を捌き続ける魔人に、微かすかに苛いら立だちのような感情が滲にじんでいく。

　だが、魔人が刀を持ち替えてくる気配は──ない。

　こればかりは、システィーナの古代文明マニアぶりの勝利といえた。

（だが、あしらわれてるな──ッ！　くそっ！）

　息もつかさぬほどの連携と連撃で魔人を攻め立てながら、グレンが歯がみする。

『…………』

　魔人はグレンとリィエルの連れん携けい攻こう撃げきを相手に、淡々とそれを受け流し続ける。

　軽かろやかに双刀を躍らせ、触れれば吹き飛ぶリィエルの重剣撃をものともしていない。

　それどころか──

　隙すきとも言えない、二人の連携のほんの刹那の間かん隙げきを魔人は捉とらえ──瞬しゆん時じに、蹴けりをグレンに叩き込み、刀の柄つかでリィエルを殴なぐりつけていた。

「ぐああああ──っ!?」

「あぐッ!?」

　その衝撃で派手に吹き飛び、転がっていくグレンとリィエル。

（しまった──刀に意識するあまり、それ以外の攻撃がノーマークだった……ッ！）

　だが、仕方ない。それ以外の攻撃を意識していては魔人の刀を捌けないのだ。

「げっ……げほぉっ!?　なんだ、この威い力りよく……ッ!?　アホか、てめぇ……ッ!?」

「……い……痛い……こほっ……」

　なんと、重たい一撃か。

　東方では硬こう気き功こうとも呼ばれる術、白魔【ボディ・アップ】で身体を頑がん健けんにし、二人とも物理的な衝撃には相当強くなっていたはずなのに、まるで身体がばらばらに砕くだけてしまったかのようなその衝撃に、グレン達は動けなくなる。

　そんな隙を魔人が見み逃のがすはずもなく──まずは一番厄やつ介かいと見定めたリィエルへ向かい、まるで瞬間移動のような踏ふみ込みで──

　その刹那。

「《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せつ槍そう以もつて・刺さし穿うがて》──《穿てツヴアイ》ッ！　《穿てドライ》ッ！」

　三条の雷らい閃せい──黒魔【ライトニング・ピアス】が、魔人の頭上から降り注ぐ。

　一段高い後方の高所に陣じん取どった、システィーナの呪じゆ文もんだ。

　システィーナはグレン達の援護のため、【フィジカル・ブースト】の設定を変へん更こうし、筋力や体力の上じよう昇しようを切り捨て、動体視力と反射速度のみを高めている。

　そして、そんなシスティーナの左手に、傍かたわらのルミアが手を添そえ、能力を発動。

　ゆえに、その威力たるや壮絶、タイミングも絶好。

　あまりもの電流量ゆえに空気が電でん離りし、発生したプラズマによって蒼あおく輝かがやく雷閃が、リィエルを襲おそう魔人へ超ちよう高こう速そくで襲いかかる──

『いと、小こ賢ざかし！』

　魔人が跳とび下がり、初撃をかわす。

　続く第二射、三射を左の魔刀を鋭く滑なめらかに回し振るい、打ち消す。

　魔力の残ざん滓しが、光の粒りゆう子しと散さん華げし、霧む散さんする──その隙に。

「先生！　リィエル！　《慈じ悲ひの天使よ・遠き彼かの地に・汝なんじの威い光こうを》──ッ！」

　ルミアが両手を掲かかげ、呪文を高らかに唱える。

　白魔【ライフ・ウェイブ】──遠えん距きよ離りに治ち癒ゆ魔ま術じゆつを飛ばす、高等法医呪文ヒーラー・スペル。

　癒いやしの光が波動となって降り注ぎ、グレンとリィエルを包み込み──

「……悪ぃ、助かった！」

「ん、いける」

　息いき詰づまるような痛みが和やわらいだその隙に、リィエルとグレンが体勢を立て直し──

「はぁああああああああああああああ──ッ！」

「いいいいいいいいやぁあああ──ッ！」

　再び、電光石火の速度で魔人に打ちかかる──

　このように、グレン達は高度に連携することで、辛うじて魔人を押さえ込んでいる。

　だが、こんなのは偽いつわりの拮きつ抗こうだ。

　なぜならば──

『ふむ……愚ぐ者しや共もなかなか、やる……』

　魔人はグレン達の攻撃を捌きながら、そんなことを呟つぶやいているのだ。

（クソがッ！　何だかんだで、この戦いを楽しんでやがるな、コイツ……ッ！）

　楽しむ余よ裕ゆうがある……それ、すなわち、まだ本気じゃないということだ。

（舐なめ腐くさりやがって……ッ！　だが、そうやって舐め腐っているうちに、速そつ攻こうで決めさせてもらうぜ……ッ！）

　グレンが狙ねらうは、超・短期決戦だ。

　魔術師が格上を相手に番ばん狂くるわせをするなら、いつだって不意討ちの短期決戦なのだ。

　長期戦は絶望的に不利、長期戦になればなるほど、底力が問われるからだ──

（相手は格下、命は四つもある……てめぇはそう思っているんだろうが……ッ！）

　唸うなりを上げてせまりくる刃の嵐を拳こぶしで捌さばきながらグレンが思う。

（最初の三回だけなら──高確率でお前を殺せる方法はあるんだぜ……ッ!?）

　グレンは魔人の言動や立ち回りから、三つのチャンスを見み出いだしていた。

　まずは一つ目──ここぞ好機と、グレンが見極めた、その瞬間。

「リィエルッ！」

「んっ！」

『む!?』

　グレンとリィエルが突とつ如じよ、残像する挙動で立ち位置をスイッチする。

　これで、魔ま人じんの左の魔刀の前にグレンが、右の魔刀の前にリィエルがくる形になる。

「これでも、喰くらえ──」

　そのスイッチのしざまに、グレンは拳けん銃じゆうを抜いた。

　魔人の刀の間合いぎりぎり、抜く手も霞かすむ速度でその銃口を魔人に向け──

『させぬ』

　カァンッ！　左の魔刀が翻ひるがえり、グレンの構える拳銃を打つ。

　弾はじかれ、逸それてしまう銃口。

「ちぃ──ッ！」

　グレンが跳び下がって距離を取り、再び照準を合わせ、引き金を弾く──

　が。

　がちんっ！　落ちる撃げき鉄てつが虚むなしい金属音を響ひびかせる。弾たまは発射されない。

『ふん──』

　それを見て取った、魔人が背後から剣けんを振ふりかざして迫せまるリィエルへ向き直り──

　その瞬間、グレンの左手が鋭するどく霞み動き、右手で構えた拳銃の撃鉄を弾いた。

　刹せつ那な、一つに重なる雷音の咆ほう哮こう、三発。

　グレンのトリプルショット──右手の親指、左手の親指、左手の小指によって瞬時に三回弾かれた撃鉄が、ほぼ同時タイミングで銃口から弾を吐はき出させる。

　放たれた三連れん弾だんは精確無比に、魔人の持つ右手の刀の一点を集中して穿った。

　その三倍の物理衝しよう撃げきによる不意打ちで、刀が魔人の右手から離はなれ、飛んで行く──

『な、に──？』

「……まずは、一つ」

　グレンが不敵に笑うと同時に。

「いいいいいいやぁあああああああああああああ──ッ！」

　烈れつ風ぷうの如ごとく斬きり込んだリィエルの剣が、猛もう烈れつに魔人を捉え──吹ふっ飛ばす。

（そうだ、てめぇは銃という武器を知らなかった……そして、ありがてえことに初見でその性質を勘かん違ちがいしていた……）

　魔人は銃を『爆ばく裂れつの魔術で鉛なまり玉だまを飛ばす武器』だと思い込んでいたのだ。

　それゆえに、左の魔術師殺しウイ・ザイヤで触ふれれば、それでもう銃という武器は使い物にならない……そう判断してしまった。グレンに、そう判断させられたのである。

　実際には、グレンの銃は『雷らい管かんを起き爆ばく剤ざいとした推薬の炸さく裂れつで鉛玉を飛ばす武器』だ。

　その科学的な射撃機構だけは、魔術師殺しウイ・ザイヤの影えい響きようは受けない。

　そして、初弾に弾薬を装そう塡てんせず、あえて不発を見せたことで、魔人は魔術師殺しウイ・ザイヤによって銃の機能が失われたと完全に欺だまされてしまったのだ。

　銃を知っている近代の魔術師には絶対に通用しない手──だが、この魔人に対しては、最初の一度に限り、かなり高い確率で通る一手だったのである。

　だって、この魔人は……銃のない時代……それこそ神話に謳うたわれるような……遥はるか遠い昔、物語の世界の住人なのだから。

　そして──

『ち──』

　リィエルの剣によってあっさりと一つ命を失った魔人が、はじき飛ばされた刀を拾い上げようと、床ゆかに転がる刀へ向かって、神速で駆かけていく──

「そうだ、刀を手放せば、てめぇは必ずそれを何よりも先に拾いに行く──それは、てめぇの武勇と誇ほこりの証あかし──それがお前の物語だからだ！　本にそう書いてあったぜ！」

　グレンが叫ぶ。

「白猫ッ！　お前の読みどおりだッ！　行けッ！」

　魔人の手が刀に届くより、一いつ瞬しゆん早く──

「わかってるわッ！　《大いなる風よ》──ッ！」

　システィーナの唱えた【ゲイル・ブロウ】が、床の刀をさらに遠くへ吹き飛ばす。

『むぅ……ッ!?　小こ癪しやくな……ッ！』

　そこへ──

「ぁああああああああああああ──っ！」

　リィエルが剣を振り掲げ、猛もう犬けんのように魔人へと追い縋すがっていく。

　対する魔人は刀を拾い上げようとしたせいか、体勢が崩くずれており──

「くらえッ！」

　翻るグレンの身体からだ、旋せん回かいする銃口──銃声、ファニング、銃声。

　グレンが拳銃のシリンダーに残った最後の弾丸を放ち──

　それを跳ちよう躍やくで躱かわした魔人の体勢が、さらに崩れ──

「《────・その旅路を照らし賜たまえ》！」

　ここで、システィーナと同時に詠えい唱しようを開始していたルミアの呪文が完成する。

　起動する白しろ魔ま【セイント・ファイア】。

　振りまかれる香こう油ゆに引火して燃え上がる聖火が、システィーナの【ゲイル・ブロウ】に乗って、嵐あらしとなって渦うずを巻く。

　燃え広がる圧あつ倒とう的てきな火勢が魔人を吞のみ込み、ほんの一瞬ひるませる──

　この浄じよう化か呪じゆ文もんが、この魔人に有効かはどうかは不明だ。

　だから、これはオトリ──ほんの一瞬の目くらましだ。

　本命は──

「いいいいいいいやぁあああああああああああああああ──ッ！」

　一瞬、渦うず巻まく炎えん嵐らんによって、完全に視界を遮しや断だんされた魔人の眼前に。

　剣を振りかざしたリィエルが、その炎ほのおを左右に割って、猛もう然ぜんと跳び込んでくる。

　さしもの魔人も、二度に渡わたって体勢を崩され、視界まで塞ふさがれてはたまらない。

『────ッ!?』

　魔人も真っ向から、リィエルの剣を辛かろうじて刀で受けるが──

　リィエルは力ちから技わざ、それも圧倒的な力技で魔人の防ぼう御ぎよを押し切り、ブチ抜ぬいた。

　リィエル全身全ぜん霊れいの一撃をもろに喰らい、魔人が再び吹き飛んでいく──

「……これで、二つ……ッ！」

　そして必定、次に来る魔人の攻こう撃げきは読める。本にも書いてあった。やつは幾いくつか命を失い、追い詰つめられると……今度は、魔術を振るい始めた、と。

　神話曰いわく──この魔人は無む双そうの武人であると同時に、絶大な力を持つ魔術師（反則だっつーの）だという……ただ、魔術より剣の戦いを好む……というだけで。

　案の定、空中で体勢を立て直した魔人は、着地するや否いなや──

「──《■■■──》」

　先刻も目まの当たりにした、得体の知れない響きを持つ呪文を唱えた。

　すると、その頭上の空間に、太陽の如く燃え輝かがやく光熱球体が形成されていく──

　物語では、魔人が数万の敵軍勢を一瞬で悉ことごとく焼いたと語られる、神の火だ。

（まったくバカげた話だが……呪文を唱えたということは、それは『魔術』だ！）

　相手が魔術ならば。

「さっせるかぁああああ──ッ！」

　今度は迷いなく、グレンは愚者のアルカナを引き抜き──そのアルカナには血文字ルーンが無数に書き込まれており──固有魔術オリジナル【愚者の世界】を起動する。

　先ほどは判断ミスで使用を躊躇ためらったが、今となってはそれすら僥ぎよう倖こうだ。

　おかげで、魔人がこっちに『魔術起動そのものを封ふう殺さつする魔術』があるなどとは夢にも思っていなかっただろう。

（問題は、やつの魔術に俺の【愚者の世界】が通用するか否かだが……頼たのむ、効けッ！）

　その部分は賭かけだが、その賭けの勝敗は──

『《──■■■■》……な──ッ!?』

　──グレンの勝利。

　魔人の魔術は起動を封殺され──その頭上に形成されかけた太陽球が消しよう滅めつしていく。

　同時に、リィエルが魔人に向かって一気に跳とび込み、迫はく撃げきする。

「いいいいいいいいやぁあああああああああああああ──ッ！」

　動どう揺ようする魔人の左手の刀を狙って、逆風に斬り上げ──

『ぐぅ──ッ!?』

　今度は流石さすがにリィエルを警けい戒かいしていたため、魔人は刀を手放しはしなかったが、その超ちよう絶ぜつ的な斬ざん撃げきを受け損そこね、大きく左手を仰のけ反ぞらせ──

　その隙すきに──

「《──閃せん槍そう以もつて・刺さし穿うがて》──ッ！」

　グレンの【愚ぐ者しやの世界】を合図に、すでに呪文を唱え始めていたシスティーナが、このタイミングで【ライトニング・ピアス】を放つ。

　ルミアの能力アシストを受けた蒼あおき雷らい閃せんが、闇やみを鋭く斬り裂さき──

『が──ッ!?』

　仰け反る魔人の左胸部を、完全に貫つらぬいていた。

　グレンが魔術を封じ、リィエルが時間を稼かせぎ、ルミアのアシストを受けてシスティーナが仕留める……怖こわいくらい完全に手て筈はずどおりの展開に、グレンがほくそ笑えむ。

　ここ一番で、システィーナも日ひ頃ごろのグレンとの修しゆ行ぎようの成果を存分に発揮していた。

「……三つ目、だぜ？」

『ぬぅうう……ッ！　今、何をした……貴様……ッ!?』

　ばちばちと体中を喰らい走る稲いな妻ずまの中、忌いま々いましそうに魔人が呻うめく。

「悪いなぁ……実は俺、『相手の魔術だけを遠えん距きよ離りから一方的に封殺できる魔術』を使えるんだわ……ま、チートはお互たがい様ってことで？」

　グレン、一世一代のハッタリである。

　固有魔術オリジナル【愚者の世界】はそんな都合の良い代しろ物ものではない。『自分を中心とする一定効果領域内における魔術起動の封殺』……グレンもリィエルも魔術を封じられている。

　そんな中で、システィーナが呪文を起動出来たのは、彼女がグレン達よりも高所──今の【愚者の世界】の効果領域外にいたからだ。

　元々、【愚者の世界】は高所からの魔術狙そ撃げき支し援えんを受けるため、上方向には効果領域が狭せまめに設定されている。それを、アルカナの表面に書き加えた血文字で即そつ興きよう改変し、上方向への効果領域を、さらに狭せまく絞しぼっておいたのだ。

　ゆえに、グレン達は、魔人が自分達より高所を位置取りにくい場所──つまり、この場所に、こうして布ふ陣じんしていたのである。

『……まさか、愚者の牙きばがそれほどのことを為なせるとは……ッ!?』

　だが、そんな性質は露つゆ知らない魔ま人じんは欺された。自身の魔術は封じられながら、システィーナの魔術に三つ目の命を鮮あざやかに持って行かれたことも、それを後押しした。

　今後、魔人はシスティーナ達の支援魔術が続く限り、魔術の使用を勝手に自じ粛しゆくしてくれることだろう……たとえ、グレン達より高所を位置取ったとしても。

　魔人に魔術を使わせない……それがもっとも重要だ。

　伝承によれば、アール＝カーンは太陽の魔術で万の軍勢を瞬時に焼き払はらったという。ここまで伝承通りである以上、その逸いつ話わもまた事実なのだろう。

　ただの一節詠唱でそんなもの撃うたれたら、あらゆる防性呪文も対抗呪文カウンター・スペルも意味がない。

　こちらの魔術的防御は余よ裕ゆうでブチ抜かれ……即そく、ゲームオーバーだ。

「さぁ……後、一つだぜ？　気分はどうよ？　大将」

　ここまでの上々の戦果に、グレンが不敵に笑う。

　相手に実力を発揮させることなく、一気に勝負を決める──格上殺しジヤイアント・キリングの醍だい醐ご味みだ。

『……良かろう。汝なんじ等を我が障害と認める』

　刀を構える魔人の雰ふん囲い気きが変わっていた。

　先ほどまでの、どこか戦いを楽しんでいた気質が、なりを潜ひそめていた。

　今までとて油断していたわけではないのだろうが……自分が対たい峙じした者達が、自分を狩かりかねない、予想以上の強敵だと、改めて認にん識しきしたのだろう。

　戦せん闘とうが始まって、まだほんの数分だが……グレンは戦いが佳か境きように入ったことを感じた。

「……システィーナ、ルミア、リィエル……こっからが正念場だ。頼むぜ？」

　グレンの言葉に少女達が頷うなずき。

「行くぜぇええええ──ッ！」

「いいいいいやぁああああああああああああ──ッ！」

　グレンとリィエルが、猛然と魔人へ突とつ進しんしていった。

　ぶつかり合う、衝しよう撃げきと衝撃。再び死し闘とうが繰くり広げられていく……




　……魔人は恐おそるべき強敵だった。

　とはいえ……この時、グレンはどこか楽観視していた。

　何しろ、今の自分達はすさまじく有利な状じよう況きようなのだ。

　魔人に右手の魔刀を手放させ、その魔術を封じ、多大なる魔力を無む駄だに消しよう耗もうさせた。

　魔人に残された武器は、左手の魔刀・魔術師殺しウイ・ザイヤだけ……この状況においては、その能力は特にグレン達の脅きよう威いたり得ない。

　一方、自分達は未いまだ大きな損傷もなく、健在。おまけに有利な地形を陣じん取どっている。

　そして、そんな状況で魔人の命を首しゆ尾び良く三つ奪うばうことに成功し、残りは後一つ。

　勝てる、と。いける、と。

　そう思ってしまうのは仕方ないことだ。

　グレンに限らず近世を生きる魔術師の誰だれもが、この状況ならそう確信するだろう。

　……だが。

　伝承に、伝説に、神話に、反英えい雄ゆうとして名を連ねるということがいかなることか。

　グレン達は、すぐ思い知ることになる。

　……文字通り、痛いほどに。




　…………。




「……ん……？」

　ふと、肌はだに感じた戦いの気配に、セリカが目を覚ます。

　階下から、剣けん戟げきと怒ど号ごうが響ひびいてくる。

「…………ここ……は……？」

　セリカが寝ねかされていた場所は、テラスのような場所だった。

　ドーム状の天てん井じようがすぐそこに見える。

「──ぐあああぁっ!?」

「先生ッ!?」

　テラスの下方から、誰かの悲鳴が聞こえた。

（……何が……何が、起きている……？）

　セリカが身体からだを引きずるように移動し、テラスに摑つかまり、よろよろと立ち上がった。

　そして、遥はるか眼下──複数の広場と階段で入り組んだ場所を見下ろす。

「────ッ!?」

　セリカの視界に飛び込んで来た、その光景は──




　グレンは、ぼんやりと思った。

　首しゆ尾びよく魔人の命を三つ奪い、勝利を確信し……

　あれからどれくらい戦っただろうか。

　無限の時間が過ぎたような気がする。

　ほんの半はん刻ときの出来事だったような気もする。

　いずれにせよ、ただ一つ間ま違ちがいなく言えることは──

　グレン達は今、どうしようもなく追い詰められている……ということだった。

『……よくぞ、我に此こ処こまで食らいついた……誇ほこるといい』

　魔人──未だ、健在。

　しっかりと二の足で立ち、グレン達の前に威い風ふう堂どう々どうと立ちはだかり続けている。

「……ちぃ……ッ!?」

　対し、片かた膝ひざをつくグレンは全身ぼろぼろだ。致ち命めい傷しようはないが、見るも無む惨ざんな有様。

「…………ぅ……」

　率先して魔人の攻こう撃げきの矢やお面もてに立ち続けていたリィエルも同じく満まん身しん創そう痍いで、つい先ほど意識を失い、剣を手放して倒たおれ伏ふしてしまっていた。

　二人とも、ルミアの遠えん隔かく的な治ち癒ゆ魔ま術じゆつでは、最も早はや、回復が追いつかない。

　その治癒魔術の効きも悪く……治癒限界にさしかかっていた。

「こほっ、ごほっ……なんて……やつなの……ッ！」

「……はぁー……はぁー……はぁー……」

　グレン達の後方のシスティーナやルミアも、すでにマナ欠けつ乏ぼう症しようだ。

　これから先の魔術行使は、命に関かかわってくる。

（……くそが……強ぇ……ッ！）

　視界を遮さえぎる血と汗あせを拭ぬぐい、よろよろと立ち上がりながら、グレンが歯がみする。

　神話の魔人を相手に、グレン達は確かに善戦した。

　後、一つ。たった一つの命。

　だが、その後一つが、絶望的なまでに遠かった。

　魔人の武人としての技量は、底力は、グレン達の想像を遥はるかに超こえていたのだ。

（……ああ、そういえばそうだったな……ッ！　こいつは追い詰つめられてからが凄すごかったな……ッ！　本にもそう書いてあったぜ、ド畜ちく生しようがッ！）

　それは『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』に編へん纂さんされている、とある敵国の王の策略で、アール＝カーンが魔術を封じられ、魔刀・魂喰らいソ・ルートも奪われてしまった逸話だ。

　魔ま煌こう刃じん将アール＝カーン破れたり──誰もがそう思った。

　だが、アール＝カーンは千を超える王の精せい鋭えい軍勢を相手に、最後まで左手一本の刀で戦いきった。三日三晩の戦いの果てに千人斬ぎりを達成し、敵対する王をも討うち取った。

　奇くしくも、似たようなことをグレン達は再現してしまったのである。

　伝承曰いわく。

　──彼かの者に、夜天の乙女おとめの加護あり。

　──彼の者の窮きゆう地ちに、運命の御み手てが彼の者を護まもるだろう。

　──それを打破できる者は、彼の者の運命より勝まさる者、即すなわち──魔王である。

（……ンなとこまで、一いつ緒しよじゃなくていいんだよッ！）

　とにかく、魔人はグレン達の猛もう攻こうを、延々と、淡たん々たんと、冷静に、崩くずれることなく、最後まで捌さばききった。グレン達は完全に手て詰づまりとなってしまっていた。

　そして──

『……成る程ほど、そういうことか……まんまと欺だまされたぞ……』

　その時、何に気付いたのか、不意に魔人が空高く跳ちよう躍やくし、グレン達から距きよ離りを取った。

　たんっ、たんっと足音軽く近場のテラスを駆かけ上り、そこへと降り立つ。

「──ッ!?」

　魔人が位置取ったそこは、グレン達より高所──【愚ぐ者しやの世界】の効果範はん囲い外がいだった。

『ふっ……顔色が変わったな、愚者よ……やはり、そうであったか』

　しまった、とグレンが歯がみする。

　恐らく、魔術封ふう殺さつ──高低差のカラクリがばれたのだ。

（そりゃそうだ……高所の白猫達が散々魔術を使うのに、俺達はどんなにチャンスがあっても、魔術を一度も使ってねえんだからな……何かあると、いつかは気付く……ッ！）

　魔人がそれを気付く前に、勝負を決めなければならなかったのだが……遅おそかった。

　グレン達の絶望に染まる視線を集めながら、魔人が朗々と宣言する。

『……小細工と虚きよ言げんだけで、我とここまで渡わたり合ったこと、褒ほめてやろう……汝等は愚者の民たみながら……間違いなく強者であった！　その褒ほう美びに、苦痛なき死を！』

　そして、魔人が呪じゆ文もんを唱える。

　再三、魔人の頭上に出現する、超ちよう光熱の光球──

　その目に見えて強大なエネルギーが集束しているそれは、起動すれば、ここら一帯を瞬時に、満まん遍べんなく、無差別に焼き払うであろうことは想像に難かたくない。

　そもそも、神話でも万の軍勢を一いつ瞬しゆんで焼き払った炎ほのおなのだ。

　システィーナも、ルミアも、最早それを茫ぼう然ぜんと眺ながめるしかない。

　そして──

『いざ神しん妙みように──逝いねい！』

　魔人がその術を解き放とうし──

「くそ──させるかぁあああああああああああああああ──ッ！」

　グレンが悠ゆう然ぜんと構える魔人へ向かって、捨すて鉢ばちな突とつ撃げきをかける。

　間に合わないと知りながら、魔人へと続く階段を駆け上っていく──

『──いと、往生際ぎわ悪し！　晩節を穢けがすな、愚者よッ！』

　不意に、魔人の左ひだり腕うでが鞭むちのように鋭するどくしなった。

　びゅごおと唸うなりを上げて、高所から投じられた魔人の刀。

　それが真空すら斬きり裂さき、グレンへ向かって集束光のように真まっ直すぐ迫せまる。

「──なッ!?」

　当然、今のグレンにそれを躱かわす余よ裕ゆうはなく──

「先生ッ!?」

「嫌いやぁああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　少女達の悲痛な叫さけびが、響き渡り──




　──と、その時。

（グレン──ッ！）

　より高所から見ていたセリカは、極きわめて冷静な手つきで、それを取り出していた。

　古びた懐かい中ちゆう時計──魔ま導どう器き『ラ＝ティリカの時計』。

　今のセリカに残された、正しよう真しん正しよう銘めい、最後の切り札。

　セリカは反射的に、それに秘められた秘中の秘術を起動しようとして──




　──。

『やめなさい、セリカ』

「！」

　不意に、眼前の風景が変わった。

　……気付けば。

　いつの間にか、セリカは地ち下か迷めい宮きゆうとはまったく違ちがう場所に立っていたのだ。

　この場所には──見覚えがあった。

　血の色に染まった空。乾かわききった空気。

　焼けた荒こう野やが、地平線の果てまで広こう漠ばくと広がる不毛の大地。

　あらゆる変化が死に絶えた、時間の止まった世界──

　ああ、忘れもしない。

　四百年前、自分が最初に目覚めた時の場所──全すべての始まりの地だ。

『違うわ。ここは貴女あなたの精神世界よ、セリカ』

　セリカの目の前に、異形の翼つばさの少女が立っていた。

『ここは、夢と現実の狭はざ間ま、意識と無意識の境界……その中に作られた貴女あなたの領地。貴女の魂たましいに根ざす心象風景を投とう影えいした貴女の内界。ゆえに外界を流れる時間とは切り離はなされた世界。安心なさい、ここでの時間は外界にとってはほんの刹せつ那なに過ぎないわ』

「……誰だ、お前は？　ルミア＝ティンジェル……？　いや、違うな……」

　セリカは物もの怖おじすることなく、ルミアそっくりの少女へと誰すい何かする。

『私は……ナムルス』

「名無しナムルス？　ああ、お前がグレン達を助けてくれたっていう？　はっはっは、その折はどうも息子むすこ達がお世話になりました……と」

　セリカは大おお仰ぎように肩かたを竦すくめ、言葉を続けていく。

「それより、私をこんな世界に連れてきて何の用だ？　いくら外界と流れる時間が違うと言っても、グレン達がピンチの真っ最中なんだ……心こころ穏おだやかにいられないんだが？」

『やめなさい、セリカ。その術を使うのは』

　ナムルスが、セリカに淡々と告げる。

『それより……逃にげなさい、貴女だけでも』

　それは冷れい酷こく冷れい淡たんな物言いのようで……どこか懇こん願がんするような響ひびきがあった。

「幸い、貴女の背後には上階へと続く通路がある。そこに逃げ込めば……後は私がなんとかしてあげる。もう、私の力は残り少ないけど……貴女だけでも、私が……』

「お断りだ」

　きっぱり、とセリカは言った。

『……な、何を言って……？　貴女、今の自分の状態を把は握あくしてるでしょう？』

「ああ、私の霊れい魂こん……エーテル体はズッタボロだ、あの変な刀のせいで」

『なら……今、その術を使えばどうなるか、貴女にはわかるはず』

「ああ、やばいだろうな。コレ、私の魂に相当な負担をかける術だし……」

　懐中時計を手で弄もてあそびつつも、自身の状態を極めて冷静に判断し、セリカは言った。

「……私は……多分、もう二度と魔術を使えなくなるんじゃないか？」

『わかってるなら……ッ！』

　珍めずらしくナムルスが感情を荒あららげるが……

「だが、どうでもいい」

『……ッ!?』

「私が魔術を失う程度でグレンを救えるなら……安すぎる代だい償しようさ」

　こともなげにそう言ってのけるセリカに、ナムルスが言葉を失う。

『……貴女……きっと後こう悔かいするわ……』

「そりゃするだろうさ。この領域に至るまで何百年積み上げたと思ってるんだ。それを全部、無に帰すんだ……後悔するに決まってる。私は聖人君子じゃないんだ」

　だが、言葉とは裏腹に、セリカはそれこそ聖人のように清すが々すがしい表情だ。

『……なら、どうして？　貴女には、何よりも果たすべき使命があるはず。これから、魔術なしにそれをどうやって成し遂とげるの？』

「なぜ、お前がそれを知っているのか問い質ただしたいが……まぁ、今は無ぶ粋すいだな」

　ふっと朗ほがらかに笑い、セリカは答えた。

「簡単なことさ。魔術よりも、使命よりも、後悔よりも、大切なことがある」

『……何それ？』

　ナムルスが眉まゆを顰ひそめる。

『……言っておくけどね、今はまだ忘れているから、そう思うだけ。貴女の使命は、貴女の存在意義をかけた、貴女の全てなのよ？』

「……だよな。そんな気はしてた」

　だから、自分は理由もわからず、それをがむしゃらに追い求め続けたのだ。

　しかも、四百年間も……まったく、バカな話である。

『今は思い出せなくても、貴女は後に必ず使命を思い出し、自分の正体を思い出し、その使命を果たすことになるわ。その時に魔術を使えなくて、一体、どうするの？　魔術がなければ、貴女は使命を果たせない……悪い事は言わないわ。貴女は……』

「関係ないね。私はあいつと共に……今を生きる。だって……」

　セリカは笑った。迷いのない、屈くつ託たくのない笑えみだった。

「だって、私は……あいつの家族だから」

『……ッ!?』

「未いまだ思い出せない、私の使命……ああ、そうだな。お前の言う通りだ。きっと、私にとって物もの凄すごく大切なことだったんだろう……だけど」

『…………』

「私はグレンが好きだ。こんな私を家族と認めてくれた、あいつが好きだ。私の身勝手を受け止め、私の孤こ独どくをいやしてくれた、あいつのためなら、私は……」

　聖者が長き修しゆ行ぎようの果てに得心したような、その迷いなき言葉を前に。

　しばらくの間、ナムルスは沈ちん黙もくを保つ。

　……やがて。

『貴女は、昔からそう。……どうして、そこまで自ら茨いばらの道を……？』

　ナムルスが諦あきらめたかのように嘆たん息そくする。

『最も早はや、何も言わないわ。せめて……私の残された力を貴女に……そして、貴女がこれから歩む艱かん難なんと辛しん苦くに塗まみれた道の果てに……どうか安らぎと幸あらんことを……』

　そして、ナムルスは不思議な形の印を、その細い指で虚こ空くうに描えがき……

『……この世界で、もっとも呪のろわれし存在たる貴女に、この世界でもっとも穢れた存在たる私から、祝福を』

　とん、とセリカの胸の中心を突ついた。

　かすかに何らかの力が流れ込んできたかのような感覚を、セリカは覚えた。

「ありがとうな。なんだろう……間違いなく初めてのはずだが……お前とは初めて会った気がしないよ。記き憶おくをなくす前……私達はどこかで会ったことがあるか？」

『……そのうちわかるわ、空セリカ』

「ああ、そうなんだろうな。そんな気がする。……また会おう、名無しナムルス」

　そして──セリカの視界が徐じよ々じよにぼやけ──

　真っ白に染まっていき──

　──。




「──固有魔術オリジナル【私の世界】──起動！」

　現実に帰き還かんするや否いなや、セリカは『ラ＝ティリカの時計』のスイッチを入れた。

　カチッ！

　その瞬しゆん間かん。

　世界が──止まる。

　世界が色を失い──モノクロの世界へと変へん貌ぼうする。

　グレンも、魔人も、リィエルも、システィーナも、ルミアも、場に存在するありとあらゆるものが、まるで彫ちよう像ぞうのように静止し、色を失っている。

　頭上の太陽も、今まさにグレンの喉のど笛ぶえを貫つらぬこうとしている魔人の刀さえも、グレンに触ふれる寸前、空中に縫ぬい付けられたかのように固定されている。

　この灰色の世界で、色を失わずに動けるのはセリカだけ。

　これぞ、セリカ＝アルフォネアを大陸最さい高こう峰ほうの第七階梯セプテンデに押し上げた、究極の秘術。

　固有魔術オリジナル【私の世界】──時間停止魔術だった。

　時の停止とは、あらゆる変化からの停止。セリカとセリカに属するもののみが、その停てい滞たいの理ことわりから脱だつ却きやくできる──まさに彼女の世界。

　さぁ、行こう。パーティーもフィナーレだ──

（……なぁ、グレン……私は……）

「……５フユンフ」

　セリカが数を数えながら、床ゆかを蹴けり、テラスから飛び降りる。

　激流のように下から上へと流れていく光景──

（……やっぱり、お前と出会えて、本当に良かったと……そう思っているよ……）

「……４フイア」

　着地と同時に、セリカが弾はじかれたように駆かける、駆ける、駆ける──

　システィーナ、ルミアの傍かたわらを、飛ぶように駆け抜ぬけ、過ぎる。

　さらに跳ちよう躍やくし、テラスの柵さくを飛び越こえる。

（……ああ、そうだ……本当はもう、とっくにわかってたんだ……私達は家族だって……もう私は孤独じゃないんだって……）

「……３ドライ」

　セリカの脳のう裏りを走る懐なつかしき日々と共に、セリカが駆けていく。

　駆け抜けざまに、リィエルの傍らに落ちている真銀ミスリルの剣けんを拾い上げ……

（……お前と過ごした日々が、永遠を生きる私に勇気をくれる……お前が前を向いて歩く姿が、永遠を生きる私に力をくれる……）

　広場を過よぎり……魔ま人じんへと続く階段を一気に駆け上っていく。

　とうに限界を超こえた身体からだが悲鳴を上げている。

　痛い、苦しい、止まれとセリカに絶ぜつ叫きようする。

　だけど……

（でも、私は甘ったれだから……お前が日々、遠くに行ってしまうのが、やっぱり寂さびしくて……少しでもお前の側そばに寄りたくて……ふふっ、少しは子こ離ばなれしないとな……）

　体はこんなに苦しいのに……どうしてこんなに心は温かいのか。

（……人は皆みな、一人で自分の道を歩く……でも一人だけど、孤独じゃない……孤独じゃないから、一人で歩けるんだ……皆、同じなんだ……）

　幸福感と万能感に包まれ、セリカはどこまでも駆けていく……

（……私はもう大だい丈じよう夫ぶ……私はもう救われた……お前に、かけがえのないものをもらった……もう見失いはしない……）

「……２ツヴアイ」

　階段を駆け上るその途と中ちゆうで、グレンへと駆け寄り……

　その追い越しざまに……

（だから、今度は私が、お前を……たとえ、何を失っても……ッ！）

「……１アインツ」

　セリカが全力でグレンの喉のど元もとへ迫せまる刀に、剣を叩たたき付ける。

　時間が止まっているため、その刀はぴくりとも動かず、音すら立てないが──

　それに構わず、そのままグレンを追い越し──

　セリカは、腰こしだめに構えた剣を魔人へと向けて──

（……ははっ、後悔する……なぁんて、さっきは悪びれて言ったけどさ……）

　最後の力を振ふり絞しぼって、地を蹴り、血を吐はいて、えずいて、駆け上り──

　足をもつれさせながら、魔人へ肉にく薄はくし──

（でも……多分、私は──）

「……０ヌルッ！」

　刹せつ那な、突き出す切っ先の銀光が、セリカの視界を灼やいて──




　──この日の選せん択たくを、後悔なんて……しないんじゃないかな？




　──。

「な──？」

　一瞬、グレンには、何が起きたのかわからなかった。

　今、まさに自分の首を貫かんとうなりを上げて真まっ直すぐ迫っていた刀が、突とつ然ぜん、派手な金属音を上げてその軌き道どうを変え、明後日あさつての方向へ飛んで行き──

「……０ヌルッ！」

　どす。

　階段の先……突とつ如じよ、魔人の前に現れたセリカが、その胸部に剣を突き立てていたのだ。

「……げほっ……ごほっ……はぁー……はぁー……」

　そのまま、セリカが苦しげに、その場へと膝ひざをつく。

「はぁー……はぁー……ああ、そうさ……後こう悔かいなんてあるわけない……」

　目を閉じ、俯うつむきながらそう呟つぶやくセリカの顔は……どこまでも穏おだやかだった。

　その一方で。

『四つ目……ふふ……まさか、我が下されるとは……』

　剣を突き立てられた魔人が、ゆっくりと後ずさる。

　ゆっくりと、ゆっくりと……全身から黒い霧きりを上げながら、ゆっくりと……

『この身は、本体の影に過ぎぬとはいえ……愚ぐ者しやの牙きばに掛かかることになろうとは……』

　今、何か不ふ吉きつな言葉が聞こえたが、それを追つい及きゆうする余よ裕ゆうは、今のグレンにはない。

『成る程ほど……空セリカ……やはり、貴女あなたは……我が主あるじに相応ふさわしい……』

「うっさい……私はお前みたいな下げ僕ぼくなんて、まっぴらゴメンさ……他ほかを当たれよ」

　そんな風に、けんもほろろにあしらわれても。

　その魔人は、どこか歓かん喜きの様相で肩かたを震ふるわせていた。

　そして、眼下のグレン達を順に一いち瞥べつし、魔人は高らかに言った。

『最後に空セリカの力ちから添ぞえがあったとは言え……見事だったぞ、愚者の民たみ草くさの子らよ！　よくぞ我を殺しきった……ッ！　我は汝なんじ等に最大限の賛辞を送ろうッ！』

　そして、大きく両手を広げながら。

　魔人の全身から吹ふき出る黒い霧の勢いが一気に上がり──魔人が消しよう滅めつしていく。

『いずれ、また剣を交えようぞ！　強き愚者の子らよ！　貴とうとき《門》の向こう側にて、我は汝等を待つ……さらばッ！』

　そして、どこからともなく風が渦うず巻まき──

　魔人は塵ちりの欠片かけら一つ残さず……まるで夢ゆめ幻まぼろしのように、完全消滅していく。

　二本の魔刀も、魔人の存在を示すあらゆるものが、跡あと形かたもなく消えていった。

　沈黙と、静せい寂じやくが、その場を支配する。

「……お……終わった……のか……？」

「っぽいな……」

　この突然の幕切れに、グレンが呆ぼう然ぜんと、セリカがぼそりと呟いた。

「ふぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……なんだかようわからんが……助かった……」

　グレンが脱だつ力りよくして、深い息をついた、その時。

　不意にセリカの身体がぐらりと傾かしぎ、階段の下へその身が躍おどる……

「セリカッ!?」

　咄とつ嗟さに階段を駆け上ったグレンが、落ちてくるセリカを慌あわてて抱だき止める。

「おい！　しっかりしろ、セリカッ!?　どうした!?」

「はは……大丈夫……死にはしないさ……」

　グレンの腕うでの中でぐったりとしたセリカが、力なく呟く。

「……だが……なんだ……少し疲つかれた……」

　そして、セリカはグレンに甘えるように頭をすり寄せた。

「……すまん……しばらくは……このまま……」

「お、おい……？」

　戸と惑まどうグレンを置き去りに、セリカは眠ねむるように意識を落とした。

　今はもう動かない古ぼけた懐かい中ちゆう時計が、セリカの手からこぼれ落ちる。

　だが、慌てふためくグレンとは裏腹に、安らかな寝ね息いきを立てるセリカの顔は……

　まるで幼い子供のように無む邪じや気きで……

　とても、幸せそうであった。








終章　彼女の居場所









　遠くの山々の稜りよう線せんが、広こう漠ばくとした草原が燃え上がる澄すんだ紅くれないに染まる、夕日の中。

　フェジテへゆっくりと向かう馬車の中で。

「……大冒ぼう険けんだったね」

「うん……本当に……一時は、どうなるかと思ったわ……」

　窓まど際ぎわの席で、向かいあうように腰かけるルミアとシスティーナが呟き合う。

「でも、よかった……皆、無事で」

「……遺い跡せき探たん索さくができたのはすごくいい経験だったけど……うう……ああいうのはもう二度とごめんだわ……もっと安全な遺跡を探索したい……」

　ルミアは自分の膝を枕まくらに丸まって眠りこけるリィエルの頭を撫なで、システィーナはため息をついていた。

　周囲の座席を見み渡わたせば、カッシュ、ギイブル、セシル、ウェンディ、テレサ、リン……皆、疲れ切っているのか、全員座席にもたれかかるように眠っている。

　グレン達の帰き還かんを信じ、あれから丸一日、野営場で待ち続けた仲間達。

　そんな彼らと再び生きて再会することができて、本当によかったとルミアは思った。

「……まぁ……それはおいといて……」

　むぅ、とシスティーナがどこか不満そうにほっぺを膨ふくらませた。

　先ほどから時折、ちら、ちら、と馬車の外の御ぎよ者しや台だいを気にしているようであった。

　それを見て取ったルミアが、含ふくむように笑う。

「どうしたの？　システィ。……ひょっとして……ヤキモチ？」

「──んなッ!?」

　指し摘てきされた瞬しゆん間かん、システィーナがびくりと反応する。

「だっ！　誰だれが誰に対して、お餅もち焼いてるっていうのよ!?　私はただ──」

　慌てて、そんなことを捲まくし立てるシスティーナに。

「うんうん。システィの気持ちは、よーくわかるけど……今は二人きりにしておいてあげよう？　……ね？」

「だ、だから違ちがうって言ってるのに！　ああもう！　私も疲れた！　寝る！」

　ふて腐くされたように、どかっと深くその身を座席に預け、目をつぶるシスティーナ。

　その音で、リィエルがふと目を覚まし……

「……？」

　いつもに増して眠たげに細められた目で、辺りをきょろきょろと見回し……

「…………ん…………」

　そのまま、ことん、とルミアの膝の上に、再び頭を落とす。

「ふふっ……」

　ルミアはそんな二人の様子を、穏やかに見守っていた。




　馬車の外の御者台にて。

　光と闇やみが溶とけ合う黄昏たそがれ時どき、夜の気配が混じり始めた黄金色の草原世界の真ん中で。

　グレンとセリカの二人が隣となり合うように座っている。

「…………」

「…………」

　グレンは馬の手た綱づなを取りながら。

　セリカは自分の両膝を両手で抱かかえ、グレンの肩に頭を載のせて。

　二人は無言で、緩ゆるやかな馬車の揺ゆれを、涼すずしげな風を感じていた。

　辺りは心地ここち良い沈ちん黙もくに包まれている。

　こうして側そばにいるだけで、何もかもが語り尽つくせてしまうような……そんな時間。

　魔ま術じゆつなど使わなくても……その二人の間だけ、時間が止まっているようだった。

「……なぁ、グレン……」

　不意に、夢見るような表情のセリカが呟く。

「なんだ？」

「……別に。なんでもない」

「……なんだそりゃ……」

　呆あきれたようにグレンがため息をつき、セリカがくっくと含むように笑った。

「ったく……随ずい分ぶんと余裕そうじゃねーか」

「そうでもないぞ。やっぱ、無茶をしたからな……」

　こともなげに、そんなことを言うセリカ。

「その……なんだ？　お前……やっぱり、もう魔術は……？」

　ずっと尋たずねたかったことを、グレンが聞きづらそうに問う。

　あの時、全すべてが終わった後で、グレンは話を聞いた。

　あれほど魂たましいが傷んだ状態で大魔術を行使したのだ。セリカが二度と魔術を使えなくなってもおかしくない……グレンは薄うす々うすそう感じていた。

　だが、グレンは返ってくるだろう、最悪の答えを覚かく悟ごしていたが……

「んー……どう、かな……？　私も意外なんだが……」

　しばらく、セリカは目を閉じ、自分の身体からだの調子を確かめて、言った。

「この分だと……これから、様々な霊れい的てき治ち療りようが長らく必要になるかと思うが……まったく魔術を使えなくなる……ということは、多分、ないな」

「……本当か!?　噓うそじゃないよな……？」

「ああ、奇き跡せきだな。運も良かった。それとも、お節せつ介かいな誰かさんのおかげかな」

　意味深なセリカの台詞せりふに、グレンが首を傾げる。

「だが、いずれにせよ、以前のように無む尽じん蔵ぞうに魔術を振ふるう……ということは無理かもしれん……私のこれからの魔術行使には、なんらかの制限と限界がつくだろうな」

「そっか……」

　グレンが力なく肩を落とす。

　最悪の結果は逃のがれたとはいえ、やはりその事実はグレンに重くのし掛かかった。

「なんだ？　やっぱ、責任でも感じてるのか？」

「そりゃあな……俺がお前を連れて行かなけりゃ、こんなことには……」

「バッカだなぁ、お前は。今回の一件は、ほぼ全部、私の自業自得だろ」

　こん、と。

　グレンの肩かたに頭を載せたセリカが、そのままグレンの頰ほおに軽く頭ず突つきする。

「それに、私が地ち下か迷めい宮きゆう探索を続けていけば……結局、いつかあの魔ま人じんと対たい峙じしたさ……たった一人でな。……ある意味、お前に命を救われたようなもんだ」

「…………」

　しばらく、グレンは押し黙だまり……不意に、セリカへと問う。

「なぁ……お前……まだ、自分の正体と使命を探し続けるつもりか？　自分の不老の謎なぞの答えを求めて……あの地下迷宮に、挑いどみ続けるのか？」

　そう問う、グレンの脳のう裏りに浮うかぶのは──

　あの忌いま々いましい地下迷宮を後にする時、ナムルスと交かわした最後の会話だった──




　──辛かろうじて、魔人を撃げき退たいした後。

　グレン達は再び、ナムルスの案内で地下迷宮内を進み……

　やがて、ここに来た時に見たものと、そっくりなモノリスのある部屋へと辿たどり着く。

　ナムルス曰いわく、この手のモノリスは、地下迷宮内のあちこちにあるらしい。

　ルミアの能力を受けたグレンが、ナムルスの言う通りにモノリスを操作すると、突とつ如じよ、件くだんの光の扉とびらが、虚こ空くうに開いた。

　この扉は、タウムの天文神しん殿でんの、あの大天象儀プラネタリウム場に通じているという。

　ああ、やっと、帰れる。

　意い気き揚よう々ようと、システィーナが、ルミアが、リィエルが、扉をくぐる。

　最後に、ぐっすり眠るセリカを背負ったグレンが扉をくぐろうとした、その時。

『……話があるわ、グレン』

　ナムルスが、小さな声でグレンへ耳打ちしてきたのだ。

「なんだよ……？　早くくぐらねーと、扉が閉じちまうだろうが……」

『大だい丈じよう夫ぶ。時間には余よ裕ゆうをもたせたわ。……それより聞いて、大切な話よ』

　仕方なく足を止めるグレンに、ナムルスが告げる。

『……グレン……近い将来……貴方あなたはもう一度だけ、あのタウムの天文神殿をセリカと共に訪おとずれることになる……』

「はぁ？　バカ言え、二度と来るかよ、あんなとこ。もうこりごりだっつーの」

　忌々しそうに話すグレンを無視し、ナムルスが続ける。

『そして、その後……貴方は大きな選せん択たくを迫せまられるわ。貴方は、貴方にとって掛け替がえのないもの達を天てん秤びんにかけなければならない……』

「……予言者か何かか、てめぇは」

　ため息をついて、グレンが言う。

「ナムルス。俺はなんだかんだ、お前には感謝している。正体は謎だし、ルミアそっくりのくせに、クソ生意気でいけ好かないし、何も教えてくれねーし、たまに口を開いたかと思えば、何か思わせぶりな意味不明なことばっかだし……腹立つけど……それでも、お前は俺達を助けてくれた……そこは本当に感謝してるさ……」

　だがな、とグレンが言葉を続ける。

「そろそろいい加減にしてくれよ……変なこと言って人を煙けむに巻くのは……」

　しかし、ナムルスはそんなグレンを完全無視して、最後に一方的に告げた。

『もし、そんな未来を回かい避ひしたいのなら……彼女に思い出させないで』

「はぁ？　何をだよ？　そもそも彼女って誰だ？　セリカか？　それとも……」

　気付けば。

　すでにナムルスの姿は、グレンの前にはなかった──




「俺としては……もう、やめて欲しいんだがな……危険なことは」

　あのナムルスとの最後の会話を努めて忘れようとしながら、グレンは言った。

　こんな目に遭あっても、魔術を失っても、セリカは己おのれの正体と使命に執しゆう着ちやくし、それを追い求め続けるかもしれない。

　ナムルスの言うことなど、さらさら信じていないが……

　だが、そんなグレンの不安を払ふつ拭しよくするように。

「……大丈夫だよ、安心しろ」

　セリカは、きっぱりと、あっけらかんと言った。

「もう、自分探しはやめだ。どっちみち、こんな状態じゃ無理だしな」

「セリカ……？」

「それに……もう、それをする必要もなくなった。私には……一いつ緒しよにいてくれる……支えてくれる家族がいる。私は今のままでいい……そうだろ？」

　どこか甘えるような、微笑ほほえみをセリカが向けてくる。

「……あ、ああ……そうかも、な……」

「そもそも、家族に心配かけるようなことは、するもんじゃないよな」

「ちっ……や、やっとわかったか……ったくよぉ……」

　どうにも気き恥はずかしくなったグレンが、ふんと鼻を鳴らしてそっぽを向く。

　動どう揺ように揺れる表情は、ほんの少しだけ赤みが差していた。

「あー、でも、将来、お前が誰だれかと結けつ婚こんして家を出て行ったら寂さびしくなるなー、たまーにでいいから会いに来て欲しいなぁー？　お母さん、寂しすぎると死んじゃうぞー、寂しさあまって、地下迷宮とか突とつ撃げきしちゃうぞー？」

「何、言ってんだ、バカ！」

　いつものようにグレンをからかい、セリカがひとしきり笑って……

　……そして。

「なぁ、グレン……」

「……なんだよ？」

「ありがとう、な……」

「…………なんのことだか」

　それっきり。

　二人は何を語ることもなく、身を寄せ合い、風を感じ続けた。

　夕日はゆっくりと、稜りよう線せんへと沈しずみ……夜の帷とばりが身を寄より添そう二人を包み始める。

　やがて、進む街道先の空に、妙みように懐なつかしい幻まぼろしの城の姿が見えてくる。

　二人は、そのままフェジテに到とう着ちやくするまで。

　ずっと……心地良い沈黙に浸ひたり続けた。

















あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第六巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！




　第六巻。いやぁ～、ついにここまで来ましたか。

　表紙の通り、今回の第六巻は以前出版された短編集に続き、追つい撃げきのセリカ回です。

　この『ロクでなし』という物語を綴つづるにあたり、実は最重要人物の一人であるセリカに、ついに本格的なスポットが当たる回といえるでしょう。そして、この物語を構成するパズルのピースがようやく出そろうことになる転機の回ともいえます。

　ルミアとは？　帝てい国こく王家とは？　天の智ち慧え研究会とは？　禁忌教典アカシツクレコードとは？　古代文明とは？　そして──セリカとは？　これらのパズルピースが一体、どんな絵を描えがくことになるのか……生暖かい目で見守っていただけると幸いです。

　これからも、どうかよろしくお願いします。

　……と、まぁ、それはそれでおいといて。

　私、最近、ふと思うことがあるんですが……

　ロクでなしって、こういう話だったっけ？（白目）

　お、おかしい……元々、ファンタジア大賞投とう稿こう段階では、ロクでなし教師が、キャワイイ女子生徒達とイチャコラして、たまに本気出して『どや？』『キャー☆　先生！』するだけのお話だったはずなんですけどねぇ？　天空城とか、禁忌教典アカシツクレコードとか、陰いん謀ぼうとか、古代文明とか、そんな後付けくさい中二設定、欠片かけらもなかったし！

『今のままじゃ話が続かないと思われます。こちらとしてもシリーズ化させたいので』

　確か、ロクでなし第一巻出版の時に、そんなことを編集さんに言われて……

　さて、どんな風に話を発展させていくかねぇ？　と、方針に困った私は、その時、もう二度と開くまいと心に誓ちかっていた『黒の歴史書』をふと開いて……

　……うん。大体、私のせいか。（吐血）


羊太郎



















羊太郎

●ひつじたろう



千葉県在住のライトノベル作家。千葉県在住ですよ千葉県！　ここ超・重要、テストに出ますからね！　そう！　最近、ついに長野県での出張が終わり、千葉県に戻ることになりました！　いやー、長かった！　その期間を出した本の冊数で数えてしまうくらいに！　けれど、これで堂々と千葉在住を名乗れます！　あっはっはっは……

上司「あ、羊。戻ってきて早々なんだけど、また明日から出張頼むわ……長野」

羊「……えっ？」

今回は三日間でしたけど……時空を超えて、あなたは一体何度──私の前に立ちはだかってくるというのだ！　長野県!!


















カバー・口絵・本文イラスト／三嶋くろね

カバーデザイン／草野剛










ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード６








羊ひつじ 太た郎ろう
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